
    
      
        
      
    

  
































あんさんぶるスターズ！




歌声よ天まで届け








日日日

原作・イラスト／Happy Elements 株式会社





[image: ]
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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「どうも、どうも」

　光り輝かがやく、アイドルたちの戦場。

　私立夢ゆめノの咲さき学がく院いんの『講こう堂どう』、そのステージにやや場違いなほど野や暮ぼったい男性が「ひょこひょこ」した動きで姿を見せる。整える気がないような寝ね癖ぐせだらけの髪かみ。無ぶ精しようひげ。酒気で濁にごった双そう眸ぼうと、あちこち汚よごれている白衣。

　元トップアイドルにして、私たち二年Ａ組の担任教師。保健室の養よう護ご教きよう諭ゆでもある、いつでも何だかやる気がなさそうに見える佐さ賀が美み陣じん先生である。

「本日はご来校、ありがとうございます」

　舞ぶ台たいの中途はんぱな位置まで進みでると、佐賀美先生は気け怠だるげに頭をさげる。

「おぉ、ずいぶんお客さんが集まったなぁ？」

　独ひとり言ごとのようにつぶやくと、場慣れした態度でまるで緊張もなく振ふる舞まっている。

「うちの学院としても、今回のドリフェス……【ＤＤＤ】は初めての形式、試こころみとなる行事です。何か、不始末があったらすんません。あと若くてかわいいアイドルを見にきたのに、こんなオッサンが登場してすんません」

　自じ虐ぎやくネタなのか本音なのか、びみょうに反応しにくいことを言っている。

　けれど熱を孕はらんだ観客席は、佐賀美先生のそんな発言にもいちいち欣きん喜き雀じやく躍やくして盛もりあがっている。先生の昔からのファンの人々もいるのだろう、黄色い声まであがっていた。

　すこし意外そうにそちらに手を振って応こたえつつ、佐賀美先生はぼやいている。

「いつもは仁に兎とっていう、かわいいやつが司会とかやってくれてるんですけどね～。あれもアイドルなんで、『ユニット』として参加するから忙いそがしいっぽい」

　雑談めいた口調ながらも、きちんと必要な情報を織おり交まぜてくれる。元アイドルだからか教師だからか、多人数を相手にして喋しやべることに慣れている素そ振ぶりだ。

「今回のドリフェス……【ＤＤＤ】には、夢ノ咲学院のほぼすべての生徒が演者として参加します。だから手が足りないんですよ、正直」

　目元のいやに色っぽい泣きぼくろのあたりを指で撫なでて、佐賀美先生は嘆たん息そくする。

「投票数とかの集計も、公平性を鑑かんがみて俺たち教師がすることになってます。……みたいな説明する前に、自じ己こ紹しよう介かいしといたほうがよかったか？　ん～、久しぶりに舞台に上がったせいで間合いがわからん。勘かんが鈍にぶってるなぁ、歳としは取りたくないもんだ」

　かなり堂々としているように見えるのに、自分の立ち居振る舞いに不満があるのだろうか……。それとも司会らしい仕事を丸投げしたいのか、佐賀美先生は唐とう突とつに傍かたわらに立つもうひとりの人物に水を向けた。

「そう思いません？　椚くぬぎ先生」

「陣。いいえ、佐賀美先生……。無む駄だ口ぐちを叩たたかずに、きびきび話を進めなさい」

　かなりの不意打ちだったのにさほど動じず、泰たい然ぜんとして応えたのは生徒会顧こ問もんにして声楽の教師──椚章あき臣おみ先生である。音楽家のような巻まき髪がみ。折り目正しいスーツ姿。佐賀美先生とは対照的な、生き真ま面じ目めそうで威い厳げんすら漂ただよう風ふう貌ぼう。

「こんなドリフェスは無意味ですよ、どうせ『fineフイーネ』が優勝するに決まっていますからね。実力も知名度も、才能も何もかも申し分ない。彼らこそが、我が校の頂点です」

　目つきを鋭するどく見せている眼鏡めがねを煌きらめかせて、椚先生は苛いら立だたしげに腕うで組ぐみする。

「そもそも公平に審しん査さし、私たち教師陣が満場一いつ致ちで彼らを『ＳＳ』の代表に選んだのですよ？　それを不服とし、このようなドリフェスを開かい催さいするなど言語道断です」

　忌いまわしそうに観客席を見回して、椚先生はそれでも彼を知っているのだろう観客に目線や声をもらうと律りち儀ぎに会え釈しやくしている。彼もまた、元アイドルということである。

「私たちの審査能力を低く見積もっている、と判断してもよろしいのでしょうか。生徒に信頼されないのは哀かなしいですね、時間を無む駄だにするのも賢けん明めいとは言えません」

　愚ぐ痴ちを吐きながら器用に観客への応対もしつつ、椚先生は怒気をこめて唸うなった。

「天てん祥しよう院いんくんも、何を考えてるんだか……。このような我わが侭まま、二度は許しませんよ」

「はいはい。ぶつくさ言ってないでお仕事しましょ～、大人おとななんだから。あきやんは昔から神経質すぎるよね、ハゲるよ？」

　佐賀美先生がそんな椚先生の後頭部を「べしべし」と気安く叩いて、人殺しのような目つきで睨にらまれている。いつも怖いぐらい厳いかめしいしかめっ面つらをしている椚先生が、その瞬しゆん間かんだけは無む邪じや気きな高校生さながらに──顔を真まっ赤かにして身み悶もだえしていた。

　ふたりの教師の嚮きよう導どうのもと、熾し烈れつな最終決戦の幕まくがあっさりと開こうとしている。
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　咳せき払ばらいをしつつ、こっそり椚先生は厄やつ介かいな同どう僚りようへと囁ささやいている。

「『あきやん』って呼ばないでください、佐賀美先生」

「不ふ機き嫌げんだなぁ、いつにも増して。俺はけっこうワクワクしてるけどね、年とし甲が斐いもなく。いやぁ、若いっていいよね。向こう見ずでさ、一いつ生しよう懸けん命めいでさ～♪」

　今この場には先生たちと観客しかいないけれど、『講堂』の外では今も高校生のアイドルたちが走り回っている。その賑にぎやかで愛いとおしい青春の胎たい動どうを感じているのか、佐賀美先生の表情は優しく穏おだやかで、すこしだけ羨うらやましそうだ。

「陣。せめて舞台の上では、煙草たばこはやめなさい。お客さまが見ています。あなた酒と煙草と女でアイドル人生を棒に振ったのに、反省はないのですか？」

　悟りを開いた聖人めいた同僚の脇腹を、椚先生がわりと容よう赦しやなく肘ひじで打った。その衝しよう撃げきで、佐賀美先生が何気なく取りだしかけていた煙草の箱が落ちる。

　器用に煙草の箱を爪つま先さきで引っかけて蹴けり上げると、佐賀美先生はそれを空中でキャッチしていた。さりげなくやっているけれど、なかなか常人離れした動きではある。

「俺は反面教師なんだよ。厳しく躾しつけて、きれいなものだけ摂せつ取しゆさせるのが教育じゃないっしょ？　ていうか──もうアイドルじゃないんだからいいじゃん、ガキどもには『こういうの』は真ま似ねさせないしさ～？　たまには毒どく抜ぬきしないと、ハゲるよ？」

「ハゲませんから！　食生活には気を遣つかってます、毛もう髪はつのケアも欠かしていません！」

「ははは。相変わらず、あきやんはどっかズレてるというか坊ぼつちゃん気質というか……。まぁ、いいけどさ？」

　先生たちは和なごやかに雑談をつづけているけれど、その間にも『講堂』の舞台の真ん中に鎮ちん座ざする巨大スクリーンでは【ＤＤＤ】に参加するアイドルたちの紹介ＶＴＲなどが流れている。べつに彼らも職務を忘れてお喋りに興じているわけではない、はずだ。

　ときおり映像の補足説明をしつつ、佐賀美先生はしみじみと語っている。

「アイドルの『良さ』なんて、数値化できないもんだろ。俺ら教師が優秀、と判断した連中がいざ本番になったら役立たず……みたいなこと、『しょっちゅう』じゃん？」

　元アイドルだという先生たちの語る言葉には、含がん蓄ちくと重みと、実感がある。

「だから、ほんとの意味でアイドルとしての価値を比くらべっこする、こういう催もよおしも悪くない。より公平で、実際的だよ。あきやんは理屈っぽいけど──芸能界がさ、理屈が通じないところだってのは身に染しみてるっしょ？」

「…………」

「アイドルの価値とは何か。お客さんをどれだけ喜ばせられるか、ってのが『すべて』だと俺は思うね。歌や踊りがどれだけ上手じようずか、顔がどれだけ小こ綺ぎ麗れいか、衣い装しようや歌のセンスがいいか……。そんなの、関係ない。屁へのつっぱりにもなりゃしないよ」

　いつも酒気のせいか濁って見える佐賀美先生の瞳ひとみに、一瞬だけ、かつて全世界の人々を魅み了りようしたトップアイドルとしての輝きが戻ってくる。それはどんな衝撃を受けても亀き裂れつすら入らない、丁てい寧ねいにカッティングされた宝石の煌めきだ。

「テストで満点とろうが、アイドルとして満点とはいえない。もっと漠ばく然ぜんとしていて、総合的で、尊いものがアイドルの価値ってもんだ」

　懐なつかしそうに七色の照明を浴びながら、佐賀美先生は眩まぶしげに目を細めている。

「俺もずっとアイドルやってきて、この学院でアイドルをたくさん育てたけど……。まだ、その尊いものの正体はわからない。難しい、理屈っぽいことを考えるのは苦手だしな」

　真面目に語っているのが照れくさいのか、寝ね癖ぐせだらけの頭をがりがりと搔かき回して。

「だけどアイドルにとって最大の喜びと幸せは、お客さんの笑顔だ。拍はく手しゆであり、歓かん声せいであり、快こころよい反応だ。それを得たとき、アイドルは最も輝く。その輝きは世界を照らし、それに触れたものの人生をちょっとだけ喜ばしいものにしてくれる」

　アイドルってそういうもんだろ、と佐賀美先生は微び笑しようをたたえて言った。

「うちの学院のガキどものなかで、いちばんその輝きを有してるのはどの『ユニット』なのか。たくさんのお客さんの前で、比べっこして確かめる」

　あくまで傍ぼう観かん者しやとして、先生たちは私たちの決戦を俯ふ瞰かんで見守っている。

「そんな【ＤＤＤ】は、『ＳＳ』の代表者を……。我が校でいちばんのアイドルを決めるのには、うってつけの行事じゃないかな」
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「ってことで。お集まりの皆さん、長らくお待たせいたしました」

　背後のスクリーンで流れていた映像が一区切りついたのを見計らって──そちらを振り向きもせずに、佐賀美先生は完かん璧ぺきなタイミングで言い放った。

「夢ノ咲学院アイドル科教員、佐賀美陣が【ＤＤＤ】の開戦を宣言します」

（あっ、先に言われた！　私が【ＤＤＤ】の開戦を宣言したかったのに！　陣はいつもいつも、私の見せ場を奪う……！）

「おわっ、どったの？　睨まないで～？」

　なぜか椚先生に敵意を飛ばされて、佐賀美先生は面倒くさそうに何歩か下がった。

「まぁいいや。え～っと、おほん！」

　あくまで舞台の中央には立たず、司会──案内役としての立場を貫いている。【ＤＤＤ】の主役は先生たちではなく、高校生のアイドルたちだ。

「すでに皆さんご存知でしょうが、【ＤＤＤ】は年末に開催される日本一のアイドルを決定する祭典……。いわゆる『ＳＳ』における、我が校の代表を決定するための催しです」

　パンフレットや事前告知でも周知されていることだろうけれど──あらためて、佐賀美先生はわかりやすく語ってくれる。教師らしく、伝わりやすい平へい易いな表現で。

「願わくば、まっさらな気持ちで彼らのパフォーマンスを観賞し、『良い！』と思った連中を応おう援えんしてあげてください」

　それは言うまでもないような、当たり前のことだろうけれど。つい先日までは、夢ノ咲学院ではその当たり前が失われていた。たった四人の革かく命めい児じと、彼らを後押しするすべての生徒たちの奮ふん戦せんで──革命は成され、現状は変わったはずだった。

　けれど。御お伽とぎ噺ばなしではないから、それでハッピーエンドとはいかなかった。さらなる絶望的で、無む慈じ悲ひな現状のなか──私たちは足あ搔がいている真っ最中である。

「皆さんの声援が、彼らのちからになる。年末の『ＳＳ』では、今日よりさらに成長した彼らが、素す晴ばらしいパフォーマンスを見せてくれるでしょう」

　未来がどうなるかは、まだわからない。

　すべては、これから始まる【ＤＤＤ】の展開次し第だいである。

「それを期待しつつ、どうか若き才能の萌ほう芽がたちが花開くのを目もく撃げきしていってください。きっと、時間の無駄にはなりません」

　佐賀美先生はそう言って、誰だれもが虜とりこになってしまいそうな優しい笑みを浮かべる。

「今日という日が、皆さんにとって幸せな一日になりますように」

　かるくお辞じ儀ぎをしつつ、彼は内心ではもうすこしドライな意見を述べていた。

（な～んてな。わざわざ休日に足を運んでもらったんだから、お客さんを退屈させたら申し訳ない。気張れよガキども、みんなを楽しませてやってくれ）

　経験豊富な元アイドルは、この現実が綺麗事だけで成立しているわけではないことを知っている。けれど決して、諦あきらめたり絶望したりはしていない。

　胸むねに希望を抱いだいたまま、これから始まる馬ば鹿か騒さわぎに心から期待している。

（そしていつの日にか、俺たちが見られなかった天てつ辺ぺんからの最高の景色を、見てほしい。『ＳＳ』までの長くて苦しい道のりを、できれば楽しみながら駆かけ上のぼっていけよ）

　己の青春を反はん芻すうしているのか、すこしだけ遠い目をして──。

　苦いものを口にしたように一瞬だけ渋い顔をすると、また目を開き、真まっ直すぐに観客たちへと向き直る。威い風ふう堂どう々どうと、経験を積んだ老将軍さながらに。

（仲間たちと、肩かたを寄せあって、励はげましあいながら苦難を乗り越えていけ。道に迷ったら、俺らが行く先を示してやるから）
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「陣。感極まっていないで、きちんと最後まで説明を終えなさい。いつもいつも、言いたいことだけ言って後は放置なんですから」

　ぶつくさと文もん句くを垂たれながらも、椚先生が絶妙なタイミングで司会を受け継いだ。

「まぁいいです、ここからは私が説明しましょう」

　かるく会釈をし、一歩だけ前へと進みでると──耳に心地ここち良よい美声で語る。

「お集まりの皆さん。【ＤＤＤ】のルールについてはお手持ちのパンフレットなどに記き載さいされていると思いますが、あらためて口頭でも詳しよう細さいを申し上げましょう」

　きちんと己おのれに課された仕事を全うしないと落ち着かないのか、一から十まで丁寧に──椚先生は説明してくれる。

「【ＤＤＤ】は、『ＳＳ』における我が校の代表を決定するための催しです。ゆえに、基本的なルールは『ＳＳ』に準じゆん拠きよしております」

　椚先生の受け持つ授業も終始こんな調子だけれど、べつに嫌がらせで長話をしているわけではなく、むしろ親切心から丁寧に語ってくれているのだろう。

「『ＳＳ』と同じ形式で相争うことで、どの『ユニット』が『ＳＳ』で最もちからを発はつ揮きするのか確かめることができるはず、という考えからです」

　彼も佐賀美先生とは真逆の方向性だけれど、やはり学校の先生らしい感じである。

　かつてみんなに夢を与えたトップアイドルたちは、マイクを教きよう鞭べんに持ち替えて、アイドルの卵たちを日々──一生懸命に育ててくれている。愛をこめて。

「この夢ノ咲学院の敷地内には、多数の屋外ステージが設営されています」

　椚先生が指揮者のように指を振るのと同時に、スクリーンに夢ノ咲学院の地図が表示される。椚先生は放送委員会の元締めみたいなことをやっているらしく（放送委員の真まことくんに聞いたことがある）、こういうことは非常に手慣れている。

　夢ノ咲学院において、放送委員会は舞台上の音おん響きようや映像周りなどの仕事を請うけ負おっているのだ。もちろん、専門の外部スタッフに頼んだりすることもあるけれど。

　夢ノ咲学院の卒業生のすべてがアイドルになれるわけでもないだろうけれど、芸能界やその近辺の職種に就つく場合がおおいようで……。そういった技能を習得できる放送委員会は、気楽な同好の士が集つどう部活動とは雰ふん囲い気きが異なる、専門家集団といえる。

　語ご弊へいがあるかもしれないけれど部活はお遊びで、委員会は仕事──という印象である。もちろんアイドル活動のための集まりである『ユニット』に比べれば枝葉の部分ではあるけれど、一般的な学校の委員会とはまた異なる感じで、なかなか興味深い。

　とはいえ、今はそんなことは関係ない。

「その屋外ステージにて、我が校が誇るアイドルの『ユニット』たちがパフォーマンスを行います。皆さまはそのパフォーマンスを観賞し、『良い！』と思った『ユニット』の前でサイリウムを発光させてください」

　的確に淡たん々たんと、椚先生は必要事じ項こうを説明している。夢ノ咲学院の生徒ならば必ず所持している重要アイテム、ドリフェスの投票の際などに用いるサイリウムが──すべての観客に与えられている。すでに気の早い誰かが様々な色にそれを発光させていて、薄うす暗ぐらい『講堂』のなかで一番星のような輝きを放っている。

「パンフレットとともに、皆さまにはサイリウムも配布されているはずです。お手持ちでないかたは、受付に係のものがおりますので……。そちらで手続きをし、受けとってください。そのサイリウムこそが、【ＤＤＤ】における皆さまの『投票権』そのものです」

　夢ノ咲学院の不思議な世界観をよく知らないひとには、『ユニット』などの単語の意味もわからないだろうけれど。そのあたりまで説明していたら、時間がいくらあっても足りない。簡単な専門用語の説明はパンフレットや公式ＨホームＰページなどに記しるされているし、アイドルユニット──なんて単語はそこそこ耳にする言葉ではあるので伝わるだろう。

　ある程度は省略しつつも、椚先生は観客の知りたい情報を選んで与えてくれる。

「各ステージでは必ず、ふたつの『ユニット』が対バン形式でパフォーマンスを行っております。一対一で、『ユニット』どうしがパフォーマンスの優ゆう劣れつを競っているのです」

　観客たちの役目を、やるべきことを明確に示し唆さしてくれる。

「あなたがたには、対決するふたつの『ユニット』のうち、どちらかに投票していただきます。ちなみにサイリウムの発光によって、どの『ユニット』に何点──投票するか決定することができます」

　夢ノ咲学院の生徒にとっては、やはり馴な染じみ深いドリフェスの基本的な仕組みである。私も最初に聞いたときはおかしなシステムだなと思ったけれど、今はもう慣れた。

「サイリウムの色で、それは区別されます。何色が何点か～など、投票の仕組みについてはパンフレットに詳細があります。後ほど、時間があるときにでもご確認ください」

　そのような雑多な情報まで完全に網もう羅らされているため、パンフレットはかなり分厚い。それを無料で配布しているのだから、なかなか太っ腹である。

【ＤＤＤ】はあの生徒会長──大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しであるという彼が発ほつ起き人にんだし、全体的にお金がかかっている感じだ。動員数も会場の規き模ぼも豪ごう華かさも、空前絶後である。

「一時間ごとに、投票数の集計が行われます。その投票結果により──それぞれのステージで対決していたふたつの『ユニット』のうち、片方が勝ち残り、片方が敗退します」

　無慈悲な、勝ち残り戦だ。

「つまり最初の対決で、最初の一時間で、【ＤＤＤ】に参加する『ユニット』の半数が敗退し姿を消します」

　敗者復活戦などの救済措そ置ちすらない、負ければそこでお終しまいのデスゲームである。ほんとうに、殺しあいでもするかのようだ。アイドルたちは死力を尽くし──互いの喉のど笛ぶえに牙きばを突き立てあうような、生き残りをかけた争いに挑いどむ。

「だんだんと、勝ち残る『ユニット』は数を減らしていくわけです。以降も『ユニット』が最後のひとつになるまで、同じことを繰くりかえします」

　そこに安っぽいお涙頂ちよう戴だいの救いなどない、負けたらそれで終わりだ。冷れい酷こくで、どこまでも現実的である。誰も優しくしてくれないし、同情もしてくれない。

「最後まで勝ち残った『ユニット』が、優勝です」

　勝たなければ、勝ちつづけなければ、その場に踏ふみとどまることすら赦ゆるされない。屍しかばねの山を築きずき、その頂点に立つことでしか──栄えい冠かんは得られない。それが生きることの本質なのだと言われれば実際そのとおりなのだけれど、過か酷こくすぎる。

「そして我が校の代表となり、『ＳＳ』への出場権を得るのです」
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「単純明快でしょう？」

　椚先生はさりげなく胸元に手を添えたりと、魅み惑わく的てきな仕草で己に注目を集める。そんな身振り手振りに気を取られて説明が頭に入ってこない、などということもない。

　簡かん潔けつにわかりやすく、最適なタイミングで観客たちを教導していく。

「要は、トーナメント戦です。一対一で『ユニット』どうしが対決し、勝ち残ったものどうしでまた対決……。最後まで勝ち残れば、優勝」

　それこそ、古き良き少年漫まん画がのようだ。

「ちなみに一時間ごとに、屋外ステージは半数ずつ撤てつ去きよされていきます。出場する『ユニット』の数にあわせて、ステージも用意されているので……。対決せずにやりすごす、などの『ずる』はできません」

　漫画大国と謳うたわれるこの国の文化基き盤ばんで育てば、知らず知らずのうちにそんな物語の文法が身に染みている。理解しやすく、飲みこみやすくされて──血と汗と涙で満たされた少年たちの悲喜劇が、簡略化されて提供される。

「すべての『ユニット』が、必ず他の『ユニット』と対戦し、一時間ごとに半数ずつ散っていきます。無慈悲で過酷な、負けたら終わりの壮そう絶ぜつな生き残り戦です」

　生徒会長の用意した決戦の舞台は、どこまでも物語じみている。

　気味が悪いほどに。

「決勝戦のみ、この『講堂』で行われます。そしてすべての観客が見守るなかで、この学院で最も優すぐれた『ユニット』を決定するのです」

「え～っと。最初のうちはステージの数もおおいので、どこに行けばいいか迷ってしまうかもしれませんが。まぁそこは気の向くまま、てきとうに」

　佐賀美先生が何気なく、知りたい情報を与えてくれた。流りゆう暢ちように語っていたのに横よこ槍やりを入れられて、椚先生が「むっ」と顔をしかめたが──佐賀美先生は気にしない。

　穏やかな口調のまま、すこしだけ真しん摯しに言い添える。

「集計が開始されるまでは、移動も自由です。気に入った『ユニット』が見つかるまで、学院中をうろうろ歩き回るのもいいでしょう。あなたがたの心の琴きん線せんに触ふれる『ユニット』と巡めぐり会えることを、俺たちも心より祈っております」

　ライブを見て楽しく騒ぎたい観客に対して、延々と小難しい説明をするのもどうかと思ったのだろう。佐賀美先生はあっさりと、話をまとめにかかる。

「説明は、こんぐらいでいいかな。最初の対決は三十分後です、すでにアイドルたちはパフォーマンスの準備を始めています。観客の皆さんも、移動を開始してください。どうも、すでに気の早い連中は演奏を始めちゃってますから」

　遠くから聞こえてくる潮しお騒さいのごとき歌声と楽曲に、やはりどこか懐かしそうに目を細めて──佐賀美先生はだらしない見た目にそぐわぬ、優ゆう雅がな一礼をしてみせた。

「歌声や音色に導かれつつ、気の向くままに、校内を散策してみてください。アイドルたちも、あなたがたの声援を心待ちにしていますよ」
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　そんな『講堂』での【ＤＤＤ】開会式の様子をスマホで確認しつつ、私は夢ノ咲学院の片かた隅すみにある防音練習室で溜ため息いきをついた。

　おそろしく、疲ひ弊へいしている。

　ついに始まる大一番の気配に怯おびえてあまり眠れず、睡すい眠みん不足で頭がふらふらしている。全身、満足に動かない。

　私たちは『Ｓ１』の際に行った地じ獄ごくの猛もう特とつ訓くんに比するか、それ以上のレッスンを行っていたのだ。一週間ほぼ休みなく泊とまりこんで、善意から協力してくれた『流りゆう星せい隊たい』の面々とともに。これから本番だというのに、ふと気を抜くと意識が飛びそうだ。

　今回は『Ｓ１』のときとちがって、私も一時的にアイドルとしてステージに立たなくてはならない。もちろん、私はそちら方面でもずぶのド素しろ人うとだ。あくまで付け焼き刃ばでしかない。観客に怪あやしまれない程度の、最低限の技術を大急ぎで身につけたのみである。

　それでも、死ぬかと思った。舞台に立っているだけでも無数の配はい慮りよと技術、経験と実力が必要で──私には何もかもが足りなかった。同じくほとんどステージに立った経験がないらしい『流星隊』の一年生たちが、共感しながらいろいろアドバイスをしてくれたり訓練に付きあってくれたりしたので、彼らのためにも無ぶ様ざまな姿は見せられないけれど。

　まったくもって自信はなく、緊張感で歯の根もあわない。疲れと眠気に苛さいなまれ、諸々のストレスやプレッシャーに磨すり潰つぶされて粉々になってしまいそうだ。

　スバルくんはよく平気だなぁと、心から尊敬しながら彼のほうを見た。

「よぉし、お着替え完了っ☆」

　むしろ元気が有り余っているようなスバルくんは、嬉うれしそうに『Trickstarトリツクスター』専用衣装を身にまとってくるくると回転している。見ているだけで、目が回りそうだ。

「転校生も、準備はＯＫ～？」

　こちらに向きあった状態で完璧に静止し、いつもどおりの満開の笑み。

　屋内では深みを増して見える、ブラッドオレンジのような色の髪。いつも奔ほん放ぽうに飛び跳ねている髪型には彼なりのこだわりがあるのか、指先で撫でたりしてかたちを整えている。あんまり身だしなみは気にしない子かと思っていたので、ちょっと意外な仕草だ。

「おぉ、似合ってる似合ってる～♪」

　無む邪じや気きに歩み寄ってきて、スバルくんは真っ直ぐに私を見てくる。あまり褒ほめられ慣れていないのでうまく反応できず、もごもごと口のなかで感謝を述べた。

　相変わらずの口べたで、ほんとうに情けない。これから、ステージに立たなくてはいけないのに──こんな調子で大丈夫なのだろうか。不安である。

　暗い顔をしている私を元気づけるためにか、スバルくんがこちらの背中を「ばんばん！」とかなり容よう赦しやなく叩いてきた。うっかり心しん臓ぞうが止まるかと思った。

「あはは、『かわいい女の子の衣装』でもよかったんだけどさ。正体がばれたらまずいからね、転校生は……。でも、男の子の衣装もバッチリ着こなせてるよ～？」

　そうだ、私は今──ありていに言えば男装している。これから迎むかえる【ＤＤＤ】の緒戦に際して、私が練ねりあげた作戦とも呼べない奇策のために。

　これから、私は『Trickstar』の一員として舞台に立つ。

「あはは、すっかり縫ほう製せいも手慣れちゃったね。ちゃんとした衣装になってる～、【ＤＤＤ】まで数日しかなかったのにすごいね転校生！」

　身にまとうのは、私が個人的に縫製していた継つぎ接はぎの衣装を仕立て直した代物である。もともと自分用だったので女物としてつくってあったけれど、ここは男性アイドルを育成するための学び舎やだ──女性アイドルは存在してはならない。

　変わり種の女装アイドル？　などと怪しまれる程度だったら良いけれど、それを理由に舞台から追いだされては堪たまらない。とくに下半身の部分に関しては、いったん衣装をばらして縫ぬい直す必要があった。手間ではあったけれど、いちから縫製するよりは楽だ。

　ともあれ私は男物の衣装を着て、髪は結ゆい上げて帽ぼう子しに隠かくして（万が一に備そなえて断髪しようかと言ったら、みんなに大慌てで止められてしまった）、男の子ぶることになる。

「あとは、覆ふく面めんをつけて……っと♪　これで転校生は、正体不明の『謎のアイドルＸ』に生まれ変わった！」

　スバルくんがもはや完全に面おも白しろがっているのではないかと疑わせる陽気さで、私に覆面をつけてくれる。事実、立場としては覆面アイドルではあるのだけれど──本当に覆面をつける意味はあるのだろうか。プロレスラーでもあるまいし。

　まぁ、観客のなかには生徒も大勢いる。『Ｓ１』以来、私の名前は不本意ながらそこそこ売れてきてしまっているので……。素顔を晒さらしてしまえば正体がばれて、要いらぬ騒ぎを招きかねない。覆面をつけるのは理にかなっている、息苦しいし恥はずかしいけれど。

　この覆面も自分で縫製したのだけれど、悪目立ちしても仕方ないので──簡単な目と口がついた顔文字みたいな造形である。手鏡で確認したら、我ながらものすごく怪しい感じになっていた。数あわせの穴埋め要員だし、これで上等ではある。

「誰にも正体を見破られないように、なるべく声とかはださないでね。つまり、絶対に歌ったりはしないこと。転校生が『アイドル』じゃなくて『プロデューサー』だってばれたら、いろいろ面倒だからさ」

　スバルくんが以前の彼なら考えられないことに、細々と気配りしてくれる。

　何だか近ごろ、スバルくんがすごく優しい気がする……。私があまりにも不安がっているので、心配してくれているのだろう。ありがたい。

　私は声をだしたら女だとばれてしまう可能性が高いので、歌うことはできない。

　もともと無口ではあるし、歌唱力もアイドルに比べたら文字どおり素人レベルでしかないので……。目立たないように、隅っこで踊ったりしながらやり過ごす予定だ。

「転校生はパフォーマンスの練習もしてくれたけど、所詮は付け焼き刃だしね。戦力として期待するのは可か哀わい想そうだし、とりあえず舞台は俺が何とかするよ！」

　頼もしく胸を叩いて請け負ってから、スバルくんが私の手を引いて部屋の出入り口へと向かう。いつものように、前向きな輝きを放射しながら導いてくれる。

　扉とびらの外は、戦場だけれど。

　もう大丈夫、ちっとも怖くなかった。
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　何となく手を繫つないだまま、私たちは夢ノ咲学院の廊ろう下かを歩く。

　屋外はすでに観客で溢あふれかえっており、移動が困難なので、ざっくりと目的地まで向かう場合は校内を進んだほうが簡単である。

　そのうち校内の各所も一般開放されてしまうため（物販ブースなどが並ぶし、【ＤＤＤ】から敗退したり不参加だったりするアイドルたちと交流したり、小規模なパフォーマンスが見られるお立ち台が設営されたりする）、大賑わいになってしまうのだろうけれど。

　生徒たちが食堂へ向かうために利用する、簡かん易いな出入り口に辿たどりついて、そこから屋外にでる。この出入り口は生徒は頻ひん繁ぱんに用いるけれど、外部の客は存在を知らなかったりするので人ひと気けがない。

　あらかじめ準備しておいた靴くつに履はき替えて、ふたりで一緒に。ライブに必要な代物──それこそステージ用の靴などはスーツケースに詰めて、ごろごろ引きずっている。

　地図に記された屋外ステージの位置を確認しながら、近いところから順番に見て廻まわる。たいてい、すでに先着した『ユニット』がいて私たちはお呼びじゃない雰囲気。お花見の席取りのようだけれど、こちらは人手が足りない──先に誰かにステージを確保してもらう、などの方策は立てられなかった。

　これも、私の段取りの悪さが招いたミスである。どうしよう、と思いながらスマホで空いているステージの情報などを調べていく。こういう情報収集は、真くんがいてくれたら何気なくやってくれていたのだけれど──今は私とスバルくんしかいない。

　配られた手札で、勝負するしかない。

「俺がどうにか時間稼かせぎをしている間に、他のみんなが……ホッケ～たちが戻ってきてくれるかもしれない。なんてのは、希望的観測かな」

　何とか空きステージの目星をつけて、スバルくんと一緒にそちらへ向かう。早足で。これから本番なのに頼もしいほどお気楽に、彼はのんびり散歩するような歩調だ。

「とりあえずは、舞台に立てる。転校生の、おかげで」

　大丈夫だから落ちついて、と言うようにスバルくんが優しく微笑んでくれる。何だかさっきから上じよう機き嫌げんだ──一時はどん底まで落ちこんでいたので、笑っていてくれて安あん堵どする。彼が面白がってくれるなら、私は覆面をかぶってピエロにでもなる。

「それだけで嬉しいよ。ぜんぶ諦めて落ちこんでた俺に、転校生が希望をくれたんだ。ありがとうね～☆」

　私の手を上下におおきく振り回しながら、スバルくんは驀ばく進しんしていく。

「勝ち残れるかどうかは、神のみぞ知る。最善を尽くそう、えいえいおうっ☆」

　その手のひらがいつもより冷えている気がして、私は両手で彼のそれを抱き寄せるようにして握にぎった。彼だって不安がないわけがない、仲間たちと引き離されて心がぺしゃんこになるまで踏みにじられて──それでも逃にげずに戦おうとしているのだ。

「【ＤＤＤ】の第一回戦……最初の対決は、もうすぐ始まる。正念場だね～、あぁもう！　舞台に立つのが怖いなんてこと、生まれて初めてだよ！」

　怖いのだ。やはり、彼もまた……。当然だ、彼は何も感じない機械でも心のない野や獣じゆうでもない。人間の、まだ高校生の男の子だ。私は、それを知っているはずだった。

　唯ゆい一いつ、そばにいる私だけでも、彼のちからにならなくては。

　この強がりの笑顔を、守らなくては。
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「俺たち『Trickstar』が対戦する『ユニット』は……まだ、登場しないのかな？」

　どうにか空いているステージを発見し、私たちはそこで待たい機き。

　細々とした準備をしつつ、柔じゆう軟なん体たい操そうなどをしている。

　そうしている間にも確実に時間は経過しているのだけれど──対戦相手どころか、通行人すら姿を見せなくて不安になる。

「まぁ対戦相手が姿を見せずに不戦勝、って感じになれば楽ちんなんだけどね。屋外ステージは、きっちり『ユニット』の数にあわせて設置されてるはずだし」

　犬がお座りをするみたいな姿勢で、スバルくんが途方に暮れた顔をしていた。

「俺たち、ギリギリまで防音練習室で特訓してたしね～？　大おお慌あわてで空いてる屋外ステージを探してたら、こんな学院の隅っこにきちゃった！」

　落ち着きなく周囲を見回して、いきなり真上に跳はね上がると遠くへ視線を向ける。

「こんな辺へん鄙ぴなところに、お客さんなんてくるのかな？　ていうか、俺たちここにいても大丈夫なのかな？　これ、廃はい棄きされた屋外ステージとかじゃないよね？」

　さすがに楽天的な彼も心配になってきたのか、私の背中をちょんちょんと突いて質問攻めにしてくる。こういうとき、いつも自信満々に回答し──私たちの不安を吹き飛ばしてくれる頼もしい委員長は、北ほく斗とくんはそばにいない。

　私も何だか泣きそうになりながらスマホで情報を集めているけれど、はっきりとしたことは何も言えない。おおきなイベントの当日は膨ぼう大だいな情報が行き来するし、そもそもネットに繫がりにくいのでなかなか巧うまくいかない。真くんの、ありがたみを実感する。

　同時に、私自身の不ふ甲が斐いなさも。

（規定の時間までに屋外ステージに辿りつかなきゃ、失格。不戦敗、ってことだったから慌てて探したけど……？）

　そんな私の真横でまた座り直しながら、スバルくんが思案している。

（良い場所の屋外ステージは、ほとんど他の『ユニット』に先にとられてたしな～。空いてるところを見つけるだけで、ずいぶん時間を食っちゃった！）

　彼も私と同様に、今は離ればなれになってしまった仲間たちのことを想起している。

（こういうとき、ウッキ～がいてくれたら……。いろいろネットで調べてくれて、手間が省はぶけたんだけど。そういう段取りをつけるのが上手なホッケ～や、サリ～がいれば……。こうやって、ドタバタせずに済んだだろうし～？）

　舞台には立てる──けれど、私たちは戦う前から満まん身しん創そう痍いだ。四し肢しを引きちぎられ、穴ぼこだらけになって、辛かろうじて最後の気力でこの場に居座っているだけ。

（俺だけで……ううん、俺と転校生だけで、ほんとに【ＤＤＤ】を勝ち抜いていけるのかな？　離れてみて、あらためて実感したよ。みんなに、どれだけ助けられてきたか）

　首からさげたＴＳ──『Trickstar』の頭文字を象かたどったネックレスを、スバルくんは寂さびしげに撫でている。大事なひとから託たくされた赤ん坊を、慈いつくしむように。

（俺が自由にのびのびとパフォーマンスできていたのは、みんなのお陰かげだったんだ）

　あらためてその事実を反はん芻すうしながらも、だからこそスバルくんは折れない。心に熱を宿したまま、舞台に──戦場に立つ。かつての仲間たちと紡つむいだ絆きずなの残ざん滓しと、私だけをお供にして、武器にして苛か烈れつな現実と向きあっている。

（でも。みんなの負ふ担たんになって、迷めい惑わくをかけてただけじゃない、って証明するために……。俺が『Trickstar』を守る、いつでもみんなが帰ってこられる居場所を！）

　一瞬だけ表情を曇くもらせて、弱よわ音ねを漏もらす。

（みんなが帰ってくる、保証はないけど）

　けれどすぐに首を振り、暗くらい感情を振り払って──前を見据える。

　力強く立ち上がると、堂々と胸を張る。もう二度と、暗くら闇やみのなかで膝ひざを抱かかえることを良しとしない。独ひとりぼっちではない、だから戦える。彼は、もうそれを知っている。

　仲間たちから受け取った輝きが、まだ彼のなかで煌めいている。

（【ＤＤＤ】を勝ち抜いて、もっともっと高いところで輝けば！　きっとみんなも、俺たちに気づいてくれる！　優しいあいつらなら、きっと『放っておけないな』って思って、戻ってきてくれる！）

　くるならこい、というように──スバルくんは何かに挑いどむように空を睨んだ。

（そのために、俺たちはこの場所にいるんだ！　輝きを絶やさないために、転校生とふたりで！　落ちこんで、蹲うずくまってるだけじゃ何も変わらないから！）
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　待つだけの時間は長く、つらい。

　必死で自分を鼓こ舞ぶしていたスバルくんだったけれど、やがて空から元気も尽きたのか舞台の上で仰向けに寝転がってしまった。

「うう、不安だ～！　やばい、緊張してるのかもっ！」

　私は衣装が汚れないかどうしても気にしてしまうものの、このステージを──戦場を己の縄なわ張ばりにして安心したい、みたいな気持ちが秘められている気がして放っておいた。私だって、できることなら鬱うつ屈くつを吹き飛ばすために大声をあげて走り回りたいぐらいだ。

　じりじりとした焦しよう燥そう感かんに炙あぶられていると、不意に──そんな私たちの全身をすっぽりと包むように影がさした。

「くっくっく♪　珍めずらしくテンパっておるようじゃのう、まぁ無理もないがのう？」

　驚いて顔をあげると、いつの間にか私たちの真後ろに『三さん奇き人じん』朔さく間ま零れいさんが立っていた。いつもそうなのでもはや慣れたけれど、相変わらず一切の気配がない。足音も体たい臭しゆうも何もない、影の擬ぎ人じん化かのようだ。

「おぬしらは、すでに戦場のなかにおる。狼ろう狽ばいしていては、戦えんぞい？」

　彼もまた【ＤＤＤ】に参加するつもりなのだろうか、野や蛮ばんにすら見える漆しつ黒こくの『UNDEADアンデツド』専用衣装を身にまとっている。今の時じ刻こく、校舎裏に位置するこの屋外ステージはうっすらと陰になっているのだけれど。彼が登場すると同時に、夜になったみたいに何もかもが黒く染めあげられるようだった。

　光を消し潰す凶きよう悪あくさはない、星々をより輝かせる温もりと優しさのある黒色。

「あっ、朔間先輩！」

　さすがにギョッとしつつも、スバルくんが機き敏びんに身を起こした。

「相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだなぁ、何か用？」

　飼かい主ぬしを待ちわびていたかわいい子犬のように、零さんに向き直ると小首を傾かしげる。

「も、もしかして……。『Trickstar』の緒戦の相手は、朔間先輩たちの『UNDEAD』なのっ？　うあぁん、やばいよ！　勝てる気がしない～！」

「くくく。褒め言葉として受けとっておこう、おぬしは素す直なおで快こころよいのう……♪」

　微笑ましそうにしつつも、零さんは私とスバルくんの頭を撫でてくれる。

「とはいえ、安心するがよい。我わが輩はいたちはほれ、その校舎の陰に設置された屋外ステージにて……。すでに、他の『ユニット』との対決が成立しておる」

　たぶんいろんな意味をこめて、力強く断言してくれた。

「我輩は、おぬしらの敵ではないよ」

「あっ、ほんとだ！　校舎の向こうから、ガミさんっぽいエレキの爆ばく音おんがする！」

　撫でられるのは好きなのだろう、されるがままになりながら、スバルくんが遠くへ視線を向ける。今、夢ノ咲学院の全域は観客たちのざわめき声やいつでも聞こえる潮騒、そして【ＤＤＤ】のリハーサルをしているアイドルたちのたてる歌声などで耳が痛くなるほどなのだけれど。どんちゃん騒ぎのなか、スバルくんは正確に音を拾ったようだ。

「よかったぁ、朔間先輩たちとは戦いたくないもん～♪」

「【ＤＤＤ】は壮絶な生き残り戦じゃ、勝ち進んでいけばいずれ戦うこともあるかもしれんがのう……。そのときは、お手柔らかに頼むぞよ？」

　それは零さんの言うとおりだけれど、不思議と恐きよう怖ふは感じない。『UNDEAD』は悪ぶって過か激げきな言動をするものの、生徒会長のようにひとの心を踏みにじるような真ま似ねはしないと信じられる。正々堂々、誠実に向きあってくれるだろう。

「まぁ、おぬしらの場合は緒戦を勝ち抜けるかどうかが問題かのう。どうじゃい、調子は？　さすがに心配でのう、様子を見にきたのじゃが……。とりあえずは、不戦敗は避さけられたといったところかの？」

「うん！　転校生のお陰でね～☆」

「ふむふむ、首の皮一枚で繫がったのう……♪」

　言葉が足りないスバルくんの説明と、私の着ている衣装などを見てすぐに事情を察したのだろう──零さんはすこし安心したように笑みを深くする。

「とはいえ、『Trickstar』は瀕ひん死しじゃ。死にものぐるいで努つとめねば、この戦場を生き延のびることはできんぞ？」
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　忠告を述べてから、零さんは意外なほど身軽に跳ちよう躍やくする。

『UNDEAD』は他の舞台で戦うようだし、己がいつまでもこのステージに立っているべきではないと思ったのだろう。ここは零さんの戦場ではないのだ。そういうところは厳げん格かくというか、迷信を頑かたくなに遵じゆん守しゆする昔のひとっぽい感じだ。

　零さんは舞台の下に降りて、こちらを興味深そうに眺ながめている。彼は背が高いので、それでも座ったままの私とほぼ目線の高さが同じだ。心の奥の奥まで見み透すかすようなその深しん紅くの瞳に魅み入いられそうで、私はしどろもどろになる。

　勝手にテンパっている私とは対照的に、スバルくんは何も気にせず喋っている。

「ん～、それはそうなんだけど。対戦相手しだいかなぁ……。実質、戦力は俺だけだもん。一対多の構図になるからね、最初っから不利な戦いだよ」

「弱音を吐くとは、これまた珍しいのう……。だいぶ憔しよう悴すいしておるのう、天祥院くんも相変わらずエゲツない真似をしよる」

　心ない落書きを見つけた綺麗好きの老ろう婆ばのように、零さんは眉まゆをひそめる。

「ただでさえ強力な『ユニット』であり個人である『fine』が、天祥院くんが、形なり振ふり構わず攻めてきておる。果たして、凌しのぎきれるかのう。いちおう、期待はしておるがな？」

「期待とかじゃなくて、物理的に助けてよ～！　まじでピンチなんだよ～！」

　スバルくんはまったく遠えん慮りよなく、零さんの肩を摑つかんで前後に揺ゆさぶっていた。

「朔間先輩。一時的にでいいから、メンバー何人か貸してくんない？」

「そうもいかん。助けてやりたいのは『やまやま』じゃがのう……。他の『ユニット』への助すけ太だ刀ちは、ドリフェスでは原則的に認められておらぬ」

　むしろ楽しそうにしながらも、零さんは眼光を鋭くして釘くぎを刺さしてきた。

「メンバーを奪われて悔くやしい想いをしたおぬしが、他の『ユニット』からメンバーを引き抜くのも道理が通らぬのう？」

　あっさりとスバルくんの手と、甘えと依い存ぞんを撥はねのけると、零さんは数歩だけ後ずさった。馴なれあいを許さずに、線を引くように。

　けれど完全に拒きよ絶ぜつもせずに、虚こ空くうにのばされたスバルくんの手のひらをそっと摑む。大事そうに、熱を共有するように。真摯に、彼はいつでも大事なことを教えてくれる。

「汚い真似をされたからといって、同じく汚いことをしてよいわけではないぞ。誇りを捨ててはならん、それは『一生懸命であること』とは異なっておる」

「う～……？　難しいこと言われても、わかんないよ～？」

　しょんぼりするスバルくんを慰なぐさめるように、零さんは己の事情を語ってくれる。

「そもそも、我輩たち『UNDEAD』も主力のひとり、薫かおるくんが『序じよ盤ばんは任せるよ～☆』とか言って屋上でサボっておるからのう。余よ所その『ユニット』に貸せるほど、メンバーに余裕がないのじゃ」

　いかにも言いそうだ。『UNDEAD』の一員、羽は風かぜ薫さんが真面目にライブやレッスンをしているところを私は数度しか見ていない。何であんなにやる気がないのだろう？

「それに。先日の『Ｂ１』で『fine』に大敗を喫きつした我らは、どうも侮あなどられておるようでのう？　緒戦でぶつかる『ユニット』も、完全にこちらの戦力を低く見積もっておる」

　表情を変えないまま、零さんはその全身に鬼き気きを宿らせていく。誇り高き吸きゆう血けつ鬼きは、安易に己の城に踏みこんできた慮りよ外がい者ものに仕置きをするため忙しいのだ。

「『名高い『ユニット』なのに、『fine』にボコボコにされた姿を見るかぎり意外とたいしたことないのかも……。おいしい相手だ！』などと、勘かん違ちがいされておるようでのう？」

　くつくつと喉のどの奥から笑い声を漏らしているけれど、べつに零さんは愉ゆ快かいな心境ではないのだろう。顔を真っ赤にして怒ど鳴なってくれたほうがむしろ安心できる、どこまでも冷たく恐おそろしい微笑である。

　いつもは決して私たちには見せない、夜に棲すむ魔ま物ものとしての面めん貌ぼうだ。

「ここいらで、汚名返上せんとな。これは我輩たち『UNDEAD』の名めい誉よに関わる問題じゃ、絶対に手は抜けぬ。お互いの戦場で、最善を尽くそうではないかえ」

　あぁ、と私は理解した。どうして零さんが姿を見せたのかわからなかったのだけれど、たぶん苦境に陥おちいっている私たちを心配し──鼓舞するためにわざわざ足を運んでくれたのだ。ともに激戦を潜くぐり抜け、革命を成し遂とげた同志として。

　健闘を祈り、背中を押すために。いつものように、この恐ろしげに見えるけれどとても優しい先輩は。ありがたくて、涙がでてきそうだ。

「幸い、我輩の屋外ステージはこの時間帯、ずっと校舎の陰になっており暗いからのう。明るい日差しが苦手な我輩も、最大限のパフォーマンスを発はつ揮きできる」

　日差しに弱い、というわかりやすい弱点をもつ彼だけれど──件くだんの公開処刑じみた『Ｂ１』とちがって、今回は己の立つステージを選べるのだ。

　人知の及ばぬ闇のなかならば、彼らは──『UNDEAD』は無敵である。

「正直、負ける気がせんわい……♪」

　戦意を高こう揚ようさせる吸血鬼を前にして、スバルくんはさすがにわずかに怯ひるみながらも──むしろ嬉しそうに満面の笑みになる。

「おっかないなぁ。できれば『UNDEAD』とは、最後の最後まで戦いたくないよ。な～んて、後のことを考えるより目の前のステージを乗り切らなきゃね？」

「その意気じゃ。応援しておるよ」

　あらためて握あく手しゆをして、互いの戦勝を祈願する。何だか零さん、いつもよりスキンシップが過か剰じような気がする。生気を吸い取る吸血鬼の伝説そのものに、スバルくんから何らかの前向きなエネルギーを吸収しているようにも見えた。

　だからといって衰すい弱じやくしたり、元気を失ったりすることもないのがスバルくんだけれど。そんな彼を変な生き物のように見てから、零さんがあらぬ方向へ視線を向ける。

「雑談しておる場合ではないのう。どうやら、おぬしらの対戦相手がお出ましじゃぞ？」

「むう……？」

　むしろ気合を充じゆう塡てんしたスバルくんが立ち上がり、零さんの視線を追った。

「ようやくのお出ましかぁ、俺たちの緒戦の相手はどんな『ユニット』かなっ？」

　私も遅れて同じ動きをして、私たちが向きあうべき相手を──目視する。
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　その集団の印象を一言で表現するならば──華か麗れい、だった。

　彼らが姿を見せた瞬間、薄暗い校舎裏に無数の光り輝く花々が咲き乱れたかのようだった。私は息を吞のみ、ただただ見み惚ほれる。派手で、豪ごう奢しやで、異様に魅力的だ。

　全員がお揃そろいの、軍服じみた仕立てのアイドル衣装を身にまとっている。白を基調とした布地を、紺こん碧ぺきや黄金で上品に彩いろどっている。汚れひとつもない、麗うるわしい衣装。

　ただし統一感のある見み栄ばえなのに、一いつ糸し乱みだれぬ軍隊式の行軍とはかけ離れた動きをしている。姿を見せたのは三人だけれど、それぞれびみょうな距離を空けててんでばらばらに接近してきていた。これから戦せん闘とうを始めるとは思えない、浮かれた観光客みたいに。

　先行しすぎているものと遅れすぎているものの真ん中で、両者を愛おしげに眺めながら──悠ゆう然ぜんと歩いている人物がいる。彼が、この集団の中心なのだろうか。

　長身の、贅ぜい肉にくや余計な装飾がとことんまで削そぎ落とされた凄すごみすら覚える刃やいばのような肢し体たい。足も腕も細くしなやかで、野生の豹ひようのようだ。これ以上ないほど丁寧に完璧に整えられた髪は希少金属の光こう沢たくがあって、わずかな光を弾はじいて目ま映ばゆく輝いている。

　名画に描かれる貴婦人じみた、どこか古風な美形である。古き良き少女漫画を想起させる長い睫まつげと、双眸のなかで無数に輝く光こう芒ぼう。くっきりとした、目鼻立ち。

　思わず怯んでしまいそうな美形だけれど、彼が口を開いた瞬間──女子の理想像そのもののような印象は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

「きゃあん♪」

　正体不明の美青年は──不意に甘やかな嬌きよう声せいを発すると、くねくね身悶えした。

「見て見て司つかさちゃん、あの対戦相手の子ったら超張りきっちゃってるわよォ！　かわいい～、がんばる男の子は世界の宝よねェ☆」
















「はい！　こちらも油断はできませんね……♪」

　いきなり女性口調で興奮したようにまくしたてる奇妙な人物に応えたのは、司、と呼ばれた小柄な少年である。もちろん三人とも夢ノ咲学院の生徒だし、年齢的には全員が少年なのだろうけれど──司くんとやらは殊こと更さらに幼おさなく見えた。

　他のふたりに比べて、緊張した面おも持もちなのだ。舞台慣れしていない。ゆったり歩く他のふたりを気遣わしげに、不安そうにときおり振り向きながら、おずおずと進んでいる。初うい々ういしくて愛らしいぐらいだったけれど──彼もまた、この集団の一員であろう。

　軍服風の衣装をきちんと着こなし、背筋を伸ばして闊かつ歩ぽしている。沈みゆく夕陽を結晶化したような黄たそ昏がれ色いろの紅あか髪がみ。やはりどこか死や葬そう式しきを連想させる紫の瞳。けれど顔立ちは幼いたい気けで、稚ち気きと老成した雰囲気を併あわせ持っている。不安定な、二に律りつ背はい反はんした美。

　彼は余計な寄り道はせずに真っ直ぐ舞台へ歩み寄り、紳しん士し的てきに会釈してきた。

「獅し子しは兎うさぎを狩るにも全力を尽くす、私も最大限にExciteエキサイトいたします♪」

「あ～……どうでもいいんだけど、セッちゃんは？」

　異様に流りゆう暢ちような発音の英単語を口にした司くんの言葉に応えたのは、最後尾でのろのろと歩いていた人物である。いかにも眠たそうな、間延びした声こわ音ねだ。

　距離も遠いし、他のふたりの陰に隠れてしまっていて私からはよく見えない。何だか一瞬、既き視し感かんというか──誰かと似ているような印象をもったけれど。

「サボっていいなら、俺も休んでたいんだけど」

　校舎裏に渦うず巻まいた仄ほの暗ぐらい闇にとろけながら、その人物は吐き捨てるように言った。

「緒戦から、俺たち『Knightsナイツ』が負けるわけないし」

「ウフフ。泉いずみちゃんったら新入りのあの子に夢中なの～、今はそっちに『かかりきり』になっちゃってるからねェ？」

　こちらが言葉を差し挟はさむどころか、思案する暇ひまもないぐらいに矢や継つぎ早ばやな会話が繰り広げられている。私たちは、完全に置いてきぼりだ。唯ゆい我が独どく尊そん──周りのことや、自分たち以外のことなど歯し牙がにもかけずに我が道を驀ばく進しんしている。

　真ん中にいるひとが女性口調だからかもしれないけれど、女子の集団みたいな印象を受けた。空気感を含めた自分たちの世界を構築して、誰にも立ち入らせない。そして自分たちが定めた流行や常識、流儀に則のつとって行動し──それを誰よりも誇り愛している。

　統一感のあるファッションも相あい俟まって、女子校からきた私には馴染み深い──懐かしさすら覚える雰囲気である。容易には斬きりこめない、そそりたつ個性の塊かたまりだ。
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「緒戦はアタシたちで何とかしましょう、ねっ♪」

　余裕のない司くんとやる気が皆かい無むな最後尾の人物を取りなすように、真ん中にいるひとが明るく調子よく語っている。一歩ずつ着実に、こちらに迫せまってくる。

　ただ呆あつ気けにとられてそんな彼らを眺めるしかない私たちにようやく視線を向けて、真ん中にいるひとが「あらヤダ！」みたいな過か剰じように女性的な仕草をしていた。

「あら、あら？　見て見て凛り月つちゃん、あなたのお兄さまがいるわよォ？」

「あ～……？」

　最後尾にいる人物──凛月という名前らしいひとが、うっそりと顔をあげる。距離が縮まってきたので、ようやく私にもその姿がしっかりと確認できた。

　夜よる闇やみを固めたような艶つややかな黒髪。鮮せん血けつのような真しん紅くの瞳。髪の長さや背せ丈たけは異なるけれど、そうだ──零さんにそっくりなのだ。どこか人間離れした零さんに比べて幼さの残る顔がん貌ぼうで、そこだけ切り取ると親しみやすさすら覚えそうなのだけれど。

　むしろ、理解を拒こばむような独特な気配を漂わせている。俗ぞく世せに触れずに今まさに魔ま界かいか地じ獄ごくから召しよう喚かんされたような、非現実的な美び貌ぼう。寝ね癖ぐせなのだろうか、頭からぴょこんと立った髪の一ひと房ふさも魔物の尻尾しつぽのようだ。

　かなり近くにいるのに、目を逸そらしたら消えてしまいそうだ。

　御伽噺の住人めいた凛月くんとやらに、やはり血けつ縁えん者しやなのだろうか──零さんが気づいて嬉しそうに両手を振っていた。

「むっ？　おぉ、凛月！　お兄ちゃんじゃよ～♪」

「……いや、知らないひとだけど」

「何てこと言うの凛月!?　お兄ちゃんじゃよ、おぬしのお兄ちゃんじゃよ～！」

「呼んでるわよォ、凛月ちゃん？」

「迷惑だなぁ、通報する？」

　必死に飛び跳ねて自じ己こ主張する零さんを、凛月くんは胡う乱ろんげに眺めるだけ。真ん中にいるひとに促されているのに、零さんに視線を向けようともしない。

　見た目からして兄きよう弟だいなのはまちがいないのだろうけれど、何だろうかこの素そっ気けなさは。珍しいことに肩を落としてしょんぼりしている零さんに、どう声をかけていいかわからず、私はただ当とう惑わくして似た雰囲気のふたりを交こう互ごに眺める。

　どんな状況でもまるで態度が変わらない、ある意味では頼もしいスバルくんが──近づいてくる集団を興味深そうに眺めている。

「あいつ、たしかＢ組の朔間凛月……。朔間先輩の弟だったんだね～、そういえば苗字が同じだね！　あんまり、仲良くない感じ？」

「うう、我輩は目のなかにいれても痛くないほどラブなのじゃがのう……？　どうも反抗期なのじゃよ、うちの弟は」

　気安く尋ねられて、零さんは涙ぐみながらその問いに首しゆ肯こうしている。スバルくんの口ぶりからいって、凛月くんとやらは私たちと同じ二年生らしい。同じＡ組の子とも『Trickstar』以外はあまり交流できていないので、他クラスの子はまだ私にとって謎めいている。

　Ａ組には大人しい優等生が集まっていて、Ｂ組には制御不能な問題児が集まっている──みたいな噂うわさは聞いたことがあるけれど。Ａ組のみんなだってけっこう大たい概がいなのに（刀を振り回す子とかいるし）、それ以上に厄介ってどういうことなのか想像もできない。

「しかし、何とまぁ。『Trickstar』の対戦相手は、あの『Knights』か」

　弟に何度も呼びかけながらも完璧に無視されるので、零さんが寂しそうにしつつも、やや神しん妙みような態度に戻って語っていた。

「夢ノ咲学院でも有数の強きよう豪ごうじゃ、これは雲行きが怪しいのう……。ふつうの『ユニット』が相手でも、人員に欠けた今の『Trickstar』では善戦するのも難しいんじゃがのう」

『Knights』──。

　有名な『ユニット』だし、これまで何度も耳にしてきた名前なので私もおおまかな概がい要ようぐらいは知っている。生徒会勢力に属さないなかで有力な『ユニット』はどこか、という話題になったとき必ず名前が挙あがる強豪である。

　あの『流星隊』と並んで歴史のある集団のようで、古こ豪ごうとか古ふる強つわ者ものとか評されることがおおい。最近は目立った活動をしていないようだし、私たちの革命にも生徒会のやりくちにも不ふ干かん渉しよう──一歩引いて関わろうとしなかったので、内実は不明だけれど。

　決して、油断していい相手ではないだろう。むしろ傍ぼう観かん者しやを決めこんでいた有力『ユニット』が、ここにきて私たちの敵として出現したことは不幸でしかない。頭を抱えたくなる──ただでさえ、こちらはメンバーが散り散りになって万全とは言えない状態だ。

『Knights』にはあまり戦場に臨のぞむ、という緊きん迫ぱく感かんはないけれど。【ＤＤＤ】の緒戦がもうじき始まるこんな時間に、衣装に着替えてのんびり散歩しているわけでもあるまい。

　この場で、この舞台で、私たちと対決する心づもりなのだ──彼らは。

「相手が『Knights』では、勝ち目はほぼ皆かい無むじゃのう？　ご愁しゆう傷しようさまとしか言えんなぁ……。はてさて、どうする『Trickstar』？」

　零さんが他人事ながらも心配そうに、語りかけてから──ふと当惑した。

「ん？　どうした、おぬし。キョロキョロしておるが？」

「いや、対戦相手が『Knights』なのはべつにいいよ。ここまで『どん底』な状況なら……これ以上、悪くなることもないでしょ？」

　独特な理屈で前向きな発言をして、水を向けられたスバルくんが「むしろ絶望的すぎて、逆に覚かく悟ごが決まっちゃったよ」と何だか愉たのしそうに笑った。

　けれどその顔色が、わずかに曇る。

　そう、『Knights』といえば──気になる点があるのだ。

「でも、『Knights』なら……。『Trickstar』から引き抜かれたウッキ～が、移籍した『ユニット』だから。どこかにいるんじゃないかな、ってね？」





[image: ]






　生徒会長の謀ぼう略りやくによって、すでに『Trickstar』は八やつ裂ざきにされている。決戦が始まる前に、戦うちからを根こそぎ奪われかけて──今はかろうじて生き残っているだけ。引き離されたメンバーたちのその後は、杳ようとしてわからない。

　北斗くんは『fine』へ、真ま緒おくんは『紅あか月つき』へ、真くんは『Knights』へ──腑ふ分わけされてしまった。そのはずなのに、この場に真くんの姿はない。

　ううん。ここのところ、真くんはいちども私たちの前に姿を見せていないのだ。彼の性格からいって、仲間を裏切るようなかたちで移籍したことを心苦しく思って──ばつが悪くて私たちを避けているのかとも思えるのだけれど。

　ちなみに特訓の傍かたわら、私たちはかつての仲間たちと何度も接せつ触しよくしようとしていた。

　私という役立たずを舞台に上げるよりは、彼らのうち誰かが戻ってきてくれるほうが何倍も良いのだから。交渉し、説得し、戻ってきてくれるように努めた。

　けれど北斗くんはきちんと登校はしていたものの、私やスバルくんが話しかけても頑なに無視をするか迅じん速そくにその場から立ち去るばかり。真緒くんは話しかけると応えてくれるけれど器用にかわされるし、たいてい生徒会の人員が周りをがっちり固めていて近寄りがたい（【ＤＤＤ】は生徒会の仕切りだし、彼はふつうに大忙しのようだった）。

　真くんはスマホなどで連絡するとやけに明るい文面で返信がくるものの、体調不良が長引いているのか登校もしていないようだった。そのことを、もっと怪しみ追及すべきだったのだと──あとで私たちは悔くやむことになるけれど。

　大事な仲間たちにけんもほろろに拒絶されつづけることで、私たちの根気も磨り減っていた。戦う気力も失ってしまいそうなほど、心が折られてしまっていた。

　努力も虚むなしく、こうして私とスバルくんだけで舞台に立つことになってしまった。もう無理なのではないか、『Trickstar』がかつての輝きを取り戻すことは二度とないのではないか……。などと、私は諦めそうにすらなっていたけれど。

　スバルくんは意い固こ地じに、仲間たちを信じている。その幸せを願っている、だからこそ彼の言葉には重みと熱がある。相手が人間ならば、必ず心に響ひびく。

　親を求める迷子のように、スバルくんは悲痛に語っている。

「あいつが移籍した先でうまくやって、幸せな居場所を手に入れられたのなら……。何も言うつもりはない、『お互いがんばろうね』って励ましあえるよ？」

　スバルくんは瞳に炎を宿して、『Knights』と──未知なる強敵と向きあう。

「でも、あいつが移籍した先で不幸になってるなら……。傷つけられて、虐しいたげられてるなら。俺は、絶対に見過ごせない」

　堂々と仁に王おう立だちして、彼は真っ向から『Knights』へ呼びかける。

「おい、『Knights』！」

　強豪『ユニット』に対して、革命を成し遂げたもののまだほとんど何者でもない少年が──だからこそ純真に、友を心配するひとりの人間として吼ほえた。

「ウッキ～はどこにいる、でたらめな扱いしてるなら承しよう知ちしないぞ！」

　そんなスバルくんを見て、まだ名前もわからない長身の美青年がむしろ嬉しそうに身悶えした。緊迫した空気をあっさりと破は壊かいするように、冗じよう談だんめかして応えている。

「あらヤダ、かわいい！　子犬ちゃんみたいにキャンキャン吠えてるわよォ、あの子♪　怖ぁい、アタシを守って！　司ちゃ～ん♪」

「はぁ、ご命令とあらば最善を尽くしますが……。鳴なる上かみ先輩は私より体格もよく、喧けん嘩かも強いでしょう。正直、私が守る必然性を感じませんが？」

　司くんが名前を呼んでくれたので、ようやく苗みよう字じが判明した。あの絶世の美男子としての見た目と、女性の口調を併せ持つ不思議な人物は──鳴上というらしい。

　聞いた名前だ。生徒会長が『Trickstar』を切り刻んだあの会談で、その名前を口にしていたはずである。『Knights』の泉さんと同じ、グラビアモデル経験者──だったか。

　泉さんみたいな悪意の権化じみた人物を想像していたのだけれど、鳴上さんは意外と人懐っこい感じだ。陽気な言動に攪かく乱らんされて、心の奥底までは覗のぞけないけれど。

　悪いひとではない、気がする……。どうだろうか。私たちの仲間を切り売りして悦えつに入っているような悪いイメージを、勝手に抱いていたけれど。

　そういえば。『Knights』の一員のはずなのに、泉さんの姿はない。それが、かなり不気味である。遭そう遇ぐうしたすべての人間に嫌いやな感かん慨がいと化か膿のうする爪痕を残す躾けの悪い猫のような、あの忌まわしい先輩は今どこにいるのだろう？

『Knights』の色に染まりゆく空気のなか、鳴上さんは先行する司くんの背中をかなり豪快に「ばしばし！」と叩いた。

「んもう、意地悪！　男の子に守ってほしい、っていう乙おと女め心ごころがわからないのォ？」

「その前に、鳴上先輩は『乙女』ではありませんが……？」

　つんのめって転びそうになりつつ、司くんは変なものでも口に入れたみたいな表情でぼやいていた。誰もあえて触れないところに、無む邪じや気きに踏みこむ子だった。

（う～む、余裕だなこいつら）

　ほぼ質問を無視されたかたちになるスバルくんが、やりにくそうにしていた。

（『Knights』にとって、今の『Trickstar』はまったく取るに足らない相手……なんだろうな、悔しいけど。正直、『Knights』はフルメンバーで挑いどんでも勝てるかどうかわからない強大な『ユニット』だ。俺と転校生だけじゃ、勝ち目はほぼない）

　さすがに笑みを消した彼の頰を、流血のような冷や汗が伝った。

（さぁ、ど～する？）
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「横からすまんが。あまり優雅なやりくちではないのう、『Knights』の諸君？」

　戦せん端たんが開かれる直前の緊張感を、零さんの穏やかな声音が揉もみほぐした。なぜか頑なに彼を見ない弟──凛月くんから寂しそうに目を逸らし、『Knights』すべてに物申す。

「早めに『Trickstar』を潰しておいて、遊ゆう木き真くんの帰る場所を奪う……。これは、そういう意図であろう？　本人が嫌がっておるのに、無理やり移籍させ、自由と居場所を奪って強引に自分のものにする……。あまり、褒められた『やりくち』ではないのう？」

　親が子を、あるいは祖そ父ふが孫を優しく諭さとすような口調だけれど──そこには一種異様なほどの迫はく力りよくがある。夢ノ咲学院のことなら何でも知っている、と豪語する彼があえて私たちにも聞かせるために口にしたのだろう、おぞましい真実のひとひらも。

「『Knights』という名前が泣いておるぞ、それがおぬしらの騎き士し道どうか？」

（え……？　無理やり、移籍？　ウッキ～は、自分の意志で移籍したんじゃないの？）

　スバルくんが電でん撃げきに撃うたれたみたいに反応して、表情を険けわしくする。

（そういえば、【ＤＤＤ】開催の発表があった翌よく日じつから、ウッキ～は教室にも姿を見せなかった。どっかに監かん禁きんでもされて、自由を奪われてた……とか？）

　だとしたら、こんなに酷ひどい話はない。【ＤＤＤ】の、ううん夢ノ咲学院のルールを違い反はんしているどころか──もはや犯罪だ。大事な仲間だ、友達だと口にしながらも、真くんが姿を見せないことを深刻に捉とらえていなかった……。それを、私は悔やむ。

　急に恐ろしくなり、私は足の先から震える。けれど、拉ら致ち監禁？　強制的な『ユニット』移籍？　そこまでやるか？　割にあわない気がする、その先には破は滅めつしかない。

　真くんに異様な執しゆう着ちやくを見せていた泉さんなら、やりかねない気がするけれど……。他の『Knights』の面々は、それを看かん過かしたのだろうか？

　仲間に道理を踏み外させて、平気な顔で卑ひ劣れつな犯罪を見過ごしたのならば──。

　それが仲間だというのなら、肯こう定ていされるべきではない。

「……耳が痛いわね」

　一瞬だけ寒々しいほど酷こく薄はくな表情を浮かべて、鳴上さんが肩をすくめる。その耽たん美びな雰囲気はさほど揺るがず、やはり内心は読めない。

　美しいけれど、仮面のような一種の無表情だ。

「アタシもね、強引なのは嫌いなのよォ？　愛がなくちゃ嫌！　でも、うちの泉ちゃんがやけに『新入りのあの子』にご執心でねェ？」

　戸惑っている司くんと興味なさそうな凛月くんを一いち瞥べつしてから、鳴上さんが代表するようにして返答している。冗談じみたことも交まじえたその台詞には、いくつもの噓うそや罠わなが入り交じっていて、人生経験の浅い私にはまるで真しん偽ぎが判断できない。

　のらりくらりと語りながら、麗しき騎士は花びらを散らすように嘆息した。

「かるく暴走しちゃってるの、アタシとしても不本意なのよォ。これが『Knights』のやりかただと思われるのは、心外だわァ……。いつでも威風堂々と、優雅かつ華麗に敵を蹴散らす。それが『Knights』よ、そうでしょみんな？」

「はい！　Ruleルールを遵じゆん守しゆするからこそ、Gameゲームは楽しいのです♪」

「あ～。早く済むなら、そのほうが簡単でいい。騎士道とか、どうでもいいんだけど」

　快活に応える司くんと、対照的に陰いん鬱うつにも思える小声で囁く凛月くん。真くんが何か非道な扱いをされているとして、その主犯は泉さんのようだけれど──仲間のひとりが犯罪に手を染めているかもしれないのに、彼らの態度はまるで崩れない。

　関係ない、という感じだ。調べたかぎり『Knights』は個人主義を徹てつ底ていしていて、利害関係だけでつるんでいる『ユニット』──とのことである。仲間が何をしようが、どこで野の垂たれ死じんでいようが悪しき振る舞いを繰り返していようが、関係ないのだろうか。

　彼らは粛しゆく々しゆくと、己の為なすべきことを為すだけ。

　対話が面倒になってきたのか何なのか、凛月くんがやや早足になって舞台へ接近してくる。零さんもたまに見せる禍まが々まがしさのようなものを、無ぶ遠えん慮りよに垂たれ流しながら。

「あとで文句つけられるのも、鬱うつ陶とうしい。真っ当にやるほうが、後あと腐くされはないけど」

「そうね。このまま理り不ふ尽じんに『Trickstar』を踏みつぶしちゃうのも、ちょっと寝覚めが悪いわァ……。アタシはいつでも、がんばる男の子の味方よ♪」

　溜息混じりにぼやいてから、鳴上さんも仲間の戦意に応えるように微笑んで──。

　やはり冗談めかして、魅み惑わく的てきに片目を瞑つむった。
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『Knights』の面々が会話しながらゆるやかに登とう壇だんし、私たちと相対する。

　間近から見ると、やはり恐ろしい。ひとりひとりが一いつ騎き当とう千せんの強者、というのが『Knights』という集団の前評判だけれど。それは、誇こ張ちようでも過大評価でもなさそうだ。私は雰囲気に吞まれ震え上がり、縮こまってしまう。まるで舞台慣れしていない。

　そんな私を庇かばうようにすこしだけ前に立ち、スバルくんが真っ向から対たい峙じしてくれている。彼は素す晴ばらしい才能と実力の持ち主だけれど、たった独りではどうにもならない。やや気け圧おされて、珍しく笑みも浮かべずにひたすらその場に踏ん張っている。

　めいっぱいの輝きを放ちながらも、いまだ底知れぬ強敵と向きあっている。

　零さんは勝負の邪じや魔まをするつもりはないのか、ステージの麓ふもとで傍ぼう観かんの構えである。腕組みし、何かを探るように見据える彼の視線に鬱陶しそうに手を振って──凛月くんがおもむろに提案してきた。

「あ～……じゃあ、こうしよう」

　しばし思案してから、彼はあまり誰も用いない古めかしい呼称を口にした。

「兄あに者じや」

「おぉ、凛月！　我輩を『兄者』と呼んでくれるのか……！」

　意外なほど無邪気に反応し、零さんは目元に涙まで浮かべて感動している。緊迫した空気感が、一気に崩れた。零さんならば狙ってあえて道化を演じている可能性もあるけれど、単純にかわいい弟との会話を喜んでいる感じである。

　たまに人外めいた雰囲気になる彼だが、弟の前ではどこにでもいる兄らしい態度だ。

「まだ、我輩を兄と思ってくれておるのじゃなっ？　嬉しいぞ！　愛してるぞ～☆」

「うざ……。兄者ならうちの新入りがどこに監禁されてるか、目星はつけられるよね」

「うむ。我輩は何でも知っておるぞ、この学院のことなら何でも」

「その場所をさ、『Trickstar』に教えてやってよ。それを知ってどうするかは、自由。もしかしたら、対戦が始まるまでに『うちの新入り』を助けだせるかもね？」

「むう……？」

　家族の気安さでとんとん拍びよう子しに話を進める、吸血鬼じみた兄と弟。そんなふたりの会話を興味深そうに聞きながら、スバルくんが授業中みたいに元気よく手を挙げた。

「おぉ、おまえ意外といいやつだな！　俺、絶対にウッキ～を助けだすよ☆」

（あ～……。単純、馬鹿。この情報を伝えたほうが、『Knights』にとって都合がいいだけなんだけど。うまくいけば──緒戦は戦わず、労力を費ついやさずに勝利できる）

　無む垢くに笑うスバルくんを、むしろ怯むように眺めながら──凛月くんは怜れい悧りに思案している。やはり零さんの血縁者である、おおくを語らずに策を巡らせ大局を制する。

　軍略家じみた彼は──心のなかで哄こう笑しようし、口元に隠しきれぬ喜き悦えつを浮かべた。

（楽勝、楽勝♪）
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「監禁なんて、絶対に許せない！　やって良いことと、悪いことがある！」

　徐々に冷え冷えとした雰囲気となる凛月くんとは対照的に、スバルくんはどんどん熱を増していく。朝を迎えたこの世界が太陽に照らされ、熱せられていくみたいに。

　草木が、動植物が目覚め、未来に希望が充満していく。無限の可能性が。輝かしいもののすべてを抱きしめるように胸元に手を添え、スバルくんは真っ直ぐに宣言した。

「ウッキ～が自分の意志で『Trickstar』を脱退したんじゃないなら、あいつはまだ俺たちの仲間だ！　仲間は助ける、絶対に！」

「ふむ、その気持ちは尊とうといがのう……。緒戦が開始されるまで、もう間もないぞ。果たして、仲間を捜しだして救出する余裕があるかのう？」

　あっさり舞台から飛び降りて、どこぞへと走りだそうとしたスバルくんの首根っこを零さんが摑んで制止する。すこしだけ羨ましそうに、無む鉄てつ砲ぽうな彼を眺めながら。

「それに。遊木真くんは、無理やり『ユニット』移籍の手続きをさせられた後かもしれんぞ？　それならば、あやつはすでに『Trickstar』ではなく『Knights』の人間じゃ」

　血を分けた弟が仕掛けた策略を、零さんがゆっくりと解きほぐしていく。

「今から、移籍の手続きをするのは難しい。本人の気持ちがどうであれ、他の『ユニット』の助太刀をするのはルール違反じゃからのう」

　火薬のかたまりのような危あやういスバルくんを冷ますみたいな、淡々とした語り口だ。

「『Trickstar』は失格となり、【ＤＤＤ】から敗退することになるぞ？」

　時間はあまりないと自ら主張しているわりに悠長な気がするけれど、何も考えずに進めば破は滅めつが待っているだけだと──経験豊富な彼は予期しているのだろう。誰だって、自みずから断だん崖がいから飛び降りようとする幼おさな子ごを目の前にしたら同じようにする。

　無理やり押し倒してでも止めるし、あらゆる真心と理屈を駆く使しして説得する。

「あるいは、せっかく助けだしても……。遊木くんの心が『Knights』に傾いておれば、敵を増やすだけの結果になるじゃろう。このまま対戦したほうが、まだ勝機があるように思えるがのう？」

　不安な材料を、零さんはあえてひとつひとつ並べている気がした。決して無む理り強じいはしない、私たちに考えさせて判断させようとしている。零さんらしい、大人の態度だ。

　生徒会長の語り口にも似ていた。恩人を、あんな怪物と並び評したくないけれど。

「たとえ奇跡が重なって、遊木くんが『Trickstar』に戻ってきたとしても……。あやつは才能はあるが、実力が不足しておる。遊木くんが復帰しても、『Knights』には勝てんぞ。学院中を捜し回り、遊木くんを救出するためにおぬしも体力を使い切るじゃろうしな」

　御伽噺の住人めいた零さんが、強いて現実的な語句を、内容を選んで口にしている。黙って見過ごしても良かったはずである、彼はあくまで他の『ユニット』の一員なのだから。けれど彼は公平に、何もわからぬ私たちに現状を正しく示してくれる。

「そんな状態で、緒戦を乗りきれるのか？」

　おそらくは、親愛のために。私たちのためを、思って。そんな零さんを見てなぜか凛月くんが不快そうに顔をしかめているけれど、その理由はよくわからない。簡単に済みそうな話に横槍を入れられ、己の策を妨害されるのが嫌なのだろうか。

「う～む。そういう難しいこと、後先のことは考えない！」

　スバルくんはいつものように、即断即決した。輝きだけを取りこんで膨ふくれあがる私たちの一番星は、真っ向から零さんを見つめる。

「ウッキ～が、俺の仲間がどこにいるのか教えて！　朔間先輩！」

　縋すがりつくような弱さはない、男の子らしい推進力をお腹なかいっぱいに抱えて──。

　重力を振り切って宇宙まで飛び出せそうな勢いで、前のめりでスバルくんは吼える。

「あいつが、戻ってきてくれるかもしれない。まだ、俺たちの仲間でいてくれるかもしれない。それだけで、俺が行動する理由には『じゅうぶん』だよ！」

「……ならば、よし。時間もない、もうグダグダと無駄なことは言わんよ」

　好ましそうに微笑みながら、零さんはスバルくんの頭をよしよしと撫でた。自分の望んだ、ううんそれ以上の回答を答案用紙に記した生徒を賞しよう賛さんするみたいに。

「遊木くんはおそらく、『Knights』が【ＤＤＤ】の前に特訓場所にしていたらしい、防音練習室におる。おおまかな位置は、おぬしのスマホに地図を送信するから参照せよ」

　ぎこちない手つきで、零さんはどこからか取りだしたスマホを操そう作さしている。古風な印象の彼に、最新型の携けい帯たい端たん末まつはあまりにも似合わない。

　苦労してデータを送信すると、零さんは神妙に告げてくる。

「急げよ。すべてを摑めるほどこの世界は甘くない、迷っておればすぐに時間切れじゃ。後悔せんように、おぬしの信じた道を突き進むがよい」

「うん！　ありがとう、朔間先輩☆」

　おもむろにスバルくんは零さんに飛びついてぐるぐる回転し、全力で抱ほう擁ようしてから──彼の思うがままに走り始める。振り向いて、置いてきぼりの私に手を振ってくれた。

「転校生、ちょっと待ってて！　すぐにウッキ～をつれて戻ってくる、それまで踏ん張ってて！　お願いね～☆」

　その言葉に、私は頷く。何もできない私だけれど、せめてもう逃げることはしない。石に齧かじりついてでもこの場に踏みとどまって、みんなの帰りを待っていよう。

　意地でも。もう二度と、私は大事なものを手放さない。

「最後まで、俺は諦めない！　転校生も、そうだよね？」

　相手は古豪『Knights』、戦うどころか延々と切り刻まれ血まみれになる拷ごう問もんのような時間が待っているだろうけれど──怖くない。信じられる、スバルくんの笑顔を。

　彼の夢見た、キラキラした未来を。

「まだ、希望の星は消えてない！」
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　前ぜん代だい未み聞もんの大だい規き模ぼな決戦──【ＤＤＤ】の緒戦が、もう間もなく始まる時刻。

　ごった返す観客たちで賑にぎわうグラウンドを、衣い更さら真ま緒おくんが歩いている。燃えるような赤い髪かみをなびかせて、機き敏びんに器用に人波のなかを泳ぐように進んでいた。

　私たちの、希望の星。『Trickstarトリツクスター』の一員だったはずの彼は、舞台に向かうこともなく生徒会役員たちのなかで埋まい没ぼつしている。その真意は、窺うかがい知れない。

　いつでも己おのれを後回しにして、心の深いところを見せてくれない。

　これまで【ＤＤＤ】の準備で忙ぼう殺さつされていたはずなのに、その顔には憔しよう悴すいも疲労感もなかった。ただし輝かがやきもない──無個性な制服姿だからか、地平線の向こうに沈んだ太陽のように誰だれからも認識されなかった。

　どこにでもいる通行人のような覇は気きのなさ、気配のなさで、彼は淡たん々たんと業務を全まつとうしている。手元のクリップで留められた書類に何か書きこみながら、平淡な声をあげる。

「報告します」

【ＤＤＤ】にまつわるアナウンスやリハーサルを繰くり返しているアイドルたちの歌声や楽曲、観客たちの止とめ処どないお喋しやべりで周囲は爆ばく撃げきされているみたいに喧やかましい。けれど会話には支し障しようがないらしく、真緒くんはよく通る声で要点をまとめて語る。

「Ａ区域、グラウンドおよびガーデンテラスなどには異状ありません。ちょっとゴミが増えているようなので、清せい掃そう業者に依頼して掃そう除じしてもらう必要があります」

「Ｂ区域、受付および学院外がい縁えん部ぶも異状なし」

　負けじと前に進みでて、私のクラスメイトにして生徒会勢力の大だい看かん板ばん『紅あか月つき』に所属する神かん崎ざき颯そう馬まくんが、声を張り上げる。真緒くんと同じかそれ以上に巧たくみに溢あふれる人混みをかわし、生徒会役員たちの集団に楚そ々そとして寄り添っている。

　武士のような結ゆわえ髪。切れ長の双そう眸ぼう。腰こし元もとで存在感を主張する日本刀。

「さすがに、ひとりで学院の外を駆かけ巡めぐって警けい備びするのは重労働である。無意味に、足腰が鍛きたえられてしまった」

「人手が足りねぇ、仕方ねぇだろ。ぼやくな神崎。Ｃ区域、およびＤ区域も異状ねぇよ」

　そんな颯馬くんの頭をぐしゃぐしゃとかき混ぜて、労ねぎらっているのかお仕置きしているのかわからぬ動きをしているのは──同じく『紅月』の鬼き龍りゆう紅く郎ろうさんだ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨体で、初見の観客たちには恐おそろしげに見えるのか彼から遠ざかっていくため、先頭で道を切り開く役目を買って出ているらしい。鬼おにの角つのめいて逆立った髪。これも魁かい偉いな三さん白ぱく眼がん。物腰は優しく穏おだやかだけれど、誰だってこんな偉い丈じよう夫ふを怒らせたくはない。みんなが遠巻きにするなか、颯馬くんだけが懐なついているのか歩きながらそんな彼と獣けものの兄きよう弟だいのようなスキンシップをしている。

　颯馬くんも紅郎さんも制服姿だが、あきらかに没個性な生徒会の面々とは趣おもむきを異にしている。そんな彼らを間近に侍はべらせて、集団の中心にいる蓮はす巳み敬けい人とさんが声を発した。

「ご苦労」

　時代がかった言い回しで、部下たちを慰い労ろうしている。

　上品な眼鏡めがねと、深みのある緑の瞳ひとみ。無表情だけれど、機械のような冷たさはない。心を律し、己の役目を粛しゆく々しゆくと果たしているのだ。

　つい先日まで私たちの最大の敵だった彼は、過労のサラリーマンじみた重々しい溜ため息いきを吐ついている。歩きながらも各方面に携帯端末で連絡し、周りのものたちとも的確なやりとりをしている。相も変わらず、独ひとりで苦労を一身に背負っているようだ。

　やはり制服姿の敬人さんは、己の御ぎよする生徒会のものたちと『紅月』の仲間たちをひとりひとり見て──真しん摯しに頭を下げる。

「すまんな、神崎、鬼龍、そして衣更。生徒会の業務を、手伝わせてしまって」

　的確に指示を飛ばし、たまに生徒会のものたちを将しよう棋ぎの駒こまのように派は遣けんしながらも──すぐそばにいる仲間たちのことは、むしろ抱だき寄せるようにしている。

　親しみをこめた微び笑しようすら浮かべて、じゃれあっている紅郎さんたちを眺ながめていた。

「今回は学院の生徒のほとんど──つまり生徒会の構成メンバーも、大部分が『ユニット』としてドリフェスに参加している」

　実際、生徒会のメンバーはかなり大量にいるのだけれど（それなりの規模がなければ、夢ゆめノの咲さき学がく院いんの全域を支配などできなかった）。今は、ほんの少数しか彼のそばにいない。周りを行き交かう大波のような観客たちに、すぐにでも吞のみこまれそうな小舟である。

　その船頭となり、転てん覆ぷくしないように御しながら──敬人さんはぼやく。

「普段のドリフェスより、雑務をこなす人員が足りん」

　私見を交えず公平に、彼は実情を正しく認識している。

「教師も駆かりだされているが、公正を期すため、という名目で投票数の計測などに従事しているからな。警けい備びなどは俺たちがやるしかない、度どし難がたいが」

　夢ノ咲学院における勝負の場──ドリフェスにはもちろん外部の業者なども関わっているけれど、基本的に主導するのは内部の人間である。すべてを管理し運営するのは教師たちであり、生徒会だ。敬人さんの双そう肩けんにかかった重圧は、並大抵ではない。

　まだ世間的には子供と判断される、高校生でしかない彼の身に余る重荷である。けれど彼はこれまでずっと、それを背負い──巧みに捌さばいてきた。

「しかしまぁ、難なん儀ぎだな。だいたい一時間ごとに一勝負、というのも忙せわしない。屋外ステージを大量に設営し、同時に多数の『ユニット』がパフォーマンスを行う──というのも初めての試こころみだ」

　アイドルとしての能力値や評判とは関係ない、彼の人間としての強さと優秀さの証明である。同じ真ま似ねができるものは、生徒のなかには他に誰もいないだろう。あの生徒会長すらも、こと裏方仕事──実務能力においては敬人さんに一歩譲ゆずりそうだ。

　否、あの生徒会長ならば実力的にも、技術的にも実行は可能なのだろうけれど。彼はそういうことを部下に丸投げし、美お味いしいところだけを貪むさぼっている。

「観客もおおい。普段の『Ｓ１』ではおとなしく教室で観戦している生徒たちも、好き勝手に校内を歩き回っている。すべて英えい智ちの采さい配はいなので、文もん句くも言えんが」

　生徒会長の立ち居振ふる舞まいは王おう侯こう貴き族ぞくのそれで、その側近として、部下として振る舞う敬人さんにはあらゆる重たい苦難が押しつけられている。

「正直、対応しきれん。英智の考えることは常人には理解しがたい、振り回されるこちらの身にもなってほしいものだ」

　けれど不満もさほど口にせず、敬人さんは淡々とあらゆる難事を処理している。

「【ＤＤＤ】か……何事もなく、円満に片が付けばいいのだが」

【ＤＤＤ】はかつてない規模の、前例のない未知なるイベントである。破は綻たんせず、おおきなトラブルもなく無事に開かい催さいされただけでも奇跡に等しい。

　敬人さんの地道な尽じん力りよく、その賜たま物ものであろう。

「まぁ、一時間ごとに半数ずつの『ユニット』が敗退するみたいだしな。そのなかからめぼしい連中に声をかけて、仕事を手伝わせればいいんじゃねぇのか」

　思い詰めたような表情の敬人さんの背中を、紅郎さんが豪ごう快かいに叩たたいた。文字どおり、鼓こ舞ぶである。彼はいつでも剛ごう毅きに、先行きを──未来への道を切り開いてくれる。

「だんだん、楽になっていくだろうよ」

「う～む。もし我われが【ＤＤＤ】に参加していたら、敗北すると同時に観客として楽しもうとするがな」

　颯馬くんが大人びて見える風ふう貌ぼうとは裏腹に、やけに子供っぽいことを言った。

「正直、仕事などする気にもならぬだろう。【ＤＤＤ】は夢ノ咲学院始まって以来の大おお戦いくさである、血が滾たぎる……☆」

「刀を振り回すな、神崎」

　なぜか興奮して抜ばつ刀とうした困った後輩に、敬人さんが嫌いやそうに小言を漏もらした。実際、周りには無数の人々が歩き回っている──凶きよう器きを振り回したら一いつ瞬しゆんで大だい惨さん事じだ。

　ずれかけていた眼鏡をそっと直しながら、敬人さんはむしろ自じ由ゆう奔ほん放ぽうな振る舞いを見せる仲間たちの仕草に和なごんだのか、柔らかく微笑ほほえんだ。

「まぁ、他人に期待すべきではなかろう。【ＤＤＤ】は俺たちが支え、有事に備そなえつつ、問題のすべてを処理する」

　すぐに表情を引き締めると、空で輝く太陽を一瞬だけ見つめていた。

「英智たちが最大限に輝けるよう、お膳ぜん立だてをしてやろう。我ら『紅月』──【ＤＤＤ】における、縁えんの下の力持ちとなろう」

「あんまり気き負おうなよ、蓮巳」

　先ほど颯馬くんにしたのと同じ動きで、紅郎さんが敬人さんの頭を乱暴に撫なでる。

「お偉えらい生徒会長さまが帰ってきたんだ、そっちにぜんぶ責任とか押しつけて気楽に構えてりゃいいんじゃねぇのか？」

「何を考えてるかわからん味方は、強敵よりも度し難い。英智は、そういうタイプの味方だ。まったく、胃いが痛い」

　やめんか、と紅郎さんの手を振り払って、敬人さんは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をする。歩調をゆるめず、珍めずらしく子供が駄だ々だをこねるような調子で文句を言っていた。

「今回の【ＤＤＤ】も、あいつは俺に何の相談もなく開催したんだぞ？」

「蓮巳殿でも、生徒会長殿の真意はわからぬのか」

　意外そうに目を丸くしてから、颯馬くんが油断なく周囲を睨にらみつける。何があっても対処できるよう身構えつつ、むしろ気味が悪そうに夢ノ咲学院の景色を見回していた。

「きっと、【ＤＤＤ】に参加しているものたちも……。大半が何もわからぬまま、浮かれ騒さわぎに翻ほん弄ろうされているのであろうな」





[image: ]






「英智の真意か……。これでもあいつとは長い付きあいだ、薄々と察してはいるがな」

　颯馬くんの独ひとり言ごとに反応し、敬人さんは律りち儀ぎに己の考えを披ひ露ろうする。

「だからこそ、俺は今回ばかりは裏方に徹てつする。あいつの道行きを邪じや魔ましたくない、それが英智のために俺ができる唯ゆい一いつのことだ」

　ときおり携帯端末を指先で撫でて操そう作さしつつ、敬人さんは悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽしている。会話をしながら作業をしながら、どちらも疎おろそかにしていない。優秀だし、手慣れている。

「【ＤＤＤ】ではルール上、『紅月』が勝ちあがれば英智の『fineフイーネ』と対決することもありえる。身内どうしで潰つぶしあっても詮せん方かたない、それは俺の本意ではない」

　転んだり通行人に激突したりしそうなものだけれど、そこは紅郎さんや颯馬くんが的確にフォローしている。例えば前を見ずに走り回っている子供が突っこんできたら、紅郎さんが軽やかに受け止めて抱だっこし、かるく叱しかって親のところに戻す──などなど。

　基本的に身体能力に偏へん重ちようした武ぶ闘とう派はのふたりだけれど、きちんと敬人さんの役に立っている。持ち味を活かし、最善を尽つくしている。『紅月』は、いつでもそうだ。

「英智のためにできることがあるとしたら、こうして恙つつがなく【ＤＤＤ】を進行させるため雑事を処理することのみだ」

「うむ。何はともあれ、戦は始まってしまった。今さら【ＤＤＤ】に参加したい──などと言っても手続き上、不可能である」

　やや歯がゆそうながらも、颯馬くんはそう言って己の主君の意向に従っている。

「我らは、今回ばかりは戦場に立てない。己の役目に、徹するべきであろう」

　戦場のなかを闊歩しながら、そこで存分に刃やいばを振るえないのが口くち惜おしいのだろうか。血気盛さかんな『紅月』の若わか侍ざむらいは、羨うらやましそうに周囲の景色を眺めている。

「できれば我ら『紅月』も、この戦場で『ゆにっと』として華はな々ばなしく武勇を誇りたかったが。蓮巳殿が仕事を優先するというなら、致し方ない。我ら『紅月』の『りぃだあ』は、蓮巳殿だ。我ら、生きるも死ぬも蓮巳殿と同じ」

　けれど。すぐに未み練れんを振り切ると、真まっ直すぐに敬人さんのことを見つめるのだ。全ぜん幅ぷくの信頼を寄せる、己を思う存分に振るってくれる使い手を──指導者を。

「幸い『紅月』には武闘派が揃そろっている、会場警備などはお手のものであるしな？」

「……貴様らだけでも、【ＤＤＤ】に参加してもよかったんだぞ？」

　颯馬くんの純じゆん粋すいな視線にむしろ気き後おくれしたように眉まゆをひそめ、敬人さんが囁ささやいた。

「ドリフェス出場を辞じ退たいし、生徒会としての業務を優先したのは俺の我わが侭ままだ。貴様らに、それに付きあう義理はないはずだ」

「水臭いこと言うんじゃねぇよ、仲間だろ。仲間ってのは、一緒に泥どろをかぶってもいいって思える相手のことだ」

　紅郎さんが、頼もしく自みずからの胸むねを叩たたいた。

　彼は大事な後輩の企画したドリフェスをつぶされたり、私の衣装づくりに協力してくれたりして──完全に生徒会の味方ともいえない複雑な立場である。けれど、すべての因いん縁ねんと汚お濁だくを吞みこみながら清せい冽れつに言い切るのだ。

「俺たち『紅月』は、そういう『ユニット』だろうが」

　どこまでも男らしい、力強い生き様である。年を経へた大樹か巨きよ獣じゆうのような貫かん禄ろくで、紅郎さんは今も敬人さんの傍かたわらに寄り添っていた。彼は偉い大だいな、安心感そのものである。

「『Ｓ１』から間もあいてねぇしな、骨ほね休やすめもすべきだ。毎度毎度、全力を尽くせるほど若くもねぇんだ。ドリフェスで勝つだけが、人生じゃねぇさ」

「できれば、先日の『Ｓ１』での雪せつ辱じよくを果はたしたかったがな。『とりっくすたあ』は空中分解し、瀕ひん死しである。今のあやつらを蹴け散ちらしても、溜りゆう飲いんは下がらぬ」

　紅郎さんの経験則に基もとづく重みのある発言を受けて、颯馬くんが苦笑いした。

「本調子ではない敵を倒しても、何の武ぶ勲くんにもならぬ。生徒会長殿は、異なる考えの持ち主ぬしのようであるが。『勝てばよかろう』というか……どうにも、虫が好かぬ」

　素す直なおに嫌けん悪お感かんを示しつつ、颯馬くんは自らの手のひらに拳こぶしを押し当てる。溢あふれる義ぎ俠きよう心しんと戦意を、必死に堪こらえている。私たちのために怒ってくれている──そして、道理にもとる生徒会長のやりくちに義ぎ憤ふんを覚えているのだろう。

　その燃え盛り始めた種火そのものの輝かがやきは、尊とうとくて熱い。

　生まれたての、赤ん坊のように。

「『とりっくすたあ』に亀き裂れつをいれ、戦う前から無力化するなど、やりくちが汚きたない。『どりふぇす』は『あいどる』どうしの戦争である、綺き麗れい事ごとは言っていられぬのであろうが」

　颯馬くんも何もわからぬ幼よう児じではない、かぎりなく清らかなものの──現実から目を逸そらしている愚おろかものとはちがう。きちんと現状を、現実を弁わきまえて理解している。

　けれど。それでも、清せい濁だく併あわせて口のなかに入れて平気な顔ができるほど大人でもない。苦々しく、吐き捨てている。

「あまりにも、『とりっくすたあ』が哀あわれである。正視に耐えぬ、武士の風上にも置けぬ。……おっと。おぬしを前に言うことではなかったな、衣更殿」

　ずっと無言で『紅月』の対話を聞いていた真緒くんを、颯馬くんが気き遣づかった。真緒くんは困り顔で「気にすんなよ」というふうに手を振りつつも、やはり押し黙だまっている。

　そんな彼を、敬人さんが心配そうに──横目で儚はかなげに眺めている。
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　生徒会と、同どう伴はんする『紅月』の業務は淡々とつづいていく。

　敬人さんには腰を落ち着けて指示をだしたり、どこかに座りこんで休きゆう憩けいをとったりする余裕もないのだろう。あちこち巡じゆん回かいし、すべての屋外ステージで待たい機きしている生徒会の面々から様子を窺うかがいつつ現状を確認する。

　定期的にそうして敬人さんが訪れるため、現場の人間も気を抜かずに最善を尽くす。敬人さんは、吞のん気きに安全な場所で高みの見物を決めこむようなタイプではない。

『Ｓ１』の際には生徒会室にこもって作業をしていたけれど、あのときは彼自身も舞台に立つ必要があったのだ。あちこち動き回って、体力を消しよう耗もうしたくなかったのだろう。

　またひとつ屋外ステージのそばまで辿りつき、きちんと指示をだしたり至いたらぬ点について説教したりしてから、さらに移動。忙しない。【ＤＤＤ】が終結するまで、敬人さんは延々と地道な務つとめを果たしつづける。

（仲間、か）

　そんな彼の後ろ姿を眺めながら、自分も仕事を的確にこなしながらも──。

　真緒くんは先ほど不意に突きつけられた言葉を、心のなかで吟ぎん味みしていた。難しい仕事はほとんど敬人さんがやっているし、真緒くんはわりと手持ちぶさたらしい。

（一緒に泥をかぶってもいいって相手は、俺にとっては『Trickstar』の連中だった）

　暇ひまを持て余した脳のうみそが──取り留めもなく、どうしても思案してしまう。

（俺は『Trickstar』を脱だつ退たいして、『紅月』に所属することになる。そういう運命だ、必然だった。逆らえない、おおきな流れだったから）

　同年代の『Trickstar』のなかでは大人びて見える彼も、思春期の高校生である。悩みは尽きず、止とめ処どなく溢れて──彼の心をかき乱している。

　経験も足りず、正解ばかりを選べもしない。迷い、惑い、まちがえて──それでも彼は器用に世の中を、人生を歩んでいたけれど。

　不安は消えない。決して。誰だって、死ぬまで。

（だから『Trickstar』から離れて、『紅月』と行動をともにしてる。でもまだ、気持ちを『紅月』に移せてない。俺の魂たましいはまだ、『Trickstar』だ）

『紅月』の正当なメンバーである三人──敬人さんと紅郎さんと颯馬くんの漂ただよわせる家族のように親密な雰ふん囲い気きに、真緒くんは交まざれていない。べつに敬人さんたちが新入りを無視していじめているわけではなく、むしろ事あるごとに話しかけて気を遣っている。

　けれど。真緒くんは何を言われても生返事で、気もそぞろだ。ちゃんと素直に彼らの言うことを聞き、持ち前の愛あい嬌きようで何とか取り繕つくろって接している。

　しかし。まだ、家族ではない。引き取られた養子か居い候そうろう、あるいは客ががんばって愛あい想そ良くして家から追いだされないように努めているのに似ていた。溝みぞは埋まらず、距離も縮まらずに──真緒くんの心はいまだに他の星座のなかにある。

（いずれ、慣れるのかもしれない。将来のことを考えれば、未み練れんたらしく『Trickstar』のことなんて考えずに、『紅月』に馴な染じむ努力をすべきだ。だけど、俺は──）

　へらへら笑って冗じよう談だんを言ったりして、和わ気き藹あい々あいとしながらも……。そんな真緒くんの笑顔の裏側、心の奥で虚うつろな悲鳴が谺こだましている。

（俺は、卑ひ怯きよう者ものだ。二重スパイみたいな生活が嫌だってずっと言ってたのに、まだどっちつかずでフラフラしてる）

　不意に苦痛をおぼえたように、項うな垂だれて顔をくしゃくしゃにする。

（俺は生徒会長に提案されたとおりに、『紅月』に移籍する。他のみんなも搦からめ取られて、生徒会長の思いどおりに動かされてる。抵てい抗こうはできない、生徒会長には逆らえない。理性的に、冷静に考えたら、選択の余地はない）

　自分のずるいところを、彼自身が誰よりも痛いほど熟じゆく知ちしていた。

（なのに、俺はきちんと『紅月』への移籍の手続きを終えてない。『Trickstar』からの脱退の申しん請せいも、だしてない。立場としては、俺はまだ『Trickstar』だ）

　その事実は、もし知ることができたなら──私たちにとっては希望である。敬人さんが看かん過かしているということは、べつに『紅月』にも、誰にも迷めい惑わくをかけていないのだろう。独りだって不幸にしない、傷つけたり苦しめたりもしない。

（『紅月』が【ＤＤＤ】に参加しないのをいいことに、『ユニット』移籍の手続きを先さき延のばしにして、何食わぬ顔をしてる。ドリフェスに参加しないなら、『ユニット』を移籍する手続きをしてなくても不ふ都つ合ごうはないもんな）

　真緒くんは、そういうひとだ。

　賢けん明めいで器用で、誰に後ろ指さされることもない──けれど人間はそんなふうに何もかもを割り切れはしない。まちがっていないからって、正解だとはかぎらない。

　世界は、現実はそんなふうに意地悪な構造になっている。

（かといって『Trickstar』に協力することもなく、特訓にも付きあわなかった。バスケ部の朝練でスバルに会っても、何も言えなかった）

　すくなくとも真緒くんは、己のそんな立ち回りを肯こう定ていはしていない。

（裏切りものって、糾きゆう弾だんされるのが怖かった……。どっちつかずで、いいかげんに、やり過ごそうとしてる。まだ、俺は態度を決めかねてる。過去に積み重ねてきたものを捨てて、未来のために投資するべきなのに）

　軽けい蔑べつし、唾だ棄きして──彼こそが自分自身のことを誰よりも責めていた。それが真緒くんの、正しく温おん柔じゆうな男の子の、自分に課した罰ばつであり呪のろいだった。

（そう決めたはずなのに、本当の裏切りものになるのが怖くて、取りかえしがつかなくなるほどには踏ふみだせずに。ずるずると、自分の立場を曖あい昧まいなままにして引き延ばしてる）

　自分から飛び降りた蟻あり地じ獄ごくのなかで、彼は苦鳴をあげている。そこは空からっぽで、己を捕ほ食しよくする天敵は──危険はないけれど、何も得られず枯こ死ししていく。

　誰も傷つけたくなかった優しいひとの選んだ場所は、孤こ独どくで乾いた穴ぼこの底だ。

（あ～あ、自分が嫌になるよ。俺はもうちょっと、器用なやつのはずだったのに）

　頭を振って、真緒くんは気の抜けた笑みを浮かべた。

　哀かなしいほど魅み力りよく的てきな、誰にとっても都合のいい──人好きのする表情だった。

　それもまた真緒くんの哀しい人間性だけれど、彼は長く鬱うつ々うつと悩めもしない。やることを、仕事を──己の存在を役立たせる方法をすぐに見つけて、実行する。他の生徒会のものたちの失敗をフォローし、自分がすべて引き受ける。

　そうして感謝され、愛されて、肯定されてしまう。

（『Trickstar』を捨てきれない、どこにも所属できずにフラフラしている。他のみんなは立場を決めて、行動してんのに。俺だけ迷って、悩んで、それに甘んじてる。自分が傷つくのを避さけて、怯おびえて縮こまって、ただ時間が過ぎるのを待ってる）

　誰だって泣いてしまうような心境のなか、真緒くんはずっと笑っていた。

（俺は、卑ひ怯きよう者ものだ）
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「衣更」

　不意に、敬人さんが厳きびしい声をあげた。

　ずっと操作していた携帯端末の画面を胸むな元もとに押し当て、一時的に──そんな暇はないだろうに仕事を後回しにして。『紅月』のふたりや他の生徒会のものたちに先に次の目的地へ向かうよう手を振って告げると、真緒くんに向き直る。

　真正面から。

「俺は長い話をするのが好きだが、今回ばかりは率そつ直ちよくに言ってやろう。猶ゆう予よがない。悩んでいる時間など、貴様にはないのだ。きっと、英智にもな」

　誰よりも一分一秒を惜おしんで仕事をしなければいけない立場だろうに、こんな状況でもまだ彼は他人を気遣っている。どんな重荷も苦痛も、己がそれを背負うのならば問題ない──自分の大事なひとたちがその責め苦を味わうぐらいなら、ずっと。

　そう言外に主張する、自ら苦行を味わう修しゆ行ぎよう僧そうのような面つら構がまえだ。

「青春は短い。待ったなしだ、たまには考えずに衝しよう動どうに身を任せてもいい。貴様は小知恵が働くぶん、あれこれ無む駄だに考えすぎる」

「えっと。どういうことですか、副会長……？」

　かなり唐とう突とつに真ま面じ目めな話を始められて、真緒くんは戸と惑まどっていた。先行した他のものたちを気にして視線を向けつつ、いつものように──誤ご魔ま化かすように笑おうとした。

　けれど。敬人さんは、まったく笑っていない。怒っても、もちろん泣いてもいない。ただ厳しく、父のように兄のように峻しゆん厳げんに真緒くんを見据えている。

　その仮面のような笑顔の奥で泣き叫ぶ真緒くん自身を、きちんと射い貫ぬいている。

「聞け。これは生徒会副会長ではなく、『紅月』のリーダーでもない……。この俺の、蓮巳敬人の単なる独り言だ」

　真緒くんの肩かたに手を添えて、顔を近づける。すべての親が、愛する我わが子にそうするように。己の心を、大事なものを無む防ぼう備びに晒さらして掲かかげている。

　このひとの前では見苦しく泣き喚わめいても、どんな恥はじを晒しても問題ない。受け入れてくれる、そんな信頼を抱いだかされてしまう。家族と、大切な話をするときの面めん貌ぼうだ。

「これだけは言っておく。俺が貴様を『紅月』に引き入れようとしたのは、貴様を見込んだからだ。それは噓うそじゃない。貴様にはアイドルとしての実力がある、生徒会役員としての能力にも秀ひいでている」

　長話はしない、と言ったのにいきなり途切れなく長なが台詞ゼリフを口にしている。

　それを冗じよう談だんめかして指摘しようとでもしたのか、真緒くんが半笑いで何かを言いかけて──口をつぐんだ。馬ば鹿かみたいなことを言える雰ふん囲い気きではない。

「何でもできるからこそ、何をしたらいいのかわからない。そうだろう？」

　どうやっても誤魔化せない。惑わせない、化かせない。

　どんな幻げん惑わくも見破られ、喝かつ破ぱされる。

「そんな貴様だからこそ、俺は見込んだ。共感できる。俺も、昔は貴様と同じだった。小器用に生きているつもりで、けれど後こう悔かいしてばかりだった」

　敬人さんは、無駄に情感をこめずに淡々と説法する。笑みを消して、まるで生まれたての赤子のような無表情になった──素顔の真緒くんを間近から見つめている。

　敬人さんは『Trickstar』としての真緒くんの最大の敵で、同時に生徒会役員としての彼の最大の味方だ。血まみれで殺しあい、同時に見込まれ評価され重ちよう用ようされていた。

　どんな表現でも言い表せない、複雑な立場の彼だからこそ──口にできる言葉がある。

　他の誰にも言えない、大事なことを伝えられる。

　今、この瞬間に──彼だからこそ放てる最適な一いつ矢しを。

「だからこそ、言おう。先輩らしく、忠告しよう。いいや、願おう。俺のようにはなるなと、俺のできなかったことをしてほしいと……。期待し、助言をしよう」

　何の反応もできない真緒くんへ、敬人さんは自分自身に語りかけるように告げた。

「聞いてほしい。昔の俺に似ている、貴様に」
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　そのころ。

　監かん禁きんされていると思おぼしき真まことくんを救出しに向かったスバルくんは、ほとんど迷走していた。一般開放されて賑わう夢ノ咲学院の廊ろう下かを、持ち前の敏びん捷しよう性せいとバランス感覚を駆く使しして縦じゆう横おう無む尽じんに疾しつ走そう──誰かとぶつかるようなトラブルもなく、進んでいる。

　一般人は立ち入り禁止の人ひと気けがない区画に、弾だん丸がんのように飛びこむ。いくつも並んだ防音練習室の分厚い扉とびらをひとつひとつ、ほとんど蹴け破やぶるようにして開けまくっていた。

「ここかぁ～！」

　着替える暇ひまもなかったので、スバルくんはアイドル衣装のままである。通行人がいた場所ではわりと奇き異いの目で見られていたものの、今は周りに誰もいないしそもそも他人の目を気にしている場合ではない。焦しよう燥そう感かんをにじませながら、さすがに呼吸を乱している。

　かるく膝ひざに手を添えて息を整えつつ、スバルくんは手の甲で汗を拭ぬぐった。

「……ここでもないか。おのれウッキ～、どこにいる？　出てこ～い、親おや御ごさんが泣いてるぞ！　俺もちょっと泣きそう！」

　先ほど彼が開け放った防音練習室のなかは、空っぽである。集中してレッスンできるため防音練習室は常にほぼ満杯なことがおおいが、今日は【ＤＤＤ】──今後の夢ノ咲学院の趨すう勢せいを決定するような大規模な行事の真っ最中である。

【ＤＤＤ】に参加するものは、すべて屋外ステージにてライブの始まりを待っているところだろう。他の生徒も、吞気にレッスンなどせずに観戦しているはずだ。

　人類が死に絶えた廃はい墟きよのように、レッスン室が集まった区画には静せい寂じやくが満ちている。

　ちなみにこちらが摑つかんでいる情報は、真くんが防音練習室にいるはず──という曖昧な代しろ物ものである。ひとくちに防音練習室といっても夢ノ咲学院の広々とした校こう舎しやのあちこちにあるし、数もおおい。虱しらみ潰つぶしで当たるのは、なかなか骨ほねが折れる。

　幸さいわい零れいさんのマスターキーがあったため、普段はきちんと施せ錠じようされている扉も開けることができる。居い留る守すを使われたりしても、着実に踏みこめる。

　けれど。それもまた善よし悪あしで、いちいち扉をひとつひとつ開けていちおう電気を点けて隅すみ々ずみまで捜そう索さくして──みたいなことを繰くり返しているため時間を食ってしまう。

　防音練習室のなかには機材などが置かれている場合もあり、その陰かげに真くんが隠かくれている──あるいは縛しばられて転がされている可能性がある以上、きちんと確認する必要がある。捜そう索さくは人海戦術が基本だけれど、今はスバルくんしかいないし。

　さすがに誰かが舞台に居残っていないと、ドリフェスが成立しない。そして運動がさほど得意ではない私が同どう伴はんしても、スバルくんの足を引っぱるだけだろう。

　なので私は舞台で待たい機きし、ドリフェスの開始を先さき延のばしにするための時間稼かせぎと、すこしでも正確な真くんの位置を突き止めるために『Knightsナイツ』との会話を重ねている。

　けれど『Knights』は全員、一ひと筋すじ縄なわではいかぬ曲くせ者もの揃ぞろいで、口べたな私は上手じようずに情報を引きだせずにいる。零さんが協力してくれたら良かったのだけれど、本格的にライブの開始時間が近づいてきており──彼も己おのれの戦場へと向かってしまった。

　凛り月つくんは私をほぼ無視するし、鳴なる上かみさんは愛想が良いけれど決して口を滑すべらせたりしない。司つかさくんは、そんなふたりが口元を手で塞ふさいで喋しやべれないようにしていた。

　難なん攻こう不ふ落らくである。というか状況は、かなり最悪に近い気がした。

「やっばいな～、もうすぐドリフェスが本格的に始まっちゃう！　演えん奏そうとか歌声がおおきくなってきたよ、俺もこんなことしてる場合じゃないのに！」

　聴ちよう覚かくにも優すぐれたスバルくんが、野生動物のように背伸びして周囲の音を拾っている。夢ノ咲学院全域で、徐々に楽曲や歌声の音量がいや増していく……。対比されて、スバルくんのいる無音の廊下はやけに寂さびしげな雰囲気となる。

　暗いのも静かなのも苦手なのだろう、スバルくんが寒気を覚えたように我が身を抱きしめてから──ぶんぶんと首を振った。

「ううん、弱気になっちゃ駄だ目めだ！　ウッキ～を助けだして、転校生の待ってるステージに戻る！　そして『Trickstar』が、【ＤＤＤ】で優勝する！」

　ぐっと握にぎり拳こぶしをつくって、さっそく体力が快復したのかまた次の防音練習室へと向かう。暗い夜道で肝きも試だめしをしているときに恐きよう怖ふをまぎらわすように、大声で歌いながら。

「夢はでっかく！　無限大～！　すべてを摑むその瞬間まで、俺は諦あきらめない！」

　むしろ愉ゆ快かいになってきたのか、彼らしいとびっきりの笑顔になる。

「……何か我ながら、ミョ～なテンションになっちゃってるけど。走り回るとテンションあがるよね、身体からだじゅうが熱くなる～☆」

　彼もまた私と同様に【ＤＤＤ】当日に向けて地獄の特訓を積んでいるはずなのだけれど、疲労感は残っていないらしい。日暮れまで全速力で駆かけ回っても、ピンピンしていそうだ。まだ戦いは始まってすらいないのだ、ここでへたばられても困るけれど。

「おっと、楽しくなってる場合じゃない。このままじゃマジで時間切れだ、急がないと！　どこだ～、ウッキ～っ？」

　遭そう難なん者しやを捜さがすみたいに大声を張り上げていたスバルくんの衣装のポケットが、ぶるぶると震ふるえる。やけに軽やかな着信音が響き、ほぼ同時に彼は素早くスマホを取りだした。

「おっと、朔さく間ま先輩からメールだ……。あはは、先輩ってスマホとか苦手なのかな？　漢字変へん換かんできずに、ぜんぶ平仮名！　かわいい～♪」

　箸はしが転がっても面白い年頃の女子高生みたいに騒ぎながら、小首を傾かしげる。

「むう？　平仮名だけだと読みにくいな……えぇっ、と？」

　薄うす暗ぐらいなか、発光する液えき晶しよう画面を注視し──零さんからのメールを確認していた。

「う～む。【ＤＤＤ】には原則として『ユニット』単位でしか参加できない、そして『ユニット』の最少構成人数は二名……。つまり舞台上に二名、『ユニット』のメンバーがいないと『ユニット』と判断されず、自動的に失格になる？」

『ユニット』の構成人数については大原則だし、スバルくんも弁わきまえている。だいたい、人数を揃えるために私が着慣れない衣装まで着て舞台に上がっているのだし。

　そこまでは私も織りこみ済みだったけれど、どうも詰めが甘かったようだ。

「うわ、やばい！　いま俺たち『Trickstar』は舞台上に転校生しかいない、一名しかいないんだ！　俺が舞台に戻らないと、自動的に失格になるってことだよね？」

　そうだ。単に書類上、人数を揃えるだけでは駄目らしい。ちゃんとドリフェスが開始した段階で、ステージに規定の最低人数──二名以上がいないと敗北になる。

「うう、あちらを立てればこちらが立たず！　ど～しよ？　さいあく、ウッキ～のことは諦めて舞台に戻らないと！　戦う前から負けちゃうなんて、『あんまり』だよ～！」

　私もちょうどそのころ、屋外ステージに派は遣けんされてきた担当の生徒会メンバーにそのむねを告げられて青ざめているところだった。同時に、あえて真くんの所在を明かしてスバルくんを舞台から遠ざけた──凛月くんの策さく謀ぼうを察したのである。

　時すでに遅し、という感じだけれど。

「くそう！　『Knights』の連中、とくにあの朔間先輩の弟！　やけに気前よく、いろいろと教えてくれたのは『こういうこと』か～っ？」

　スバルくんも同様の理解を得たのか、悔くやしそうに唸うなっていた。

「不戦勝を狙ねらってるんだ──このまま俺が舞台に戻らなければ、あいつらは労せず勝てる！　ずる賢がしこいなぁ、あいつら！　気に食わない～！　絶対にこの逆ぎやつ境きようを跳はね返して、『Knights』も生徒会長もギャフンといわせてやる！」

　落ちこむかと思ったけれど、あっさり気持ちを切り替えるスバルくんである。いつでも前向きで──そう簡単に希望を、輝きを失わない。

　むしろ燃えてきたのか、先ほどを倍する勢いで廊下を驀ばく進しんしていく。

「がんばるぞ～☆」

　両手を振り回し、天体観測をするように闇やみにまぎれた遊星を探しつづける。
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「ちょっとぉ、うるさいんだけど？」

　剣けん吞のんな響ひびきの声こわ音ねが、不意にスバルくんの耳じ朶だを打った。

　スバルくんがひとつひとつ開け放した扉が、勢いを残して軋きしみながら揺ゆれている。不ふ穏おんな金属音のなか、その這はい回るような声は不気味に届いてきた。

　さすがにギョッとして、スバルくんはかなり大おお袈げ裟さに身を仰のけ反ぞらせて声の方向を見る。スバルくんの進んでいる廊下──その曲まがり角の向こうから、顔を半分だけ覗のぞかせた何者かがいる。どうも、いちいち全身を見せるのを億おつ劫くうがっているみたいだ。

「【ＤＤＤ】は普段の『Ｓ１』とちがって、生徒も教室でドリフェスを観戦する必要はないはずでしょ？　みんな一般客に交じって外で観戦してるのに、どうして校内をうろついてるやつがいるわけ？」

　いかにも忌いま々いましそうに、その何者かは唾つばを吐くようにぼやいた。

「鬱うつ陶とうしいなぁ……。目め障ざわりだから、どっか行ってよ。俺、いま不ふ機き嫌げんだから何するかわかんないよ？」

　やはり片かた腕うでだけだして、そのよく研とがれた爪つめの先で壁を引ひっ搔かいている。気性の荒あらい、猫ねこのように。眼光は鋭するどく、鉛なまり玉だまの輝きを放っていた。

（うおっ、何だこのひとっ？　やばそうな感じ！）

　敵意や害意に鈍どん感かんなところのあるスバルくんなのに、かるく怯ひるんでいる。いきなり銃じゆう口こうか刃は物ものの切っ先を向けられたような感じなのだ、空気が一気に緊きん迫ぱくしてくる。

　恐おそる恐おそる、それでもスバルくんは不気味な人物のそばに歩み寄って──彼の全身が見える位置まで移動する。警けい戒かいしているのか、びみょうに距離を開けたまま。

（初対面だよね、何でこんなあからさまに悪意をぶつけてくるの？　いや、怯んじゃ駄目だ！　時間が惜おしい、今はすこしでもウッキ～を見つけるために努力しないと！）

　見るからに不機嫌そうな、爆ばく発はつ寸前の地じ雷らいみたいな雰囲気の相手を前にして──それでもスバルくんは奮ふん起きして仲間との再会のために尽じん力りよくする。人付きあいが苦手な彼にしては精せい一いつ杯ぱいに愛想よく、丁てい寧ねいに問いかけていた。

「あの、すみません！　このへんで、ウッキ～を見かけませんでしたか？」

「ウッキ～……？　何？　猿さる？　猿なら鏡を覗きこめばそこにいるでしょ～、知能指数が低そうな顔しちゃってさぁ？」

　いきなり、酷ひどいことを言っている。完全に罵ば倒とうである、どんな善良な人間でも出会い頭がしらにこんなふうに言われたら怒りだしてしまうだろう。

　ひとを簡単に傷つける棘とげだらけの言葉を放つ人物は──スバルくんは初対面のようだけれど、ステージでは姿を見かけなかった『Knights』の瀬せ名な泉いずみさんだ。

　酷こく薄はくそうな、薬品めいた青い瞳。高級感のある、銀色の髪。非人間的な、悪あく魔まの美び貌ぼう。

『Knights』も【ＤＤＤ】に参加するようなのに、ふつうに制服姿である。

　初対面の印象がかなり悪かったので、私にとっては苦手な相手だけれど……。彼はどうも、誰に対してもこういう態度らしい。値踏みするようにスバルくんをジロジロと睨ねめ回してから、つまらなそうに吐と息いきを漏らした。

「ていうか。あぁ、ふぅん……？　あんた、どっかで見たことある顔だと思ったら。ゆうくんの知りあいでしょ、たしか『Trickstar』の明あけ星ほしスバルくんだっけ？」

　小こ馬ば鹿かにするようにくちびるをひん曲げて、泉さんはほとんど嘲あざ笑わらっている。

「こんなところで、油を売ってていいの～？　『Trickstar』の緒戦の相手は俺たち『Knights』でしょ、全力を尽くさないと勝負にもならないよ？」

　アイドル衣装に着替えてはいないものの、いちおう自分たちの『ユニット』が【ＤＤＤ】に参加することは把は握あくしているらしい。

　彼は三年生、最高学年である。私が会った他の『Knights』メンバーはどうも二年生以下らしいので、彼がたぶん最年長──リーダーかそれに近しい地位にいるはずだ。

　自分の所属する『ユニット』の行程ぐらい、きちんと摑んでいて当然ではある。

「俺がいなくても、『Knights』はひとりひとりが優すぐれたアイドルだからねぇ。利害関係のみでつるんでるとはいえ、実力は学院でもトップクラスだよ？」

　完全にこちらを侮あなどり、見下しているということを隠してすらいない。傲ごう岸がん不ふ遜そんに、泉さんは踏みにじるように吐き捨てる。

「状況判断もできない、愚おろかでお馬鹿な『Trickstar』……。ほんと、ゆうくんもそんな連中のどこがいいんだか？」

「…………」

　あまりにもあんまりな泉さんの言動に、さすがのスバルくんもやや顔を引きつらせていたものの──すぐに大事なことを思いだす。今は、苛いら々いらしている場合ではない。

　対話をするのも厭いとわしい相手ではあるけれど、ここで遭そう遇ぐうできたのはある意味では幸運といえる。チャンスを活かし、スバルくんは凶きよう悪あくな美青年へ向き直る。

「ゆうくん、っていうのはウッキ～のことか？」

　野の獣けもののように純じゆん粋すいに、スバルくんは歯に衣きぬ着せずに言い放った。

「何となく、わかったぞ。あんたが、ウッキ～を監禁してるっていう『Knights』のろくでなしだなっ？　ウッキ～をどこに隠したっ、返せ！　ことと次し第だいによっちゃあ、俺はあんたをぶん殴なぐってでもウッキ～を取り戻すぞ！」

　躊ちゆう躇ちよなく距離を詰めて、胸むなぐらを摑みそうな勢いで泉さんへと肉にく薄はくする。頭突きをするみたいに顔を近づけて、朗ろう々ろうと吼ほえた。

「あいつは、俺の友達だ！　大事な仲間なんだ！」

「んん。青臭いねぇ、チョ～うざぁい！」

　まるで怯まずに、泉さんは美しい彫ちよう像ぞうのように動かず──むしろ不良がメンチを切りあうようにスバルくんを睨み返す。一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気のなか、彼は不機嫌そうに言った。

「ねぇ、お遊びでやってるんじゃないんだよ。アイドルは商売なの……馬鹿なことやっても、『若気の至いたり』じゃ済まされないんだよ？」

　めらめら燃える炎のかたまりのようなスバルくんの鼻先を、泉さんは汚きたないものでも捨てるように指先でつまんで、ちからをこめる。鈍にぶい痛みを、遠えん慮りよなく与えてくる。

　それでも退ひかずに睨むスバルくんへ、ねちっこく針を刺さすように語っていた。

「公平に、冷静に考えてよ。ゆうくんの将来にとって、『Knights』と『Trickstar』のどっちに所属してるほうが有益かって……。子供でもわかるでしょ、どっちが得かは。あんたもゆうくんも、何でそんな簡単なことも理解できないわけ？」

「うるさい！　いいからウッキ～をだせっ、ワカメみたいな頭しやがって！」

　触ふれられるのが不快だったのか、スバルくんがけっこう酷いことを言いながら泉さんの指先を振り払った。愚ぐ直ちよくに、ひたすら仲間のことを想って言いたいことだけを言う。

「何が得かとか、どの道を選ぶかとかはウッキ～自身が決めるべきだ！」

　子供っぽい態度ともいえるけれど、毒のような泉さんの言葉のすべてを吹き飛ばし浄じよう化かする清らかな輝きがあった。泉さんが、憎にくらしげに唸って数歩だけ後ずさる。

　逃にがさないぞ、というように──スバルくんが距離を詰めてまくしたてた。

「ウッキ～が、俺たちと一緒に歩くのはもう嫌だって自分で考えてそう決めたなら、尊重する！　応おう援えんするよ、でもそうじゃないだろ！」

　恥はずかしげもなく──だからこそ宇宙の果てまで響く、友情そのものの言葉。炎のようなそれを噴ふきだしながら、スバルくんは怒ど鳴なった。

「あいつの意志を無視して、強引に言うこと聞かせてるだけなら！　俺はそんなのゆるさない、あいつの魂たましいの輝きは俺が守る！」

　いつでも笑っていた、喜き悦えつ以外の感情が欠けていると自分自身ですら思っていたような彼が──激げき怒どをこめて、友のために咆ほう吼こうした。

　雄お叫たけびをあげて、邪じや悪あくの権ごん化げのごとき相手と戦おうとしていた。

「俺たち『Trickstar』が、あいつが笑顔を咲き誇らせる居場所になってみせる！」

　当たり前のことを再確認するように、堂々とスバルくんはそう宣言する。





[image: ]






　真くんは、そのとき暗くら闇やみの底にいた。

　泉さんが陣じん取どった廊下、距離的にはスバルくんのいるほとんど真横──間近にある防音練習室である。照明が落とされていて、視力の低い真くんはほとんど何も見えないらしい。周囲を手探りし、ほぼ無意識のように眼鏡ケースを探し当てる。

　きちんと眼鏡を装そう着ちやくして、ゆるゆると身を起こしてから──当とう惑わくする。

（……あ、あれっ？　いっけない、もしかして失神してた!?）

　愕がく然ぜんとしてから、膝ひざを抱かかえてしまう。

　動く元気もないのか、呆ぼう然ぜんと座りこんだまま──涙ぐんでいた。

　監禁、などという表現をされていたためどんな過か酷こくな状況にいるのかと心配だったけれど、そんな真くんのいる防音練習室はかなり過か剰じように居住性を高められていた。

　泉さんが運びこんだのだろうか、清せい潔けつなシーツの敷しかれた寝台には大量のクッションが並んでいる。柔らかそうな羽根布団と、安眠枕。壁際には簞たん笥すやいくつもの家電が置かれており、気分を和なごませるインテリアや絵画まで飾られている。

　どんな箱入り娘むすめの一人部屋かと思うような、豪ごう奢しやで快適そうな空間となっている。あくまで防音練習室なので外からの音はほぼ完全にシャットアウトされているし、窓もないので居い心地ごこちが良いだけの牢ろう獄ごくではあるのだけれど。

　ネットに繫つながるようなスマホやＰＣはなく、真くんはどうやら外の状況を一切──知ることのできない状態だったらしい。不安そうに、彼は天てん井じようを見上げていた。

　室内は掃そう除じが行き届いており、床には塵ちりや埃ほこりのひとつも落ちていない。品のいい硝ガラ子ス製の机の上には、ラップのかかった料理の皿が並んでいる。献こん立だては健康志向だけれど色鮮あざやかで食材もふんだんに用いられており、美味しそうではあった。

　けれど、手が付けられた様子はまったくない。真くんは泉さんが用意したのだろうすべてのものを拒きよ絶ぜつしているのか、寝台もあるのに部屋の隅っこにいる。

　すこし窶やつれた様子で、彼は深々と死人のような溜息をついていた。

（危ない危ない、うっかり二度と目覚めない眠りにつくところだったかも！　頭がフラフラする～、もうしばらく何も食べてないもんね？）

　切なそうにお腹なかをさすって、真くんは歯は嚙がみする。

（泉さん、ろくに食事も睡すい眠みんもとらせてくれないんだもん。おまけに僕の顔色がどんどん悪くなるのを心配したのか、『あ～ん♪』ってしようとするし）

　食事や寝ね床どこは与えられているようなので、泉さんがどうこうというよりは──真くんが彼のお世話を突っぱねている状態だろうけれど。

　それでもぜんぶ泉さんのせい、みたいに責任のすべてを彼に委ゆだねるのは（心のなかで独白しているだけとはいえ）、何だか奇き妙みような感じがする。私はまだ彼らの抱かかえた事情をまるで知らないのでよくわからないけれど、どこかが変だ。普通ではない。

　異様な心理状態で、真くんは鬱々と思い煩わずらっている。

（男どうしで気色の悪い！　マジで何考えてんの、あのひと!?　意味がわからない！　それで頑かたくなに『あ～ん♪』を拒きよ否ひってたら、泉さんさらに不機嫌になっちゃって……。それからずっと放置プレイっ、もはやマフィアのやりくちだよ！）

　よく経けい緯いがわからないけれど、真くんが姿を見せなかったここ一週間ほど──彼はそんな誘ゆう拐かいされた人質みたいな生活を送っていたらしい。泉さんはどうも思っていた以上に真くんを大事にしていたというか、好意をもって接していたようだけれど。

　真くんには伝わってないというか、すべて裏目にでているというか──むしろ真くんはどんどん泉さんへの不信感と嫌けん悪お感かんを高めているようだった。たしかにまぁ、同年代の男性からそんなふうにベタベタとお世話されたら気味が悪いだろうけれど。

　意図がわからないぶん、怖くすらある。

（泉さん、『ゆうくんが素直になるまで、人間らしい生活は禁止ね？』とか言ってたし。こ、このままじゃ本気で死ぬまで籠かごの鳥かも！　嫌だぁっ、誰かヘルプミ～！）

　頭を抱えて、真くんは項垂れてしまう。

　どうも当然のように真くんが与えられるすべてを拒絶していたら、どう考えても我が慢まんのきかない泉さんは機嫌を損そこねてしまったらしい。そして、お仕置きなのだろうか──拗すねたみたいに意地悪な真ま似ねをしているようだ。

　こじれにこじれているうえ、不気味なものが奥底にあるような泉さんの言動は、私には理解不能である。真くんはふつうに怯えていて、もはや啜すすり泣いていた。

（拉ら致ち・監禁のうえに虐ぎやく待たいって、すでに事件だよこれ～っ!?　犯罪だよ！　警けい察さつのひと～！　明星くん、氷ひ鷹だかくん、衣更くん！　転校生ちゃん！　誰か、助けて……！）

　大事な絆きずなを結んだ仲間のことを、彼は切々と求めている。それは私には知るよしもないことだけれど──素直に、有あり難がたい。『Trickstar』はばらばらに引き裂さかれて、二度と修復できないほどに、その友情も何もかも台無しにされてしまったと思っていた。

　そうではなかった。真くんのなかでも、まだ尊とうとい星は輝いている。
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　真くんは怨うらめしげに、独白をつづける。

（うう。親とかクラスメイトとかも、たぶんうまく泉さんが言いくるめてるんだろうなぁ？　あのひと、外そと面づらだけはいいし！）

　外面はいいらしい。私たちにはすごく険悪というか、ちょっとどうかと思う態度ばかりだけれど──あれは例外で、普段はもっと異なる言動をしているのだろうか。

　泉さんのことはまだ詳くわしく知らないし、わからないけれど。

（こんなことなら、もっと親と仲良くしとくべきだったかも）

　真くんは儚はかなげに、思いだしたように家族のことを想起している。もっと早く思考にのぼりそうなものなのに、その発想に至るのが遅いというか──後回しにされている感じである。そういえば、真くんからはあまり家族の話は聞かない。

（こないだの『Ｓ１』の直前にも、僕は泊まりこんで家に帰らなかったりしたから……。親も、『またか』って感じなんだろうなぁ？）

　子供なら、誰だって真っ先に──友達よりも教師よりも、家族に庇ひ護ごを求めるはずなのに。真くんは意識的にか無意識的にか、それを避けているように思えた。

　家族と不仲である、というよりも……。何だか家族に頼ることが申し訳ない、その権利がない、と思い詰めているみたいだ。その理由は、わからない。

（さすがに一カ月も一年も音信不通だったら誰かが『変だな』って思うかもしれないけど、それより先に僕の心が折れるか身体が壊こわれる！）

　苦しげに喘あえいでから、真くんは世界でいちばん無力な生き物のように震えている。

（日付の感覚もなくなってきたけど……。もう、あの例の【ＤＤＤ】とかいうやつの当日なんじゃないかな？　うっすら、音楽が聞こえてくるような？）

　真くんは視力は低いものの、かなり耳は良いようだ。鈍にぶく見えるけれど、勘かんも良いし感受性も高い。防音処理が施ほどこされた壁越しでも、外の賑やかな気配を感じ取ったようだ。

（じゃあ、僕もこんなところで監禁されてる場合じゃない！　早くみんなと合流しないとっ、僕なんかいてもいなくても関係ないかもしれないけど）

　おもむろに立ち上がって、真くんは居ても立ってもいられない──というように部屋のなかをうろついた。とりあえず電気を点つけて、部屋のドアノブに手をかける。

　けれど、そこで動きが停止する。

（むしろ、足を引っ張っちゃうだけかもしれないけど……。それでも、何かしたい！　みんなのために！　ううん、みんなと一緒にステージに立ちたいよ！）

　弱気を吞みこみ、真くんは仲間のもとへ向かうためにドアノブをひねった。

（そのために努力してきたんだ、ようやく走りだしたところなんだ！　足踏みしてる場合じゃないっ、僕だって『Trickstar』なんだ！）

　真しん摯しにそう心のなかで宣言したものの、ふつうに扉は施せ錠じようされている。ちからいっぱいドアノブをひねっても無駄で、びくともしない。扉をどんどん叩いたり、体当たりしてみたりしたものの意味はなく、やがて疲れたのか心がめげたのか──真くんは俯うつむいてしまう。

　諦めたわけではないはずだが、ちょっと物理的にどうしようもない状態である。これが脱出ゲームならば知恵を絞しぼればどうにかなるだろうけれど、あの泉さんがそんなお遊びを施しているとも思えない。真面目に、監禁されているのだ。

（ていうか、今さら気づいたけど……。もしかして僕、生徒会長の言うとおりに『Trickstar』を裏切って『Knights』に加入した～とか、誤解されてるんじゃ？）

　ちからなく扉に頭を預け、洟はなを啜って──真くんはふと気づいて青ざめた。

（だったら、最悪だ！　裏切りもののことなんか、誰も助けにきてくれない！　うわぁん、どう足あ搔がいても絶望～!?）

　いろいろ物申したくなる点はあるものの、基本的には真くんの推測は当たっている。北ほく斗とくんや真緒くんと同様に、真くんも生徒会長によって私たちから引き離されてしまって──他の『ユニット』に、つまり『Knights』に移籍したのかも、と疑ってはいた。

　事実は異なっていたようだけれど、彼が監禁されているなんて今まで想像もしていなかった。本来ならば、助けなどくるはずもなかったのだ。

（ちがうの！　僕はずっと泉さんに監禁されてたのっ、この『防音練習室』に！　『Knights』への移籍手続きの書類にも、意地でも判はん子こは押してないよ！）

　悲痛に、真くんは訴うつたえる。『Trickstar』から離れることなんて、考えてすらいなかったような──その無邪気な親愛は有り難いものだけれど。声も電波も届かない密室に隔かく離りされた彼の気持ちを、超能力をもたない私たちが察するのはほぼ不可能だ。

　彼の友情と絆を信じて、期待して、全力を尽くすことはできるし──実際そうしているけれど。外の状況がわからない真くんは、不安を完全には消せない。

（僕はまだ、『Trickstar』だ！　みんなの仲間だよ～、誰かそれを信じてくれてたらいいけどっ？　あぁ、僕の信用が試されている……！）

　慟どう哭こくするように、真くんは身を震わせて嘆なげき、悔くいていた。

（こんなことなら、生徒会長に『ユニット』移籍の提案をされたときに頑として断っておくんだった！　ちゃんと自分の意見を主張して、僕はみんなの仲間なんだって断言しておけばよかったよ～っ!?）

　そんな彼の感情の一ひと欠片かけらすら、この時点ではまだ──どこにも届かない。
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（うう。今さら後悔しても、もう遅いよね）

　あの生徒会長がつくりあげた、おぞましい闇の底の底──。

（それに正直、生徒会長が怖かったんだよ……。あの場で逆らうなんてこと、おっかなくて無理だった！　これから戦う相手を目の前にして、腰が引けちゃってたんだ！）

　真くんはケージに入れられた実験動物のように、再び座りこみ膝を抱えて落ちつきなく周囲を眺めている。また泉さんに取り上げられて踏まれでもしたのか、指で折り曲げられたのだろうか、眼鏡のフレームが歪ゆがんでいて視線を動かすたびにずれている。

（大おお神がみくんに、笑われちゃうな。僕、ちっとも強くなってない。特訓したのに、成長したつもりだったのに……）

　輝かしい革かく命めいの記き憶おくを、真くんは反はん芻すうしている。厳しく己を鍛きたえあげた師し匠しようのような存在──どんな逆境でも決して折れることがないだろう、晃こう牙がくんのことを想起して。

（ううん、諦めちゃ駄目だ！　そんなんだから、僕はいつまでも足手まといなんだ！　僕にだってできることがある、そう信じるんだ！　僕が僕を信じないでどうするっ？）

　うじうじしているだけだと彼に怒られる、と思ったのか──凜り々りしく顔をあげる。

（大神くんとの特訓で、僕が学んだことはひとつ！　死ぬ気でやれば、何でもできる！）

　高いところから飛び降りるように、前のめりになる。床に手をつき勢いよく立ち上がると、無駄だとわかっていながら防音練習室の扉をガチャガチャと弄いじっている。

（……うん？）

　そんなふうに扉に近づいていたからこそ──彼の聴ちよう覚かくに、捉とらえられた音がある。

（声が、聞こえる？　これって、明星くんの声だよね？　もしかして、僕が監禁されてることに気づいて助けにきてくれたのっ？　うわぁい、待ってました～☆）

　幻げん聴ちようかと思うほどの、かすかな声。暗闇に垂たらされた蜘く蛛もの糸のようなそれを、真くんは必死に手た繰ぐり寄せる。耳をそばだて、扉にほとんど張りついて大声をあげた。

「明星くん！　僕だよ！　お願い、気づいて！」

　ともに激戦を潜くぐり抜けた仲間を、助けを呼んだ。

「僕、ずっと監禁されてたの！　この『防音練習室』に！」

　場合によっては、情けないともいえる態度だけれど。変に意地を張らず、自分だけのちからでは乗り越えられない障しよう壁へきを見ると──彼は迷わず仲間を頼る。それは、この過か酷こくな現実を生き抜くために必要なことだ。プライドなど、飯の種にもならない。

「……あっ、そうか。この部屋、防音なんだ！　夢ノ咲学院の施し設せつだもん、そのへんは『しっかり』してる！　どれだけ大声だしても、外まで聞こえないかも？」

　先ほどまで打ち捨てられたぬいぐるみのようだったのが信じられないぐらい、希望を心に宿した真くんは思いきりよく動く。ブレーキがぶっ壊こわれている、と表現したのは真緒くんだけれど──ときどき真くんは、こちらも驚くほどの行動力を見せる。

　彼もまた、革命の闘とう士し。現状を覆くつがえす、きらきら輝く活力をもっている。

「練習室だから、機材はある。マイクもあるから、これを最大のボリュームにして……？　機械いじりは得意だよ、目にもの見せてやる！」

　拳をぎゅっと握り、壁かべ際ぎわに駆け寄る。邪じや魔まな簞笥を苦労して横にどけると、防音練習室の片隅に配置された機材を操作する。

　真くんがこういう大だい胆たんな行動をするとは泉さんも想定していなかったのか、単純に動かせないようになっているのか──すべての機材は揃っている。放送委員会に所属し、デジタル機器に強い真くんの手にかかれば、それはあらゆる兵器へと変へん貌ぼうする。

『あ～！　あ～！　マイクテスト～！』

　予備だろうマイクを細こま々ごまとしたケーブルなどが収納された場所から取りだすと、手際良く接続。拡大された声で、全力で叫んでいる。

『……うひっ!?　耳が痛いなぁ、『防音練習室』は音が響くんだよなぁ？』

　やはりときおり小動物のように、びくびくとしている。耳元に手を添えて、涙目になりつつも──懸けん命めいに、真くんは全力を尽くす。いつだって、誰よりも人間らしく。

（これでも、部屋の外まで声が届くかどうかは五ご分ぶ五ご分ぶ……？）

　これも予備だろう延長ケーブルをいくつも接続して、マイクを片手に扉のそばまで移動すると──いったん思案する。いつも流されがちな彼だけれど、今は独りなのだ。

（それに、たぶん扉の外には泉さんがいる。どうにかその目をごまかしても、この部屋は外からじゃないと解かい錠じようできないし……鍵は泉さんが持ってる！　つまり泉さんをどうにかしないと、この部屋からは脱出できない！）

　せっかく手にした希望の種を、迂う闊かつな行動で失うわけにはいかない。

　すこしでも仲間たちのもとへ生せい還かんする確率を高めるため、策を練ねる必要がある。

（明星くんが泉さんをブチ倒して鍵を奪ってくれることを期待してもいいけど、暴ぼう力りよくはまずいもんね～？　最悪の場合、停学になる。そうでなくても、【ＤＤＤ】への参加を辞じ退たいさせられちゃうはず！）

　そうだ、帝国を打倒し革命を起こす──みたいな考えかたをしてしまうので忘れがちだけれど、本当に殺しあいの戦争をしているわけではない。犯罪は、リスクが高すぎる。彼らは前途有望な若者であり、現代社会に庇ひ護ごされ生活しているのだ。

　だからこそ。監禁などという荒っぽい手段に訴えた泉さんが、異様ではあるけれど。

（それは駄目だ！　僕のせいで、『Trickstar』のみんなの前途を閉ざしちゃいけない！　ステージの上じゃあ、僕はほとんど役に立てないんだもん！　せめて、足手まといになっちゃいけないんだ！）

　すこし卑ひ屈くつながらも、それが真くんの本音なのだろう。自分よりも仲間を、他人を優先してしまうのが彼の抱えた歪みではある。

（どうしよう？　えぇい、考えてる時間はない！　たまには悩まず、思いつきでいいから精せい一いつ杯ぱい……全力でやってみよう！　それが『Trickstar』だ！）

　眼鏡をかけているので知的に見えるけれど、真くんは意外と考えなしである。頭を使うのは本来、まったく得意ではないのだ。

　危あやういほどあっさり思考を放ほう棄きすると、胸いっぱいに息を吸いこんでいた。

（見てろよ～、泉さん！　思い知らせてやる！）

　不可解なぐらいの激情をこめて、真くんが生命の炎を真まっ赤かに燃やしている。

（証明してやる！　僕はもう、何もできない『きれいなお人形』なんかじゃない！）
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　視点を、防音練習室の外へ戻すと──。

　そこではスバルくんが、しつこく泉さんに食ってかかっていた。大事な仲間が監禁されていて、おまけにその主しゆ犯はんたる人物が目の前にいるのだ。冷静ではいられない、それこそ真くんが考えていたとおり今にも殴りかかりそうだ。

「お、おい！　あんた、聞こえてんのか！　無視すんな～！」

「…………」

　間近から怒鳴り声を浴びせられながら、泉さんはまったく反応しない。

　スバルくんの剣けん幕まくに怯えている様子でもない、平然としながらも──気配を探るように遠くを見ている。外敵の襲しゆう来らいを警けい戒かいし、巣穴を守る野生の親猫のように。

（う～ん？　どうしたんだろ、むっつり押し黙っちゃったぞ？）

　完全に黙もく殺さつされているスバルくんは、やりづらそうに眉をひそめている。好きの反対は無関心──見比べてみると、いつでも鬱陶しそうにしながらいちおう律りち儀ぎに相手してくれていた北斗くんは優しかったし、ちゃんとスバルくんを大事にしていた気がする。

（何なのこのひと、意味がわからない！　は、早くウッキ～を救出しないとライブが始まっちゃう～！　かくなるうえは、このひとをブン殴って縛りあげて……!?）

　猶ゆう予よがないので苛いら立だっているのか、スバルくんはかなり危険な考えを抱いている。

「おいってば！　先輩だからって容よう赦しやしないぞ、さっさとウッキ～を返さないと実力行使してもいいんだからなっ？」

「……ちょっと黙って」

「へ？　あんた、何か言った？」

　ずっと黙っていた泉さんが、ぼそっと囁いたので──スバルくんは当惑する。素直にすこし口をつぐみ、耳を澄ませると、彼の発達した聴覚が何かを感じ取った。

「……あれっ、部屋のなかから声がするような？」

　一般客が踏みこめない区画なので、スバルくんが黙るとほぼ無音である。もちろん外から演奏などが響いてくるものの、音は遠い。そういう雑音ではない──聞き逃のがせないような声が、すぐ間近から聞こえてきている気がする。

　真くんの、声だ。彼がマイクを駆く使しして拡大させた声が、わずかに届いたのだ。

　スバルくんはそれを察して、みるみる笑顔になる。

「もしかしてこれ、ウッキ～の声？　やっぱりこの『防音練習室』に閉じこめてやがったな、俺の大事な仲間を！　待ってろウッキ～、いま助けてやる！」

　ほとんど反射的に邪魔者を押しのけて室内へ踏みこもうとしたスバルくんだけれど、瞬時に泉さんが恐ろしいほどの形ぎよう相そうで──刃を刺すように唸った。

「黙れって言ってるでしょ！」

「ひっ、ごめんなさい!?」

　無む邪じや気きなスバルくんすら一瞬だけ怯えて、ちょっと後ずさっていた。実際、殴られるどころか絞め殺されそうな迫はく力りよくである。女性的というか、ヒステリックな怒りの発はつ露ろ。

（な、何なの？　怖い～！　すんごい血走った目ぇしてる!?）

　あまり慣れない態度をとられて、スバルくんは咄とつ嗟さに対応できない。基本的にコミュニケーションにやや難がある子なのだ──けれど、すぐに己のやるべきことを思いだす。

　ひとまず泉さんは気にせずに、声が聞こえてきた扉に向き直った。

（ううん、怯んじゃ駄目だ！　ここが正念場だっ、俺は必ずウッキ～を取り戻す！　そして、転校生が待ってるステージに帰るんだ！）
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『泉さん、聞こえてるっ？』

　真くんの、意外なほど重たく響く雄お々おしい声が届く。夢ノ咲学院に、私たちの周りに、いつでも響いていた──耳に心地ここち良よい安心感のある声音だ。

『さっさと、僕を解放して！　でないと、こっちも手段は選ばない！』

　脅きよう迫はくするような内容だけれど、真くんががんばって必死に悪ぶっている姿を想像すると──むしろ和んでしまう。良い子なのだ、真くんはとっても。誰にとっても。

『無理やりにでも、出て行ってやる！　僕には、やるべきことがあるんだ！　みんなと一緒に、またステージに立つためなら──僕は他のぜんぶを捨てたっていいんだ！』

「……どいつもこいつも。生意気だねぇ、下級生のくせに。先輩に対しての口の利きかたから、教えてあげなきゃいけないのかな？」

　愛おしげに頰ほおずりするようにして、泉さんは扉に耳をくっつけて音を聞き取っている。スバルくんも真似して同じ動きをしていて、何だか犬と猫が思いつきで仲良く遊んでいるように見えるけれど──泉さんは気にしないことにしたのか、独りごちていた。

「って、こっちの声は部屋のなかまで届かないか。『防音練習室』だもんねぇ。マイクで拡大してるのかな、ゆうくんの声は？　それで俺が対話をしようとして、部屋の扉を開けるのを期待してる……？」

　扉を引っ搔くような動きをして、泉さんはせせら笑った。完全に、真くんにたいしたことができるわけがないと侮っている。当然のように、子供扱あつかいしている。

「駄目だよ、ゆうくん。ゆうくんが素直になるまでは、絶対にこの部屋からだしてあげない。わかってるでしょ～？　俺は、ゆうくんなんかに動かされるほど軽くないよ？」

『扉を開けるつもりはない、みたいだね。あぁそうですか、わかりました！』

　泉さんの声は部屋のなかまで届かないけれど、扉が開かないのを確認して──こちらの状況を察したのだろう。真くんは深々と溜息をつくと、あらためて怒鳴った。

　今度こそ遠えん慮りよのない、魂のぜんぶをぶつけるような威い力りよくのこもった叫びだ。

『後悔すんなよっ、僕はこの学院の誰よりもヘッポコな役立たずだけど！　無力な、お人形なんかじゃない！』

　泣き叫ぶように、けれど哀かなしみではなく怒りをこめて──真くんが吼える。

『くたばるときは、泉さんも道連れにしてやる！　窮きゆう鼠そ、猫を嚙かむんだよ……！』

「な、何なの？　何を言ってるの、ゆうくん？」

　子供だって、本気でその気になれば大人も殺せる。真くんの声には、そういう意志が溢れている。小馬鹿にするようだった態度の泉さんが、しおしおと押し黙った。

　怯んだ。子供扱いしていた相手の激情に触れて、戸惑い恐れてしまった。自立心を芽め生ばえさせ、こちらの手から離れてしまった反はん抗こう期きの子供に食ってかかられ──自分の所有物だと思いこんでいたものが、自じ我がのある人間だと思い知らされた親みたいに。

　もう偉えらそうな態度すらとれない、かける言葉も見つからない。

　泉さんは、最愛の恋人に裏切られたみたいに項垂れるだけ。

　その瞬間にきっと、結果は──勝敗は決したのだろう。

『ごちゃあ！』

「……えっ、何の音？」

　ぞっとするような異音が響き、泉さんが血の気を失った。

　困惑し、けれど扉を開けるわけにもいかないので──ひたすら集中して音を聞き取り、想像するしかない。見えない、理解できないからこそ恐ろしい。

　自分が大事に保存していた宝石箱のなかで、どんな異常事態が生じているのか。泉さんにはわからない、これは彼にとって前代未聞の出来事なのだろう。

　ひたすらに濡ぬれた破は壊かい音おんが、繰り返される。快こころよい音ばかりが響くアイドルの学まなび舎やに──まるで室内で強ごう盗とうか殺人でも生じているような、不協和音が轟とどろいている。

『がちゃん！　ごんごん！　ぐちゃあ！』

「ちょっと、ゆうくん？　何してるの……？」

『べちゃ！　がづんがづん！　ぐしゃあ！』

「………？」

　もはや、おろおろとしている泉さんに──部屋のなかから真くんが呼びかけてくる。いったい何があったのか、その声は弱々しくひび割れていた。

『ぼ、僕が何をしてるか、わかる？』

　むしろ勝ち誇るように、真くんはとんでもないことを言った。

『泉さんが唯一……評価してる僕の顔面をね、部屋の壁にぶつけてるんだ！』

　常じよう軌きを逸いつした、その言葉。顔面を、壁にぶつけている？　それこそ閉じこめられた小動物が、懸けん命めいに檻おりのなかから脱ぬけだそうとしているみたいに？

　安全に守られた牢獄の暮らしよりも、自由を──自分らしい人生を求めて。

『すごい痛いけど！　鼻とか顎あごの骨とか、歯とかが折れてもやめない！　僕の顔面を、グチャグチャにしてやる！　どんな整形手術をしても、二度と元に戻らないぐらいに！』

「んなっ!?　何てことをしてるんだウッキ～、やめろ！」

　同時に声を聞いていたスバルくんが、さすがに青ざめて扉を「ばんばん！」と叩いた。いつも彼と真くんは馬鹿みたいな冗談を言いあって、スバルくんも真くんを弄ったりからかったりしている──それでも自分と同じかそれ以上に大事な仲間なのだ。

　そんな仲間が、友達が、いま己の肉体を徹てつ底てい的てきに破壊しようとしている。

　自じ壊かいしようとしている。それを、スバルくんが黙って見過ごすわけがない。真くんが取り返しのつかない傷を負う前に、どんな崖がけっぷちからでも迷わず手を差し伸べる。

「自や棄けになるな！　いま、俺が助けてやる！」

『えへへ♪　明星くんだよね、声が聞こえてるよ！　ありがとう、僕なんかを助けにきてくれたのかな……？　でもごめんね、もう決めたんだ！　誰に言われたって、僕は僕の決めたことを実行する！』

　空そら恐おそろしいほど無邪気な喜びの声をあげて、真くんは堂々と宣言した。

『僕にだって心がある、自由な心が！　『Trickstar』のみんながくれた、心が！』

　真心をこめて、彼は言った。

『明星くん、証人になってね！　僕は泉さんに拉致・監禁されて、その結果としてお婿むこの貰もらい手がなくなるぐらい顔面をグチャグチャにした……って！』
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『まさに、顔を潰す結果になっちゃったね～♪』

　疲れたのか激痛を堪こらえているのか、途切れがちに──真くんが語っている。いつものように漫まん才ざいめいたことを言っているからこそ、寒気がするほど恐ろしい。

　笑えない、とんだブラックジョークだ。

『ひとの人生を好きにできると思うなよ、泉さん！　僕は、あんたの弟でも人形でもないんだ！　僕はもうアイドルじゃいられなくなるかもしれないけど、泉さんも道連れだから！　死ぬまで賠ばい償しよう金きんを支払わせてやる、老後の面倒を見させてやる！』

「そ、それはそれで理想的な生活だけどぉ……？」

　泉さんは現実逃とう避ひをしているのか、間の抜けたようなことをぼやいていた。けれど悪い冗談には付きあっていられない──と思ったのか、瞬時に表情を引き締める。

　いつも冷笑を浮かべていた彼だけれど、今だけは生の感情を全身から解き放っている。英えい雄ゆう物語の騎き士しのような美しい面貌が、あからさまに引きつっていた。願いを叶えるためなら心しん臓ぞうだって差しだす、と言わんばかりに必死で見苦しいほど焦あせっている。

　それが、この意地悪な先輩の──泉さんの素顔だったのだろうか。

「やめて、ゆうくん！　早まらないで！」

『もう遅い！　堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた！　ひとのことを、さんざん玩具おもちやにして！　こっちは、とっくにプッツン切れてるんだよ……！』

　しばし休んでいた真くんが、呼吸を整えたのか──再びおぞましい音を放ち始める。

『ぐちゃ！　べちゃぐちゃ！　ぼぎい！』

「ゆうくん!?　やめて！　わかった、話しあおう！　俺が悪かったよぉ、だから考え直して！　い、いま手当てをしてあげる……！　あぁ、何てことだろう!?」

　泉さんは限界だったのだろう、これ以上──嫌な音を聞きたくないというように頭を振って、ついに根負けして防音練習室の扉に手をかける。

　震える指先で鍵を取りだし、解錠して、全力で開け放った。

「ゆ、ゆうくんの、きれいな顔が～!?」

　それこそ美しい顔を台無しにするぐらいに、もはや泉さんは泣きじゃくっていた。騎士の誇りも武ぶ具ぐ甲かつ冑ちゆうもすべて捨て去って、無ぶ様ざまに逃げ惑う敗残者のように。
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「扉を開けたね、泉さん」

　開け放たれた、扉の向こう──。

　そこには、どんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄が広がっているのか。一面、血の海になっていてもおかしくはない。勢いよく扉を開け、足腰が立たなくなるぐらい震えていた泉さんは、その場にへたりこんだ。頰を、麗うるわしい涙が伝っている。

　その涙で濁にごった、視界の先。

　防音練習室の内側、出入り口付近で──真くんがにこやかに笑っていた。見たところ、傷ひとつない。疲れたのか息があがっているものの、その驚くほど美び麗れいな素顔も含めて怪け我がも汚よごれもない。片手にマイクを握りしめ、してやったりという表情をしている。

　ぽかんと口を開いて、泉さんが土ど下げ座ざみたいな姿勢でそんな真くんを見上げる。

「あ、あれ？　ゆうくん、顔を潰したんじゃあ……？」

「ふっふっふ、まんまと引っかかった～♪」

　また扉を閉められないように足で思いっきり開いて、真くんは何だか異様に様になったポーズで高笑いした。悪いた戯ずら小こ僧ぞうのような、小こ憎にくらしい仕草と表情である。

　活いき活いきとしながら、真くんは自じ慢まんげに語った。

「いや、最初は本気で顔面を壁にぶつけてたんだけどね。あんまりにも痛いから、途中から嫌になっちゃった♪　だから飲みかけのペットボトルとか潰したりして、音をつくったんだよ！　あたかも、顔を潰してるふうに聞こえるように！」

　真くんは血を流していないどころか、たんこぶもできていない感じである。ほんとうに痛くて、すぐに顔をぶつけるのはやめたようだ。その代わり、室内にあるものを有効活用して、彼は己の持ち味を活かし──何だか私たちらしい奇策に打ってでたのだ。

　痛みに弱くて繊せん細さいで、けれど、真くんは泉さんが知っている彼よりもずっと……。ずっとずうっと、強くなったのである。

「放送委員を侮あなどるなよ～！　音の合成、ミックスはお手のものだっ♪」

「だ、騙だましたなぁ？　ゆうくんのくせに生意気！」

　ようやく事態を理解したのか、泉さんが真っ赤になって立ち上がる。どちらかというと、表情には安あん堵どの色が濃い。真くんが自じ傷しよう行為に及ぶよりは、ずっとましな結果なのだろう──もちろん、良かった良かったと手放しで喜べるわけではないだろうけれど。

　泉さんにも、真くんを残忍に傷つける意図はなかったようだ。そんな彼の態度を見て、真くんは何だかすこし意外そうにしながらも──苦笑いした。

「拉致・監禁よりは軽めの罪っていうか、噓でしょ～？　大目に見てよね♪」

　片目を瞑って、真くんは泉さんをあっさり押しのけると廊下に飛びだしてくる。その背後で、彼を閉じこめていた忌まわしい防音練習室の扉が──爽そう快かいに閉じられる。

「それはともかく、立ち話してる余裕ないから！　ちょっとごめんね、失礼するよ？」

　自由になった真くんは、泉さんを置いてきぼりにして走りだした。

「あっ、しまった!?　待てっ、逃がさないからねぇ！」

「あはは、待てと言われて待つ馬鹿はいないよ～？　逃げよう、明星くん！」

　慌てて腕を伸ばした泉さんをかわして、代わりに真くんは面白そうに事態を見守っていたスバルくんの手を握る。久しぶりに仲間と合流できたのが嬉しいのだろう、生まれたての赤ん坊みたいな笑顔だ。

　ぬくもりを共有し、互いに光を反射して──『Trickstar』は燦さん然ぜんと輝くのだ。

「もう【ＤＤＤ】は始まってるんでしょ、僕の衣装も廃はい棄きしたりしてないよねっ？」

「お、おうっ？　もちろんだよ、ウッキ～！　洗いたてピカピカのやつを、ちゃあんと用意してる！　いつウッキ～が戻ってきてもいいように☆」

　いつもとは逆に、真くんに引っぱられて──むしろそれが嬉しいのか、大喜びしながらスバルくんも歩調をあわせる。ぐんぐんと、宇宙ロケットのように加速する。

　すぐに横並びになって、野山で遊ぶ子供のように──ふたりで駆け足。再び輝きを放ち始めたふたつの星が、薄暗い夢ノ咲学院の廊下を疾しつ走そうする。

　泉さんはすぐに遠ざかり、彼らの目の前には希望に満ちた未来が広がっていく。

　スバルくんは大事そうに真くんの手を握ったまま、子犬が跳ねるように走る。横目で真くんを何度も確認して、とびっきり幸せそうに見つめている。

　無む惨ざんに引き離された仲間のひとりと、待ち望んでいたぬくもりと──彼はようやく再会できたのだ。天にも昇のぼる心地だろう、結婚披ひ露ろう宴えんみたいな晴れやかな雰囲気だ。

「まったくも～、無事でよかったよ！　あんまりハラハラさせんなよ～っ、俺も転校生もすっごい心配したんだからな！」

「ごめん、ごめん。詳しい事情は後で説明するから、とりあえず今は【ＤＤＤ】の舞台へ急ごう！　僕はともかく、明星くんがいないと他のみんなが困るでしょ？」

　ずっと閉じこめられていたのでやや脚きやく力りよくが弱っているのか、走りにくそうにしながらも、真くんも力強く床を蹴っている。そんな彼を、スバルくんが怪け訝げんそうに見ていた。

「ん？　どしたの、僕の顔に何かついてる？」

　凝ぎよう視しされるのはあまり得意ではないのか、真くんが照れてはにかんだ。

「いや、何ていうか……。ウッキ～、おまえそんな顔してたんだな？　眼鏡を取ったところ、初めて見たかも！」

　スバルくんは初めて気づいたようだけれど、そういえば真くんは眼鏡をかけていない。絶世の美貌を、素顔を晒している。眼鏡といったら真くん、というぐらいにそれは彼のキャラクター性を象しよう徴ちようする代しろ物ものなのだけれど。

　眼鏡をかけていないからといって、どこかが欠けた印象はないけれど。むしろ初めて完成したような、まるで化け粧しようをしたみたいに自ら光り輝くような麗しさだ。

　まじまじと真くんを眺めて、スバルくんは感心するみたいに何度も頷うなずいていた。

「ほんと、意外と整った顔立ちしてるんだね～？　ビックリ☆」

「ふふん、それだけが取とり柄えだからね～？　壁に顔面ぶつけたときに眼鏡を落っことしちゃったみたい、あとで調達しないと！」

　そういう経緯らしい。ずっと眼鏡をかけているので、それが当たり前になって──壁に顔をぶつけるときに、うっかり眼鏡を外はずし忘れたのだろうか。ちょっと抜けたところが真くんらしくて、スバルくんもむしろ安心したみたいだ。

　この瞬間に初めて出会ったみたいに、新しん鮮せんそうに友達を眺めて──スバルくんは、本音を包み隠さず告げる。きっと誰もが、いつも気弱な真くんに言ってあげたい台詞を。

「『それだけが取り柄』じゃないよ、ウッキ～？」

　世界中の人間を代表するみたいに、吐息も触れる至し近きん距離から。

「ほんと、よく戻ってくれた！　眼鏡ぐらい大サービスで貯金はたいて買ってやるから、みんなのところに帰ろうっ☆」

「うん！　さぁさぁ、楽しくなってきたね～♪　ほんと、『戻ってきた』感じ！」

　一瞬だけ眼鏡を取りに戻ろうと思ったのか、真くんが肩越しに後ろを振り向く。そして、青ざめた。猛もう烈れつな勢いで、泉さんが追いかけてきていたのだ。

「ま、待てぇ！　絶対にゆるさないよ、ゆうくん！」

　喚わめきながら、彼はドタバタ喜劇の登場人物のように走っている。もはや最初に出会ったころの妖あやしさは消し飛び、恐怖をおぼえるところはどこにもない。

　実際、彼は邪じや悪あくの申し子のような怪物ではない。高校生の、男の子である。そんなに歳も離れていない、ちょっと意地悪な先輩だ。やったことは度が過ぎているけれど──その理由はわからないけれど、理解不能な異世界からの侵しん略りやく者しやではない。

　そんな彼を見て、真くんが可お笑かしそうに吹きだした。

　笑われて苛立ったのか、泉さんがさらに紅こう潮ちようする。あまり走るのは得意ではないらしく、追いつけないと悟さとったようで──急停止すると、廊下の壁をがりがりと引っ搔く。

　そして演歌のように、怨うらみ節ぶしを放った。

「ひとを馬鹿にして～っ、世間はそんなに甘くないからねぇ！　この【ＤＤＤ】で、『Trickstar』もろとも叩きつぶしてあげるよぉ！」

「望むところだよ！　真っ向から勝負しよう、泉さん？」

　元気よく応えると、軽やかに手を振って──。

　真くんはいつだって、いちばん大事なことを言ってくれる。

「アイドルらしく、歌と踊りとパフォーマンスでね♪」
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　そうして『Trickstarトリツクスター』が、わずかな希望を懸命けんめいに搔かき集めているころ──。

　私たちの最大の敵、『皇帝こうてい』天てん祥しよう院いん英えい智ち率ひきいる『fineフイーネ』は優ゆう雅がな時間を過ごしていた。開戦を、ライブの始まりを間近に控ひかえた夢ゆめノの咲さき学がく院いんはまともに会話もできないぐらいに賑にぎやかで、空は雲くもひとつなく冗じよう談だんじみて晴はれ晴ばれとしている。

　お祭り騒さわぎである。

　けれど。氷ひ鷹だか北ほく斗とくんは、その心こころ躍おどるような空気感のなかに交じれずにいた。

（俺は、何をしているんだろう？）

　おそらくは最大数の観客が期待に目を輝かがやかせて犇ひしめいている、夢ノ咲学院の広大なグラウンド──その中央にある屋外ステージである。ひときわ目立つその位置で、学院最強の『ユニット』はエレガントに勝負のときを待っていた。

　急がず焦あせらず、昼下がりのティータイムを愉たのしむように。

　顔見せなども兼かねているのか、『fine』に所属する弓ゆ弦づるくんや桃とう李りくんが愛あい想そよくファンサービスをしている。相変わらずど派は手でな渉わたるさんは威い圧あつ的てきともいえる長身なのに器用に華か麗れいに観客たちの間を泳ぐように歩き、手品を披ひ露ろうして喜ばせている。

　生徒会長のみ姿が見えないし、まだ歌や踊りといったパフォーマンスもしていないのに──最さい高こう潮ちように盛もりあがっているライブの最中みたいだ。観客たちは欣きん喜き雀じやく躍やくし、渉さんの美び貌ぼうに見み惚ほれたり、桃李くんの愛らしさに和なごんだり、弓弦くんに優しくおもてなしされたりして……。心から、この場所に自分がいるという幸運に打ち震ふるえている。

　ライブだけでなく、ファンサービスも完かん璧ぺきで上質なのであろう。突き崩くずすための隙すきすらない、彼らが夢ノ咲学院の頂点である。

　あまりにも圧倒的なため、我われこそはと『fine』に挑いどむような勇気あるものはいないらしく──いまだに対戦相手は現れていない。『fine』の、独どく壇だん場じようである。

　きちんと『ユニット』の数にあわせて屋外ステージは用意されているはずだし、このまま敵対者が現れずに不戦勝──みたいなことにはならないはずだけれど。

　戦う前から、ほとんど挑いどむ意い気く地じすらなくなるような雰ふん囲い気きである。これでは対戦相手が現れたとしても、いきなり戦せん意い喪そう失しつして無条件降こう伏ふくしてしまいそうだ。

（これで良かった。正解だった、賢けん明めいな判断をしたはずなのに……。どうして、こんなに虚むなしいのだろう？　光り輝くようなステージを、ただ遠巻きに見上げているだけ）

『fine』に移籍したはずの北斗くんだけれど、『ユニット』専用衣装を身にまとってはいない。舞台にも立っておらず、観客たちと演者たちの間の中途はんぱな位置で所在なげに突っ立っていた。邪じや魔まにならないよう隅すみっこのほうで、溜ため息いきをついている。

　べつに新参者に対して、『fine』が意地悪をして無視しているわけでもないだろう。むしろ、彼と同じ演劇部である渉さんなどはしつこいぐらいに一緒に芸を披露しようと誘ったり声をかけたりしている。

　ただ北斗くんはそんな渉さんにすら気づいていないようで、ただ沈ちん思し黙もつ考こうしている。ぼんやりと、雲の上の天国で遊んでいるような『fine』を眺めながら。

（こうしていると、むかしを思いだしてしまう。ちいさな、子供だったころを）

　実際、北斗くんが何もせずに待たい機きしている理由はわからないけれど。べつに生徒会長に逆らってストライキをしているわけでもないようで、『fine』も彼を無理やり舞台に上げようとはしていない。こうして思案に沈むことが、今の北斗くんの役目なのだろうか。

　ひとりだけ蚊か帳やの外で、北斗くんは廃はい棄きされた機械のように微動だにしていない。

（むかし、ＴＶばかり見ていた。独ひとりぼっちで、膝ひざを抱かかえて、画面の向こうにある芸能界をぼんやりと眺めていた）

　目の前の現実を見ないふりするように、その思考は過去に向かう。いつも彼はみんなを見ていて、力強く導き──自分のことは後回しにして語らなかったけれど。心を打ち明けられる仲間も今はそばにおらず、ひたすら己おのれ自身と向きあうしかない。

（父は、社会現象すら巻き起こした超一流のアイドルだった。母も、数々の賞を総なめにして大女優と謳うたわれていた。俺は、そんなふたりの間に生まれた）

　己をこの世に生みだした両親のことを、北斗くんは考えている。以前に両親について言及された際に、彼は過か剰じような反応をしていたけれど──何か屈くつ託たくを抱かかえているのか。

（アイドルの、サラブレッド……。父も母も、周りのものも、誰もが俺もいずれ両親のような『立派な芸能人』になるものと思っていた。期待し、信じて疑わなかった）

　親の七光りとはいうけれど、偉い大だいすぎる親は子供にとって重荷にもなる。

（いわば、芸能人としての英才教育も施ほどこされていた。夢ノ咲学院の他の生徒が見たら、羨うらやむような家庭環境で育った）

　そうだろう。北斗くんは、アイドルを目指すうえでは最高の遺い伝でん子しを受け継つぎ、素す晴ばらしい環境で育ってきたのだ。王の子供は王になる、彼はアイドルの王子さまだ。

　私のような庶民には想像もできない王宮で、芸能界のなかで彼は生きてきたのだ。

（どんな指導にも、教育にも、俺は文もん句くも言わずに取り組んだ。自分のものにしてきた、父や母に近づくために。褒ほめてもらうために、少年時代を犠ぎ牲せいにしてきた）

　親は、子供にとって最初に相対する大人──この世界の登場人物である。ほとんどの場合、無視はできない。強く影えい響きようを受けて、その賞しよう賛さんを、承しよう認にんを求めてしまう。

　北斗くんも、そうだったのだ。ふつうの家庭ならば、よちよち歩きをしただけで頭を撫なでられたかもしれない。けれど、彼は褒められるためにどんな努力を重ねてきたのか。

（その過か程ていとして、俺はここにいる。夢ノ咲学院に入学し、優秀な成績をおさめ、いずれ芸能界で花開くために……。規定され、舗ほ装そうされた道を、一直線に進んできた）

　私にとっての異世界で、その頂点に君くん臨りんする偉大なる両親のもとで生まれて。

　期待に応こたえるため、彼は孝行息子むすことして──全力を尽つくしてきた。

（迷いはなかった。思考を放ほう棄きし、俺はロボットのように歩いてきた。『優秀なアイドル』というプログラムを刻きざみこまれた、ものを考えない機械として）

　無表情で、人間らしい感情をほとんど見せなかった彼。けれど、それは人間らしい感情が育たないような環境で生きてきたせいだったのだ。

　生き馬の目を抜く、芸能界で。

　失敗したら即座に終わりの、過か酷こくな戦場のなかで。

　銃じゆう弾だんの嵐に晒さらされながら、爆ばく撃げきされながら育てば、うまく笑えないのも当然だ。

（けれど。そんな俺の道行きに、ひょっこり現れた変な連中がいた）

　不意に、彼の強こわばった表情が──やわらかく綻ほころんだ。

（明あけ星ほし、衣い更さら、遊ゆう木き、転校生……）

　ちいさな子供のような無む垢くな笑えみを浮かべて、彼は私たちのことを想ってくれていた。大事そうに、愛いとおしそうに。機械のようだ、などと誰だれにも評せないほど朗ほがらかに。

（偶ぐう然ぜんのように出会った、足りないところばかりの未み熟じゆく者ものたち。けれど俺たちは、お互い欠かけたところを補おぎないあうように、魂たましいを共有する同どう胞ほうになった）

　あぁ北斗くんは、私たちを捨てたのではなかったのだ。無む慈じ悲ひに裏切り、効こう率りつと利益のみを求めて──コンピューターのように計算して、そんな判断をしたのではない。

　どうしようもない理由があって、身を引きちぎられるような苦痛に耐えて。

　きっと泣く泣く、遠ざかるしかなかったのだ。

（あいつらとの日々は、俺の規定された人生のなかではただの『無意味な遠回り』……。回り道でしかなかった、はずなのに）

　けれど。北斗くんが『Trickstar』から離れた事実は、変わらない。

　真ま面じ目めで誠実な彼は、決してそれを──口にできない。

（楽しかった。幸せだった。いつまでも、みんなと一緒に笑いあって大おお騒さわぎをして、馬ば鹿かなことをしていたかった。そんな気持ちは、久しく忘れていた）

　心のなかで、幸せな記き憶おくをひとつひとつ思い返して。

　可か憐れんな花にゆっくりと土をかけるように、哀かなしみを堪こらえて埋まい葬そうしていく。
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　夢ノ咲学院のドリフェスには、多様な年齢層の観客が訪おとずれる。

　老ろう若にやく男なん女によ、入り交じっている。男性アイドルの育成を本ほん懐かいとする学まなび舎やのため、それを愛する女性客が大半だけれど。ふつうに屋台とかもでるし、とくに【ＤＤＤ】は破格の料金設定のため、気軽にふらりと地ち域いき住民などが訪れるのだ。

　雑多な人混みのなか、走り回っている子供たちがいる。

　それを孫を見るように微笑ほほえみながら見守りつつ、北斗くんはまだ思い煩わずらっている。

（むかし……。俺はふつうの少年のように、外を走り回り、くだらない遊びをして、馬鹿な話をして大笑いするような子供だった）

　むかしというのは、本当に物心もつかないような幼おさないころだろう。そんな北斗くんは、あまり想像できないけれど──彼にも何者でもない子供だった時代があったのだ。

　両親の偉大さも、芸能界の闇やみも認識できない、無知で無敵な少年時代が。

（そんな当たり前の喜びを、ごくふつうに享きよう受じゆし、愛していた）

　人間は、いつまでも無む垢くなままではいられない。生きることは汚よごれつづけることだ──とくに北斗くんは、人々の血と汗と涙で煮に詰つめたような芸能界のなかで育ったから。

　その身にこびりついた錆さびのような闇を、決して完全には洗い流せない。

（けれど、いつしか忘れていた。丁てい寧ねいに覆おおわれ、きれいに飾り立てられて、俺の心は奥へ奥へと仕舞いこまれていた）

　理知的な彼は、すべてを理解して──受け入れている。そうするしかなかったのだ。豪ごう華かで高価なショウケースのなかで、彼は出荷されるのを待つしかなかった

（でも、むかしの俺は……。今よりもっと笑っていた、幸せだった。泥どろだらけになって遊び回って、そんな俺に両親が眉まゆをひそめるのを見るまでは）

　ひとが聞けば、その程度のことで──などと笑い飛ばしかねない。けれど子供のころに負った傷は、成長するにつれてどんどん深くなり広がっていく。親の心ない一言が、全身をひび割れだらけにして、やがてひとりの人間を粉々にしてしまうこともある。

（ただ俺は、滅めつ多たに家に帰ってこない両親に会いたかった。両親と同じような存在になれば、芸能界へ行けば……。会って頭を撫でて、抱だきしめてもらえるはずだった）

　それが、北斗くんの起源。その後の人生を決定づけた、最初の一歩。

（だから遮しや二に無む二に、努力してきた。そして、いつしかそんな自分の本心まで、忘れてしまった。俺は馬鹿だ──大事なもの、欲しかったものをもう手にいれていたはずなのに）

　他の同年代の男の子たちが甘かん受じゆしていたものを放り捨て、彼はアイドルという種族として生きていく道を選んだ。両親と、同じ生き物となるべく努つとめたのだ。

　もしもちがう生き物だったならば、子供として認められず──頭も撫でてもらえないかもしれないから。過去の自分を切り捨てて、首から血けつ統とう書しよをぶらさげた。

（だが俺は、それを自みずから放り捨てた）

『Trickstar』と出会うことで、彼はいちど捨てたはずの己のいちぶを──どこにでもいる男の子らしい幸福をすこしだけ取り戻した。ふつうに笑い、泣き、怒り、馬鹿話をしながら走り回るような何気ない日常を。

　けれど彼は異世界の生き物、もうそんな環境では生きられないのだろうか。

（宿命からは、逃のがれられない。いいや、逃れるのが怖かった。これまで血の汗を流して積み上げてきたものすべてを、捨て去ることができなかった）

　歯は嚙がみし、北斗くんは項うな垂だれる。

（常識的に考えれば、俺は妥だ当とうな判断をしたのだろう。生徒会長に屈し、その『ユニット』の一員となる。両親は褒めてくれる、世間の誰もが俺の選択を肯こう定ていするだろう）

　世界中の人間が賢明な判断だと保証しても、彼自身がそれを唾だ棄きしていた。

　だから自じ嘲ちようするように、北斗くんは笑みとよく似た歪ゆがんだ表情を浮かべている。

（将来は安あん泰たいだ。俺はきっと、みんなが褒めそやすような立派なアイドルになれる）

　両親と同じ、生き物に。同じ地平に、高みに立って同じものを食べて過ごす、異世界の生き物に。そんな存在になることだけを、彼はずっと求めていたのに。

（両親と、同じように。けれどそんな俺のそばに、明星たちはいない。笑顔は、幸せは、ないんだ。独りぼっちで、立ち尽くすしかないんだ）

　三千里も離れた場所にいる友を想起するみたいに、北斗くんは遠い目をする。その瞳ひとみに宿っていた未み練れんも愛情も何もかもすぐに吹き消えて、虚うつろになった。

（それに今さら気づいても、もう遅い。俺は選んでしまった、あいつらを裏切ってしまった──背を向けて、遠ざかってしまった。もう、後戻りはできない）

　吐き気を堪えるように口元を手で塞ふさいで、北斗くんは喘あえいでいた。

　泣きじゃくっているようだけれど、すでに涙を流す当たり前の人間らしい機能すら失ってしまったみたいに、彼は徒いたずらに喉のどを震わせるだけだった。

（俺は臆おく病びような、卑ひ怯きよう者ものだ。みんなに、あわせる顔がない）

　異世界の住民は、幸せなお祭りめいた景色のなか──孤こ独どくに押し黙だまっている。
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「浮かない顔をしているね、北斗」

　不意に、心の奥まで浸しん透とうする歌うような声こわ音ねが響ひびいた。

　その瞬間、周りに渦うず巻まく耳が痛くなるほどの騒そう音おんが完全にＢＧＭになってしまう。異様なほどに、くっきりとはっきりと天上の音色が鼓こ膜まくを震わせる。

　悩める生者に託たく宣せんをくだす天使のように、項垂れた北斗くんのそばに──いつの間にか気配なく生徒会長が立っている。

　天祥院英智。夢ノ咲学院の頂点、支配者、最高権力者。

　黄おう金ごん律りつの肉体美。白金色の髪かみ。身にまとうのは、王おう侯こう貴き族ぞくのごとき『fine』の専用衣装。こんな雑ざつ踏とうのなかでも清らかで、美しすぎてこの世のものとは思えない。

　光の角度のためか、さながら幽ゆう霊れいのようにその足下には影が存在しない。浮き世離れした夢ノ咲学院の『皇帝』を、ギョッとして北斗くんが見上げる。

「……生徒会長」

「おや、他た人にん行ぎよう儀ぎだね」

　辛うじて発せられた北斗くんの声に、美び貌ぼうの生徒会長のそれが絡みついていく。人類の祖そ先せんを堕だ落らくさせるために、囁ささやきかける楽園の蛇へびじみている。

「気さくに『英智』と呼びなさい、僕たちは仲間になったのだからね」

「こんなところで、油を売っていていいんですか。もう、演目が始まる時間でしょう。俺なんかに、構っている暇ひまはないはずですが？」

　誰に対してもわりと尊そん大だいな態度の北斗くんだけれど、畏い怖ふするような敬語で喋しやべっている。それを、むしろ退たい屈くつそうに聞きながら──英智さんは苦笑していた。

「ふふ。つれないことを言うものではないよ、緒戦から僕が出しゆつ陣じんするまでもないだろう。渉や、桃李や弓弦だけで『じゅうぶん』だよ」

　演技かもしれないけれど、かるく咳せきこんで英智さんはその場にしゃがみこむ。また俯うつむいてしまった北斗くんの顔を、興味深そうに見上げている。

　両手で頰ほおを支える、愛らしいとすらいえる仕草をしている。けれどそれは、地上を這はい回る虫けらを観察する無む邪じや気きな暴ぼう君くんの──子供の所作でもあった。

「僕は生まれつき病弱でね、手を抜くべきときに抜く作法を心得ている。君も気負いすぎずに、のんびりと構えていればいいんだよ」

　元気のない後輩を励はげますような口ぶりだけれど、弄もてあそんでいるようにも見える。

　二に律りつ背はい反はんした、清せい濁だく併あわせ吞のむ独特の雰囲気で──英智さんは穏おだやかに語っていた。

「所しよ詮せん、【ＤＤＤ】はきたるべき『ＳＳ』に向けての前ぜん哨しよう戦せんだ。踏ふみ台だよ、僕たちの栄光ある道どう程ていにおける単なる通過点だ。気楽に、汗をかかずに済ませるべきだよね」

　実際、彼にはまったく気負った様子はない。慣れ親しんだ、目を閉じていても果ての果てまで完全に記憶している散歩道を進んでいるみたいな態度だ。

「君はまだ、仲間を裏切ったことに罪悪感があるようだけど。忘れなさい。ううん、すぐに忘れるよ。この天祥院英智が、断言しよう」

　まったく口調を変えずに、北斗くんの心の奥まで無む造ぞう作さに土足で踏みこむ。彼ならば同じように平和な雰囲気のまま、顔色すら変えずに他人の命を奪いそうだ。

「君も、よくご存ぞん知じだと思うけど。裏切りや陰いん謀ぼうなんてものは、芸能界では日常茶さ飯はん事じだからね。いちいち気に病やんでいては、身がもたないよ？」

　北斗くんは独り言すら口にしていなかったのに、英智さんは当然のようにその内心を──抱えた悩みを見み透すかしているようだった。相対する人間に最も効率良く浸透する毒を、いつだって『皇帝』は鼻歌交じりに流しこんでくる。

「輝きで、成功と栄光で、すべてを洗い流しなさい。そうして君は、超一流のアイドルになる。数えきれないほどの他人の屍しかばねを踏みつけて、返り血を浴あびすぎて、やがて何も感じなくなる。重荷になるなら、『人間らしい心』なんて捨て去ってしまうべきだよ」

　そんな自分自身を厭いとうように、彼は泣きだす直前の赤ん坊みたいな顔をした。

「君をそそのかし、『fine』に引きこむためにあらゆる手段を用いたのは僕だけど。そう苦しげな顔をされると、さすがの僕でも寝覚めが悪いんだけどね」

　むしろ、心ない誰かに痛つう烈れつに傷つけられたみたいだ。それを為なしたのは、彼自身なのに。すべてが演技だったら恐おそろしいけれど、その言葉には実感と重みがある。

　得体の知れない生徒会長を前にして、北斗くんは返事もできずに押し黙っている。迂う闊かつな発言をすれば、それを橋きよう頭とう堡ほにして英智さんはずけずけと進しん撃げきしてくる。

　相手をしないのがいちばん良いのだろうけれど──すでに北斗くんは『fine』の、生徒会長の胃い袋ぶくろのなかにいる。逃げ場はない、消化液でぐずぐずになるまで溶かされる。

「それと。僕が言うのも何だけど、君の移籍は急な話だったからね……。まだ、君のための『ユニット』専用衣装が仕上がっていないんだよ」

　北斗くんの顔を熱っぽく眺めて、観察してから、英智さんは連絡事じ項こうを口にする。それを伝えるために話しかけたのだろう──それにしては、嬲なぶるような話しぶりだけれど。

「決勝戦が始まる頃合いには、完成した衣装が届くはずだよ。そこが、君のお披ひ露ろ目めとなる。『fine』の期待の新人、氷鷹北斗のね」

　当たり前のように、自分たちが決勝戦まで勝ち進むことを前提にして話を進めている。彼らは最強の集団だ、勝ちつづけて当然ではあるけれど──まだ緒戦も始まっていないのだ。勝負は時の運でもあるのに、なぜこんなに自信満々に断言できるのか。

「その瞬間までは、感傷に耽ふけるのもいい。けれど舞台に立っても腑ふ抜ぬけているようでは困るからね、早めに気持ちの整理をつけなさい」

　真の策さく略りやく家かは戦争が始まる前に、その結果を確定させる。

　英智さんもあらゆる手て練れん手て管くだを尽くして、先のことまで確定させてしまっているのか。あるいは一流の将しよう棋ぎ指さしのように、ある程度までの未来を推測し把は握あくしているのか。

「僕は何も好きこのんで、役立たずを手元に引きこんだわけじゃない。君の価値を、才能を最大限に活かせるのは僕であり『fine』だと、確信したからだよ」

　それこそ自分の持ち駒ごまを眺めるように、英智さんは北斗くんを眺めている。

　愛着はない、勝ち誇ることすらない。

　己の始めた戦争のなかで、その駒をどう有効活用するべきか思案している。

「北斗。それでも気持ちが鬱うつ屈くつするようなら、僕を怨うらめばいい。僕に騙だまされ、あくどい手段で無理やりに運命をねじ曲げられた。そう、解かい釈しやくすればいいよ」

　どこまでも優しく耳みみ障ざわりの良い甘い言葉を、英智さんは囁ささやきかける。不快感はなく優しく心を愛あい撫ぶするようなその声を、どんな人類も無視できない。

　毒だと知りながら、触れただけで皮ひ膚ふが、消化器が勝手に取りこんでしまう。

「愛と憎ぞう悪おは相反する、けれど人間がもつ最も強い感情だからね。僕への怨みを原動力にし、餌えさにして、高く羽はばたいてくれるなら喜ばしいかぎりだよ」

　そして彼は最適なタイミングで、北斗くんの頭をそっと撫ですらした。親に褒められたくて、愛されたくて生きてきた彼が──最も欲しがる報ほう酬しゆうを与えてしまう。

「せめて俯かず、立ち止まらずに、歩きだしてほしい」

　効率的に、逃げ場を断たってしまう。

「心からそう願うよ。手て招まねきしたのは僕だけど、君が選んだ道なのだから」

　そう、選んだのは北斗くんだ。決して、生徒会長は無む理り強じいしていない。

　巧たくみに誘ゆう導どうし、策略を尽くして、他人を思うがままに動かしてしまうだけだ。

　ほんのすこし語りかけただけで、英智さんは彼の心という名の城を軍勢で包囲し、補給線を断ち援えん軍ぐんの可能性を踏みつぶして──丸まる吞のみするように攻略し接収する。
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「悪党の言葉に耳を貸すな！」

　心理戦において、どう足あ搔がいても脱出できない窮きゆう地ちに陥おちいった北斗くんだったが──。

　そんな彼のもとに、くるはずのなかった援軍が、救い主ぬしが登場する。これ以上ないほど完璧な、子供向けの特とく撮さつ番組みたいな出来すぎたタイミングで。

　英智さんが意外そうに目を丸くして、立ち上がると声の方向を見る。その視線を追って、北斗くんもそちらへ視線を向けた。啞あ然ぜんとして、やはり不可解そうに。

　本当に──怪人に襲おそわれていた被害者を、ヒーローが助けにきたみたいだ。ありえない、フィクションではないのだ。この現実では弱いものから順番に食いものにされ、不幸になって嘆なげきながら踏みつぶされる。

　助けてくれるものなど、いない。特撮番組は、子供たちが早々に現実の理り不ふ尽じんさに気づいて生きる気力をめげさせないために──大人たちが紡つむいだ欺ぎ瞞まんそのものだ。

　そのはずなのに。

「そいつは無む垢くな少年の夢を喰くらい、己のちからとして取りこみ貪むさぼる夢む魔まだ！　誑たぶらかされるなっ、耳ではなく心で感じろ！　何が正しいかを！　何が正義かを……！」

　彼らは、存在感を隠しもせずに大おお股またで舞台に近づいてくる。圧倒的強者たる『fine』が君くん臨りんし、戦うちからをもつあらゆるアイドルたちすら遠巻きにして近づかなかった危き険けん極きわまりない戦場へ。むしろ楽しそうに、己の出番を待ちわびていたみたいに。

「わからないなら教えてやる！　この俺が……！」

　全力で駆けつけると、先ほどから叫んでいた何者かが軽やかに跳ちよう躍やくして登とう壇だんする。

「俺は燃えるハートの守もり沢さわ千ち秋あき！　正義の味方だ！」

　高らかに名乗りながら、まさに変身ヒーローのような珍ちん妙みような姿勢になっている。

『流りゆう星せい隊たい』の守沢千秋さん。私たちも、【ＤＤＤ】までともに特訓を重ねてきたのでだいぶ親しくなっている。鬱うつ陶とうしいほど馴なれ馴なれしいひとだけれど、これまで私が見たことがないぐらい強く正しく善良だ。子供たちが夢見る、理想像そのもの。

　甘やかな童どう顔がん。傷だらけの指先や腕うでに勲くん章しようのように貼られた絆ばん創そう膏こうと、包帯。めらめらと燃える炎のごとき、真まっ赤かな『流星隊』専用衣装。

　千秋さんは誇らしげに自分の全存在を見せつけて、元気よく北斗くんを手招きした。

「悩める若者よ、黙って俺についてこい……！」

「やぁ千秋、『夢魔』とはご挨あい拶さつだね。そして、相変わらず暑苦しいね」

　英智さんが珍めずらしく顔を引きつらせて、まだ事態が理解できないのかフリーズしている北斗くんに代わって返事をした。そして、ゆったりと舞台へと歩み寄っていく。

　彼の興味は北斗くんから、この凄すさまじい存在感の熱ねつ血けつ漢かんへ移ったようだった。

「ふぅん……。これは想定外だな、僕たちの緒戦の相手は君たちなのかい？」

「先制攻こう撃げきが俺の流りゆう儀ぎだっ、ごちゃごちゃ長引く泥どろ仕じ合あいは好かん！」

　まるで怯ひるまずに、千秋さんは恐るべき『皇帝』を迎むかえ撃うつ。

「ずばっと参上！　ずばっと解決！　悪・即そく・滅めつ殺さつ……！」

「『夢魔』だの『悪』だの言いたい放題だね。面倒だなぁ、君はまったく理り屈くつが通じないから苦手だよ……？」

　自然と道を空けてしまう観客たちの間を悠ゆう々ゆうと通過し、英智さんもステージに上がる。待ってましたとばかりに、なぜか抱きつこうとした千秋さんをかわして──間近から不ぶ躾しつけなほど丹たん念ねんに観察している。

　これから、殺しあうことになるのだろう相手を。

　赤い糸で結ばれた、運命の恋人を見るみたいに。

「『流星隊』のリーダー、守沢千秋。いいや、『流星レッド』と呼ぶべきかな？」

『流星隊』はいわゆるスーパー戦隊じみた『ユニット』なので、それぞれの隊員メンバーには各々を象しよう徴ちようする色が与えられている。活動中はそれぞれ流星レッドとか流星ブラックとか、ヒーロー名のようなもので呼びあう習慣があるらしい。

　隊長である千秋さんは、当然のように赤である。彼が誇りを抱いだくらしいその色を、むしろ揶や揄ゆするように──小こ馬ば鹿かにするように、英智さんは口にしていた。

　ややペースを乱されていたものの、あっさり元通りの余裕ありげな態度になっている。そこは流石さすがである──絶対王者として、血けつ気き盛さかんな挑ちよう戦せん者しやを油断なく見み据すえている。

「しかし、考えなしにも程があるね。たしかに君たちは夢ノ咲学院でも有数の強大な『ユニット』だけれど、僕たちに勝てると思うなら夢見がちすぎる」

　ちょっと動けばキスしてしまいそうな至し近きん距離で、両者は相対している。それぞれ異なる種類の巨大生物が激げき突とつする寸前のようだ、怪かい獣じゆう大決戦である。

「こんな序じよ盤ばんに敗退するのは格かつ好こう悪いんじゃないかな、正義の味方くん？」

「ふはは！　華か麗れいに散るのも男の浪ろ漫まんだっ☆」

　英智さんの挑発的な物言いを、千秋さんは爽さわやかに笑い飛ばしてしまった。心が強いのだろう──悪意では、まったく正義の味方を損そこなえない。

「だがしかし！　戦う前から負けるつもりでいるわけがないだろうっ、当然おまえらをギャフンと言わせるために俺はやってきた！」

　いちいち大おお袈げ裟さな身振りをする千秋さんは、自分の胸むねをどんと叩いて言い放った。

「緒戦から『fine』と当たっていきなり敗退するのを嫌いやがり、誰もが勝負を避さける！　そう見当をつけておまらを探していたのだが、ドンピシャリのようだなっ？　緒戦から負けて恥はじをかくのはおまえらだ、驕おごり高ぶった『fine』よ……！」

　英智さんの顔面に指を突きつけて、あくまで真まっ向こう勝負を挑いどむ。正々堂々と、宣戦布告したのである。誰もが怯おびえ、近寄ることすらできなかった絶対君主へと。

　しかし『fine』を探していたというなら、ずいぶん到とう着ちやくが遅かったような気がする。彼らはいちばん目立つ、グラウンドの真ん中にずっといたのだけれど。

『流星隊』はどうもメンバーの集まりが良くない傾けい向こうがあり、私たちとの特訓の際にもたいてい千秋さんしかいなかった（彼が無理やり引きずるようにして、他の面メン子ツをつれてくることもあったけれど）。今回も、たぶん『fine』よりも自分の仲間たちを捜して見つけてつれてくるのに苦労したのではなかろうか。

「う～ん、その自信はどこから湧わいてくるんだろうねぇ。井の中の蛙かわずならそれらしく、井い戸どの底でケロケロ鳴いていたらまだ『かわいげ』があるのだけど」

　間近で叫さけばれたせいで、唾つばが飛んできたのだろうか──英智さんが顔をしかめる。

「僕の前にでて、敵対するというなら、容よう赦しやはしてあげられないよ？」

「もちろん、手加減無用！　俺たちも全力でやらせてもらう、最初からクライマックスだ……！　『事実上の決勝戦』を始めようではないか、『皇帝』と愉ゆ快かいな仲間たちよ！」

　千秋さんがそう言って、腕組みすると全力で馬鹿笑いをしていた。

『fine』の存在によって荘そう厳ごんな雰囲気すら漂ただよい始めていたステージを、『流星隊』という名の熱風が吹き荒れてかき乱す。





[image: ]






　英智さんは躾しつけの悪い子供に困らされる親じみて、深々と溜息をついた。

　千秋さんから遅れて舞台に次々と登場する、色とりどりの戦士たちを眺めながら。

「僕の仲間たちは、君の仲間たちほど愉快ではないよ。相変わらず悪目立ちするコスチュームだねぇ、君たちは。下品すぎるよ、お笑い芸人はお呼びじゃないのだけど？」

「誰がお笑い芸人だっ!?」

「実際、コミックバンドっぽいでござるけど……♪」

　愕がく然ぜんとしている千秋さんの後ろから、流星イエローこと仙せん石ごく忍しのぶくんが「ひょこっ」と顔をだした。もしかしたら最初からそこにいたのではないか、と思わせるほど巧たくみに気配を消していた。彼は忍にん者じやらしいので、つまり隠おん密みつ行動のプロフェッショナルだ。

　光こう沢たくのある黄色の『流星隊』専用衣装。片目を隠かくした黒くろ髪かみには一筋の、衣装と同じ色合いのメッシュが入っている。かなり小こ柄がらなので、平均的な体格の千秋さんの後ろにすっぽりと隠れられる。英智さんが視線を向けると、「ひゃっ」と悲鳴をあげて引っこんだ。

　そんな彼を微笑ましそうに見ながら、真まっ直すぐに寄り道せず舞台へと進みでた人物が──頰ほおを搔かきながら笑っていた。

「統とう一いつ感かんがあるようでないッスよね。大たい将しようが丹たん精せいこめてつくった衣装なんで、無む駄だに着き心地ごこちはいいんスけど」

　千秋さんのちょっと後ろに下がって立ちながら、けれどまるで怯おびえてはいない──流星ブラックこと南な雲ぐも鉄て虎とらくんである。男の子らしい精せい悍かんな顔立ち。忍くんと同様に髪にメッシュを入れており、後ろ髪にも同様にかるく染めたような真っ赤な彩いろどりがある。

『fine』の純白の衣装とは真逆の、真っ黒な『流星隊』専用衣装。

　きちんと背せ筋すじを伸ばし、勝負事には慣れているのか一年生なのに堂々と胸を張っている。そんな鉄虎くんの後ろから、のっそりと覆おおい被さるようにして出てきた人物がいる。

　流星グリーンこと、高たか峯みね翠みどりくんである。

　際きわだって背が高いものの、背中を丸めて自信なさそうに身を縮めているので威い圧あつ感かんはまったくない。仕草としては忍くんとほぼ同じなのに、下へ手たに非常に整った顔立ちをしているのもあって何だか情けなくすら見える。

　救国の英雄のような美形なのに、小動物のように怯えきっていた。あろうことか彼は舞台上なのにそのまんま膝を抱えてしゃがむと、ほとんど自じ閉へいしてしまう。

　かなり気弱で、鬱うつ気質な子なのだ。ぶつぶつと、か細い声でぼやいている。

「そうかな……。俺はちょっと丈たけがあわなくて動きにくいんだけど、そして恥はずかしくて死にたいんだけど……」

「あはは、翠くんはグングン背が伸びてるッスからね！　羨ましいッス、その体格は武道家にとっては財産ッスよ～♪」

　立って立って、と鉄虎くんが困った仲間をがんばって引き起こそうとしている。どこか誇らしげに、世界中に自じ慢まんするみたいに──美しい彼を見せびらかそうとしている。

「武道家じゃないし……。ハァ、何で俺はこんなスチャラカな集団の一員なんだろう……。鬱だ、死にたい……」

「根性ッス！　努力と根性で羞しゆう恥ち心しんを吹き飛ばすんスよ翠くん！」

「恥を忍しのんでこその忍者でござる～！」

「忍者でもないし……」

　忍くんまで調子良くおかしなことを言い始めるので、場の空気が猛もう烈れつな勢いで軽くなっていく。まだ緒戦すら始まっていないのに、打ち上げみたいな雰囲気だった。

　端たん的てきに言って、平和になっていく。

　それが『流星隊』という集団の、おおいなる持ち味ではあるのだろう。

「よし、よし。みどり、『おさかな』たべますか？」

　唐とう突とつに──やや抑よく揚ようのおかしい、けれど奇き妙みように脳の奥まで震えさせる声音が響く。

　声の主ぬしは翠くんを必死に起こそうとしている忍くんと鉄虎くん、そのすぐ間近にあまりにも不意に出現していた。ほとんど、虚こ空くうからにじみでてきたみたいだ。

　舞台上の全員、観客すらもその存在に気づいていなかった。ごく自然に、溶けこんでいた。認識されることで、初めて現実に存在できる妖よう精せいか何かのようだ。

　幻げん想そう的てきな雰囲気の、よく晴れた日の海のような色の髪をした人物である。身にまとうのは、やはり水気を連想してしまう青の『流星隊』専用衣装。笑みのかたちに細められた双そう眸ぼうの奥で輝く瞳は、南国の海の色。大海の化身のようだ、人間味がないとすらいえる。

　美しくはあるのだけれど、コミュニケーションが成立する気がしない。私たちとはまったく異なる、それこそ海のなかで磨みがかれ進化をつづけてきた──遠い昔に人類と枝分かれしたよく似た別の種族のようだった。

　彼はふわふわした独特な動きをしながら、なぜか無む造ぞう作さに握にぎりしめた生魚を嫌がる翠くんの頰に押し当てている。どこから見ても奇行である。衣装を着ているし、舞台に迷いこんだ不ふ審しん者しやとかではないだろうけれど──限りなくそんな感じだった。

　不可思議なその人物を、英智さんがやや警けい戒かい心しんの滲んだ表情で見据える。はっきりと身構えて、その身に戦意をまとわせていた。千秋さんには困らされていただけだったけれど、おかしな行動をしている青いひとのことは明確に──危険視しているようだった。

　反はん射しや的てきにかそんな態度を表にだしたことを恥じるように、英智さんは深呼吸してから、王者の余裕を取り繕つくろった。にこやかに、微笑みながら呼びかける。

「……おや。これは珍しいね、君が表舞台にでてくるなんて」

「よばれたので～♪」

　毒素のごとき『皇帝』の声音を、まるで意にも介さずに──青い衣装の怪人は平然として応えた。鯨くじらの鳴き声のような、神秘的な周波数の音波を紡つむいでいる。
















「それに、ごにんそろって『りゅうせいたい』ですから～？」

「そのとおりだ奏かな汰た！　いいや『流星ブルー』……☆」

　同じ衣装を着ていなければ統一感の欠片かけらもないように思える、不可解な集団の真ん中で──千秋さんがガッツポーズをしている。千秋さん。忍くん。鉄虎くん。翠くん。そして奏汰と呼ばれた人物をあわせて、たしかにこれで五人である。

　嬉うれしそうに千秋さんに腕を絡められ、奏汰さんは困ったようにはにかんでいた。

　彼のフルネームは、深しん海かい奏汰。最後の『流星隊』──彼は夢ノ咲学院におけるたった三人の超ちよう越えつ者しや、いわゆる『三さん奇き人じん』のひとりらしい。その実力は未知数である、彼だけは私たちとの特訓の間もいちども姿を見せなかったのだ。

　しかし千秋さんの全ぜん幅ぷくの信頼に満ちた態度と、英智さんの発言から考えて──単なる変なひと、というわけでもないのだろう。ゆるいというか、まったく戦うちからがなさそうな優しげな風ふう貌ぼうだけれど。

　同じく『三奇人』に数えられる渉さんが、奏汰さんの登場に反応して華麗に舞台へと近づいてきている。先ほどまで観客たちの間を渡り歩き、愉快な芸を披露していたこの道化じみた人物が──絶句するような気き迫はくをまとって、浮き浮きしながら進軍してくる。

　それに気づき、奏汰さんが和なごやかに手を振っていた。渉さんも同じ動きをして、驚くほどの距離を跳ちよう躍やくして舞台に着地。英智さんの傍かたわらに立ち、優ゆう雅がに腰こしを折った。礼れい儀ぎを尽くしてから、顔をあげる。渉さんの獣けものの尾のごとき三みつ編あみが、奔ほん放ぽうに踊った。

　そして『三奇人』ふたりが、真正面から向きあう。

　惑わく星せいどうしが激突する直前のごとき、異様な緊きん迫ぱく感かん。

　夢ノ咲学院の真ん中で、史し上じよう稀まれに見る大激戦が始まろうとしていた。
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「おまえたち！　無む駄だ口ぐちを叩たたくなっ、まずは作法に則のつとり名乗りをあげるぞ！」

　緊迫していく空気感のなか、千秋さんが晴はれ晴ばれとした笑顔で言った。さりげなく渉さんと奏汰さんの間に横入りするようにして立って、観客たちに向き直る。

　そうだ。アイドルだけで盛りあがっていても仕方がない、もちろんステージの主役は彼らではあるのだけれど──観客たちを置き去りにすることがあってはならない。ひとを笑顔にし、夢を与えるアイドルたちには、夢を見て笑ってくれる他者が必要だ。

　それが、彼らの存在意義である。そんな大事なことを忘れずに、千秋さんは茫ぼう洋ようと身を揺ゆすっている奏汰さんと無理やり肩を組んで、全員に前を向かせる。

　色とりどりのサイリウムを掲かかげて、地上に星海をつくりあげた観客たちを。

「押お忍す！　んじゃあ、いっちょうブチかますッスよ～っ☆」

　誰よりも早く、豪ごう快かいに応えたのは鉄虎くんである。あらためて──観客たちに己自身を、これから夢の時間を共有するものたちを見せつけて、紹しよう介かいしていく。

　正々堂々と、礼を尽くしてくれる。鉄虎くんはこれから始まる大激突の予よ兆ちようにうずうずと武む者しや震ぶるいしながらも、私も特訓中に何度も見た独特な動きをしていた。

「黒い炎は努力の証あかし！　泥で汚れた燃える闘とう魂こん！」

　ちからこぶをつくるように右腕を折り曲げ、歌か舞ぶ伎きのごとく見み栄えを切る。左腕で鮮せん烈れつに円の動きをしながら、手しゆ刀とうを己の正面に横切らせる。あらゆる悪意を、この場に渦うず巻まいたおぞましい因いん縁ねんを、すべてぶった切るような前向きで力強い仕草だ。

「流星ブラック！　南雲鉄虎……！」
















「黄色い炎は希望の証！　闇に差しこむ一筋の奇跡！」

　そんな鉄虎くんを感心するように見ながら、素早く彼の反対側──千秋さんの立つ場所を真ん中にした逆サイドへと、忍くんが移動している。軽けい快かいに、かなり練習を重ねたのだろう小気味良い間をとって、彼も精せい一いつ杯ぱいにおおきな声で名乗りをあげる。

「流星イエロー！　仙石忍……☆」
















　いちど舞台にしゃがみこみ、両手で忍者らしく印いんをつくってからおおきく伸び上がる。小柄な彼はそんな動きをしても観客を怯ませることもなく、ちいさな子供が精一杯に背伸びをしているようで──微笑ましい。

　身体からだの正面で組んでいた両手をほどき、片手を高々と宙にあげている。その指先には、いつの間にか手しゆ裏り剣けんが握にぎられていた。

　残った手では、これも何かの忍にん術じゆつを放つように奇妙な印をつくっている。忍者を愛好する彼にしかその本意は不明だけれど、これはきっと忍者的に意味がある動きなのだ。

　こちらも鉄虎くんと同様に、あらゆる魔を祓はらうような輝かしさを全身から放っている。観客たちから一いつ斉せいに注目されて、人見知りがちな忍くんは長い前髪で表情を隠した。

　そこで、しばし間が空いてしまう。先に名乗りを終えた鉄虎くんと忍くんが、千秋さんの後ろで縮こまっていた翠くんに視線を向ける。早く早くと、期待をこめて。

　翠くんはだいぶ嫌そうに顔をしかめたが、ここで自分だけ何もしないのも逆に目立って恥ずかしいと思ったのだろうか──他のふたりに比べて小声で、ぶつぶつ言った。

「緑の炎は、慈じ愛あいの証……。あと何だっけ、癒いやしがどうとか……？」

　曖あい昧まいなことを言っている。彼は特訓にも身が入っておらず、無理に千秋さんに引きずられていちおうたまに参加はしていたものの──常にやる気がなさそうであった。名乗りの口こう上じようもうろ覚えなのか、あるいは恥ずかしくて言いたくないのかぼやけている。

　けれど彼の声は先天的なものなのだろうけれど、異様によく通るので観客たちにも聞き取れてしまう。美しい彼に見惚れる観客たちの視線を厭いとうように、手で振り払うような動きをして、翠くんは何だか中途はんぱにぎくしゃくしながら言った。

「名前が『翠』だから、流星グリーン……。高峯翠……」
















「あおいほのおは、しんぴのあかし！　あおいうみからやってきた～♪」

　むしろ逆に覚えやすいような翠くんの名乗りを引き継ぎ、その横にふわふわと立っていた奏汰さんが意外と元気よく叫んだ。海のなかを自由に泳ぐみたいに、両手で空気をかき混ぜるようにして動かすと、見ているものの魂を根こそぎ奪いかねない美び麗れいな流し目。

　片目を瞑つむって、誇らしげに名乗った。

「りゅうせいぶるう！　しんかいかなた……☆」

「そして！　赤い炎は正義の証！　真っ赤に燃える生命いのちの太陽……！」

　どこか心配そうに他のものの名乗りを見守っていた千秋さんが、満足そうに頷うなずくと、誰よりもおおきな声で朗ろう々ろうと名乗りをあげる。

　真正面に向き直り、全身に気合をこめて──前向きなエネルギーを放射していた。

「流星レッド！　守沢千秋……！」

　誰よりも慣れた仕草で変身ポーズじみた動きをして、魅み力りよく的てきな笑み。等とう間かん隔かくで立った五人のヒーローたち──その中心で、千秋さんは高らかに吼ほえた。

「五人揃そろって！　我ら、『流星隊』……！」

　どこまでも、古き良き正義の味方らしい。わかりやすく受け入れやすくて──観客たちも、何だかわからないけれど楽しげな気配を感じ取って万ばん雷らいの拍はく手しゆを響かせている。

　おかしな動きと発言で気を引いただけ、とも言えるけれど。完全に『fine』の独どく壇だん場じようと化していた舞台で、『流星隊』が我こそ主役というような存在感を放ち始めた。

　眩まぶしくて──けれど不快ではない、幸せいっぱいの燦さん然ぜんたる光こう輝きを。
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　めいっぱいに歓かん声せいを浴びて嬉しそうに手を振っている千秋さんを、英智さんすらしばし呆ぼう然ぜんとして眺めていたけれど。すぐに溜息をついて、調子を取り戻す。『流星隊』が明るく照らした舞台で、なお輝きにかき消されずに依然として君くん臨りんしている。

　圧倒的な闘とう志しと存在感を固持したまま、余裕ありげに肩かたをすくめていた。

「君たちばかりは、僕にも手が余るというか。正直、あんまり関わりたくないねぇ」

　思わず零こぼれたのだろう本音らしきものをつぶやくと、自分も観客たちに向き直った。五人が平等に並んだ『流星隊』とは陣形が異なる──英智さんが奥まった位置に立ち、その傍らに渉さんが寄り添う。その前方、両りよう翼よくに弓弦くんと桃李くんが配置される。

　彼らの立場を明示したような、上下関係のある立ち位置だ。

　ちなみに『Trickstar』は移動中はスバルくんを先頭にした数じゆ珠ず繫つなぎ、舞台では横並びになることがおおい。誰が上とか下とかではない、同じサイズの分子が並ぶような構造。

　立ち位置だけでも、それぞれ個性がでるものだ。

「でもまぁ、是ぜ非ひもない。『三奇人』深海奏汰まで出で張ばってきたのでは、僕もステージに立たざるを得ないよね」

　億おつ劫くうそうにぼやいて、英智さんが油断なく臨りん戦せん態勢になっている。名前をだされた奏汰さんはなぜか英智さんをほぼ無視するように、ふわふわと明後日あさつての方向を眺めているけれど。『皇帝』を前にこの態度、不ふ遜そんではあるが得も言われぬ迫力もある。

　英智さんは明確に奏汰さんを──むしろリーダーである千秋さんよりもずっと警けい戒かいしながら、愉しそうに微笑んでいる。サービスで提供された、ドルチェを見るみたいに。

「ふはは！　そうだ、全力でこい！　正々堂々、真っ向勝負だ！」

　薄暗くて禍まが々まがしさすらある笑みだったけれど、千秋さんは笑顔が好きなのだろうか──何なのだろうか。そんな英智さんを見て、むしろ嬉しそうに親指をぐっと立てた。

「生徒会長──おまえはたしかに完全無欠なトップアイドルだが、弱点はある！　生来、病弱なせいで長時間のライブに耐えられないのだ！」

　千秋さんは言動から誤解されがちだけれど、猪ちよ突とつ猛もう進しんなだけではない。きちんと、知略も練ねる。周囲に気を配り、戦況を見て臨りん機き応おう変へんに動く。一いつ兵ぺい卒そつではない、彼もまた将軍──戦士たちを率ひきいる親玉の風格をもっている。

　今回も無む為い無む策さくに突っこんできたわけではなくて、ちゃんと作戦があったようだ。それを開けっぴろげに口にするのはどうかと思うけれど、千秋さんらしくはある。

「何度も何度もライブを繰くり返すことになる【ＤＤＤ】は、おまえにとって鬼き門もんすぎる！　まさに、死し出での旅と言わざるを得ない！」

　それは実際、不ふ思し議ぎな話である。本来は『fine』のものだったはずの『ＳＳ』出場権を賞品として提供し、己に不利な条件で【ＤＤＤ】を開かい催さいし──生徒会長はいったい何を考えているのだろうか。ただの王者の余裕、お遊びではなさそうだけれど。

　私はまだ彼のことをよく知らないけれど、基本的にあらゆる権けん謀ぼう術じゆつ数すうを講じて己の目的を達成する策さく略りやく家かという印象だ。禁じ手も躊躇ためらわず用いる、手段は選ばない。

『Trickstar』も、戦う前からあっさり引き裂さかれてしまった。

　どんな穢けがらわしい方法を用いてでも敵対者は潰つぶし、肥こやしにして己の夢を花咲かせる。それが『皇帝』であろう。そして今回の英智さんのやりくちは、『皇帝』らしくない。

　個人的な思おも惑わくが、含まれているのだろうか。『皇帝』でも生徒会長でもない、天祥院英智というひとりの人間としての意向が──我わが侭ままが。

　ならば、それは付けいる隙すきになりうる。完かん璧ぺきな『皇帝』が見せた、わずかな綻ほころびだ。

「自みずから死に場所を選ぶとは潔いさぎよしっ、その心がけに免じて早めに楽にしてやろうというわけだ！　ふははははは☆」

　それに誰よりも先に気づき、手を伸ばした千秋さんが、高らかに宣言する。

　太陽のごとき、熱意をこめて。

「ギリギリまで粘ねばって、消しよう耗もうさせ、おまえを戦闘不能にしてやろう！　それが次への布石となる！　未来のために命を投げだすこの俺の、正義の味方の散り際をとくと見よ！」
















　千秋さんなりに、そんな英智さんの行動に理屈をつけているようだけれど。深いことは言わずに──あくまでフィクションの英雄のように、彼の理屈に、物語に組みこむ。

　英智さんも、同じような行動をしていた。他人を己の物語に招き入れて、登場人物にまで零れい落らくさせて、己を主役とした舞台の背景などに──単なる彩いろどりにしてしまう。

　これが自分の個性を三年間、醸じよう造ぞうさせてきたアイドル同士の闘争だ。

　戦争は、イデオロギーの対立により生じる。

　物語と物語が激突し──勝者が敗者を、己の文脈に組みこんでしまう。
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【ＤＤＤ】では、ふたつの『ユニット』が相争い──勝ったほうが二回戦、三回戦へと駒を進めていく。トーナメント形式の、スポーツの大会のような構図となっている。

　その対決の方式は、自由度はあるものの基本的に同じである。ごくありふれた、一般的な公式ドリフェスとほぼ同じ代物だ。

　舞台上にふたつの『ユニット』が交こう互ごに立ち、それぞれがパフォーマンスをする。相手の『ユニット』の持ち時間のうちは、もうひとつの『ユニット』は待機する。相手のパフォーマンスの邪魔をしたり、持ち時間を超ちよう過かしたりすれば減点される。

　細かく区切られた持ち時間のなかで、最大限に歌や踊りで観客を楽しませる。『ユニット』のメンバー全員で一いつ生しよう懸けん命めいがんばってもいいし、後々のことを考えて何人かは待機させて休ませてもいい。そのあたりは、各『ユニット』の裁さい量りように任せられる。

　ふたつの『ユニット』が一回ずつ持ち時間を消化したら、そのたびに投票が行われる。それを五回、繰り返して一区切りとなる。

　普通の公式ドリフェスではけっこう長い持ち時間が与えられ、一回だけパフォーマンスを行う。五回、短いパフォーマンスをするというのは【ＤＤＤ】の特とく徴ちようである。

　ともあれ。一区切りごとに集計されたすべての持ち時間における各『ユニット』の得票数を競きそいあい、おおくの点数を得ていた『ユニット』の勝利となる。

　これもルールに定められているものの、一区切りごとにさほど各『ユニット』の得点に差がなかった場合は──延長戦が行われる。

　決着がつくまで、延々と。下手をすれば五回どころでなく、十回十五回二十回と、小刻みなパフォーマンスを披露しつづけることになるのだ。

　そんな地獄の延長戦を自分が行うと考えただけでも、しんどくなる。ふつう誰にも耐えられない──病弱なはずの英智さんならば、尚なお更さらである。

【ＤＤＤ】は生徒会が主催している、ルールも英智さんが主体となって決めただろうに……。自分に有利な条件で戦えばいいのに、あえて英智さんは過か酷こくな道程を選んでいる。

　実際、千秋さんはそんなルールを効果的に活用して、『fine』を追い詰める腹づもりのようだ。英智さんはすこし意外そうに、けれど嬉しそうに、手を叩いて囃はやしていた。

「へぇ？　ちょっと驚いたよ、君もいちおう頭を使っていたんだねぇ……♪」

　あからさまに馬鹿にしたような言いかただけれど、純じゆん粋すいな賞賛の響きがある。

「しかし、その作戦には致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるよ。たしかに僕を消しよう耗もうさせつづければ、いつか限界を迎えるだろう。哀しいけれど、それがか弱く生まれた僕の宿命だよ」

　もちろん英智さんも、体力のない自分にとって【ＤＤＤ】がどんな修しゆ羅ら場ばになるか想像できないわけがない。想定済みの展開だろうけれど、それをあきらかに何も考えていないような『流星隊』の千秋さんが真っ先に為なしたのが──心底から意外だったようだ。

「戦線離り脱だつすることも、あるかもしれない。でもね、それでも僕の『fine』は盤ばん石じやくだよ。いったいどの『ユニット』に、僕たちが倒せるというんだい？」

　好奇心しかない態度で、お菓か子しを親にねだる子供みたいな口調で語る。

「可能性があるとしたら、君たちだったのだけど。緒戦から消えてしまうなら、他を探すしかない。だとしたらどこかな、『UNDEADアンデツド』？　『Knightsナイツ』かな？」

　舞台の麓ふもとに控ひかえている北斗くんを、一いつ瞬しゆんだけ横目で見て──。

「まさか、『Trickstar』だなんて言わないよね？」

　それこそ嘲ちよう笑しようしながら、英智さんは嫌みったらしく言った。

「僕が言うのも何だけど、彼らはすでに死に体だ。まず間違いなく、緒戦で敗退するだろうね。彼らに期待しているなら、ご愁しゆう傷しようさまと言うしかないよ？」
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「さぁて、どうかな。傲ごう慢まんな『皇帝』よ、あいつらを侮あなどりすぎだ」

　千秋さんは、鷹おう揚ように笑っていた。

　いつもの彼らしい──どんな闇も消し飛ばすような、力強い笑み。それを見れば、誰だってつられて笑ってしまう。人好きのする、裸足はだしで野原を走り回る少年のような。

「それに、先のことを考えている余裕があるのか？　俺たちは勝つつもりでやる、ぼうっとしてると足下をすくってやるぞ」

　けれど。

　その双眸は、表情ほどには笑っていない。

「……かわいい後輩が世話になった。その落とし前は、つけてやる」

「ふぅん。そういう動機か、これはちょっと読めなかったなぁ？」

　炸さく裂れつする直前の核かく爆ばく弾だんのごとき、膨ぼう大だいな熱量を秘めた千秋さんの憤ふん怒ぬを察して──英智さんは身を震わせた。恐怖したのではない、むしろ歓かん喜きに満ちあふれている。

　異様な反応だった。

　のんびり散歩していたら、札さつ束たばが詰まった鞄かばんを見つけてしまったみたいな。否いな、大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しだという彼はそんなことでは喜ばないだろう。どこまでも『皇帝』の心理は複雑怪奇で、不可解で、わけがわからない。狂きよう気きじみてすらいる。

　千秋さんが発する熱を、たっぷり吸いこむように──英智さんは深呼吸している。そんな彼を『流星隊』の奏汰さん以外の子供たちは気味が悪そうに、『fine』ですら渉さん以外は畏おそれるように眺めていた。

『皇帝』と『三奇人』、頂点に座する超越者にしか読解できない奇妙な心理状態。それを隠しもせずに、英智さんはどこまでも愉快そうに笑っている。

「そうだよね。知識として弁わきまえてはいるよ、人間はときに非合理的な行動をする。絶対に勝てない相手にも、挑んでしまう」

　英智さんは恋人にしかゆるされない距離まで千秋さんに顔を寄せると、頰ずりするような動きをした。ふつうに気持ち悪かったのか、千秋さんがやや退ひいた。

　あのスキンシップ過か多たな千秋さんすら嫌がるような、毒のしたたる刃やいばのような雰囲気を身にまとわせ──英智さんは、避けられて寂さびしかったのか残念そうに頭を振った。

「けれど。そんな愚かものを踏みつぶすことで、いま僕はこの地位に立っている。僕に挑んだことを後悔させてあげよう、正義の味方きどりの愚かものたち……♪」

　そこで自制し、英智さんは元通りの──唯ゆい我が独どく尊そんな『皇帝』としての雰囲気を取り戻す。エレガントに大だい胆たんに、己の牙が城じように攻め上ってきた命知らずたちを眺める。

「僕は、勝つためには手段を選ばない。ひ弱に生まれた僕は、卑ひ劣れつな策を弄ろうしてでも勝ちつづけるしか術すべがなかった。油断はしない。徹てつ底てい的てきに、君たちを殲せん滅めつしよう」

　やはり料理の皿を見るような、非人間的な捕ほ食しよく者しやの瞳。

　怪物のごとき生徒会長は、あくまで優しげに微笑している。

「築きずきあげた僕の帝国を、そう易やす々やすと覆くつがえせると思わないほうがいい」

「いいぞ！　悪の親玉らしくてとてもいい！　うおおっ、燃えてきた～！」

　へばりつくような偏へん執しつ的てきなその視線を、奇妙な圧力を吹き飛ばすように、千秋さんが過剰に元気いっぱいに騒いだ。変身ポーズを決めて、その全身に活力を宿していく。

　ヒーローごっこを楽しむ幼おさな子ごのように、わくわくした顔をしていた。強がって平気なふりをしているだけかもしれないけれど、その姿は仲間たちに勇気を与えてくれる。

「俺のハートが真っ赤に燃えるっ！　最高にハイテンションだ……☆」

「疲れるねぇ、実際。僕を消耗させるつもりなら、たしかに君たちは打ってつけの存在だよ……？」

　まったく毒が染しみこまない、いいやどんな猛毒もその熱気で蒸じよう発はつさせ無力化させてしまう正義の味方を見て──さすがの『皇帝』も、辟へき易えきとしているようだった。

　やがて諦めたように口を閉じると、あらためて戦意を充じゆう溢いつさせていく。

　役者は揃い、軍備は整い、『流星隊』も戦場から撤てつ退たいすることなく揚よう々ようとして居座っている。口くち喧げん嘩かで、交こう渉しようで済む余地はなくなったのだ。『fine』に、生徒会長にとっては不本意かもしれないけれど──もはや正面からの激突は避けられない。

　あとはもう、互いに命尽きるまで血まみれで殺しあうしかない。

　夢ノ咲学院の真ん中で、『fine』と『流星隊』の対戦が始まる。
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「やや？　これは面めん妖ような……！」

　巡じゆん回かいをつづけていた生徒会および『紅あか月つき』の面々──ほとんど大名行列みたいなその集団の先頭にて、ずんずん驀ばく進しんしていた颯そう馬まくんが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

　びっくりしたのか「ぴょん」と飛び跳はねたので、颯馬くんの長い結ゆわえ髪がみがコミカルに跳ねていた。冷ひややかな美び貌ぼうだけれど、意外と彼は感情がそのまんま出がちだ。

「何であろう、この人混みは？　このへんは夢ゆめノの咲さき学がく院いんでも最も端はしっこの、『人ひと気けのないところ』だったはずなのに！」

　その言葉どおり、日頃は通行人すらほとんど見かけない薄うす暗ぐらい校こう舎しや裏うらなのに──暴ぼう動どうでも起きているかのように混雑している。下へ手たに人数がおおいのが災わざわいして、生徒会の面々はその人波に踏ふみこめずに立ち往おう生じようしていた。

　ステージ上ではすでにライブが始まっているようだが、みんな気を昂たかぶらせて飛び跳ねたりしているので見晴らしが良くない。颯馬くんも決して背が低くはないのだけれど、いまいち状じよう況きようが目視で確認できず──首を傾かしげるばかりだ。

「他の屋外すてぇじと遜そん色しよくない、いいやそれ以上の賑にぎわいであろう！　それだけ、この舞台で演目を行っているものどもが優秀なのか？　他の要よう因いんでもあるものか……？」

　すでに【ＤＤＤ】の緒戦は幕まくを開けており、先ほどまでとは比くらべものにならないほどの大音量がそこかしこで垂たれ流されている。音は空気の振しん動どうである──ほとんど物理的な威い力りよくすらある、暴ぼう風ふうが巻き起こっている。

　ただでさえ、海の近い夢ノ咲学院では潮しお風かぜが常に吹いている。せっかくの麗うるわしい髪を風でかき乱されぐちゃぐちゃにしながら、颯馬くんは啞あ然ぜんとして周囲を眺ながめている。

　だが彼は永ながらく夢ノ咲学院の頂点に君くん臨りんしていた『紅月』の誇る武ぶ闘とう派は、期待の星である──異常事態を前にして不敵に、むしろ嬉うれしそうに歯を剝むいて笑った。

「あるいは戦いくさか、戦であるか！　腕うでが鳴る、血が滾たぎる～！」

　実際、わけもなく人混みに飛びこんで大おお暴あばれしかねない颯馬くんを──やや後ろにいた紅く郎ろうさんと敬けい人とさんが、呆あきれつつも慣れた素そ振ぶりで制した。

「落ちつけ神かん崎ざき。犬じゃねぇんだから人混みに興こう奮ふんすんなよ、あと刀を抜くな」

「うむ。秩ちつ序じよを司つかさどる立場の我われらが平静を失い、パニックを生じさせては本末転倒すぎる。猛もう省せいするがいい、神崎」

「『だぶる』で駄だ目め出だしであるか!?　いやでもっ、これは異常事態である！」

　やや発音がおかしい若者言葉を口にしつつ、颯馬くんが「しゅん」としょげかえる。そんな彼をむしろ褒ほめるように見ながら、敬人さんが思案顔になった。

「それは同感だが。ふむ……。これでは、せっかく見み逃のがして送りだしてやった衣い更さらが舞ぶ台たいに辿たどりつけたかどうか心配だな。否いな、あるいは衣更のせいでこんな状況に？」

「どうかな。この位置からじゃ舞台上は人ひと垣がきが邪じや魔まして見えねぇから、判然としねぇけどよ……。しかしまぁ、ずいぶんお優しいじゃねぇかよ。えぇ、副会長さんよ？」

　紅郎さんが私たちには決して見せない、すこし意地悪で子供っぽいにやにや笑いを浮かべながら──敬人さんを小突いた。暴ぼう力りよく的てきではない、じゃれあっている感じだ。

　あえていつものように『蓮はす巳みの旦だん那な』とかではなく、肩かた書がきで呼んでいるのも、堅かた物ぶつの彼をからかう意図がある気がする。『紅月』の二大巨きよ頭とうは、立場も見た目の印象も真逆なのに、何だか意外と仲良しっぽく見える。

「せっかく手元に引きこんだ戦力を、あっさり手放すとはよ？」

「二度と俺を『優しい』などと言うな、鬼き龍りゆう。合理的に判断しただけだ」

　軽口を叩たたかれているのを察したか、敬人さんが気難しげに眉まゆをひそめていた。

「『紅月』は少数精せい鋭えい、浮うわついた気分のものが交じっては足並みが乱れる。他にも大小無数の理由があるぞ、説明が必要なら事細かに開かい陳ちんするに吝やぶさかではないが？」

　眼鏡めがねの縁ふちに指を添えて、本当に何時間でもぶっ通しで話しつづけそうな気配を漂ただよわせる敬人さんを──紅郎さんはガムでも踏ふんだみたいな顔で嫌いやそうに見ていた。

「あぁ、鬱うつ陶とうしい。てめぇは長話が過ぎるんだよ、『何となくの気分』でいいじゃねぇか……。てめぇが『そうしたい』って思ったんだろ、それでいいじゃねぇかよ」

「ふん……。ならば最初から質問するな、『Trickstarトリツクスター』には万全な状態でいてもらわなくてはな。勝ち逃にげは、ゆるさん」

　人混みに撥はねのけられて足踏みをするしかなく、敬人さんたちは語りながら遠巻きに見ていることしかできない。画面を操そう作さし、情報を収集し、小こ柄がらで機き敏びんな生徒会の役員を舞台のそばまで派は遣けんし──語りあいながらも、手は打っているけれど。

　彼らにとっては、完全に理解できない事態だろう。こんなに観客が集まらないはずの、いちばん辺へん鄙ぴなステージだったからこそ──巡じゆん回かいを、視察を後回しにしたのだろうし。事態を正確に摑つかめず、今になってのこのこ姿を見せてひたすら混乱している。

　そんな敬人さんのそばに、真ま緒おくんはいない。大事な話をしたあと、すぐに別れたのだと──これは私が後ほど真緒くん自身に聞いた。

　自分から手を放したのに、どこか寂さびしそうに敬人さんはぼやいた。

「いずれ全員揃そろって最高のパフォーマンスを発はつ揮きする『Trickstar』を、正面から我ら『紅月』が打ち倒す。その前に、つまらぬ理由で消えてもらっては困る。それだけのことだ」

「へへっ♪　いいねぇ、てめぇも男だねぇ？」

「さすがは蓮巳殿！　武士道の何たるかを心得ておられる……☆」

　どこか哀あい愁しゆうすら漂ただよわせている敬人さんを、紅郎さんが気きっ風ぷの良い母親のように豪ごう快かいに撫なで、ついでになぜか颯馬くんも子犬のように飛びついていた。

　このふたりは超人じみた身体能力の持ち主のため、スキンシップに巻きこまれるとけっこう悲ひ惨さんだ。敬人さんが、圧あつ搾さく機きにかけられた小鳥みたいに悲鳴をあげていた。

　家族の団だん欒らんめいた雰ふん囲い気きになっている。あちこちで激戦が繰くり広げられている紛ふん争そう地ち帯たいのごとき夢ノ咲学院で、戦列にくわわっていない彼らの雰囲気は平和そのものだ。

　けれど気を抜くわけにはいかないと思ったのか、敬人さんが凜り々りしく前を見み据すえる。

「兎とも角かく。こんな狭せまい空間に、観客が集まりすぎている。ちょっと誰かが転んだだけで収拾がつかない大おお騒さわぎになるぞ、注意して警けい備びしよう」

　敬人さんは混こん沌とんとした状況のなか、しっかり己おのれを──そして己のやるべきことを保っている。てきぱきと指示をだし、あらゆる事態に備そなえる。

　彼はいつだって、人事を尽つくして天命を待つ。

「備えあれば、憂うれいなしだ。そのへんは、英えい智ちとは考えかたがあわないところだが」

　自分が口にした名前に誘ゆう引いんされ、忙いそがしさのために棚たな上あげされていた思考が溢あふれてくる。この騒そう乱らんを引き起こした張本人を、その動機と目的を推すい理りする。

（なぜ英智は、せっかく得ていた『ＳＳ』代表の地位を投げだすようにして【ＤＤＤ】を開かい催さいした？　何を目もく論ろむ？　何の意味があるというのだ？）

　私ですら引っかかったことに、敬人さんが気づかないわけがない。英智さんのあまりにも不ふ審しんな、理解不能な行動について──思索を巡めぐらせている。

（無む駄だに混こん沌とんを生じさせ、空から騒さわぎを引き起こす。それでは、ほんとうに『暴ぼう君くん』だぞ）

　敬人さんと英智さんは幼おさななじみだという。長い付きあいなのだろうけれど、だからといって同一人物ではないのだから──思考を完全には理解できない。

　自分が何を考えているかすら、たいていの人間には把握できないのだ。他人の思考なんて、もっと遠い世界の意味不明な言語で書かれた物語のようなものである。

（もしかして、あいつは……。いや、今は考えまい）

　ふと何かに気づいたのか、敬人さんが儚はかなげな表情になったけれど──。

（目の前の職務を、粛しゆく々しゆくと遂すい行こうするのみ。俺は英智の右手だ。右手は考えない。たとえ、この【ＤＤＤ】がどんな結果に終わろうとも）

　いつもの台詞セリフを、誓ちかいか呪のろいじみたその言葉を内心で繰り返して、敬人さんは己の職務を全うする。戦地へ向かった大事なひとの帰りを待ち望む、未み亡ぼう人じんのように。

　切なげに苦笑いして、重々しく溜ため息いきをつくのみ。

（それもきっと、貴様の想定内なのだろう……英智？）
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「急げ急げ、ウッキ～！　もうパフォーマンスが始まっちゃってる！」

「ちょっ、ちょっと待って！　予備の眼鏡だと度があわなくて……おわわっ、引っ張らないで明あけ星ほしくん！　転んじゃう、転んじゃう!?」

　ほとんど泣きそうになっている真まことくんの手を引いて、そのとき──スバルくんはようやく話題の渦か中ちゆうたる屋外ステージに到とう着ちやくしたところだった。ここまで全速力で駆かけてきた、どころかその前も真くんを捜して校内をほぼ暴れ回るようにして動いていたというのに、まったく疲れたそぶりも見せていない。

　ときおり怪物のような男の子は、屋外ステージを中心にして広がっているパニック映画みたいな光景を見て──さすがに呆ぼう然ぜんとした。

　彼が急に止まったので、一いつ生しよう懸けん命めいついてきていた真くんが追突して、跳ね返されて尻しりもちをついた。ごめんね、と軽く謝ってスバルくんがそんな彼を立たせてあげる。

　大事そうに、もう二度と放さないように真くんの手を握にぎりしめる。真くんも素す直なおに「ありがとう」とお礼を言って、幸せそうに仲間の体温を感じていた。

　ちなみに、そんな真くんは『Trickstar』の専用衣装に着替えている。

『Trickstar』には専用の衣装室もないし、私が自宅で保存するのもどうかと思ったので──校内のレンタル倉庫に預けていた。紛失していたらお終しまいだったけれど、きちんと回収してきたのだろう。

　さいあく学院の生徒に共通して配られるアイドル衣装もあるし、今回はそれを着てパフォーマンスをする──みたいな対応もできたのだけれど。

　ともあれ大急ぎで着替えさせられたのだろう、真くんは着衣が乱れている。しかし再びこの衣装に袖そでを通せたことが嬉しいのか、大事そうに胸むな元もとに光る星形を撫でていた。

　一方──スバルくんは彼らしからぬやや暗い表情で、目を白黒とさせている。

（う～ん？　どうにか、緒戦が終わっちゃう前に戻ってこられた……のかな？）

　彼は思考をあまり言語化してくれないだけで、べつに何も考えていない馬ば鹿かではない──独特な嗅きゆう覚かくで、違い和わ感かんを察知している。

　これは本来、ありえない事態なのだ。

（でも、変だな。緒戦が始まってからもう二十分か三十分か、経過している。本来なら、俺たち『Trickstar』は人数が足りなくて不戦敗になってたはずだぞ？）

　それでも諦あきらめずに、スバルくんはがんばって走ってこの場に辿たどりついたようだけれど──体内時計も正確らしい彼には、事態のまずさが克こく明めいに理解できているはずだ。

　時間は誰にでも平等に与えられている。優しく、残ざん酷こくなことに。体感時間の差異はあるものの──決して動かせない、この世界の基本則である。そして本来、スバルくんはその誰にでも配られる手札の使いどころを誤って、敗北を喫きつしていたはずだった。

　不戦勝を狙ねらった『Knightsナイツ』の凛り月つくんの策さく略りやくに嵌はまり、大事な仲間を助けに行くことですべての時間を浪ろう費ひしきって──何もかもお終いになっていた。

　要するに、時間切れである。

　戦せん闘とうの開始される刻こく限げんに、彼は間にあわなかったのだ。どんなシンデレラでも、魔法でも、時間の流れは覆くつがえせない。夢破れ、希望を失い、未来を閉ざしていたはずだった。

（『ユニット』は、二人いないと『ユニット』とは見なされない。男装して覆ふく面めんつけて舞台にあがってくれた転校生と、あと最低でも一人……『誰だれか』がいなくちゃあ？）

　どうにか息を整えた真くんと手を繫つないだまま、スバルくんは理解不能な現状に解答を見いだすため──真まっ直すぐステージへと向かう。

　期待と不安をその双そう眸ぼうに宿して、迷子の子犬のように。

（誰が生徒会長に目をつけられ、徹てつ底てい的てきに踏みつぶされようとしている『Trickstar』を手助けしてくれるっていうんだ？　そんな物好きが、どこに？）

　なぜか観客たちが道を譲ゆずってくれて、ふたりはさほど苦労もせずに舞台の麓ふもとまで辿りつく。一気に視界が拓ひらけて、その真ん中で骨ほね太ぶとな笑えみを浮かべる人物と目と目があう。

「遅いぞ、おまえら」

　感動も何もあったものではない、道ばたなどでたまたま会ったから挨あい拶さつした──みたいな口調。いつもどおりの、聞くだけで安心してしまう優しく穏おだやかな声こわ音ね。

　舞台上で軽く片目を瞑つむっているのは、衣更真ま緒おくんである。

　敬人さんが送りだしたという彼は、無事に『Trickstar』が緒戦を行う屋外ステージに辿りつき──奮ふん闘とうしてくれていたのだ。さすがに疲ひ弊へいしているのか、そういうポーズなのか、首に手を添えて「肩かたが凝こった！」みたいな仕草をしている。

「ったく、いくら俺が器用って言ってもさ～。ほとんど初心者の転校生を相方にして、有力『ユニット』の『Knights』と戦うなんて無茶ぶりすぎるだろ？」

　そんな彼も、当然のように『Trickstar』の専用衣装を着ている。彼は生徒会の役員でも、もちろん『紅月』でもない──『Trickstar』の一員として舞台に立っているのだ。

　歌やダンスの隙すき間まで、巧たくみにスバルくんたちへ語りかけている。

「時間稼かせぎだけで精せい一いつ杯ぱいだ、こんな重労働は二度と御ご免めんだからな！　おまえらも、良心があるならサボってないで可か哀わい想そうな俺を手伝ってくれよ～？」
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「サリ～!?」

「い、衣更くん！　どうしてっ？」

　スバルくんと真くんが、微笑ほほえましいほどよく似た驚きの表情を浮かべている。口と目をまん丸にしていて、『驚きよう愕がく』と題名をつけて額がく縁ぶちに入れて飾りたいぐらいだ。

　本来すぐにでも舞台上に躍おどりあがり、真緒くんと合流して戦うべきではある。けれど、魂たま消げてしまってそれどころではないのか──ふたりは棒ぼう立だちになっていた。

　んだよ、とすこし不満そうにぼやいて、真緒くんはくちびるを尖とがらせた。

「お化けでも見たような顔してんじゃないよ、俺がここにいるのが不ふ思し議ぎか？」

　拗すねたようなことを言いつつも、彼らしい朝の日差しのごとき優しい笑み。

「なんつ～か……。俺も結局、『Trickstar』だったってこと♪」

　何の説明にもなっていないが、実際──それだけで充分である。

　真緒くんが帰ってきた。

『Trickstar』の希望の星、衣更真緒くんが。

「まぁいいや。説明してる余裕ないの、マジできついって『Knights』の相手は！　あっちも欠員がいるけど、全員すんごい実力者だからな！」

　焦じれた様子の真緒くんを見て、慌あわててスバルくんが彼の邪魔をしない位置を選んで舞台へと這はい上がる。さりげなく真くんの手を引いて、もたもたしている彼も一緒につれてきてくれた。あっという間に、『Trickstar』が三人揃った。

　彼らが並んでいるのを見ただけで、私は感動して泣き崩くずれてしまいそうだった。実際、私もパフォーマンスの真っ最中なので──とてもそんな余裕はないけれど。

　最高の気分だ。

　真緒くんの後ろでバックダンサーに徹てつしている私に気づいて、スバルくんがガッツポーズをしてくる。私は舞台上で戦線を支え、スバルくんは捕ほ虜りよになっていた真くんを救いだした。万事順調とは言えない、真緒くんの存在もおおきい──それでも、私たちは絶望的な苦難を無事に乗り越えたのだ。

　ううん。闇やみを振り払い、未来へと進めるかもしれない可能性を得たのだ。

　まだ戦いはつづいている。吞のん気きに、再会を喜びあっている余裕はない。

　スバルくんはたっぷり走ったから身体からだがあったまっているのだろう、いきなり真緒くんのパフォーマンスにくわわって──抜ばつ群ぐんによく動く。踊り始める。真緒くんとハイタッチして、網もう膜まくが白く焦こげ付きそうなほどの輝かがやきを放っていた。

「あはは。サリ～に飛びついて顔面ペロペロ舐なめたい気分だけど、そういうのは終わってからにしよう！　ううん！　勝ってから、あらためてっ☆」

「そうそう、勝たなきゃ何にも始まらない。ぶっつけ本番になっちゃうけど、今回はこないだの『Ｓ１』と同じ曲目で組んでるからな？」

　至し近きん距離で、手早く情報交こう換かん。飛び入り参加していきなり状況にあわせられるスバルくんも大たい概がいだけれど、そんな彼をあっさり受け入れ支える真緒くんもすごい。

　素す晴ばらしいアイドルなのだ、『Trickstar』は。

「ちなみに順番は入れかえて、北ほく斗との担当曲は俺がやっといた。転校生だと、声で女の子だってばれちゃうからな。何で転校生が舞台に立ってるかわかんないけど、それでＯＫだよな？」

　そうだ。途中参加だった真緒くんも、ほとんど飛び入りでパフォーマンスをしている。ぶっつけ本番である。何で私が舞台上にいるのかとか、説明している時間すらなかったのだ。なのに、完かん璧ぺきに──器用に状況にあわせて対応してくれた。

　わかりやすい凄すご味みはないけれど、他の誰にも真ま似ねできない彼の天才性の発はつ露ろだ。真緒くんだから可能だった──彼が仲間で、本当に良かった。戻ってきてくれて。

「次からおまえらのソロ曲だぞ、ちょっとは休ませてくれよ～♪」

　区切りのいいところまで歌いきって、真緒くんは観客たちに手を振り愛あい嬌きようを振りまいている。短時間ですっかり彼のファンになってしまったのか、応こたえる声はおおきかった。

　嬉しそうにそれを身に浴びて、真緒くんは幸せそうに微笑んでいた。生徒会の仕事もそつなくこなしていただろうけれど、やっぱり彼はアイドルなのだ。舞台上でしか、得られないものも確実にある。それを忘れず、彼はきちんと取り戻して抱だき寄せたのだ。

　おめでとう、真緒くん。

　お帰りなさい。
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【ＤＤＤ】のルールに則のつとって、つづけて『Knights』がパフォーマンスを披ひ露ろうし始める。ふたつの『ユニット』が、それぞれの持ち時間を最大限に活用して観客を魅みせる。

　すでに三回、それぞれが持ち時間を使用している。五回で一区切りのため、もはや後半戦に突入している──ということになる。

【ＤＤＤ】における持ち時間はかなり短く、一曲ぶんぐらいしかない。このあとも決勝戦までいくつも対戦があるのだ、いちどの対決に何時間も使っていたら決勝戦のころには夜が明けてしまうので──まぁ順当な時間割だとは思うのだけれど。

　あまりにも展開が早く駆け足で進むので、本当にスバルくんが戻ってくるまでにぜんぶ終わってしまうのではないか──と不安で仕方がなかった。結果、杞き憂ゆうだったけれど。

　ともあれ真緒くんが言っていたとおり、『Trickstar』は『Ｓ１』とほぼ同じ曲目でパフォーマンスを披露していた。『Trickstar』は今日までバラバラだったので、もちろんみんなで一緒に練習することもできず、【ＤＤＤ】のために新曲を用意してみっちり特訓して──みたいなことは不可能だったから。ありもので、勝負するしかなかった。

　それでも本来はスバルくんしか戦力がいなかったので（私は人数あわせの穴あな埋うめ要員だ）、彼が得意とするヒップホップダンスなど、個人的に習得していたパフォーマンスを五連続で行い、私はそのフォローをする──という作戦を立ててはいた。

　けれどスバルくんが真くん救出のために場を離れ、代わりに早々に真緒くんが帰ってきてくれたので、作戦を切り替えた。革かく命めいのため、死に物狂いで身につけた『Ｓ１』用のパフォーマンスをすることになったのだ。

　スバルくんのためにこしらえた演目を、真緒くんにさせるのはどうかと思ったし。真緒くんなら器用にこなしそうだけれど、『できる』からといって『勝てる』とは限らない。途中でスバルくんが戻ってくることを期待し、賭かけにでたわけである。

　勝つために、すべてのチップを賭と場ばにのせた。

『Ｓ１』では、最初に全員で、つづいてソロ曲を順番で、最後に再び全員で──という流れでパフォーマンスを行った。それに準じゆん拠きよしたものの、振り返ってみれば『Trickstar』というより真緒くんがずっとひとりでがんばってくれた感じである。

　全員で歌うべき最初の曲を独りで、つづけてソロ曲の順番を入れ替えてまず真緒くんの担当する曲を、つづけて最も戻ってくる可能性が低い北斗くんの曲を──真緒くんがぜんぶ自分で歌い、踊り、必死にこなしてくれた。

『Trickstar』は『Ｓ１』で偉い業ぎようを成し遂とげたものの、『ユニット』単位での活動はほぼしていない。『Ｓ１』を大成功で終わらせたあと、生徒会長によって引き裂かれてばらばらになってしまったのだ。

　だから、観客も『Trickstar』のパフォーマンスについては基本的にほぼ知らない。真緒くんが上手じようずに全員で歌うべき曲を個人用にアレンジしたりして、最初から想定どおりの演目を披露しているのだ──と錯さつ覚かくしそうなほど完璧にやり遂とげてくれた。

　人数が足りないという不自然さを、補おぎなって余りある彼のオンステージだった。

『Knights』も、べつに私たちに気を遣つかったわけではないだろうけれど……。毎回、ひとりずつ登とう壇だんしてパフォーマンスを披露していた。戦力としては、五ご分ぶ五ご分ぶといえた。

　どうも『Knights』は個人技に特化した集団のようで、そうやってひとりずつ登壇するのはわりと普段どおりのことらしかった。こちらを侮あなどったり、同情してくれたりしたわけではなく、彼らは彼ららしく振ふる舞まっているだけだろう。

　さすがにこちらの人数が増えたぶん、今回からは全員で総そう攻こう撃げきを仕掛けてくるようだったけれど。四回目の持ち時間を、三人の騎士が華はな々ばなしく用いてくる。

　すこし下がってそれを観戦しつつ、スバルくんが項うな垂だれた。

「あぁ、そっか。やっぱり、ホッケ～は戻ってきてないんだ──」

　他のみんなが揃ったので、ことさら北斗くんの不在が浮うき彫ぼりになるようで、心を酷ひどく抉えぐってくる。彼は『Trickstar』を切り刻きざんだ張本人、生徒会長の手中にいる。なかなか、抜けだせないだろうけれど──寂しかった。

　けれど、思い悩む余裕すらない。いまだに、私たちは戦場にいる。

　気を抜いたら、即死だ。

「でもウッキ～がいる、サリ～がいる！　転校生もいる、俺たち『Trickstar』は再び輝きを取り戻しつつあるっ☆」

『Knights』のパフォーマンスを邪魔している、と疑われそうなほど元気いっぱいの大声で──スバルくんが喜びを叫さけんだ。我が慢まんできない、というように。

「すっごい嬉しい！　張りきっちゃうよ～っ、最高のライブを見せてやる☆」

「ぼ、僕は監かん禁きんされてたからフラフラするんだけど……。休むのは後回しだよね、あぁもう戻ってきたのを後こう悔かいしそうっ♪」

　むやみにスバルくんに抱きつかれた真くんが、すこし愚ぐ痴ちっぽい言葉とは裏腹に、長距離マラソンを走り終えた瞬しゆん間かんみたいな笑みを浮かべている。

　まだ戦闘は続行中で、対たい峙じするのは油断ならない強敵『Knights』──。

　浮かれる理由なんて、実際ほとんどないのだけれど。

　もはや勝利したみたいに、私たちはみんなで馬鹿みたいに笑いつづけていた。
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　持ち時間は五分ほどと、かなり短い。

『Knights』の四回目のパフォーマンスは、あっという間に終わる。

　不思議なことに、同時に私たち『Trickstar』にとっては幸いなことに──『Knights』はかなり精せい彩さいを欠かいていた。あくまで肌感覚だけれど、さほど観客が盛りあがっていなかった気がする。実際、投票される点数も低くはないけれどそこそこという感じだ。

　彼らの実力は、噂うわさ以上のものだった。それは疑いの余地もない事実である、個々人の能力値は際きわだって高い。一年生であろう司つかさくんですら、一人前の風格があった。二年生であるはずの『Trickstar』のみんなよりも、完成度という点では優すぐれていたかもしれない。

　けれど。それはあくまで、歌や踊りひとつひとつの精度を見て人情の通わぬ数字上の計算をした際の話である。たとえば夢ノ咲学院で定期的に行われる実技などのテストであれば、『Knights』は『Trickstar』を凌りよう駕がする点数を叩きだしたことだろう。

　へっぽこ『プロデュサー』の私にはあまり偉えらそうなことは言えないけれど、アイドルとはそれだけではないはずだ。

　どれだけ技術が優れていても、意味がないとは言わないけれど──それがすべてではないはずだ。決して、無む味み乾かん燥そうな数字のみで成立しているわけではない。

　この場に集まった客層の問題も当然あるし、『Knights』の麗しく高貴なパフォーマンスはやや薄暗い校舎裏から浮いてしまっていた。薄暗い路地裏に高級車で入りこんでしまったようなもので、身動きもとれないし、そこで暮らす人々からは不ふ興きようを買うだけ。

　あきらかに、地の利という点で損をしている。

　それに。個人個人で演目をこなす場合、『Knights』は素人しろうと目めから見ても抜ばつ群ぐんに優れていたけれど。今回、全員でパフォーマンスを披露してみたら──ことごとく嚙かみあわなかった。互いに邪魔しあい、食いあってしまって誰に注目すればいいのかわからない。

『Knights』は個人技に優れた『ユニット』ゆえに、集団でのパフォーマンスには不慣れなのだろうか。いっそ目を疑うぐらいに、ちぐはぐだった。

　司くんは悪い意味での一年生らしさがでてしまい、突っ走りすぎてケアレスミスを繰り返す。鳴なる上かみさんは何とか他のふたりの間を取り持とうとしていたけれど、御ぎよしきれずに自分のことが疎おろそかになる。凛月くんに至いたっては、露ろ骨こつに動きが鈍い──眠そうに欠伸あくびをしたりしていて、観客にもやる気のなさが伝わるのか不興を買っていた。

　どうしたんだろう、と逆に心配になるほどだった。敵が本調子ではなさそうなのは、私たちにとっては勿もつ怪けの幸いだけれど。

　人数が増えるほどに輝きを強める『Trickstar』と見比べれば、その欠点は明確である。『Knights』はそのあたり──チームプレイに、問題を抱えているらしい。

　再集合した『Trickstar』に対たい抗こうして、全員でパフォーマンスをすることを選んだ『Knights』の作戦が完全に裏目に出たかたちだ。本人たちもここまで嚙みあわないとは思わなかったのか、ぎくしゃくしながら──やりにくそうにしていた。

　などと、『プロデューサー』目線で解かい析せきしている場合ではない。今はアイドルとして、舞台に立っているのだ。もはや人数が揃ってきたので私はお役御ご免めん、と考えて退場しても良い気はするけれど──枯れ木も山の賑わいであろう。

　舞台の麓は人混みでごった返しているし、降りるに降りられない。それに北斗くんは不在のままだ──ほんのすこしでも、彼の抜けた穴を埋めなくては。

『お待たせしました、真打ち登場～！　『Trickstar』の明星スバルと遊ゆう木き真だよっ、遅れてごめんね！　そのぶん、めちゃくちゃ楽しませてあげる～！』

　いっくぞ～っ☆　と久しぶりに全力全開な笑顔で叫びながら、スバルくんが拳こぶしを突き上げる。後こう攻こうである『Trickstar』の、四回目のパフォーマンスが始まる。

　手を繫ぎっぱなしだったスバルくんと真くんが、仲良く歌い始める。

　私たちの演目は『Ｓ１』と同じ。やや順番が前後したけれど、今回はスバルくんのソロ曲である。そのはずなのだけれど、スバルくんに組み付かれたままの真くんも一緒に歌わされている。仲間と一緒にパフォーマンスができるのが嬉しいのか、真くんも珍めずらしくすんなり促うながされるまま調子をあわせていた。泣き言も漏もらさずに。

　せっかくだし、と思ったのだろう──スバルくんがヒップホップダンスをしている。仲間たちが戻ってくるまで、この【ＤＤＤ】を生き延のびるために練習していた代しろ物ものである。すべての経験が、彼を輝かせる燃料になっている。

　予定にないことでもあっさり組みこみ、煌きらめきに換かえるのがスバルくんだ。

　爆ばく撃げきなどと表現される彼の歌声が観客たちへ──全世界へと、広がっていく。
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「おぉ、あっという間に出力全開だなぁ。やっぱり天才だよスバルは、こりゃあ俺が戻ってくる必要なかったかな？」

　さすがに、ぶっ続けで三回もの持ち時間をやり遂とげた真緒くんは疲れたのか、すこしだけ下がっている。最初からその位置にいた私と、小声で遣やり取りした。

「……ん？　何だよ転校生、『そんなことない』って？」

　バックダンサーとして振る舞いながら、真緒くんは私が漏らしたちいさな声すら拾って反応してくれる。考えてみれば当然、こうして対話するのは久しぶりである。戻ってきてから、真緒くんはほぼ待ち時間なしで舞台に上がって歌い踊っていたのだ。『Knights』の手番で休めるとはいえ、お喋りする余裕はなかったし。

　そんなに長く離れてはいないのに、懐なつかしさすら感じる──穏やかな口調と表情で真緒くんがはにかんだ。頰ほおを搔かいて、かるく頭を下げてくれる。

「そっか。おまえはずっと、スバルから離れずに見守ってたんだよな……。苦労と、心配をかけちまったな。言い訳はしない、ほんとにごめんな」

　謝る必要など、ない。真緒くんは、いつでも正しい。それに、こうして戻ってきてくれた──一緒に舞台に立ってくれた。それだけで、充分である。

　みたいな気持ちをこめて見つめると、真緒くんは察してくれたのか「そっか」と困ったように笑った。彼がよく見せる、どこまでも人間的な表情。

　瞬時にアイドルとしての迫はく力りよくを充満させ、疲労をものともしない軽快なダンス。

「でも今は、みんなとまた一緒にステージに立てて嬉しい！　たまには馬鹿になって、やりたいことをやってやる！　俺たちには、無限の可能性があるはずだもんなっ？」

「うんうん、僕もそう思うよ！」

　ようやくスバルくんから解放してもらえたらしい真くんが、ちょっと下がって私たちの横に並びながら、みんなの顔をやたらと何度も見ている。ずっと閉じこめられていた彼は、再び仲間のもとへ戻れたのが本当に嬉しいのだろう。

　監かん禁きんされている間も地味に筋きんトレなどをしていたのか、意外なぐらいにその動きには淀よどみがない。それを頼もしそうに見ている真緒くんを、真くんは手放しで褒めた。

「でも実際、すっごいよね衣更くんは！　たったひとりで、あの『Knights』と向こうを張って互ご角かくにやりあってたんだもん！　僕には、ぜったい無理っ♪」

「『ひとり』じゃないって、ここまで踏ん張れたのは転校生のおかげだよ。むしろ、俺のほうが『数あわせ』みたいな感じなんだけど～？」

　照れ笑いする真緒くんの言葉を聞いて、真くんがこっちを大おお袈げ裟さに振り向いてきた。

「えっ、どういうこと？　まさか転校生ちゃんに秘められたちからがあって、窮きゆう地ちに追いこまれた瞬間それが覚かく醒せいしたとか……!?」

「いや、こいつはふつうの女の子だよ」

　真緒くんにそう言われて、私は首しゆ肯こうする。何が面おも白しろかったのか、真緒くんはケタケタと声をあげて笑っていた。真ま面じ目めな彼が、ライブ中にそういうことをするのは珍しい。

　すぐに表情を引き締めつつ──笑いすぎて出た涙を拭ぬぐいながら、真緒くんが言う。

「でも、その『ふつう』なところが役に立ったんだよな～♪」

「ど、どういうこと？」

「ほら、この【ＤＤＤ】は分類としては『Ｓ１』だろ？　『Ｓ１』では夢ノ咲学院の他の学科や、校外からも客がくるんだよ」

　慌てふためく真くんへ、落ちつけ、みたいな仕草をして真緒くんが語る。

「忘れたのか、真。こいつは『転校生』だぞ、前の学校からたくさん友達とか知りあいとか呼んでくれたんだっ！」

　踊りながら、真緒くんが屋外ステージの周りを取り囲む観客たちを示す。

「おまけに、こいつ普通科のほうに弟がいるみたいでさ。そっちにも頼んで、たくさん客を動員してくれたってわけだ♪」

「ふぅん、弟ね……？　そういえばお客さんに普通科の制服の子とか、他校の制服の子とかがおおい感じ！」

　予備の眼鏡では度があわないのか、真くんは身を乗りだすようにして観客たちを注視して──納得顔になる。

「この近所の女子校の制服だね～、あれは。転校生ちゃんの、母校なの？」

「転校生は愛されキャラなんだよな～♪　マジで、すっごい数のお客さんだ！」

　星空を眺めるように、真緒くんは陶とう然ぜんとしている。アイドルにとって、自分たちを観にきてくれた人々は愛いとおしい宝物なのである。
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　けれど。

　私はどうしても、観客のほうを見られない。覆面をつけているので目線はわからないのが幸いだけれど、ずっと前で歌っているスバルくんの背中を見ている。

　転校前の学校のみんなとは──正直、合わせる顔がない。それに真緒くんには説明している暇ひまがなかったので誤解しているようだけれど、べつに私が呼んだわけではない。

　そんな発想はなかった。

　私自身、何でこんなに前の学校のみんなが集まってくれているのか理解できないぐらいだ。どうも私たちを全力で応おう援えんしてくれているようだし、有あり難がたくはある。しかし名前を呼ばれても反応も返せない、ひたすら恐きよう縮しゆくしてしまう。

　名前を呼ばれているということは、覆面をつけた私を私と認識して応援にきてくれたのだろう。まぁ【ＤＤＤ】のパンフレットに、『Trickstar』のメンバーとして私の名前が記しるされているので──それ自体は不思議ではないけれど。

　なぜ今さら駆けつけて、応援してくれているのか。

　私は友達も、何もかも置き去りにして逃げだした恥はじ知しらずなのに。

　どうして、今さら……。わけがわからなくて、恐きよう怖ふすらおぼえる。集まった観客のなかには見知った顔が何人かいるので、舞台を終えたあとに事情を聞きたいところだ。

　ちなみに前の学校のみんなについては謎だけれど、弟はふつうに私が呼んだ。

　ちょっと複雑な家庭の事情の結果、家族になった──私とは血の繫がらない弟。幼よう少しよう期きから忙しい両親に代わって私が面倒を見ていたせいか、言動が似ているらしく、義理の姉きよう弟だいだと説明するとみんなに驚かれてしまう。

　最近は根を詰めて衣装をつくったりもろもろ多た忙ぼうで、私はあんまり弟の相手をしてあげていなかったのだけれど。どんどん疲れて窶やつれていく私が心配だったのだろう──ご飯を食べているときに事情を聞かれて、いろいろ搔かい摘つまんで説明したのだ。

　誰かに話を聞いてもらって、悩みを打ち明け、慰なぐさめてもらえるだけでだいぶ心は楽になるものだ。弟には感謝している、暇なのか呼んだら応援にきてくれたし。

　あとで、たくさん良い子良い子してあげよう。まぁ弟もあれで高校生なので、思春期なのか最近は触さわろうとすると逃げるけれど──そこがまた愛らしいのだ。

　などと弟のことを考えているうちに、真緒くんと真くんは会話をつづけている。

「当然、転校生の客はみんな俺たちを応援してくれる。追い風が吹いてるんだよ、それを呼びこんでくれたのは転校生だ。ほんと、北斗が言うとおりの救いの女神かもな♪」

「そっか、転校生ちゃんが──」

　真くんが目を輝かせてこちらを見たけれど、私が曖あい昧まいな反応をするので、あまり触れられたくない話題だと察してくれたのか──賞しよう賛さんの矛ほこ先さきを真緒くんへ向けてくれる。

「でも、呼びこんだお客さんたちが『Knights』に奪われずこの場に留とどまって、僕たちに声援をくれてるのは衣更くんの功こう績せきだよ──実力だよ。衣更くんはほんとに魔法使いだよね、不利な状況を一発で逆転してくれた！」

「あはは、まだ逆転してないから油断すんなよ～。それだけ追い風を受けても五分五分ってところだ、さすがに『Knights』は強敵すぎる」

　真緒くんが気合を入れ直すつもりか、自らの頰に手を添えてぐりぐりと揉もんでいた。そう──いまだに戦闘中だ、気は抜けない。仲間たちと再び巡り会えた嬉しさでつい何もかもが解決したような気分になっていたけれど、全然そんなことはないのだ。

　まだ、希望がわずかに見えただけ。

　けれど──それだけで、命いのち懸がけで戦える。

「だけど。ここは辺へん鄙ぴな場所にある屋外ステージだから、そもそもの客はすくない。誰も、こんな夢ノ咲学院の隅すみっこまでこないからな……。集まってるのは、ほとんどが転校生が呼んだ『俺たちの客』だ。油断せず、全力を尽くせば、絶対に勝てる！」

　いつもは北斗くんがしてくれる状況分析を、真緒くんが代理するように行っている。ほとんど独ひとりで『Trickstar』をここまで牽けん引いんしつつ、ちゃんと周りも見えている。真緒くんのキャパシティには、舌したを巻くしかない。
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「うん！　僕も、及ばずながらがんばるよ！」

　真くんもいつになく張りきって、幸せの絶ぜつ頂ちよう──みたいな輝かしい笑みを浮かべる。疲労を感じさせない力強さで踊る真緒くんに調子をあわせて、愛らしく飛び跳ねて。

「みんなと一緒にがんばれるのが、夢みたいに嬉しいよ～♪」

　マイクをしっかり握りしめて、歌いつづけるスバルくんの援えん護ごをしようとする。

「ほんと、戻ってこられてよかっ……うげっ!?」

　けれど歌い始めの大事なタイミングで──真くんは、みょうな声をあげてしまった。何事かという顔で、『Trickstar』や『Knights』どころか観客たちも一いつ斉せいに彼に注目する。

　真くんは顔面蒼そう白はくになって、ある一点を凝ぎよう視ししている。ゴキブリでもでた、みたいな反応だけれど──舞台上に？　否、それはご家庭の害虫よりもなお真くんにとっては忌き避ひすべき、恐怖の対象であった。

　ステージの床に、ぺたり、と白い手のひらが載せられる。怪かい奇き映画そのものだ──つづけて肩が、頭が見える。それは名状しがたい異様な感情を双眸に宿らせた、先ほど置き去りにしたはずの泉いずみさんである。

　ここまで全力で走り、人混みをかき分けてきたのだろう──いつも小こ綺ぎ麗れいにしている髪は乱れ、汗だくだった。両目だけが、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのように爛らん々らんと輝いている。

「ゆ～う～く～ん？」

　苦労して舞台に上がってくると、彼は地の底から響ひびくような怨おん念ねんの声をあげる。

「恥をかかせてくれちゃったねぇ、指の一本や二本じゃ済まさないよぉ？」
















「し、しまった、泉さんも戻ってきた！　『防音練習室』から脱出するときは余裕なかったからなぁ、ふん縛じばって身動きとれなくしておくべきだった！」

　あからさまに後ずさりながら、真くんがけっこう大だい胆たんなことを言っている。縛るのはやりすぎだ──こっちが犯罪者になってしまう、過か剰じよう防ぼう衛えいである。気持ちはわかるけれど。

「ほんと執しゆう念ねん深いなぁ、厄やつ介かいすぎる！」

　寒気を覚えたのか我わが身を抱きしめて震ふるえあがる真くんに、あんまり事情がわからないのだろう──真緒くんが怪け訝げんそうに問うた。

「脱出って。おまえ、監禁でもされてたの？」

「そうだよ！　みんなに会いたかったよ～、あと久しぶりに見た日の光が眩まぶしい！　あぁ、生きてるって素晴らしいね……☆」

　迫せまりくる恐怖の根こん源げん、泉さんから目を逸そらして真くんは現実逃とう避ひするみたいに空を見上げている。聡さとい真緒くんはだいたいの経けい緯いを推察したのか、思し索さくを巡らせる。

（ふぅん。それは、『使える』かもな……。こういうのは、『Trickstar』のやりくちじゃないかもしれないけど。勝つために、手段を選んでる余裕はないよな？）

　躊躇ためらいをすぐに吹っ切って、真緒くんはいつでも──いちばん難しい役割を果たす。

（汚よごれ仕事は俺の役目だ、どでかい花火をぶちあげてやるっ！）

　何事かを企くわだてる真緒くんに気づかず、泉さんは「はぁ、ひい！　ぜぇぜぇ、ゆうく～ん……！」と息を乱しながら、真くんのみを見つめて近づいていく。

　そんな彼の歩みを遮さえぎるかたちで、『Knights』の面々が立ち塞ふさがった。今は『Trickstar』の出番なので彼らはやや下がった位置にいて、遅れてきた仲間を責めるように口々に声をかける。このあたりの対応も、『Trickstar』とは真逆な感じである。

「あら、あら？　ずいぶん重役出勤じゃないの、珍しく息を荒らげちゃって。そんな状態でライブできるのォ、泉ちゃん？」

「契けい約やく違い反はんですね。参加すべき舞台に遅ち刻こくするのは、Smartスマートとは言えませんよ？」

　当たり前のように真くんに飛びかかろうとする泉さんを、左右から叱しつ責せきしながら鳴上さんと司くんが止めている。我関せずと、その横で凛月くんが大欠伸していた。

「そんなことより、時間が経って太陽が動いたせいで日差しが照りつけてきたんだけど……。あ～、ぎぼぢわるい。俺は兄あに者じやよりずっと太陽光に弱いんだけど……」
















　不快げに呻うめきながらも、泉さんに縋すがりついてその陰かげに入る凛月くん。邪魔そうにそんな彼を引き剝はがしつつも、泉さんは真まっ赤かになって喚わめいていた。

「うるさい！　いいから、『Trickstar』を叩たたきつぶす！　まともにやったら、『Knights』が負ける要素はないんだからねぇ！」

「う～ん、最初に『まとも』じゃない方法を用いたのは泉ちゃんでしょ？　アタシは最初から反対だったのよォ、どうしたものかしら？」

　どうも鳴上さんは泉さんがやらかした監禁事件（？）についてある程度、弁わきまえていたようだ。泉ちゃん、などと気安げに呼んでいるし──親しい間柄なのだろうか。

　知っていたなら止めてほしい、と私などは思うけれど……。鳴上さんにも何やら事情があるらしく、心のなかでどうしたものか──という具合に思い悩んでいた。

（椚くぬぎセンセェには、『Trickstar』は早めに潰つぶせって言われてるけど。メンバーを拉ら致ちして不戦勝で～、なんて好みじゃなかったし。どうにも、興きようがのらないわねェ？）

「ど、どういうことです？　何かRuleルール違反をしたのですか、瀬せ名な先輩？」

　一方、何も知らされていなかったらしい司くんが、泡あわを食くって泉さんを問い詰め始める。ペナルティがつくぐらいに騒いでいる彼らに、何だ何だと観客が注目している──その絶妙なタイミングを見み計はからって、真緒くんがマイクを握りしめて叫んだ。

『そのとぉ～り！』

　ちょうど、スバルくんがソロ曲を歌いきった瞬しゆん間かんである。パフォーマンスを万全にこなしつつ、余った時間を真緒くんが有効活用しようとしている。

『みんな聞いてくれ！　卑ひ劣れつにも、『Knights』の瀬名泉は【ＤＤＤ】に勝利するため、俺たち『Trickstar』の大事なメンバーを拉致・監禁していたんだ！』

　ＯオＮンにしたマイクで拡大された声音が、校舎裏に朗ろう々ろうと響いた。

『俺たちが最初、人数が足りずに苦戦したのはそのせいだ！　だが、運良く脱出してくれたみたいだ！　ほんと良かったよ、心配したんだぞ～？』

　やや演技過か剰じように、真緒くんが真くんを引き寄せてぬいぐるみみたいに抱きしめる。ついでに歌い終えたスバルくんとも肩を組んで、三人並ぶ。

　スバルくんがそんな真緒くんの意図を察したのか、私の手を優しく握ってくれる。四人、ほとんど密着する。傍はた目めからも、仲良しこよしに見えるだろう。

『Knights』は何やら姦かしましく言い争いをしているので、尚なお更さらである。凛月くんのみ真緒くんの意図を察したのか、他に理由でもあるのか「まずい」みたいな顔をしていた。

『全員揃えば、俺たち『Trickstar』は無敵だ！』

　そんな凛月くんに申し訳なさそうに目め配くばせしつつ、真緒くんが剛ごう胆たんに言い放つ。

『長年、この夢ノ咲学院を恐怖と圧政で支配した生徒会の『紅月』を倒したのも！　何を隠そう、この俺たちだったりする！』

　それは、まぎれもない事実である。ほとんどの観客たちはそう言う真緒くんがその『紅月』へ移籍しかけていたことや、私たちが生徒会長に徹てつ底てい的てきにやっつけられて一度は絶望の底に沈んだ事実を知らない。革命を成し遂げたという、偉い業ぎようのみを高らかに示す。

『俺たちが、夢ノ咲学院を変える！　笑顔と希望で溢れた、アイドルの楽園に……！』

　綺き麗れい事ごとしか口にしない政治家のように、真緒くんは大衆を導こうとしている。生徒会に所属し、そのやりくちを知ち悉しつする彼が──そんな己のありかたすらも武器にして振るおうとしている。大勢を誘導し、味方につけて、場の流れを変える手法をとったのだ。

　生徒会は、敬人さんは己の身内で、最大の獅し子し身しん中ちゆうの虫を育ててしまった。敬人さんの性格ならば、その事実を嘆なげくよりもむしろ誇らしく思うだろうか──どうだろうか。

　過か酷こくな二重生活で身につけた、誰からも好かれ受け入れられる優しく穏やかな笑顔で、真緒くんは片目を瞑って言ってのけた。

『みんな、応援してくれよっ♪』
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（わ～お、口が達たつ者しやねェ？　アタシたちを悪者にして、世論を味方につけるつもり？）

　食ってかかる泉さんをあやしていた鳴上さんが、らしくなく舌した打うちした。

（『全員揃えば』って、『Trickstar』は全員揃ってないじゃない。あたかも遅れてきた遊木クンだけじゃなくて、明星クンまでアタシたちが拉致したみたいに言ってるし～？）

　真緒くんの放った言葉の危険度を、察したのだろう。けれど気づいたときにはもう遅い──対処しようにも、間にあわない。今はまだ、残りわずかだけれど『Trickstar』の持ち時間なのだ。迂う闊かつに真緒くんの発言に口を挟はさめば、減点される。

（ところどころ噓うそを織おり交まぜて、観客たちにわかりやすい『勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語』を信じこませるつもりねェ？　やだわァ、『やりづらい』ったらありゃしない！）

　動くに動けないまま、鳴上さんは猛もう烈れつに真緒くんの放った攻撃の意図を探る。笑みを消すと凄味すらある美貌を歪ゆがませ、真緒くんを睨にらみつけている。

（でもね。いきなりそんなこと言われてすぐに信じて『酷い！』『悪者め！』な～んて、アタシたちを糾きゆう弾だんできるわけがないわァ？　一般人は非日常に弱いのよォ、坊ぼうや？）

　あとから聞いた話だと、鳴上さんと真緒くんは同い年どころかクラスメイトらしいけれど──なぜか子供あつかいしている。年齢よりも、彼はずっと大人びている。

　緊急事態にも素早く対応、次に訪れる『Knights』の持ち時間を有効活用する方法を考えている。五回の持ち時間を終えると一区切りのため、次が最後のチャンスなのだ。

（天てん秤びんが『Trickstar』に傾かたむく前に、こっちもＭＣなり何なりして取り繕つくろわないとねェ。このまま、取り返しがつかない空気になる前に）

　まだ引っくり返せる。鳴上さんは、そう考えていたようだ。彼らは優秀なアイドルである──どんな事態でも、卓たく越えつした個人技で切り抜けられる。全員が一丸となる必要すらない、誰かひとりでも生き残っていれば戦局を変えられる──それが『Knights』だ。

　けれど。ひとりひとりが強すぎるのも考えもので、誰かひとりでも裏切ったり敵に回ったりすると大変なことになる。自分の抱かかえた火薬庫で、危険な兵器が誘ゆう爆ばくを始める。

　伝説に残る騎士団のおおくは、内部抗こう争そうで崩ほう壊かいしているのだ。

「瀬名先輩！　先ほどのAnnounceアナウンスは事実ですかっ、何ということを！」

　義ぎ俠きよう心しんとプライドという名の紅ぐ蓮れんの炎を瞳ひとみに宿し、司くんが獅し子し吼くを放った。

「卑ひ劣れつです、それが紳しん士しのやることですか!?」
















（うわぁあ……。よりにもよって味方に、いきなり丸まる吞のみで敵の言うことを信じちゃう素直な子がいたァ～っ!?）

「うるさいよぉ？　いいから集中してっ、あいつらを不幸のどん底に叩き落としてやる！」

（あ～らら、泉ちゃんったら頭に血がのぼっちゃって？　凛月ちゃんも日差しのせいでグロッキーだし、これは旗はた色いろが悪いわねェ～？）

　状況そっちのけで泉さんを問い詰める司くんと、そんな彼の疑念を晴らすことなく無理やり従わせようとする泉さん、おまけに本格的に気分が悪くなったのかしゃがみこんで動かなくなった凛月くん──そんな仲間たちを眺めて、鳴上さんがいちいち内心で突っこみながら一瞬、何もかも放置して立ち去りたいみたいな顔になっていた。

（『Trickstar』に比べて、利害関係だけで結びついている『Knights』の結束は弱い。動どう揺ようし、メンバーどうしで仲なか違たがいしてしまえば勝てる勝負も勝てないわァ？）

　けれど。どれだけ不仲でも戦局が悪くても、騎士は仲間を見捨てて敵前逃とう亡ぼうなどしない。深々と溜息を漏らして、鳴上さんは雄お々おしく居住まいを正した。

（でもま。夢ノ咲学院が誇る強きよう豪ごう『ユニット』として、そんな小こ細ざい工くでかんたんに倒されてあげるわけにはいかないわねェ～？）

　決闘に臨のぞむ、誇り高き立ち姿だ。

　どれだけ傷を負っても前進をつづける勇士のように、彼は笑っていた。美女のように野や獣じゆうのように、どこか妖よう艶えんに。

（やだわァ、ぞくぞくしちゃう♪　楽しくなってきたわねェ、ウフフフフ！）
















（ん～。攪かく乱らんはできたけど、それだけで決着とはいかないか。打てる手は打った、あとは実力勝負だ。北斗がいてくれたら、頼もしかったんだけど……。この場にいないやつに期待しても仕方ない、ここで負けたらぜんぶ終わる）

　不気味そうにそんな鳴上さんを見ながら、真緒くんが鋭するどく呼気を放って演説を終える。彼が落とした爆ばく弾だんの威い力りよくと、その結果は──もう間もなく明らかになるはずだ。

　互いに残すところ、一回ぶんの持ち時間しかない。そこで一区切り──延長戦に突入さえしなければ、泣いても笑ってもお終いだ。

　その時点までに、できるかぎりで足あ搔がくしかない。

　真緒くんは、最善を尽くしてくれた。

（あいつが戻ってきたとき、すでに負けてました～じゃ格好がつかないもんな。何が何でも勝ってやる、無理を通して道理を引っこめる！）

　生徒会長が仕込んだ、悪意ある物語のなかで──。

　私にとってはまちがいなく主人公のような男の子たちは、必死に戦いつづける。

（この緒戦は！　いいや【ＤＤＤ】は、俺たちが主役だ……！）

　決着は、近い。

　波乱だらけの嵐のごとき【ＤＤＤ】一回戦が、終結しようとしていた。
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　一時は、どうなることかと思ったけれど──。

　結果として、『Trickstarトリツクスター』は【ＤＤＤ】の緒戦を突破した。

　夢ゆめノの咲さき学がく院いんの歴史に残る古こ豪ごう、『Knightsナイツ』に勝利したのである。

　そのこと自体はもちろん喜ばしいけれど、胸むねを張って誇れるものでもない。『Knights』にとって条件はほとんど最悪だったし、運も状じよう況きようも『Trickstar』に味方した。あらゆる後押しを受けて、それでも僅きん差さでの辛しん勝しようであった。危あやうい、綱つな渡わたりとなってしまった。

『Knights』の個々人の力量は強大無比だけれど、今回はそれが悪い方向に働いてしまった。真ま緒おくんの放った策に乱され、仲なか違たがいまでしてしまい、ほとんど自じ爆ばくしたようなものだ。強すぎる彼らはその矛ほこ先さきを身内に向けた際に、致ち命めい傷しようにまで至いたってしまった。

『Trickstar』を分割し弱体化させた生徒会長のやりくちが、いかに恐おそろしいものか実感してしまう。疫えき病びようのようなものだ──真緒くんは自みずからを殺しかけた毒をあえて用いて、つまり敵の残した武器を拾ってがむしゃらに戦い抜いてくれたのだ。

　そうしなければ勝てなかった。殺さなければ、死んでいたのはこちらだ。

『Trickstar』にはいまだに北ほく斗とくんが戻ってきていないけれど、聞いた話だと『Knights』もフルメンバーではなかったようだ。『ユニット』の核かくとなる、リーダーが不在だったらしい。支柱のない『Knights』はぐらぐら揺ゆれて、万全の状態とは言えなかった。

　泉さんも途中まで合流しなかったし、あちこち欠けて足下が疎おろそかになっていたのはお互いさまである。人数でいえば同等で、状況と幸運、策と勢いで薄はく氷ひようを踏ふむ勝利を得た。

　もちろん負けたからといって、決して『Knights』が弱かったわけではない。スバルくんたちが帰ってくるまでは、むしろ押されていた。真緒くんが実質、独ひとりで踏ふん張ばっていた状態だったわけで──大差をつけられなかっただけ彼が優秀なのだ。

　ともあれ。絶望的な状況に、わずかに光が差しこんだ。

　私たちは、生き延のびたのだ。

『Knights』はライブが終わったあとも互いに摑つかみかからんばかりの勢いで口くち喧げん嘩かをしていたので、気き遣づかわしいけれど、ひとの心配をしている余裕もない。

　振り返って分析したり反省したりする暇ひますらなく、私たちは次の屋外ステージに慌あわただしく移動しライブをしていたので──奇跡的な勝利の要よう因いんを、はっきりと断言はできないけれど。強しいて言うならば、本当に幸運が味方したのだろう。

　もちろん、その幸運を手た繰ぐり寄せられたのは──『Trickstar』のみんなが最後まで諦あきらめずに尽じん力りよくしたからである。どこかで誰だれかが折れていたら、勝てなかった。

　スバルくん。真まことくん。真緒くん。それぞれが己おのれの葛かつ藤とうに折りあいをつけ、痛みを堪こらえ泥どろ水みずを啜すすって、懸けん命めいに未来を勝ち取った。私は華か麗れいに芽め吹ぶく花々を案か山か子しみたいに見守っていただけで──偉えらそうなことは言えないものの、彼らを誇りに思う。

　などと、過去を懐なつかしむように回想してしまったけれど。

　状況はもちろん現在進行形であり、私たちの戦いはまだ始まったばかりだ。





[image: ]






　屋台などが出店していて、異様に賑にぎわう夢ノ咲学院のグラウンドである。

　戦場となる屋外ステージがいくつも互いに邪じや魔まにならないように配置され、それを目当てに集まった人々でごった返している。屋台のそばには休きゆう憩けい所じよもあり、食事などができる。私と『Trickstar』のみんなは、そこで屋台飯をぱくつきながら一休みしていた。

【ＤＤＤ】が始まってからだいぶ時間が経過しているため、さすがに観客たちも疲れてきている。もちろん、連続でライブをしていたアイドルたちも消しよう耗もうしている。

　それを見越して、あらかじめ【ＤＤＤ】の予定には中休みが組みこまれていた。ご飯時でもあるし、観客もアイドルもみんなお腹なかを満たしつつ束つかの間まの平へい穏おんを堪たん能のうしている。

　アイドル衣装のまま着替える元気もなく、ぐったりとした私は設置されたベンチに体重を預けている。困こん憊ぱいしきっていて、目を閉じたら眠ってしまいそうだ。

　寝ている場合ではないのだけれど。正直、ものすごくきつかった……。夢ノ咲学院に転校してから狂きよう瀾らん怒ど濤とうの日々を過ごしているので、すこしは体力がついた気はするけれど。今回は普段とちがって、私もステージに立ったので。

　寿じゆ命みようがごりごり削けずられている気がするものの、早死にしても悔くいはない。達成感と、喜びがある。今、『Trickstar』のみんなが笑っている。それが、何よりの報ほう酬しゆうである。

「ぷっはぁ、ようやく一息つける！　怒濤のような連戦だったな……！」

　ほぼ瀕ひん死しの私とちがってまだ元気な真緒くんが、私のすぐ真横に腰こし掛かけておおきく足を伸ばした。彼も表情は明るい──過か酷こくな労働を終えて、自宅に戻ってきた働き盛ざかりの営業マンみたいだ。汗が流れていたので、私がそっとタオルで拭ぬぐう。

「お疲れ、サリ～♪　ウッキ～と転校生もね！」

　疲れていないわけがないのに異様に元気なスバルくんが、しばし姿を消していたと思ったら、大量の屋台飯を両りよう腕うでいっぱいに抱かかえて駆かけ寄ってきた。遠くに投げたボールか何かを取ってきた忠ちゆう犬けんみたいな、彼らしい純じゆん粋すいなキラキラ笑顔だ。

　彼は私、真緒くん、その横で半なかばベンチに寝そべって動かない真くん（大丈夫だろうか？）に次々と屋台飯を押しつけると、真くんを豪ごう快かいに起こして空いた隙すき間まに自分も座った。足を振り振り、全身で伸びをして思いっきり息を吸っていた。

　彼がずっと待ちわびていた、仲間たちと過ごす愛すべき空気感を。

「んん～っ！　こうやってみんなで『お疲れさま』って言いあえるのが夢みたいだよ、すっごい嬉うれしい☆」

「まだまだ気は抜けないけどな、とりあえず嵐は乗り越えたって感じ？」

　そんなスバルくんを呆あきれたように、けれど懐かしそうに眺めながら──真緒くんが焼きたてほかほかのタイ焼きをちびちびと齧かじっている。猫ねこ舌じたなのだろうか。

「緒戦のＶＳ『Knights』が、これまでで最大の山場ってとこだったな」

　気を抜きすぎずに、いつもなら北斗くんがしてくれる状況分析を口にする。

「つづく二回戦、三回戦、四回戦……。どれも、『Knights』に比くらべりゃたいしたことない『ユニット』が相手だったし」

　彼が言うとおりに、『Trickstar』は破は竹ちくの快かい進しん撃げきをつづけていた。緒戦の勝利で勢いをつけて、つづく連戦を制したのだ。私はもう目が回りそうで、ひたすら他のみんなについていっただけなので──ほとんど思いだせないぐらいだけれど。

　あっという間だった。それに、あんまり特筆すべき出来事もなかったのだ。怖いぐらい順調で、『Trickstar』はとんとん拍びよう子しに勝ち上がっている。

「それでも、俺と転校生だけじゃ勝てなかったよ～？」

　これからもライブはつづくというのに、スバルくんが大量の焼きそばをすごい勢いでぺろりと飲みこんでしまう。あまり食べると、胃い袋ぶくろが重くなって動けなくなってしまうだろうに。まぁ彼ならば、すぐに消化して栄養にしてしまうだろうけれど。

　実際、何か食べなければ途中でぶっ倒れそうではあるし。栄養補給は必要だ。

「それに、俺らも結成したばっかりの『ユニット』だしね～。他のところを馬ば鹿かにできるほど、無敵ってわけじゃないし」

　語りながら、スバルくんはたこ焼きや大判焼きを瞬しゆん時じに口のなかへ消してしまう。

　もはや、火に薪まきをくべているかのようだ。不思議と作法もでたらめなのに見苦しくないし、口元がソースなどで汚よごれることもない。

「でもでも、『Knights』とは僅きん差さだったけど他のところには大差つけて勝てたもんね。ほんと、追い風が吹いてる感じがするよ」

　ホッケ～も合流してくれてたら最高だったんだけど、と彼は寂さびしげにぼやいた。

「まぁ、そうだけどな。あいつも苦しい立場なんだろうよ、察してやれよ」

　となりに座ったスバルくんを、真緒くんが慰なぐさめるようによしよしと撫なでた。

「すくなくとも、俺は同情するね～。一歩まちがえたら、俺だって『紅あか月つき』の一員になってたわけだしな」

「よく戻ってきてくれたよ、サリ～！　好き好き、だぁい好きっ☆」

「抱だきつくなよ、鬱うつ陶とうしい……。まぁ『紅月』は【ＤＤＤ】には参加しないっぽいしな、俺が抜けても支し障しようなかったから。警けい備びとかしてるよりは、ライブのほうが楽しいしな」

　全身で抱きついてくるスバルくんを、無理に振り払わずに真緒くんが苦笑する。

「でも『fineフイーネ』に取りこまれた北斗は、ちょっとやそっとじゃ戻ってこられないぞ。俺たちと一緒にいることが、北斗にとっての幸せかどうかもわかんないしな」

　あくまで公平に、いつものように一歩引いた意見を述べる真緒くん。

　それほど長く離れていたわけではないけれど──真緒くんらしい言い分を聞いて、むしろ私は安あん堵どしたし懐かしかった。あぁ、真緒くんは真緒くんだ。

　敬けい人とさんは、真緒くんを無理やりねじ曲まげたりはしなかったのだろう。真緒くんの在りかたはときどき病的で、歪ゆがんでいるとすら言えるけれど、それも個性として尊重したのだ。結果として、自分のそばから真緒くんが遠ざかることになっても。

　彼と敬人さんの間でどんな会話が、葛かつ藤とうがあったのかはわからないけれど──真緒くんは屈くつ託たくのない笑顔だし、いつも器用な彼はたぶん遺い恨こんも残していないのだろう。

　逆に遺恨しかないみたいなのが真くんなので、そちらはかなり心配だけれど。

　私がちらちら見ているのに気づいて、真緒くんが大丈夫だよ、と言うように笑った。

「もちろん。俺だって心情的には、北斗も一緒にステージに立ってほしいけど」

「そうだよね！　みんながいてくれると心強いけど、やっぱり何か足りない感じだもん！　ホッケ～あってこその、『Trickstar』だっ☆」

　両手を振り上げて宣言するスバルくんを、真緒くんが嬉しそうに眺ながめて言った。

「よしよし、笑顔が戻ってきたな。おまえ、さすがにしばらく顔が強こわばってたからな……。俺はもう逃げたり、脱ぬけたりしないから安心しろよ」

「えっ、そう？　自分ではあんまりわかんないけど、駄だ目めだね～？　俺もまだまだ未み熟じゆく者ものだっ、アイドルは舞台上ではいつでも笑顔でいなくちゃね☆」

　真緒くんに指摘されて、スバルくんがむしろそんな些さ細さいなことに気づいてくれて嬉しい──みたいに満開の笑みになる。

　私はそのあたり何も察していなかったので、真緒くんの観察眼に感心する。
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「あはは。ちょっと明あけ星ほしくんの人間味を感じて、僕としてはむしろ『ほっ』としちゃうけどね……。あれっ、ここはどこ？　僕、どうしてご飯を食べてるの？」

　何気なく会話に参加してきた真くんが、今さら状況に追いついたらしく愕がく然ぜんとしていた。どうも、先ほどまで疲労感などのために意識が曖あい昧まいだったらしい。

　ネットにも繫つなげない防音練習室に監かん禁きんされていた彼は、【ＤＤＤ】の基本事じ項こうも弁わきまえていないのだろう。物もの珍めずらしそうに周囲を眺めて、やたら首を傾かしげていた。

　この期ごに及んで初めて疑問を抱いだいたのも、そんな状態なのにここまで文もん句くも言わずに必死にみんなについてきたのも──むしろすこし心配なぐらいだけれど。

　ずっと異常な状況に置かれていたのに、ライブそのものは万全にこなしていたし……。彼は彼で不ふ思し議ぎというか、一風変わったところがある。本番に強い、のだろうか。

「おぉ、グラウンドにたくさん出店とかでてる！　何これ、お祭り？」

「【ＤＤＤ】は『Ｓ１』だしな、一般客がおおいから。食いもんだけじゃなく、ファングッズの物販とかもあるっぽい。ほんと、お祭り騒さわぎって感じだよな～？」

　そんな真くんをむしろ心配そうに見つつ、真緒くんが律りち儀ぎに説明している。自分の頭越しに会話をされて寂しかったのか、はいはい、と手を挙げてスバルくんが発言する。

「俺、さっきサインとか求められちゃった！　嬉しいけど落ちつかないよね、もっと静かなとこで休もっか～？」

「いいだろ、お客さんに顔を覚えてもらえるし。見ろよ、勝ち残ってる『ユニット』は積極的にファンと交流してるぞ～？」

　やはり真緒くんは視界が広い、私にはただの群ぐん衆しゆうに見えていたグラウンドに集まった人々から──いろんな情報を得ている。たしかに見ると、各おの々おののアイドル衣装を着たものたちがサイン会などをしていたり、この時間は空いている屋外ステージにてたぶん許可を得てミニライブをしたりしている。

　今は小休止の時間とはいえ、戦争は継続中なのである──みんな打つべき手を打っている。全員が死しに物もの狂ぐるいだ、それだけ『ＳＳ』出場という【ＤＤＤ】における賞品は魅み力りよく的てきなのだ。ううん、あくまで彼らは観客ではなくアイドルだということだろう。

「おぉ、アイドルっぽい☆　俺たちも何かやる～？　サリ～、得意のブレイクダンスを見せてやれ！」

「飯を食ってからな」

　いきなり飛びだそうとするスバルくんを、真緒くんが困り顔で制する。

「俺もここんとこ息が詰まってさ、食事が喉のどを通らなかったんだよな～。そんな繊せん細さいな神経してたとは、自分でびっくりだよ」

　真緒くんは語りながら、もそもそとあくまで栄養補給みたいな感じで食べている。

　その向こう、私からはいちばん離れた位置で真くんが幸せそうにハンバーガーに齧りついている。食事をすることで生きている実感を得たのか、涙ぐんでいた。

「僕も、お腹ペッコペコ！　お腹と背中がくっつくどころか、突き破りそうだよ！」

「何を言ってるかわからんけど、気持ちはわかるよ。おまえ、ずいぶん長く監禁されてたみたいだしな～？」

「ほんと災さい難なんだったよ。あぁ、人間らしい食事は久しぶりだ……♪」

　真くんは、ほんとうに美お味いしそうに食べている。

　彼が監禁されていた防音練習室のなかにはかなり居い心地ごこちの良さそうな生活空間が整えられていたし──食事も与えられていたと思われるけれど、手はつけなかったようだ。頑かたくなに、完全に泉さんを拒きよ絶ぜつしていたらしい。

「そういえば。嵐あらしが──あぁ鳴なる上かみってやつが取り持ってくれて、『二度と真に手ぇださない』って条件で監禁については示じ談だんにしたけど」

　真緒くんがすこし言いづらそうに、びみょうな話題に触ふれる。

『Knights』の一員──鳴上さんは真緒くんと同じクラスだというし、フルネームも知っているわけだ。鳴上嵐、というらしい。

　強そうな名前だけれど、印象はむしろ優しげだったから変な具合だ。

　ともあれ下へ手たにそのあたりを掘ほりさげて、たとえば警けい察さつなどがでてくる展開になるのはあまり好このましくはない。【ＤＤＤ】が中止になったり、そうでなくても余計に時間がとられたりするだけだ。泉さんは破は滅めつするだろうけれど、それでは誰も幸せにならない。

　もちろん、泉さんのしでかしたことは充分に糾きゆう弾だんされるべきことだし……。あの調子だと同じようなことを繰くり返しかねないので、放置はできないけれど。

　泉さんとの、『Knights』との因いん縁ねんはこれからが本番かもしれない。とはいえ今はもっと優先すべきことがある──もちろん、被害者である真くん次し第だいではあるけれど。

「それで、構わないよな。無む駄だに、ことを荒あら立だてたくないし」

「いいよ～。泉さん、むかしから『あんな感じ』だし。もう慣れてるっていうか、いちいち騒さわいでたら面倒が増えるだけだよ～？」

　怖いぐらいあっさりと、真くんは笑顔で応こたえている。監禁されていたというのに、その気の抜けた態度は異様ではある。無む邪じや気きすぎる──私はなぜだか、ぞっとした。

　真緒くんは言葉を額がく面めん通りに受け取ったのか、流すことにしたのか──いつも深入りしない彼らしさを発はつ揮きして追及しなかった。

　そして、耳みみ障ざわりの良い言葉で真くんの態度に好意的な説明をつけた。

「そっか、おまえも逞たくましくなったよな。ほら、あんまりガツガツ食べるな。空すきっ腹ぱらにいきなり大量にかきこむと、戻しちまうぞ？　舞台上でゲロとか勘かん弁べんな？」

「むぐ～！　でも、お腹すいた！」
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「もぐもぐ。食べながらで『ごめん』だけど、一息つきつつエネルギー補給しつつ……。今後の作戦を立てとこっか、あぁ血けつ糖とう値ちがあがってようやく頭が回ってきた～♪」

　あくまで楽しげに、のんびりと食事をつづけながら。

　真くんはややお行ぎよう儀ぎ悪わるく、食べながらパソコンを操そう作さした。

「没ぼつ収しゆうされてたノーパソとかスマホとかも取り戻せたしね、情報収集は任せてっ☆」

「ひゃっほ～！　さすがウッキ～、頼りになるぅ☆」

「あんまり褒ほめないでよ～、照れちゃうよ～♪　歌や踊りではみんなの足を引っ張りがちだからね、他のことでフォローしないとねっ？」

　たぶん意味もなく賞しよう賛さんするスバルくんに、真くんは素す直なおに照れ笑いを浮かべる。デジタル機器の扱あつかいに長たけた彼は、喋しやべりながらも止とめ処どなくタイピングをしている。

「ともあれ。僕たちが順調に勝ち進めたのにも、理由がある。強きよう豪ごう『ユニット』が、序じよ盤ばんの早い段階でけっこう消えてるんだよね」

　真くんが不在の間は、こういう情報収集は私が行っていたので──彼がいてくれると本当に助かる。欲しい知識を、どんどん集めてくれる。

　アイドルに必要な技術かというと首を傾げはするけれど、真くんの情報収集スキルは『Trickstar』の強大な武器のひとつなのだ。

　感心して見ている私に気づかず、真くんはやや表情を真剣なものにして語る。

「まず『流りゆう星せい隊たい』が、あの生徒会長の『fine』に緒戦から挑いどんで惜せき敗はいしてる。さすがに勝ちは拾えなかったみたいだけど、すっごい盛もりあがったみたいだね～？」

　私たちを切り刻んだ生徒会長率ひきいる『fine』と、特訓に付きあってくれた『流星隊』が──そんなに早い段階から激げき突とつしていたのか。迂う闊かつなことに、私は初めて知った。

　私たちが緒戦を行っていた屋外ステージと、彼らが対戦した舞台はかなり離れているため──気づかなかった。余よ所その状況を、気にしていられる状態ではなかったし。

【ＤＤＤ】はトーナメント戦みたいなものだけれど、最初からどういう取り組みになるか決まっているわけではないのだ。成り行き次第で、いろんな対戦カードが生じる。

　スバルくんが意外そうに目を丸くしてから、ちいさく唸うなった。

「そっか。ち～ちゃん先輩、あの『fine』に挑んだのか」

「きっと、『fine』を……生徒会長を消しよう耗もうさせるためにな。あの完かん璧ぺき超ちよう人じんの唯ゆい一いつの弱点が体力だから、そこを削ってくれたわけだ」

　真緒くんがかなり正確に、『流星隊』の行動──その意図を察する。そういえば、真緒くんもスバルくんと同様に『流星隊』の隊長である千ち秋あきさんが率いるバスケ部に所属しているとか。他人ではないのだ、だから理解できるのだろう。

　千秋さんの行為の、尊とうとさと価値を。

「身体からだを張って、たぶん俺たちのために戦ってくれたんだ。やっぱり俺たちの部長は頼もしくって、尊敬できるひとだよな……スバル♪」

「基本うざいけどね～。でもそうだね、たまには優しく接してあげよっかな～？」

　何だか拗ねたような、むず痒がゆそうな、ちょっと珍しい反応をしているスバルくんを──真緒くんが茶化すように肘ひじで小突いた。
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　乳ちち繰くりあっているふたりを羨うらやましそうに見つつ、真くんが追加の情報をくれる。

「いま映像を確認してるけど、ほんと総力戦だったみたい。『事実上の決勝戦』だったって、校内ネットで話題になってる」

　映像を表示したパソコンをこちらに向けて、私たちにも見せてくれる。

「緒戦では唯一、最初の投票で決着がつかずに延長戦までもつれこんでるよ～？」

　画面のなかで、純白の天使のごとき『fine』と、五色に彩いろどられた正義の味方たる『流星隊』が真正面から対戦している。画像が粗あらいし、人混みのなかで音声を流すのもどうかと思ったのかミュートされているけれど、それでも只ただならぬ迫はく力りよくは伝わってくる。

「これで『fine』の持ち歌とか演出とか、けっこう見えてくるかも。出し惜おしみしてる余裕もなかったんだろうね、さすがの生徒会長も」

　真くんが、そう結論づける。『fine』はずっと活動休止していたというし、実際ほぼ謎なぞの存在である。先日の『Ｂ１』でその一いつ端たんは示されたけれど、あんなものは巨大な山のほんの麓ふもと──わずかな裾すそ野のでしかないだろう。

　あの生徒会長のことだから、見せていいものしか見せなかっただろうし。

　神秘のヴェールに包まれた彼らの武ぶ装そうが、戦力が衆しゆう目もくに晒さらされた意義はおおきい。

　未知こそが、恐きよう怖ふだ。『流星隊』は、『fine』の脅きよう威いを大幅に減じてくれた。身を挺ていして──怪物の正体を暴あばき、希望を与えてくれたのだ。彼らは、やはりヒーローである。

　感動している私の横で、真緒くんが気になることを問うてくれた。

「えっと。総力戦ってことは、北斗も『fine』の一員として出場したのか？」

　そうだ。そんな悪夢のような可能性が、厳げん然ぜんとして存在するのである。私たちの大事な仲間だった北斗くんは、今や最大の敵の身内となっている。仮定の話だけれど、『fine』の衣装を身にまとった北斗くんと、血まみれで殺しあう展開すらありえる。

　そんな状況になったとき、私は、他のみんなは理性を保っていられるだろうか。考えるだけで、吐き気がする。

　真くんも言われて初めてその可能性に気づいたのか、やや青ざめている。

「いや……。ざっと調べたけど、氷ひ鷹だかくんは舞台に立たなかったみたい。たぶん移籍から【ＤＤＤ】まで間がなかったから、衣い装しようとか用意できなかったんじゃない？」

「そっか。ちょっと、ほっとした」

　スバルくんが、想像だけで打ちのめされてしまったのか──悄しよう然ぜんとする。

「『fine』の一員になったホッケ～なんか、見たくないもん」

「でも衣装とか調達できたら、【ＤＤＤ】開かい催さい中ちゆうにでてくる可能性があるんだろ。決勝戦とかで、北斗と戦うことになるかもな。そのへん、覚かく悟ごしといたほうがいい」

　いつでも言いにくいことを口にしてくれる真緒くんに、真くんがちいさく震えながら頷うなずいた。嫌なことは考えたくないのか、首を振って前向きな話題を選ぶ。

「まぁ、できればそんな切ない事態は避さけたいけどね……。しっかり研究して、いざ『fine』と対決するときの戦略を立てるよ」

「うん、みんなで一緒に考えよう。ち～ちゃん先輩の犠ぎ牲せいを無む駄だにしないためにも──俺たちが、『fine』に勝つんだっ！」

　スバルくんが冗じよう談だんなのか素すなのか曖昧だけれど、反応しづらい発言をする。

「ち～ちゃん先輩、安らかに眠ってくれ！　敬礼～☆」

　戦死したみたいに言う……。ライブで対決しただけなので、生きてはいると思うのだけれど。ただそれで一気に空気が明るくなって、真くんは安心したのか微笑ほほえんだ。

　大事な後輩のために戦った千秋さんに感服したのか何なのか、真くんが画面のなかで元気よく飛び跳はねている『流星隊』の面々を見て──ぽつりと囁ささやいた。

「愛されてるよねぇ、明星くんは。羨ましいよ」

「ウッキ～も、瀬せ名な先輩に愛されてるじゃん？」

「あ、あんな病やんだ愛はいらないから！　ていうか愛なの、あれは!?」

　触れたくない話題だったのか、真くんが過か剰じようなぐらい嫌いやがって目を泳がせる。咳せき払ばらいして、やや強引に論点を修正する。

「ともかく。『fine』と『流星隊』の対決が、観客の耳じ目もくを集めたおかげで……。僕たちのステージには、転校生ちゃんが呼んでくれたお客さんの割合がおおくなった。それが投票結果にも反映されて、あの『Knights』に勝てたわけ」

　いきなり矛ほこ先さきが私に向いたので、びっくりして噎むせそうになった。

「そうそう！　転校生にもお世話になったよね～、けっきょく覆ふく面めんつけたまま舞台にあがりっぱなしだし♪」

「あはは。『謎のマスクマン』として、校内ネットで話題になってるよ～？」

「とくに何をしてるわけでもないけど、いてくれると心強いよな。北斗が戻ってくるまでは、転校生はそうするつもり～って感じ？」

　スバルくん、真くん、真緒くんがそれぞれ好意的な視線を向けてくれる。恐きよう縮しゆくしてしまう──おかしな噂うわさが流れるのは、むしろ困るのだけれど。

　ともあれ実際、私はここまでのライブすべてにいちおう参加している。覆面をつけて、北斗くんの百万分の一ぐらいしか役に立てなくても。それが今回の、私の役回りだ。

　挙きよ動どう不ふ審しんになる私に苦笑して、真緒くんが神しん妙みように頭を下げてくる。

「北斗の、代理をしてくれてるんだな。ありがとう、心の穴がちっとは埋うまる」

「でもさ。そういえば、転校生の友達とか弟くんとか応おう援えんしにきてくれてるんでしょ。そのおかげで、俺たちが勝ち進んでこれたってのもあるし」

　スバルくんが無む垢くに、あまり気づかないでほしかった点を指摘してくる。

「会って、話したりしなくていいの？　転校してきてからまだ間がないから、久しぶりって感じでもないかもしれないけど。俺たちも、挨あい拶さつとお礼をしときたいな～☆」

「そうだな、いちおう俺たちアイドルだし──」

　真緒くんが、スバルくんに同意して茶目っ気のあることを言う。

「紹しよう介かいしたら、きっとお友達とかビックリするぞ～♪」

　どうしよう。実際、彼らの言うとおりだけれど。

　前の学校のみんなや弟の投票のお陰かげで、あの難敵『Knights』に勝利できた──その後も彼らはずっと私たちを追いかけて、応援してくれた。

　前へ進む推すい進しん力りよくを、希望を与えつづけてくれた。

　恩おん義ぎには、報むくいなくてはならない。せめて、感謝の意を伝えるべきだ。それは人間として最低限、弁えておくべき礼れい儀ぎである。そんなことは、もちろん理解しているけれど。

　大事な、素す晴ばらしい『Trickstar』のみんなのことを紹介して、見せびらかしたい気すらするけれど──やっぱり、情けないけれどまだすこし怖かった。

　逃げてはいけない。先延ばしにしてはいけない、傷が膿うむ前にそれを治ち療りようする努力をするべきだ。それに単純に、命を救われたのに恩人に対して知らぬ存ぜぬという顔をするのは最低の恥はじ知しらずである。そんなことは重々、承しよう知ちしている。

　なのに動けない。私は弱虫だ。
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　スバルくんたちが、俯うつむいて押し黙だまってしまった私を不ふ審しんがりかけた──。

　その瞬間に、まるで助け船をだすように接せつ触しよくしてくるものたちがいた。

「おうおう！　余裕ですな、勝ち組はっ？」

　いつの間にか。

　私たちの正面で──『2winkトウウインク』のふたりが腕うで組ぐみし、踏ふん反ぞり返っていた。同じ工場でつくられた大量生産品のように、まったく同じ姿勢と表情である。なので、どちらがひなたくんでどちらがゆうたくんなのか、一目見ただけではわからなかった。

　相変わらず浮き世離れした、雑然とした周囲の景色に馴な染じまない双ふた子ごである。

　彼らも【ＤＤＤ】に参戦しているのだろう、『ユニット』専用衣装を着ている。人混みのなかでもよく目立つ、ケミカルな蛍けい光こう色しよく。

　ふたりは露ろ骨こつに演技っぽく、顔を寄せてひそひそ話をしている。

「聞きました、奥さま？　あのひとたち調子こいてますわね～！」

「奥さまの言うとおりザマスわね～、失礼しちゃう！」

「何だ唐とう突とつに。ていうか、何だその口調は。おまえら、そんなキャラだったか？」

「お～、『2wink』！　元気～？」

　呆あつ気けにとられる真緒くんの横で、スバルくんが嬉しそうに挨拶して──抱ほう擁ようを求めるように両手を広げる。『2wink』はともに『Ｓ１』で革かく命めいを成し遂とげた同どう志し、心強い味方である。一緒に特訓をしたし、気心が知れている。

　もちろん、あの『Ｓ１』から状況は変わっている──【ＤＤＤ】ではみんな優勝を目指すライバル同士である。馴なれあうことはできないけれど、親近感は消えたりしない。帰き省せいしてきた孫たちを見る祖そ父ふや祖そ母ぼのごとく、私たちは嬉しさで満ちあふれる。

　大だい歓かん迎げいな私たちに、『2wink』はすぐ笑顔になると近寄ってくる。

「元気なわけあるかっ、これでも落ちこんでるんだぞ！　慰なぐさめてほしい！」

「元気は元気ですよ～、俺たち二回戦で負けたんで。体力、有り余ってます～♪」

「どっちだよ、元気なのか元気じゃないのか……。おまえらそんな早くから敗退してたのか、可か哀わい想そうに。ほれ、たこ焼きをあげよう♪」

「むき～！　そんなもんで誤ご魔ま化かされないぞっ、ちいさな子供じゃないんだからな！　ご馳ち走そうさまです……☆」

「食べるのは食べるんだね、アニキ」

　てきとうに『2wink』をあやす真緒くんに対して、ふたりが口々に発言したおかげで──ようやく見分けがついた。舞台上ではほぼシンクロした動きをするふたりだけれど、日常会話の際には意図的にかだいぶ異なる印象の喋しやべりかたをする。

　元気なほうがひなたくんで、やや大人しいほうがゆうたくんだ。

「うはぁ、たこ焼きンまぁい！　もぐもぐ、でもさ～？　あんたたちマジで俺たちに感謝しなよ～、もぐもぐっ♪」

「食べるか喋るかどっちかにしなよ、アニキ」

　真緒くんにもらったたこ焼きを貪むさぼる兄のほう──ひなたくんに、弟のほう──ゆうたくんが冷れい徹てつに突っこんだ。相変わらず、予あらかじめ台本があるかのように小気味良く、ほぼ間を置かずにぽんぽん喋るので置いていかれそうだ。

「じゃあ、俺が食べるからゆうたくんが喋って？」

「え～、それだと俺が損しかしないんだけど……」

　無茶なことを言う兄に辟へき易えきしつつ、ゆうたくんが割合──素直に説明してくれる。

「まぁいいや。ちょっと朔さく間ま先輩に頼まれましてね、『最終的な勝利』のために俺たち『2wink』は捨て石になったんですよ」

「えっ、どういうこと？」

　不ふ穏おんな響ひびきの言葉を受けて、スバルくんが心配そうに表情を曇くもらせる。そんな彼を見て努つとめて空気を重くしすぎない配はい慮りよをしたのか、ゆうたくんが軽い口調で説明した。

「『流星隊』が、指針を決めた感じがしますね。とにかく俺たちは『fine』の戦力を削そいで、消耗させることに腐ふ心しんしたんです」

「舞台上を跳ね回って、攪かく乱らんしたり演奏を邪魔したりしたね～？　『fine』もかなり苛いら立だったみたいだし、無駄に疲れてるはずだよ？」

　あっさりたこ焼きを完食して、ひなたくんが当たり前のように自然に言葉を継ぐ。それについては慣れているのか気にせずに、ゆうたくんが肩かたをすくめた。

「おかげで、しばらくドリフェス出場停止処分になったけどね……。アニキ、はしゃぎすぎ。生徒会長に飛びついたりしたでしょ、ペナルティも仕方ないよね？」

「あはは、何か騒いでるうちに楽しくなってきちゃってさ～♪」

　なぜか照れ笑いみたいな表情になるひなたくんだけれど、とんでもないことをする──あの生徒会長に飛びつくとか、考えるだけで恐ろしい。まぁ誰にも触ふれられない絶対者のような『皇こう帝てい』だけれど、生身の人間ではあるから触さわることは不可能ではない。

　普通は、そんなおっかないことは誰もやらないというだけだ。

　ペナルティをあえて受けつつ、パフォーマンスを延えん々えんとつづけた。あの『Ｓ１』のときもそうだったけれど──彼らは禁きん忌きにも恐れなく近づき、あっさり常人が線引きして近寄らない領域にも踏みこんでしまう。考えなしだからではなく、たぶん強いから。

　必要なら、やってのける。そして、できてしまう。前の学校のみんなに面と向かってお礼も言えていない私とは、おおちがいだ。尊敬するしかない、恐るべき子供たちだ。

「ともかく、俺たち以外にも──その後もどんどん、朔間先輩の息のかかった『ユニット』が生徒会長に挑んだんです。先輩がみっちり鍛きたえた、生はえ抜ぬきの『ユニット』がね」

　ゆうたくんが得意げに言って、まったく同じ表情のひなたくんも同調する。

「朔間先輩が優秀なトレーナーだってことは、みんなご存ぞん知じだよね♪」

「そして次の準決勝では、朔間先輩が自みずから『fine』に挑むっぽいです」

　素晴らしい悪戯いたずらを思いついた幼おさな子ごのように、ふたりは忍しのび笑いをしている。銃じゆう弾だん飛び交かう戦場のなかで、楽しく遊びちょっかいを入れる狂きよう言げん回まわしの妖よう精せいそのものだ。

「【ＤＤＤ】なら一般客もいるから、つまり女の子のお客さんもいるから羽は風かぜ先輩もサボらず参戦するだろうし。さすがの生徒会長も、苦戦するでしょう」
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「へぇ、すっごい戦略的に『fine』を狙ってるんだね～」

　双子の説明を聞いて、スバルくんが感心してから──小首を傾げた。

「でも何で、そんな手間のかかったことをするの？」

「そんな質問するなんて、場合によってはブン殴なぐりますよ。天然だなぁ……。まぁ先日の『Ｂ１』で恥をかかされた怨うらみ、ってのもあるんでしょうけど」

　ゆうたくんが己も所属する軽音部の親玉である零さんの意向を、代弁する。腹が立ったのか何なのか、スバルくんに顔を近づけて──じろりと睨にらみつけながら。

「朔間先輩も、口では『我わが輩はいたちが『fine』をぶちのめすための布石じゃ♪』とか言ってましたけどね。あなたたちへの援えん護ご、でもあるんですよ」

　かなり上手に零れいさんの物もの真ま似ねをしつつ、不意に真ま面じ目めな態度になる。

「あなたたちに期待してるんですよ、朔間先輩は。ここまで、あなたたちが勝ち進んできたのも『そういう理由』があると思います」

　いつもおちゃらけた態度の双子だけれど、そのときだけは真しん摯しに言ってくれた。

「みんな期待してるんです、『流星隊』も『UNDEADアンデツド』も俺たち『2wink』も。『紅月』を倒し、この学院に革命の風を吹かせたあなたたちにね……。みんなが、あなたたちを応援しています。時計の止まったこの学院の歴史を、揺ゆり動かした『Trickstar』をね」

「また奇跡を目もく撃げきさせてよねっ、先輩たち♪」

　真面目に語るのが照れくさいのか、ひなたくんが手を叩いて囃はやし立てていた。

「……そっか」

　いつもなら楽しい雰囲気につられて馬鹿みたいなことを言い始めるスバルくんなのに、双子の説明を聞いて──驚くほど綺き麗れいに、純じゆん粋すいに笑った。

「そうなんだ。俺たちがやってきたことは、無駄じゃなかったんだな。ちゃんと、響いてたんだ。みんなの、心に」

「なおさら、負けられない理由ができちまったな」

「嬉しいよね！　僕たち、孤こ立りつ無む援えんじゃなかったんだっ♪」

　かわいい救い主たちに、真緒くんと真くんも感激しているようだった。

　思いの外ほかに真面目に受け取られて、逆に困ったようにゆうたくんがモジモジした。

「そうそう。とはいえ、どんだけ消耗しても『fine』は腐くさっても学院最強──確実に勝てる保証はどこにもありません。だけど、『良い勝負』で満足されても困りますからね？」

　休きゆう憩けい中ちゆうの、これから再び戦場に進む私たちをお喋りで疲れさせるのもどうかと思ったのか、ゆうたくんが深々と頭を下げて話を切りあげる。兄の頭を、ぽんぽん叩たたきながら。

「俺たちのぶんまで、舞台で輝いてください。それだけ、伝えたかったんです。お話しできて光栄でした、……ほら帰るよアニキ。いつまで、たこ焼き食ってんの？」

「え～！　やだ～っ、帰るって『独どく房ぼう』って渾あだ名なのついてる反省室にでしょ？」

　弟に服を引っぱられながら、ひなたくんがなぜか私のお腹のあたりに抱きついてくる。行動の意味はわからないけれど──相変わらず、スキンシップの過か剰じような子だ。

　よくわからないなりに、彼の頭を撫でる。陽光を吸ったのか、とても熱い。

「椚くぬぎ先生が反省文を書くための原稿用紙を積んで、手ぐすねひいて俺たちを待ってるんでしょ～？」

「待たせば待たすほど反省文の量が増えるよ、もう観念して行こうよアニキ～？」

「のぉう！　せめて、ゆうたくんが俺の代わりに反省文を書いて～！　筆ひつ跡せきも似てるからいけるって、俺は俺より強いやつを探して修行の旅にでるから！」

「駄目だってば。ていうか反省文を書かされるのは、アニキが舞台ではしゃぎすぎたせいでしょ～？」

　嫌がる兄を無理やり私から引き離して、がんばって引きずりながら──ゆうたくんが片目を瞑つむって再び別れの挨拶を口にする。

「んじゃあ、失礼します。準決勝、がんばってくださいね♪」

「負けたら承知しないよっ、反省室をこっそり脱ぬけだして応援に行くからね～♪」

　観念したのか何なのか、そのまま引きずられながらひなたくんが手を振ってくる。

「おう。俺たち『Trickstar』が、最高のステージを見せてやるっ☆」

　それに元気よく応えつつ、スバルくんが身を震わせて歓かん喜きの声をあげた。双子のおかげで、あらためて覚悟も決まった。未来ある子供たちに、とびきり素敵な夢を見せよう。

　今は一休みしているけれど、『Trickstar』はすぐにでも膨ぼう大だいな輝きを放ち始めるだろう。優しく頼もしい味方がこんなにいる、私たちは孤こ独どくに戦っているのではなかった。

　だから、誰にも負けない。どんな困こん難なんも打ち破ってみせる、あの革命の日のように。

「あはは。さっきまでヘバってたのに、噓うそみたいに元気になったな～？」

「うん！　準決勝が待ち遠しいよ、必ず勝とう！」

　すっかり活力を取り戻した真緒くんの言葉に頷き、真くんが拳を握りしめる。それを己の胸に添えて、永遠の愛を誓ちかうように高らかに言い放った。

「みんなのちからをあわせて、また僕たちが奇跡を起こそうっ♪」
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　そのあと。

　腹ごしらえと小休憩を終えた私たちは、全速力で夢ノ咲学院を駆け抜けていた。

「急げ～！　早くしないと準決勝に遅刻するぞっ、せっかくここまで勝ち残ってきたのに！　対決に遅れて不戦敗なんて、格好悪すぎる！」

「遅れてるぞ転校生っ、あぁもう俺が手を引いてやる！　緊急事態だから勘かん弁べんなっ♪」

　いつものように先頭を突っ走るスバルくんの後ろで、さすがに焦あせった表情を浮かべた真緒くんが優しく私の手を引いてくれる。真緒くんは最初に会ったころから私を女の子あつかいしてくれるというか、気を遣つかってくれるけれど──スバルくんとかは遠えん慮りよなく抱きついてきたりするのでぜんぜん大丈夫ではある。もう慣れた。

　せめて足を引っぱらないように懸命に走っている私の後ろ、いきなり始まったドタバタ劇についていけてない真くんを──真緒くんが手て招まねきする。

「真も『もたもた』すんなっ、丁てい寧ねいに身だしなみを整えてる時間はないからなっ？　なるべく衣装が乱れないように、かつ迅じん速そくに移動しろ！」

「そ、そんな器用なことができるのは衣更くんだけだよ～!?」

　口元に手を添えて、真くんは気分が悪くなってきたのか青ざめている。

「待って～！　僕を置いてかないで～！　はぁ、ひぃ……たらふく食べたからお腹が重たいっ、ていうか脇腹が痛い！　うああっ、何でこんなことに～!?」

「泣き言は後にしろっ、ていうか遅ち刻こくしそうなのはウッキ～がいつまでも昼飯を食べてるからだろ！」

「だってだって、お腹すいてたんだもんっ！」

　振り返って指をさしてくるスバルくんに、奮ふん起きしたのか真くんが追い縋すがる。あっという間に私たちを追い越し、肩を並べていた。特訓の成果か、真くんは脚きやく力りよくが上昇している気がする──監禁されている間も、基き礎そトレーニングは欠かさなかったようだし。

　頼もしい。とはいえ、真くんの成長を確認してほっこりしている場合でもない。

「おまえら、喧嘩すんなよ～……？」

　真緒くんも文もん句くを垂たれつつも、何だか嬉しそうな表情をしている。私も同じ気持ちだ──北斗くんはいないけれど、こうして走り回るのはとても『Trickstar』っぽい。

「ううっ！　それに準決勝の舞台が『講こう堂どう』だなんて聞いてないよ、校内ネットにもどこにもそんな情報は載ってなかったよ～っ？」

　真くんが息を乱しながら、私たちが短距離走をする羽は目めに陥おちいった経けい緯いを語る。

「屋台とかが並んでたグラウンドのそばの屋外ステージに行けばいいと思って、油断した～！　『講堂』でライブするのは、決勝戦だけじゃなかったのっ？」

　そうなのだ。突然の予定変更に、私たちは振り回されている。【ＤＤＤ】は生徒会の仕切りだろうに──不測の事態が生じている、何だか嫌な胸むな騒さわぎがする。

　手を繫いだままの私の不安を察したのか、真緒くんが振り向いて微笑んでくれる。

「う～ん。佐さ賀が美み先生が通達にきたからな、あのひとは俺たちには噓は言わんだろ？」

「サリ～はなぜか佐賀美ちゃんへの評価が高いよね～、ちがうクラスだからあのひとの駄目人間ぶりを知らないんじゃないの？　ほんとに、あのひとを信じていいの～？」

「おまえ、よくそんな失礼な口を叩けるなっ？　あの佐賀美陣じんだぞ？」

　スバルくんの発言に目を剝むいて驚き、真緒くんが珍しく泡あわを食くって喚わめいた。

「生きた伝説だぞっ！　もう現役は引退しちまったけど、俺の両親の世代で佐賀美陣っていえばトップアイドルの代名詞なんだからなっ？」

　そう──先ほど、グラウンドに形成された屋台村で食事をしていた私たちに、担任教師の佐賀美先生がのんびり歩み寄ってきて、何でもないことのように準決勝の舞台が変更になったことを告げてくれたのだ。彼は仕事もあるだろうに、ふつうに屋台で売っているビールを吞のみながら串くし焼やきを齧かじっていて、ほろ酔よい良い気分といった様子であった。

　その姿を見るかぎり、ぜんぜん信用していい人物には見えないのだけれど。彼は私たちのために何くれとなく骨ほねを折ってくれたし、すくなくとも敵ではないはずだ──その程度には信用している。それに、彼がスーパーアイドルだったのは紛まぎれもない事実だ。

　人間としては駄目な部類だけれど、アイドルとしては誰よりも尊敬できる。そんな彼の発言を、真緒くんは重たく捉とらえているようだった。

　とりあえず私たちは佐賀美先生の発言を信じ、『講堂』へ急行している。

「ふふん、吞のん気きにお喋りしてる場合？　追い越しちゃうよっ♪」

「おっ、生意気だぞウッキ～！　待て待て～☆」

「走るの楽しくなっちゃってないか、スバル？」

　珍しく先頭に飛びだした真くんを、スバルくんが鬼おにごっこでもするみたいに追いかける。そんな二人を、私と真緒くんが呆れながら追いかける。
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（う～む。北斗の不在が悔くやまれるところだな、あいつがいたらビシッとまとめてくれたんだけど……。スバルも真も奔ほん放ぽうすぎるっ、良くも悪くも自由だ！）

　人混みを搔かき分けつつ賑やかに移動しながら、真緒くんが思案している。今は遠く離れてしまった大事な仲間──北斗くんの有あり難がたみを、実感しながら。

（俺がガミガミ言っても聞かないしな～、こいつら。北斗はよくこんな鉄てつ砲ぽう玉だまみたいにどこ飛んでっちゃうかわかんない連中を、しっかり仕切ってたもんだ）

　わいわい騒ぎながら進むスバルくんと真くんを、苦笑いして眺めながら。

（……まぁ、いないやつのことを考えても仕方ないか）

　配られた手札で勝負するしかないもんな、と真緒くんは独白する。

（しかし決勝戦だけでなく、準決勝も『講堂』でライブをする……。重要な変更なのに、通達が遅かった。緊急的に決まった案件で、現場もドタバタしてるっぽい？）

　こんな状況なのに、真緒くんには余裕がある。のんびり健康のためにジョギングしているみたいな風ふ情ぜいで、周囲を観察している。

（佐賀美先生が俺たちに通達を回すのを面倒がって、連絡が遅かった……。とも考えられるけど、見るからに集まった客も混乱して右う往おう左さ往おうしてんだよな～？）

　実際、先ほどから定期的にアナウンスが流れ、もろもろ通達されて観客たちがざわめいている。慌あわてて走り回るものなどが渦うず巻まいて、混沌としてきた。

　佐賀美先生はむしろ早めに、準決勝に参加する私たちへ舞台変更を通告してくれた──たぶん私たちが早めにステージへ向かい、体勢を整えられるように気を遣って。

（いらん騒ぎを起こしてまで、横車が押された理由……。誰が？　何のために？　俺の推測が正しければ、生徒会長か、その協力者がこの事態の発ほつ端たんだ）

　本当に北斗くんの代わりに、目の前の事象を分析してくれている。何でもできる器用な彼にとっては、不可能ではないだろう。けれど、どんな場にも出せるワイルドカードたる真緒くんに──思索にのみ時間を費ついやさせるのはもったいない気はする。

（【ＤＤＤ】は校内の各所に配置された屋外ステージを選び、走り回ることになる……という性質がある。だが生徒会長は体力を削られ、疲労困こん憊ぱいしているはずだ。たとえ準決勝を制したとしても──もう動き回る余力もないほど、いろいろ限界ってことだ）

　先ほど双子が告げてくれた、零さんの仕込んだ策──生徒会長を削り殺す謀ぼう略りやく。それが効果を発はつ揮きして、今の状況をつくっている。真緒くんは、そう推測したらしい。

（それを慮おもんぱかって、生徒会の顧こ問もんの椚先生とか、あるいは生徒会役員の誰かが気を回して……。強権発動して、準決勝も決勝と同じ『講堂』を舞台とした）

　そう考えると、辻つじ褄つまがあうのだ。集まったあらゆる状況を整理し、周囲を観察し、真緒くんは推測を固めて──剛ごう毅きな笑みを見せる。

（準決勝が終わったあと、すこしでも生徒会長がその場を動かず休めるように。それだけあの『皇帝』が追いつめられて、疲れきってるってことだ。もちろん、ただの推測だけどな。そう考えると、希望が見えてくるよな～♪）

　あらゆるものに、支えられている。

（『流星隊』が始め、『2wink』たちが繫いだ『fine』への対たい抗こう策さくは……。着実に、生徒会長にダメージを与えてるってことだ。俺たちの勝ち目も、でてくる）

　追い風を受けて、私たちは未来へ向かっている。

（もちろん、俺たちだって万全じゃない。北斗の不在、解散の危機と合流が遅かったことによる練習不足……。だが、１％でも勝機があればチップを賭かけられる）

　戦死するためではなく、栄光を勝ち取るために──『Trickstar』はひた走る。

（夢を見ていられる！　全力を尽くせる、足りないぶんは努力と根性で埋めればいい！　絶対に勝つぞ、この【ＤＤＤ】を制するのは俺たちだ……！）
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　ほんの数分で、『講堂』に到着する。

　夢ノ咲学院のすべてが恐ろしく人混みで溢れているため、移動には難なん儀ぎしたけれど──私たちが休憩していたグラウンドからは、『講堂』はわりと近いのだ。私たちの衣装を見て準決勝に参加するアイドルだと気づき、みんな道を空けてくれたし。

　それでも私はさすがに疲ひ弊へいして、膝ひざに手をついて喘あえぐ。

　休憩した意味がなくなった気がする──スバルくんたちはさすがに体力があるので、私みたいに見苦しい姿は晒さらさずに元気を保っているけれど。

「おぉ、すっごい盛りあがってる！」

　ぴょんぴょん跳ねて、スバルくんは観光客みたいに楽しげに笑っていた。

「お客さんが超満員だね～、ワクワクするっ☆」

「いやいや、はしゃいでる場合じゃないだろ？　ちょっと通してください～っ、『Trickstar』です！　これから対戦があるんで、道をあけてくださ～い！」

　生徒会の業務で人波の整理には慣れているのだろう、真緒くんが率そつ先せんして先頭に進みでて針路を切り開いてくれる。『講堂』にはチケットを入手した観客しか入れないため、外よりもむしろ整然としてはいる。とはいえ満席だし、まだライブが始まっていないためあちこち歩き回っている観客もかなりいる。動くに動けず、立ち往おう生じようしそうだ。

『Trickstar』を見てみんなが黄色い声をあげる──大だい歓かん声せいに全身を打たれて、怯ひるんでしまいそうだ。ここまで勝利を重ね、私たちの知名度はかなり高まっているらしい。期待と羨せん望ぼう、もろもろの熱っぽい視線を浴びせられる。

　ありがたい話ではあるけれど。もともとアイドルではない私はこういう視線や反応には不慣れだ──覆面をかぶり直して、みんなの陰にこそこそと隠かくれる。

　私とほぼ同じ動きをしていた真くんが、眼鏡めがねにライトを反はん射しやさせながら笑っていた。

「わお、いっきに舞台まで道が拓ひらけた！　エクソダスだね！　うはぁ拍はく手しゆの音が爆ばく撃げきみたいだよ～、ちょっと緊張してきた！」

「あはは。決勝戦はこの比じゃないにしても、準決勝から雰囲気に慣れとくのも悪くないだろ～？　この声せい援えんと拍手を、何倍にも何十倍にもするのが俺たちの使命だっ♪」

　真くんの背中を叩いて鼓こ舞ぶし、真緒くんが前向きな意気込みを語る。いつものように和なごやかな会話を重ねながら、何とか舞台の麓へ辿たどりついた。勝負が始まる前から無駄に疲れてしまったけれど──テンションは、どんどん高まっていく。

　何だか『講堂』のすべてに、平和な、天国みたいな雰囲気が充みち満みちている。なぜだろう──観客たちはみんな笑顔で、私たちを受け入れてくれている。

「張りきっていこうぜ～！　さて、俺たちの対戦相手は……っと？」

　真緒くんが麗うるわしい所作で舞台へと登り、そこで待ち受けていた相手と対たい峙じする。すぐに目を丸くし──意外そうに、口くち笛ぶえを吹いていた。

「遅いぞ、おまえらっ！　対戦に遅刻しかけるとは何様なんらっ!?」

　舞台の真ん中で、愛らしい人物が仁に王おう立だちしていた。腕組みして、せいいっぱい怖い顔をしているけれど──小動物が威い嚇かくしているようにしか見えない。

　新しん鮮せんな蜜みつ色いろの髪かみ。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみ。身にまとうのは、水兵服じみた清らかな白い衣装。

『Ra*bitsラビツツ』のリーダー、仁に兎となずなさんである。

　叱しかりつけてくる彼を見て、遅れて舞台に上がったスバルくんが何の躊躇ためらいもなく飛びついて抱き寄せる。ぎゅうぎゅうと、密着していた。

「なずな！　今日もかわいいねっ♪」

「呼び捨てにすんな！　先輩だぞ～！　ていうか『かわいい』って言うなっ!?」

　じたばた藻も搔がくなずなさんへ、もたもたしながら私と一緒に舞台へどうにか這い上がった真くんが──ぺこりと会え釈しやくする。『講堂』にはどんな凶きよう悪あくな敵が待ち受けているのかと不安を覚えていたのだろう、害意の欠片かけらもない彼の姿に目に見えて安あん堵どしていた。

「仁兎先輩！　準決勝の相手は、仁兎先輩たちなんですか……？」

「うむ☆　覚悟しとけよ～、おまえら！　やるからには勝ってにゃるりゃにゃ♪」

「あはは、相変わらず嚙かみ嚙かみですね……？」

　突っかかってくるなずなさんに、真くんはむしろ和んだのかはにかんでいる。親しげな雰囲気──そんなふたりを見て怪け訝げんそうに、振り払われたスバルくんが問うた。

「おやっ、ウッキ～ってなずなと知りあいなんだ？」

「むしろこっちの台詞セリフなんだけど。仁兎先輩は、うちの放送委員長なんだ。明星くんも顔見知りみたいだね～、不思議なご縁えんだねっ♪」

　そうか。なずなさんも真くんも、放送委員会に所属しているのだ。夢ノ咲学院に、いつも流れている放送──耳に馴染む声の持ち主ぬしたち。まだ私は部活や委員会みたいなものにはあまり詳しくないけれど、やはり『ユニット』以外にも膨大な関係性がある。

　誰と誰がどんな間柄になっているのか、早めに把は握あくしなくては──『プロデューサー』としては。そんなことを思った、今はあまりそれどころではないけれど。

　いつも舞台上ではがちがちに緊張する真くんだけれど、顔見知りが相手だと知ってすっかりリラックスしている。元気よく、何度も頭を下げている。

「仁兎先輩、今日はよろしくお願いします！」

「んっ♪　おまえは礼れい儀ぎを知っていてよろしい、苦しゅうないぞ面おもてをあげい～！」

　冗談めかしてなぜか殿様みたいなことを言う、なずなさんである。いちいち、言動のすべてが愛らしい。かわいいものを見て幸せになる私たちの気を引き締めるつもりか、なずなさんはむしろ心配するように、顔をしかめてお説教してきた。

「とはいえ、放送委員長としては小言を並べてやりたいけど。たるんでるんじゃないか～、マコちん？　準決勝の舞台が『講堂』だって情報を、すぐキャッチできなかったから……。そうやって、慌てることになったんだろ～？」

　真くんの鼻頭を指先で突いて、小こ悪あく魔まめいてなずなさんは挑ちよう発はつ的てきに笑う。

「おれは、ちゃあ～んと『いの一番』に辿りついてたからなっ♪」

「あはは、耳が痛いです。ほんと感服しちゃうな～、僕ももっとがんばらないと！」

「えっと、放送委員会って諜ちよう報ほう組そ織しきか何かなの？」

　和わ気き藹あい々あいとしている放送委員ふたりを見て、珍しくスバルくんが突っこんでいた。

　実際、いつも真くんはデジタル機器を駆く使しして情報収集を担当してくれている──彼だけでなく、放送委員会はみんなそういうスキルを身につけているようだ。そういえば諜報活動が得意な忍にん者じや、あの『流星隊』の仙せん石ごく忍しのぶくんも放送委員だったような。

　あまり関係ないことを考えている私のそばで、スバルくんが周囲を見回した。

「ん～、なずなの『ユニット』が対戦相手ってことは……？」

「明星先輩！」

　舞台袖そでから、そんな彼を呼ぶ声がする。

　見ると、愛すべき『Ra*bits』の一員──紫し之の創はじめくんがちいさく手を振っていた。

　ここまで連戦を重ねて乱れたメイクや衣装を、舞台袖で整えていたのだろう。本当に女の子みたいに、ヘアブラシで長い髪を梳くしけずっていた。

　そんな彼の後ろで、同じく『Ra*bits』のメンバーたる友とも也やくんと光みつるくんも「何事だ？」みたいに顔を覗のぞかせている。まだ経験の浅い一年生の彼らは、本番前にもたついてしまっているのだろう。賑やかに騒ぎながら、衣装を互いに着せあいっこしたりしている。

　舞台上にスバルくんの姿を見つけて、嬉しくなったのかヘアブラシを握りしめたまま創くんが歩み寄ってくる。大好きなご主人さまを出で迎むかえる、愛あい玩がん動物のようだ。

「お待ちしておりました！　ずいぶん遅いから、とっても心配しちゃいましたよ♪」

「しののん！」

　不思議な愛称で創くんを呼びながら、スバルくんが満面の笑顔で抱きつきに行く。なずなさんみたいに抵てい抗こうもせずに、創くんはされるがままだ。

「そっかそっか、おまえも準決勝まで勝ち進んだんだな！　偉いぞっ、よくやったな！　よ～しよしよし♪」

「えへへ。明星先輩たちもがんばってるって聞いて、ぼくもがんばらなくちゃって思ったんです……♪」

　幸せそうに、せっかく整えていた髪の毛を揉もみくちゃにされながら、創くんは間近からスバルくんを見つめて頰ほおを赤らめている。いつも思うけれど、恋人みたいにいちゃいちゃするなぁ──仲良しで、たいへん結構ではある。

　思いっきり舞台の上なので衆しゆう人じん環かん視しだけれど、彼らはぜんぜん気にしない。

　ともあれ。私たちの準決勝の相手は、『Ra*bits』らしい。

　失礼ではあるし偉そうなことは言えないけれど、意外だ。あの忌いまわしい『Ｓ２』で、涙に濡ぬれた弱々しい姿が目に焼き付いているせいだろうか。

　けれど彼らは激戦を勝ち抜き、頂点近くまで辿りついたのだ。

　彼らは虐しいたげられるだけの小動物ではなかった──誇らしく、彼らがこの場にいることが自分のことのように嬉しかった。何だか、迷子のペットが帰ってきたみたいに感動してしまう。スバルくんも過剰に喜び、創くんを抱き寄せてくるくる回転している。

「よくがんばったな～、偉いぞ！　胴上げしてあげるっ、ワッショイワッショイ☆」

「うわぁい！　明星先輩が喜んでくれて、ぼくもとっても嬉しいです～♪」

　宙を飛び跳ねる、愛らしい子こ兎うさぎ。それは、絵本みたいに幸せな光景だった。
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　運命に引き裂さかれた恋人たちが再会したみたいに、いつまでもスバルくんと創くんは抱きあっている。誰にも邪魔できない、神こう々ごうしいぐらいの雰囲気。

　そんな二人を呆れたように眺めつつ、遅れて準備を整えた友也くんと光くんが仲良く語りあいながら姿を見せた。

「おまえら仲良しだな。創、そんな調子で対決できんのか？　準決勝では敵同士だぞ」

「まぁ、まぁ。いいじゃん、一回ぐらいは和気藹々とした対決があっても！　それが青春ってものだぜ、スポーツマンシップにのっとって汗を流しあうんだぜっ☆」

「わかったようなことを言うな～、光のくせに」

「くせにとは何だ！　友ちゃんはオレに対する口の利ききかたがなっちゃいないぜっ☆」

「おまえは何者なんだよ。まぁ、準決勝なのにまったく緊張してないのは……。ちょっと羨ましいっていうか、感心するけどさ？」

　スバルくんを真ま似ねるみたいに無意味に抱きついてくる光くんを、面倒くさそうに「ぐい、ぐい」と押しのけながら、友也くんが進みでてくる。

　私たちに気づいてきちんとお辞じ儀ぎしつつ、ごく当たり前のアドバイスをしてくれる。

「ていうか、駄だ弁べってないで準備したほうがいいっすよ『Trickstar』の先輩がた～。あんたたちが遅れたせいで、もうライブの開始時刻ギリギリですからね？」

　その視線が、『Trickstar』のみんなを順じゆん繰ぐりに巡めぐる。あぁ、たぶん友也くんは彼の敬愛する演劇部の先輩──北斗くんを探しているのだろう。

　けれど今、彼は私たちのそばにはいない。

　それを確認し、ぐっと息を詰まらせてやや太めの眉まゆを垂らしてから、舞台上でそんな顔をしてはいけないと思ったのか──無理に友也くんは微笑んだ。

「会場も俺たちも、もうバッチリあったまってますからね♪」

「ご忠告、痛みいるよ」

　真緒くんも私と同じような推測をしたのか、北斗くんについて言及する。

「おまえ北斗の部活の後輩だったな、どっかであいつを見かけたか？　【ＤＤＤ】が始まってからいちども姿を確認できなくて、ちょっと不安なんだけど……？」

「む？　心配しなくても、北斗先輩はしっかりどこかでご活かつ躍やくされてるはずですよ！」

　ちょっと気難しげに、友也くんがくちびるを尖とがらせて反発する。他のみんなに北斗くんの離り脱だつがどういうふうに知られて、受け止められているかはわからないけれど──きちんと彼を繫ぎ止めておかなかった私たちに、友也くんは思うところがあるようだ。

　けれど。私たちを責めても仕方ない、と弁えているのか、友也くんはいろんな感情をぐっと飲みこんだ。くちびるを引き結び、涙ぐんでいた。

　強く、優しい子だ──そんな子にこういう顔をさせてはいけなかったのに。

「……ただ、いちど対決から対決への移動の途中でちらっと見かけたんですけど。北斗先輩、俺に気づかなかったみたいです」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、友也くんは嘆なげくように囁いてくる。

　その一言一言が、私たちにとっては惑わく星せいより重たくて──痛かった。

「あんな先輩、初めて見ました。俯いて、暗い顔して……。いったい何があったんですか？　どうして急に、『Trickstar』のみんなと別行動するようになったんです？」

「それは、俺たちのほうが聞きたいんだけどな。ひとの心配してる場合じゃないだろ～、お互いに。おまえらがどれだけ成長したか、確かめてやるよ」

　スバルくんがやや強きよう硬こうに、意地を張るみたいに肩を怒いからせる。彼もまだ、北斗くんが去ってしまったことに対して折りあいをつけられていない。

　鮮せん血けつを流す傷口に触れられて、さすがに穏やかではいられない。挑いどむように、睨みつけている。そんな彼から友也くんを守るみたいに──なずなさんが、割って入った。

「ほっほう、生意気だなぁ二年坊ぼう主ず～？」

　緊迫しかけた空気を和ませるためにか、おどけた仕草で挑発してくる。

「だけどな。おれたち『Ra*bits』も、伊だ達てに準決勝まで勝ち進んできたわけじゃないぞ。フルメンバーじゃないそっちのほうこそ、足下ぐらついてるくせに～♪」

「おっしゃるとおり。胸を借りるつもりで、対決させてもらいますよ。いい勝負をしましょう、先輩」

「お、おう。急に礼儀正しくなるなおまえは……やりにくいだろっ、もっと生意気でいろ！　まぁ悔いの残らないように、お互いがんばろ～♪」

「あぁ、真まっ向こう勝負だ……☆」

　スバルくんも他人の気持ちを察せられるようになっている、なずなさんの思いやりをしっかりと理解して──茶化しながらも姿勢を正す。珍しく敬語などを口にしているから逆に不ふ真ま面じ目めな態度に見えるけれど、放った言葉はすべて彼の本音だろう。

　いちど舞台袖に引っこみ、慌てて乱れた髪を整え直している創くんを眺めながらも──スバルくんは眩まぶしそうに目を細めた。

（すごいな。『Ra*bits』のみんな、表情に自信が漲みなぎってる。以前とは段違いに、迫力が増してる。しののん、すっごい努力したんだろうな。ライブのあと、泣き崩れるしかなかったあの『Ｓ２』から──）

　暗闇のどん底から、彼らは這はい上がってきたのだ。

（立ち直って、仲間と絆きずなを紡つむいで。自信をつけて、技術を研けん磨まして。満を持して、この舞台にあがってきた。ほんとの本気で、油断はできない）

　清すが々すがしい笑顔で、かつてなく平和で──嬉しい舞台に『Trickstar』は立つ。夢を見せあい、与えあって、輝きを増していく。『Ra*bits』のみんなは、私たちにすら希望を与えてくれた。どんなおぞましい悪意の渦うずのなかからでも、希望の花はきっと咲くのだ。

（だけど俺たちだって、ここで消えるわけにはいかない理由がある。何より、成長したしののんたちと戦えるのが嬉しい～っ☆）

　上じよう機き嫌げんで表情を綻ほころばせながら、スバルくんがふと──何かに気づいた。

（生徒会長も、こんな気持ちなのかな。後輩たちに背中を追われながら、最前線を突っ走る。だとしたら、それってけっこう幸せなことじゃん♪）

　誰にも理解できない恐ろしい怪物じみた生徒会長に対して、スバルくんが抱いたのは──共感である。彼だけはほんのすこしでも、圧倒的に、理り不ふ尽じんなほどの高みで君くん臨りんする『皇帝』の心の一いつ端たんに手を届かせたのだ。

（すくなくとも俺は、すっげ～楽しい！　フェアプレイで勝負して、俺たちの実力を試してやる！　そして、必ず勝ち進む！）

　偉い大だいな、私たちの一番星は──目前に迫せまっている決戦の予よ兆ちようを誰よりも早く察している。イデオロギーの対立、心と心の激突こそが戦争の本ほん懐かいならば、彼の刃やいばは生徒会長にすら届くかもしれない。敵を認識し、急所を弁え、手で触れられるのだから。

（生徒会長が……そしてきっと、北斗が待ってる決勝戦へ！）

　幸せを運ぶ兎たちの贈り物を、しっかりと受け取って──今は目の前の勝負に集中する。かつてなく全身から気合を逬ほとばしらせて、スバルくんは太陽のごとく燃えている。

（さぁ、がんばるぞ～☆　一直線に、次のステージまで駆け上がるっ！）
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　かくして、準決勝──『Trickstar』と『Ra*bits』の対戦は始まった。

　ここまで、私たちは『Ｓ１』をなぞるような演目を中心にして行ってきていた。最初に全員で、次からはソロ曲をひとりずつ、最後にもういちど全員で──という流れである。

【ＤＤＤ】においては五回ずつの持ち時間を活用する、場に札を切れるのは五回。私が戦力にならないため、真緒くんと真くんとスバルくんがソロ曲をこなし、最初と最後は全員で──みたいな構成がいちばん出力が高い戦法なのである。

　けれど準決勝で、私たちは【ＤＤＤ】における必勝戦略を捨てた。最初から最後まで、全員で挑んだのだ。もちろん同じ曲を五連続、となると観客にも飽あきられてしまうので──ライブが始まる直前にみんなで話しあい、ソロ曲をアレンジして全員が中心となる方向に誂あつらえ直して。下手すれば大失敗しかねなかったけれど、そうしたかった。

　というのも、『Ra*bits』は最初から最後まで、準々決勝までずっと全員ですべての持ち時間を使う戦法をとっていたようなのだ。五回ずつの持ち時間を、準々決勝まで五連戦だったのだから──二十五回も、全員で全力のライブをする。

　ひとりひとりは経験の足りない、未み熟じゆくな一年生が大半だからこそ──一丸となる。弱い魚が群むれて、巨大な魚に擬ぎ態たいして外敵を遠ざけるように。

　それが『Ra*bits』の選んだ、ううん勝つために模も索さくし努力して見いだした戦略なのだろう。それは上手に嵌はまり、ここまで彼らを勝ち進ませてきた。真くんがＰＣなどで調べて、そんな事実を私たちは知った。そして、恥はずかしくなった。

『Ｓ１』における勝利をいつまでも後生大事に抱えて、それをなぞる。革命の際に見た泡沫うたかたの夢に拘こう泥でいし、思考停止して……。必勝戦略にこだわり、硬こう直ちよくしていては、私たちが否ひ定ていしたはずの生徒会と同じである。

『Ra*bits』のみんなはちがった、常に進化し成長しようとして足あ搔がいていた。あらゆるパフォーマンスに創意工夫が、彼らの血の滲にじむような努力の痕こん跡せきがあった。もう二度と泣かないために──子供たちは自らを鍛きたえあげ、おおきく強くなったのだ。

　私たちも、彼らを見習わなくてはならない。『Trickstar』を尊敬し、目をキラキラさせて見守ってくれた『Ra*bits』──彼らを落らく胆たんさせないために、もっともっと高みへ。

　粉ふん骨こつ砕さい身しん、どんな痛みも堪えて驀ばく進しんし、誇れる背中を見せつけなくてはならない。それが先輩としての、私たちの矜きよう恃じである。彼らの夢を、絶対に喪うしなわせない。

　同じ土ど俵ひようで勝負し、ちからの差を見せつける。格かつ好こうをつける、それが『Trickstar』の意地であった。ごく短時間でアレンジを考え、演目に組みこむ。かつてなく意欲は充実し、これが人生最後のライブかのように命を燃やして歌い踊った。

　決勝戦の、ううん生徒会長のことなど──その間だけは完全に忘れていた。

（素晴らしい舞台だ。いいや、これ以上なく幸福なライブだ）

　そんな私たちのライブを観ているのは、『Ra*bits』だけではなかった。激戦が繰り広げられている『講堂』のすぐ外──設置された大型モニターのそばに、北斗くんがいる。

　興奮して飛び跳ね、大騒ぎしている観客たちのなかで、石のように押し黙って。

（文句のつけようもない。アイドルも、観客も、誰もが笑顔で楽しそうで……。一体感がある、眩しいほどの煌きらめきも。『Trickstar』のみんなは、成長したな。信じられないぐらいに。つい先日まで、俯いて、自分たちの無力感に打ち震えていたのに）

　群ぐん衆しゆうのなかで、昂こう揚よう感かんに混じれないまま──北斗くんは立ち尽くしていた。

（それが、遠い昔のことのようだ。みんな別人のように、生まれ変わったように輝いている。『Ra*bits』も、さすがに準決勝まで残った『ユニット』だけあって……。一年生ばかりで未熟な点も多々あるとはいえ、じゅうぶんな実力がある）

　能面のごとき無表情で、彼らしく──舞台のすべてを解析している。もはや誰にも使われない、廃はい棄きされた家電が勝手に動いているみたいだ。心しん霊れい現象じみている。

（それでも、『Trickstar』と比べると一枚も二枚も落ちる。身内びいき、ではない。俺はもう、『Trickstar』の身内ではない。公平に見て、そう判断している。一いち目もく瞭りよう然ぜんだ）

　誰にも認識されない、無む為いな思考──。

（魅み力りよく的てきな、『ユニット』になった。この夢ノ咲学院の、他のどの『ユニット』にも見み劣おとりしない。明星、遊ゆう木き、衣い更さら、転校生も……。みんなが努力を積み重ね、絆を紡いできた結果だ。俺が言えた義理ではないが、おまえたちを誇りに思う）

　彼が過か酷こくな生しよう涯がいのなかで身につけてしまった、悪あく癖へき。延々と思考し、分析し、演算する。もう、それを打ち明ける相手はそばにいないのに。誰たがために、思索するのか。

（俺がいなくても……。『Trickstar』は、大丈夫だ）

『fine』の人間もそばにいない。真緒くんの推測が正しければ、準決勝は生徒会長の体調を気き遣づかって『講堂』で行われることになったという。移動にすら、体力を使いたくないから──ならば生徒会長とその側近は、どこか安らげる場所で休息中だろう。

（……駄目だな。胸が締めつけられるようだ、この魅力的で楽しい舞台を俺だけは直視できない。俺は、『fine』になった。きっと、『Trickstar』は決勝戦にあがってくる。そこで、俺たちは敵として戦うことになる）

　北斗くんだけが休憩場所から脱けだし、どうしても気になって『Trickstar』のライブを観にきたのだろうか。未み練れんたらしい自分が情けないのか、北斗くんの表情は暗い。

（このまま見ていたら、『Trickstar』と戦えない。俺はあいつらの期待と信頼を裏切り、背中を向けたのだから。せめて、情けない振る舞いはすべきではない）

　立ち去ろうと何度も足を動かし、けれどその場に留まってしまう。硬直しきった表情──その冷え冷えとして見える美び貌ぼうの薄皮一枚下で、猛もう烈れつな思考と感情が渦うず巻まいている。

（堂々と、胸を張って、おまえたちと向きあいたい。その結果として、おまえたちに憎にくまれて……。もう二度と、取り戻せないほどの亀き裂れつが生じたとしても）

　捨てられた子供のように、彼はただ呆ぼう然ぜんとしてモニターを見み据すえている。遠い異世界──ＴＶの画面に表示される幸せな景色を、眺めるように。

（せめておまえたちのライブを、俺の愚おろかさのために穢けがしたくない）

　深々と息を漏らして、北斗くんは項うな垂だれると──踵きびすを返す。

（決勝戦で会おう、みんな。……俺は、俺の道を行くしかないんだ）
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（……外は、かなり暗くなってきたな）

　モニターの前に密集している人混みから、北斗くんはひっそりと脱けだした。

（もうじき日の沈む時刻だ、だいぶ空が陰かげっている。分厚い雲で覆おおわれて、きっと夜になっても星は見えない。俺はずっと、こんな薄うす暗くらがりのなかで生きていくしかないのか）

　人ひと気けのないほうへと足を向けて、とぼとぼと歩いて行く。

（あったかい輝きに近づくことは、触れることは、もう二度とないのだろうか？）

　遠ざかっていく──輝きから、独りぼっちで。この時間は閉へい鎖さされている、一般人も立ち入りが禁止されているガーデンテラスのほうへと向かう。

（未練がましいな。自分で自分が嫌いやになる。きちんと理性的に判断して、道を選んだはずなのに。どうも、迷子になってしまったみたいだ）

　ガーデンテラスには食堂も存在するものの、その職員はあちこちの出店で料理を振ふる舞まっており誰もいない。ここには管理の難しい薔ば薇ら園えんなどもあるため、あまり一般人に荒あらされては困る──【ＤＤＤ】では基本的に踏みこむのはＮＧとなっている。

　北斗くんもそれは弁えているだろうけれど、あえて無視している──誰もそばにいない静かな場所に身を置いて物思いに耽ふけりたいのだろうか。それとも、単に知らないだけだろうか。『Trickstar』では彼があらゆる情報を整理し、把握して提供する立場だったものの、『fine』では彼がそのあたりに気を回す必要はまったくないのだから。

　生徒会長の絶対王政が罷まかり通った『fine』において、彼は単なる一いつ兵ぺい卒そつである。全体を把握する意味はない、与えられた戦場で命令を遵じゆん守しゆしていればいい。

（俺は、どうすればいいのだろう……？　お願いだ。神でも悪あく魔までもいい、誰か俺に教えてくれ。この胸に渦巻く鬱うつ屈くつを、消し飛ばす方法を）

「北斗く～ん！　私のことを呼びましたか？　呼んでなくても即参上っ♪」

　不意に、あらゆる憂ゆう鬱うつな思考を吹き飛ばすような──能のう天てん気きな声が響き渡る。ギョッとして北斗くんが周囲を見回すものの、声の主は見当たらない。

　そんな彼の腕に、背後からそっと手が伸びてきて絡みついた。

「そうです、あなたの日ひ々び樹き渉わたるです……☆」

「うげっ、出たな変へん態たい仮面。……何か用ですか？」

「他た人にん行ぎよう儀ぎですね！　私と君の仲じゃないですか、もっと愛のある挨拶をするべきです！　ワンモア！　プリーズ！　カモーン！」

「……今ちょっと、あんたの相手をする元気がないんですが」

　鬱陶しくまとわりつきながら登場したのは、『fine』の一員──『三さん奇き人じん』日々樹渉さんである。どんな場所からも浮いてしまう、異様に派手で独創的な見み栄ばえ。周りに咲き誇る薔薇が一時的に人間の姿をとったみたいに、華か麗れいである。

　制服姿の北斗くんとちがって、『fine』の専用衣装を身にまとっている。エレガントな王子さま然とした服装も、彼が身にまとうと手品師か胡う散さん臭くさい詐さ欺ぎ師しみたいな印象だ。

　月光を反射する銀ぎん髪ぱつをたなびかせて、渉さんは機関銃みたいによく喋る。

「Amazingアメイジング！　これは異なことを言いますね、元気がなくなるほど疲れているとも思えませんが？　あなたとちがってライブの連続だった私なのに、見てのとおり元気いっぱいです！　私を見習いなさい！　尊敬しなさい、私はいつでも充電率１００％です……☆」

「……えっと。あんたはむしろ、もっと元気をなくすべきだと思いますが？」

「ふっふっふふふ♪　荒れてますねぇ、言動がいつもより刺とげ々とげしいですよ？」

　北斗くんが睨みつけると同時に姿を消し、次の瞬間には植えられた樹木の枝の上に優ゆう雅がに腰こし掛かけている。幻げん覚かくじみている。そんな奇人の行動には慣れているのか、そういう性格なのか、北斗くんはとくにリアクションをしないけれど。

「棘とげがあるのは薔薇だけで結構！　さぁどうぞっ、薔薇がほしいなら好きなだけプレゼントしましょう☆」

　それを寂しそうに見下ろしながら、渉さんが両手を広げた。同時に、虚こ空くうから大量の薔薇の花びらが出現して──雨のように北斗くんへと降ふり注そそいでくる。

「薔薇なんかいりません。っていうか、どっから出したんですか。相変わらず、手品がお上手じようずですね？」

「ノン、ノン！　手品ではなく愛の魔法です！　手渡した薔薇を、よくご覧なさい？」

「おわっ、薔薇が……。何だこれ、『封ふう筒とう』に変わった？」

　大笑いしている渉さんに促うながされるまま、北斗くんがいつの間にか握っていた一輪の薔薇へ目を向ける。それは見る間にかたちを変えて、古めかしい茶封筒となっていた。

　魔法みたいだ。種も仕掛けもあるのだろうけれど、さっぱり理屈がわからない。

「何ですか、これ？　ていうか、余計なことをせず普通に手渡してくれませんか？」

「馬鹿な！　『普通』ではつまらないではありませんかっ？」

　渉さんは大おお袈げ裟さに仰のけ反ぞって、後ろ向きに倒れる。枝の上にいたので、普通ならそのまま落下して怪け我がをしそうなものだけれど──また闇やみのなかに忽こつ然ぜんと消える。

「退屈は猫ねこをも殺します！　芸を凝こらしましょう、無駄な演出をしましょう、世界を愛で埋うめ尽つくしましょう……☆」

　今度は不意に、北斗くんのそばにある茂しげみから渉さんが顔を覗かせた。どうやって移動しているのか、まるで不明だ。そんな動きをする意味も、理由もわからない。

　不ふ思し議ぎの国のアリスを誘いざないながらも翻ほん弄ろうする、チェシャ猫みたいだ。

「それが私の流りゆう儀ぎです！　いいえ、それが日々樹渉という男なのです……☆」

　呵か々か大たい笑しようしつつも、渉さんは指を振り振り歌うように語る。

「ちなみにその封筒は、私が北斗くんへの愛をしたためたラブレター……おぉっと、冗談が通じませんね!?　ビリビリって破かないでください後こう悔かいしますよ！」

「何なんですかもう……。たしかに『手紙』っぽいですが、いったい誰からの？」

　真顔で封筒をちぎりそうになっていた北斗くんを、ちょっと慌てて渉さんが制止する。反応の薄い北斗くんを寂しげに眺めながら、今回もつけている仮面の表面を指先で撫でていた。表情を隠す怪かい奇きなマスクの下で、その双そう眸ぼうが愉たのしげに輝いている。

「ふふっふ♪　それは見てのお楽しみです！　楽しみはおおいほうがいい！　そうは思いませんか北斗くん？　私はそう思います！　いつだって！」

　また姿を消しながら、感極まったように嬌きよう声せいをあげていた。

「あぁ、私たち人類は悦えつ楽らくの奴ど隷れい……☆」
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「いちいち、無駄に長い言い回しをしないでください。鬱陶しい……どれ、どれ？」

　北斗くんはげんなりした様子で、とりあえず手紙とやらを丁てい寧ねいに開封する。

　先ほどから敬意の欠片もない、どころかむしろおそらく逆の意図で他人行儀に振る舞っていたみたいだけれど──一瞬、敬語を忘れてしまう。

「ぐっ、無駄にしっかり密封してある。あんた、これをどこで受け取った？」

「ナンセ～ンス！　聞けば答えてもらえると思ったら大間違いです！　考えなさい！　推理しなさい、脳のう細さい胞ぼうをスパークさせるのです！　我々は全能の神から知恵の果実を奪い取った、罪と堕だ落らくに満ちあふれたアダムとイブの末まつ裔えいなのですから……☆」

　封筒を爪つめの先でかりかりと引ひっ搔かく北斗くんの正面に、渉さんが出現。もはやそちらを見もしていない北斗くんを、寂しそうに眺めて指先で撫でていた。

「などと意地悪すると、本格的に北斗くんに殴られる気がするので……。私の流儀ではありませんが、端たん的てきに説明しましょう！」

　嫌そうに振り払われ、その勢いで過剰にくるくる回転しつつ、渉さんは笑う。

「先ほどガーデンテラスのそばで、とある老ろう齢れいのご婦ふ人じんに声をかけられましてね。その手紙を、北斗くんに手渡すよう頼まれたのですよ」

「いや、最初からそう言ってください。五秒で説明が済むじゃないですか」

　ようやく苦労して封筒を開けると、北斗くんは訝いぶかしげに渉さんを睨んだ。

「老齢の、ご婦人？　近ごろ応援してくれる、電車の行き帰りでよく会うご老人がただろうか……？」

「ええ、かなりお歳としを召めしたかたでしたね。【ＤＤＤ】の最中は常に爆ばく音おんが鳴り響いているせいか、グッタリしてしまったらしく──私が丁てい重ちように、静かに休めるところへご案内しましたよ。北斗くんに、よろしく伝えてくれるよう頼まれました」

　反応の鈍にぶい北斗くんをむしろ愛いとおしむように、渉さんは止とめ処どなく鳩はとや薔薇を出現させたり無駄な動きをしたりしつつも──情報をもうすこしだけ提示してくれる。

「ふふふ。北斗くんは、ご両親よりむしろ祖そ母ぼ殿に似ているのですね……♪」

「祖母だと？　まさかこの手紙は、俺のおばあちゃんから？」

　その単語に異様なほど反応して、北斗くんが鼻はな白じろむ。彼が祖母を大事にしているのは、彼とともに同じ時間を過ごしていればすぐにわかる。北斗くんにとっては誇こ張ちようではなく世界でいちばん大事なひとだろう──もしかしたら、自分自身よりもずっと。

　彼は、誰も愛せない、そんな機能をもたないロボットではない。

　初めて生々しい感情を見せた北斗くんに、ほっとしたように渉さんが微笑む。

「ええ。私の数ある趣しゆ味みのひとつ、俳はい諧かいの教室で顔見知りになっておりましてね。私が北斗くんの知ち己きであると承知の上で、手紙を託たくしてくれたのでしょう」

　俳諧とは渋しぶい趣味である。和服を身にまとい、一句詠よんでいる彼の姿は想像できない。コラージュみたいである。どこまでが噓で、どこからが本当のことだかわからないひとなので──ぜんぶ冗談かもしれないけれど。

「ついでに、たっぷり茶飲み話などに付きあわされてしまいました。たいへん有意義な時間でしたよ、どれだけ齢よわいを重ねようとも女性は魅力をいや増すばかりですね！」

　本当に楽しかったのだろう、すこし子供っぽい浮き浮きした態度である。北斗くんの祖母から見れば、渉さんだってちいさな幼児と同じであろう。この変わったひとは、ふつうに子供あつかいされる機会などあまりないだろうし──嬉しかったのだろうか。

「北斗くんの幼おさないころの失敗談などを教えていただいたり、楽しく語らいました。いやぁ、是ぜ非ひともまたお話がしたい！　見てください、メアドも交こう換かんしました……☆」

　女子高生みたいにはしゃぎつつ、意外とシンプルな形状のスマホを見せつける。そんな渉さんをこれ以上なく嫌そうに見つつ、北斗くんが苛立ちを隠しもせずに吐き捨てた。

「ひとのおばあちゃんと、勝手に仲良くなるな」

「ふふふ、ヤキモチは見苦しいですよ？」

　拗すねた様子の北斗くんがかわいかったのか、渉さんが全力で抱きつきに行って避よけられている。先ほどまで悲ひ愴そうな面おも持もちで思い悩んでいたのに、渉さんが登場してから北斗くんがゆっくりと柔らかい微び笑しようを浮かべ始めていた──本人に自覚はないようだけれど。

　道化師は、いつでも笑顔を与えてくれる。その意図は、やはりわからないけれど。
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　渉さんは北斗くんに避けられて、過剰に地面をごろごろ転がる。その勢いのまま体たい操そう選手みたいに両手を地面について真上に跳ね、無駄にアクロバティックな動きをしていた。

　宙で、何度も回転して。

　そのまま、虚空から垂れていた紐ひも──のようなものを手た繰ぐり寄せる。

「ともあれ、用件は以上です！　私も大事なお手紙を読むのを邪魔するほど無ぶ粋すいではありませんので、このへんで失礼しましょうっ♪」

　それこそ奇術めいて、渉さんが宙に浮かびあがっていく。空中浮遊──よく見ると、彼が手にした紐はいつの間にか頭上に滞たい空くうしていた気球に繫がっている。

　自動操そう縦じゆうなのか、勝手に動く気球に牽けん引いんされ、渉さんがどんどん高みへと上昇していく。長い髪を白鳥が羽はばたくようにして舞わせ、片目を瞑って優雅に一礼。

　やはり大量の薔薇の花びらを振りまきながら、遠ざかっていく。

「北斗くん、あなたに幸さちあれ！　さらばです！　ふは～はっはっは☆」

「高笑いしながら気球で去るな。あんたは怪かい盗とうか。何の意味があって、こんな無駄な演出を……？」

　北斗くんはぼやきながら、何だかもう突っこむのも面倒になったのか苦笑している。

　特とく殊しゆな染料を塗った造花なのか、ばらまかれた薔薇の花びらは異様に輝いている。渉さんがぶら下がった気球は、天の川を泳ぐ船のようだった。

　そんな美しいと言えなくもない光景を見上げて、北斗くんがかるくお辞儀する。

「しかし、手紙を届けてくれたことには感謝します。……日々樹、部長」

「聞こえませんよ！　感謝の気持ちを伝えたいなら、はっきりとシンプルにこう叫びなさい！　『Amazing』と……☆」

「ふん。その単語だけは、死んでも口にしてやらん」

「あっはっは☆　ようやくいつもの調子が戻ってきましたね、やはり北斗くんには笑顔が似合います！　その調子でもっともっと、笑顔の花を咲き乱れさせなさい！」

　かなり距離が離れているのにきっちり聞き取って、北斗くんのつぶやきにも着実に反応し──渉さんは、遠くても見えるぐらいに大だい胆たんに手を振っていた。

「どんな薔薇よりも美しい、希望の花を……！　Amazing☆」

　そして今度こそ、完全に消え去る。最初から最後まで、イリュージョンのようだった。夢か幻まぼろしのようだった──北斗くんは釈しやく然ぜんとしない顔で、しばし渉さんが去って行ったほうを眺めていた。いくつもの星と、輝く花びらが混じりあって煌きらめいている。

（行ってしまった。気球で。マジで意味がわからんな、あのひとだけは……。同じ『三奇人』でも、朔間先輩はまだ話が通じるほうだったのだと実感する）

　むしろ重荷を下ろしたみたいに弛し緩かんして、北斗くんは自然な笑みを浮かべる。

（けれど、その厚意はありがたい）

　あらためて深く頭を下げてから、彼は歩みを再開する。周囲は真まっ暗くらなので手紙を確認できない──いちばん近くに立っている、水すい銀ぎん灯とうへと向かっている。

（独ひとりぼっちで、歩いているつもりだったのに。いろんなひとに、支えられている。それを実感できただけでも、あなたに感謝する意義はある）

　水銀灯のそばには、なぜか舞台の小道具じみた過剰に飾られた椅い子すが置かれている。柔らかなクッションが敷しかれ、座り心地ごこちが良さそうだ。すぐそばにはテーブルもあって、湯気の立っている紅茶とクッキーなどが用意されていた。

　あからさまに、北斗くんがそちらに向かうと推測して渉さんが仕込んだと思おぼしき感じである。どこまで用意周しゆう到とうなのか──そして、本当に何の意味があるのか。

（さて。おばあちゃんからの、手紙か。何だろう？　あらためて手紙とは……いつでも、話せるのに。わざわざ、【ＤＤＤ】の応援にきてくれたようだが。どこかで俺を見かけて、何か急いで伝えたいことができた──とか？）

　驚きもせずに普通に椅子に腰掛け、北斗くんが封筒を目の前にかざした。

　紅茶を口に含み、甘さ控えめのクッキーを齧って。

（まぁいい、読めばわかる。おばあちゃんが俺を傷つけたり、両親のように強引に俺の人生をねじ曲げたことは、いちどもない。きっと──この手紙は俺の抱えた鬱屈を、すこしは消し去ってくれる）

　全ぜん幅ぷくの信頼のもと、手紙を読む前から北斗くんは祖母へと愛をこめて感謝する。

（ありがとう、おばあちゃん。おばあちゃんは、いつでも俺がいちばん苦しいときに助けてくれる。さりげなく、当たり前のように。それが、どれだけ有あり難がたかったか）

　大事そうに封筒から便せんを取りだし、すぐそばのテーブルに置く。婚こん姻いん届とか入学願書とかの、人生を左右するほど大事な書類に目を通すみたいな態度だ。

（俺はやっぱり、独りぼっちではなかったみたいだ）

　無人のガーデンテラスで、北斗くんはひそやかなお茶会を始める。

（おばあちゃん。お手紙、大事に読ませてもらう）

　輝く星々のもとで──彼もまた、未来に繫がる細い糸を手繰り寄せようとしていた。そんな彼を見守り、応援するように、無数の薔薇がただ静かに咲き誇っている。
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　運命の決戦である【ＤＤＤ】準決勝、『Trickstarトリツクスター』と『Ra*bitsラビツツ』の対決──。

　それは死し屍し累るい々るいたる修しゆ羅ら道どうのごとき【ＤＤＤ】において、おそらく最も平和な雰ふん囲い気きを保ったまま円満に終了した。最初から最後まで『講こう堂どう』には笑顔が花々のごとく咲き乱れ、誰だれもがふたつの『ユニット』の健けん闘とうを讃たたえ幸福な空気感に酔よいしれた。

　ライブとは、観客を楽しませるものである。その観点からいえば、大成功であったし──【ＤＤＤ】において最も評価されるべき一戦であっただろう。片や星座のいちぶを失い輝かがやきを減じ、どうにか苦労して再さい構こう築ちくを果はたした『Trickstar』。片や初心者だらけの初うい々ういしさに一長一短がある、けれど猛もう烈れつな勢いで進化をつづける『Ra*bits』……。

　アイドルユニットとしての完成度でいえば、どちらも夢ゆめノの咲さき学がく院いんが誇る綺き羅ら星ぼしのごとき『ユニット』たちと比くらべて際きわだって秀ひいでているわけではない。けれど彼らは激戦を勝ち抜き、ベスト４に名を連つらねた。準決勝という大だい舞ぶ台たいで、最後まで演目をやり遂とげた。

　彼らの名前とステージを、集まった観客たちはきっと忘れない。

　いつまでも鳴り止まなかった万ばん雷らいの拍はく手しゆと歓声が、その証明である。

　全力で対戦したものの、『Trickstar』と『Ra*bits』の間に遺い恨こんや蟠わだかまりは残らずに──。

【ＤＤＤ】では異例なことに、投票が集計されてから結果が発表され、勝者と敗者が決定した後にふたつの『ユニット』が並んで手を繫つなぎながらお辞じ儀ぎし、一曲だけアンコールを歌いあげた。幸せな時間をともにしてくれた観客たちへ、素す直なおな感謝を表明したのだ。

　本来の予定にはなかったことなので、こっぴどく怒られはしたものの……。【ＤＤＤ】を運営する教師や生徒会のものたちも、何だか毒どく気けを抜かれたのか笑顔で拍手をし、お疲れさまと言って労ねぎらってくれた。夢みたいな、幸せなひとときとなった。

　とはいえ勝負は勝負──結果は、勝敗はくっきりと示される。

　それなりの差で『Trickstar』が勝利し、『Ra*bits』をくだした。先輩として、憧あこがれてくれる後輩たちに実力の差を見せつけて威い厳げんを保ったことになる。決して楽勝ではなく──投票結果が発表されるまで内心、私などはびくびくしていたけれど。

　終わってみれば順当といえる感じで、『Trickstar』は決勝へと駒こまを進めた。愛すべき子供たちの後押しと祝しゆく福ふくを受けて、最大の敵が待ち受ける花道へと送りだされたのだ。
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『講堂』に存在する、楽屋──控ひかえ室のような空間である。

　決勝進出を果たした『Trickstar』の面々と私、そして『講堂』の構造上──対決が終わるまで動くに動けなくなった『Ra*bits』のみんなが集まっている。

　この楽屋には舞台袖そでからしか入れず、現在はもうひとつの準決勝が行われているため舞台を行き来できない。アンコールなどをしていていつまでも舞台に居座っていたため、『Ra*bits』のみんなは撤てつ収しゆうするタイミングを見失ってしまったかたちになる。

　さすがにライブ直後で疲れており、いったん楽屋に取って返して一休みしているうちに身動きがとれなくなったわけだ。舞台上では頼もしく成長した姿を見せてくれた彼らだけれど、まだまだ放っておけないというか──間の抜けたところがあってかわいい。

　楽屋にはそこそこの人数が入るし、べつに『Ra*bits』のみんなを無理に追いだす理由も規則もない。和わ気き藹あい々あいと、もはや何もかもが円満解決したみたいに和なごやかに談笑しながら準決勝を観戦している。

【ＤＤＤ】における対決、その一戦一戦はかなり短時間で終わってしまう。

　来たるべき決勝戦の前にすこしでも体力を回復させるため、『Trickstar』のみんなはリラックスして休きゆう息そくしている。もうだいぶ終しゆう盤ばんなのであちこち軋きしみが生じ、いろいろ限界ではあるけれど──砕くだけ散りそうな全身を叱しつ咤たして最終局面に備そなえなくてはならない。

　集中を途切れさせても宜よろしくはないけれど、私と『Ra*bits』のみんなも甲か斐い甲が斐いしくそんな『Trickstar』を世話して、すこしでも癒いやそうと努力していた。

　もちろん私たちも連戦を重ねて疲れてはいるのだけれど──おもてなしが好きらしく、創はじめくんがとくに元気よくちょこまか動き回っている。あんまり体力がなさそうな子だと思っていたので、けっこう意外ではある。

　彼は舞台袖に繫つながる通路にて、お座りのポーズで観戦しているスバルくんにしずしずと歩み寄り──はにかみ笑顔でティーカップを差しだした。

「明あけ星ほし先輩、お茶が入りましたよ♪」

「うん。そこ置いといて」

「…………」

「あっ、噓うそ！　素そっ気けない態度とってごめんねっ、泣かないで！　しののんのお茶だぁい好きっ☆」

「えへへ……♪」

「こらこら、創ちん。仲良しなのは結構だけど、今は邪じや魔ますんな。自分たちを負かした相手と平和にお茶を飲めるのは、ある意味すっごく幸せなことだけどな～？」

　何やら新しん婚こんさんみたいな遣やり取りをしているスバルくんと創くんを眺ながめて、放送委員の仕事をしているのだろう、なずなさんが端たん末まつを操そう作さしながら諫いさめる。

「準決勝で敗退したおれたちとちがって、『Trickstar』の【ＤＤＤ】はまだ終わってない。次が最後の勝負だ、その前に集中力を乱しちゃ申し訳ないだろ～？　見守って、応おう援えんしよう。今度は観客としてな、創ちん♪」

「はい、に～ちゃん。そうですね。明星先輩、すっごく集中してます。そんな明星先輩も、凜り々りしくてステキです……♪」

「おまえは何でもいいんだな」

　恋する乙女おとめそのものにもじもじしている創くんを、なずなさんは呆あきれ顔で見ていた。いつも従順な良い子のはずの創くんの珍めずらしい奇行に、ちょっと戸と惑まどっているようだ。

　ぽ～っと頰ほおを赤らめてスバルくんを見ている創くんに歩み寄り、がんばって腕うでを引っぱって、なずなさんが楽屋の奥まで連れ戻そうとしている。

「今は動けないけど、決勝戦が始まる前に座席へ移動するぞ。ちゃあんと、おれらのぶんの席も確保しといたから。友ともちんと光みつるちんも、いいな？」

　呼びかけたものの、その友とも也やくんと光くんはいつの間にか壁かべ際ぎわで頭を寄せあって熟じゆく睡すいしていた。微笑ほほえましそうに、なずなさんが保ほ護ご者しやの顔になってそんなふたりに歩み寄ると、風か邪ぜをひかないように優しくブランケットをかけてあげる。

　そんな仲間たちを幸せそうに見てから、創くんがわたわたした。

「あっ、はい。ちょっと待ってください、お茶のセットを片付けますね？」

「おまえ、わりと本格的なお茶をいれてたんだな。『講堂』は公共の場だぞ……。スバルちんから、ていうか『Trickstar』から変な影えい響きようを受けてないか？」

　実際、創くんはちょっとしたお茶会を開いてしまっている。いつの間にテーブルとかいろいろ運びこんだのだろうか──愛があれば不可能はないのだろう、たぶん。

「まぁいいけどな、すこしでも『Trickstar』の連中の気がほぐれたなら」

　その点については、これ以上ないぐらいに和ませてもらっているので問題ない。みたいな気持ちをこめてなずなさんを見ていると、彼は小首を傾かしげてから神しん妙みような顔になる。

　この過か酷こくな夢ノ咲学院で三年間、戦い抜いてきた歴戦の勇士として──なずなさんは舞台上で展開しているもうひとつの準決勝に意識を向ける。

　それはまさに、対戦──血まみれの殺しあいに等しい苛か烈れつなライブであった。

「実際、凄せい絶ぜつだ。見てるだけで寒気がするぞ、『fineフイーネ』と『UNDEADアンデツド』の対決は」

　そう、いま『講堂』のステージでは『fine』と『UNDEAD』が戦っている。

　夢ノ咲学院の絶対王者と、私たちの恩人にして『三さん奇き人じん』朔さく間ま零れいさんが率ひきいる過か激げきで背はい徳とく的てきな魔ま物ものの群むれが。『Trickstar』と『Ra*bits』のライブを児じ戯ぎとは呼ばないけれど、見み比くらべてしまうとスポーツと戦争ぐらいに雰囲気における差異があった。

　殺さつ伐ばつとしている。

　創くんが「ごくり」と生なま唾つばを吞のんで、スバルくんの肩かた越ごしに舞台を見み遣やる。

「はい、ぞくぞくって鳥とり肌はだが立っちゃいます。怖いぐらいです……。どちらの『ユニット』も技術も演出もずば抜けてますけど、一方的っていうか」

　感受性の強い創くんは、痛みすら感じているのか顔をしかめて弱々しく震ふるえている。

「無理やり、心を鷲わし摑づかみにされてるみたいです。ぼくは『Trickstar』のライブのほうが、好きです。心を、あったかく包みこんでくれますから」

「ライブは戦争だからな～、『fine』や『UNDEAD』は正しい。でも『Trickstar』も正しいんだぞ、ひとを幸せにするのもライブだからな」

　なずなさんが大人おとなびた表情で、大事なことを告げてくれる。

「どっちが正しいか、決勝戦で試ためされる。……気張れよ、『Trickstar』。負けたら承しよう知ちしないぞ～、おまえらがナンバーワンだっ♪」

　スバルくんに対して言ったようだけれど、彼は気づかずひたむきに舞台を見み据すえている。その瞳ひとみに無数のライトの光が照り返して、七色に輝いていた。

「あはは。聞こえてないや、でも今回ばかりは無ぶ礼れいもゆるしてやる♪」

　一いつ瞬しゆんだけスバルくんを撫なでたそうに手をのばして、けれど邪魔したくはないのだろう──ゆるゆると胸むな元もとに引き戻す。神に祈る修道女のように、なずなさんは真しん摯しに語る。

「勝てよ。おれたちにも、おまえたちが見るだろう高くて広い景色を共有させてくれ。ライブってのはそういうもんだし、おまえたちはそういう『ユニット』なんだからな」

　わかっています、先輩。そう思いつつ、何度も頷うなずいた。

　満足そうに微笑んでから、なずなさんは創くんを手て招まねきする。

「創ちん。隙すきを見て、ひとっ走りしてサイリウムを取りに行こう。もうじき投票になる。サイリウム光らせなきゃ、票として数えられない」

　彼らのアイドルとしての戦いは準決勝で終わったけれど、【ＤＤＤ】は続行中。ここから先は観客として──できるかぎり、輝かしい未来のために尽じん力りよくするつもりなのだろう。前向きに、なずなさんは己おのれのやるべきことを見つけて着実に果はたしていく。

「せめて『UNDEAD』に投票して、にっくき生徒会の『fine』に一いつ矢し報むくいてやろう♪」

「あっ、はい。待ってくださぁい、あわわっ？」

　創くんが慌あわてて盛せい大だいに転びそうになり、私となずなさんで咄とつ嗟さに支える。

　ドタバタしながらも──戦いは、つづいていく。
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　天国と地じ獄ごく。

『Trickstar』と『Ra*bits』の対戦が穏おだやかな輝きのなかで天使が舞まい踊おどる幸せな天国ならば、もうひとつの準決勝──『fine』と『UNDEAD』のそれはまさに地獄であった。悪あつ鬼き羅ら刹せつが共食いしながら血まみれで殺しあう、修羅場である。

　誰ひとり、舞台から帰ってこられないのではないかと思うぐらいに殺伐としている。無論、私たちの最大の敵たる『fine』も、私たちの最大の恩人である『UNDEAD』も、どちらもトップクラスの優秀なアイドル集団である。観客を怯おびえさせることなく、最大限に楽しませ夢中にさせながら──水面下で命を削けずりあっている。

　見ているだけで消しよう耗もうするような、激戦である。

　もちろん、ステージで歌い踊るアイドルたちの損そん耗もうは見守るだけの私たちの比ではないだろう。完かん璧ぺきで無敵な圧倒的強者たる『fine』の──とくに体力に問題を抱かかえた生徒会長・天てん祥しよう院いん英えい智ちさんの唯ゆい一いつの弱点を突くために、『UNDEAD』は策を講じて『2winkトウウインク』などを動かし、彼のすべてを削りに削っていた。

　そして満を持して、自みずから当然のように準決勝まで勝ちあがって──踏ふん反ぞり返った『皇こう帝てい』の玉座に忍しのび寄り、その喉のど笛ぶえに牙きばを突き立てようとしていた。

　そんな『UNDEAD』の──零さんの思おも惑わくを悟さとっていないわけがないだろうに、英智さんの表情はむしろ明るい。愉たのしげで、お気に入りの玩具おもちやで遊ぶ幼おさな子ごのようだった。

「…………」

　けれど体力的には限界が近いのだろうか、よろめいて倒れそうになる。きちんと万全にパフォーマンスをこなし、互ご角かくの戦いを繰くり広げて──何度も延長戦を重ね、永遠に終わらぬ悪夢のごとき現状のなか、観客たちの投票を待っている。

　得票が集計されている間は、パフォーマンスなどをすることは原則として禁止されている。英智さんにとっては休める機会だ、気が抜けたのかふらふらしている。

「わっとと、会長？　だいじょうぶ～？」

　ギョッとして、そばにいた桃とう李りくんが慌ててそんな英智さんを支える。

「顔色すっごく悪いよ、どうしよう弓ゆ弦づる！　会長が死んじゃう～！」

「落ちついてください、坊ぼつちゃま」

　涙目で己を見つめるちいさな主君に微笑んで、弓弦くんが穏やかに言った。

「舞台上です、アクシデントと見られるのはまずい。わたくしが支えましょう。せめて投票が終わるまで堂々となさってください、会長さま」

「すまないね。さすがに、意識が朦もう朧ろうとしてきたよ」

　桃李くんに代わって、さりげなく弓弦くんが英智さんを支える。気安い友達のように肩を組み、お互い健けん闘とうを讃たたえあう仲間を演じていた。観客に、絶対王者たる『皇帝』の不調を──衰すい弱じやくを気け取どられないように。

　為い政せい者しやとしては当然の、健常であるという主張。配はい慮りよであり、虚きよ飾しよく。上に立つものは侮あなどられたらお終しまいなのだ──それを見み透すかし、吸きゆう血けつ鬼きが嗤わらっていた。

「くっくっく♪　ふらついて、病弱アピールしてお涙ちょうだいで投票を得ようてか。こすっからい真ま似ねをするのう、『皇帝』陛へい下かともあろうものが？」

「……よく言うね。実際、たいしたものだよ」

　舞台上では妖よう魔まのごとく邪じや悪あくに振る舞う『UNDEAD』の零さんに揶や揄ゆされて、英智さんはにこやかな笑えみを浮かべる。細めた双そう眸ぼうの奥で、瞳が紅ぐ蓮れんに燃えていた。

「『三奇人』朔間零、決して侮っていたわけではないけれど。ここまで追いつめられたのは生まれて初めてだよ、君のようなのを老ろう獪かいと呼ぶのだろうね？」

「なぁに、ちょっとした意い趣しゆ返がえしじゃ。苦しめ苦しめ、悲鳴も憎ぞう悪おも我われら『UNDEAD』の糧かてとなる……♪」

　弓弦くんを真ま似ねるように、零さんも何気なく英智さんに歩み寄って逆側から肩を組む。ふらふらしている彼を気き遣づかっているというより、嫌いやがらせのようだった。

「とはいえ、ここが限界か。おぬしらを倒しきるには、まだ足りぬ。まぁ緒戦につづいて延長戦までもつれこんだからのう、体力的には限界をとうに過ぎていよう？」

『皇帝』の耳元で、夜よる闇やみの魔物が呪のろいのごとき言葉を囁ささやいている。

「これが『Ｂ１』で恥はじをかかされた、いいやこれまで圧政に屈してきた我らからの返礼じゃ。因いん果が応おう報ほうじゃよ、ちっとは懲こりたかの？」

「いいや。僕はまちがっていない、今でもそう思うよ。かつて無む秩ちつ序じよだった夢ノ咲学院を変革するには、圧倒的な統とう治ち者しやが必要だった。すべてを統一し、君くん臨りんする『皇帝』が」

　清すが々すがしいほど前向きに、誇り高き英えい雄ゆうのように──英智さんは真摯に応こたえる。激戦の果てに、互いに血にまみれながらも、王者と魔物は睦むつ言ごとを交かわしている。

「勝利しつづけるのが、『皇帝』の義務だ。僕は、それを果たしつづけてきた。そのことを後こう悔かいはしない、たとえ最終的に断頭台にかけられようとも」

　あらゆる因いん業ごうを振り払うように、英智さんは零さんを押しのける。煩わずらわしそうに──穢けがらわしそうに、けれどすこしだけ共感するように。

「誇り高く、笑顔で散ろう。もっとも、まだ玉座をおりる気はさらさらないけどね……。すまないけど弓弦、支えてくれなくて結構だよ。きちんと、僕は胸むねを張って立てる」

　ついでに弓弦くんのことも優しく遠ざけて、愛まな息子むすこにするように頭を撫でていた。

「入院中、こうして君たちとステージに立つのが夢だったんだ。たっぷり、堪たん能のうさせてくれないかな？」

　慣れないスキンシップをされて、弓弦くんがやや怯ひるんで数歩だけ後ずさる。己の分ぶを弁わきまえて、べたべたと干かん渉しようしない──それが執しつ事じの流儀なのであろう。

「会長さまがそう仰おつしやるなら、その御み心こころに従う他ありませんが」

「無理はしないでね～？　決勝戦の相手ってあの『Trickstar』でしょ、ボクたちだけで『じゅうぶん』だから！　あんな連中、かる～く蹴け散ちらしてやるっ☆」

　無む邪じや気きな、１００％の愛がこめられた桃李くんの言葉に、英智さんは微笑む。

　夥おびただしい流血に染そめられた戦場で、人間たちの事情を無視して咲くちいさな花を見つけたみたいに。和み、癒やされ、感謝していた。

「ありがとう、かわいい桃李。けれど心配しなくても、僕はみじめに地べたに這はいつくばることはない。僕は『皇帝』だ、威い風ふう堂どう々どうと君臨しつづけよう」

　決然と顔をあげつつも、英智さんは現状を確認し──思案する。

（それに、体力を削られているのは僕だけじゃない。疲ひ弊へいした僕を支えるため、『fine』の面々も確実に無理をしている。これ以上の長なが丁ちよう場ばには、さすがに耐えられない）

　冷れい徹てつな、人間の命を数字として処理するような思考。けれど、そこにほんのわずかだけれど仲間たちへの気き遣づかいが、罪悪感が──不合理な感情がひそんでいる。

　それが『皇帝』と呼ばれた彼の、最後の人間性なのかもしれなかった。

（仲間たちに、この暴ぼう君くんのような僕に付き従い、支えてくれたみんなに……。せめて、これ以上の負ふ担たんはかけられない。情けない姿は、見せられない）
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　英智さんは数秒で呼吸を整えると、対たい峙じする魔物たちへと宣せん言げんする。

「まず手始めに、『UNDEAD』を処刑する。不死者でも二度と蘇よみがえることができないほどに、徹てつ底てい的てきに断罪してあげよう。そして『Trickstar』も処断し、【ＤＤＤ】を制する」

　毎日のようにこなしている単調なスケジュールを諳そらんじるように、淡たん々たんと。

　彼はずっと戦場にいるのだ──今回は私たちをそこに招いて、いいや引きずりこんできただけだ。その理由は、やはりまだ誰にも読み取れない。本来ならば何の苦労もなく、栄光の道を歩めたはずなのに。何が、彼をここまでさせるのだろうか。

　準決勝の舞台でも、いまだに『皇帝』は遠く──その素す顔がおは窺うかがい知れない。

「下げ克こく上じようなどない。この内乱の、騒そう動どうの始末は、この僕がつける。もともと、これは僕が始めたことだからね」

「ふっふふふ♪　悲ひ壮そうな決意です、どこまでも純じゆん粋すいで誇り高い！　だからこそあなたは面おも白しろい、Amazingアメイジングと言わざるを得ません！」

　先ほどの零さんの動きを真似るように、渉わたるさんが英智さんに寄り添う。彼もまた魔物めいた雰囲気で、大事に蒐しゆう集しゆうした宝物を守るように、撫で回すようにしている。

「あなたは、決して『悪』ではない！　『正義』であるのに暴ぼう虐ぎやくをふるい、他者の涙を夢をすべてを貪むさぼり喰くってしまう！　愛と憎ぞう悪お！　希望と絶望！　夢と悪夢！　矛む盾じゆんし、相反した生き様を両立させています！」

　投票の集計中だというのに、まだパフォーマンスをつづけるみたいに──過か剰じようなぐらいに寸劇めいて謳うたい、躍おどっている。渉さんは、舞台役者そのものだ。

　常に戦争をつづける『皇帝』のそばに、道化師は嬉き々きとして侍はべっている。

「そんなあなたにしか紡つむげない、物語がある。まだまだ、かたわらで拝見させていただきますよ。あなたの彩いろどる、とびっきりの悲ひ喜き劇げきを……☆」

「君はメフィストフェレスのようだねぇ、たまに恐おそろしくなるよ。まぁいい、勝つためには君のちからが必要だ……。まだまだ役に立ってもらうよ、『三奇人』日ひ々び樹き渉」

　間近で舞い踊る渉さんの長い銀ぎん髪ぱつを、そっと指先で梳くしけずって──不意に、英智さんは癇かん癪しやくを起こした子供みたいにそれを引っ摑つかんだ。

　髪かみをちぎれるほど強く握にぎりしめて、口づけするように顔を寄せる。

　嫉しつ妬とに狂くるった女みたいに。

「……北ほく斗とに、余計なことをしたようだね。その件については、【ＤＤＤ】が終わったあとにでも叱しつ責せきしなければならないけれど」

「おっと、さすがの地獄耳ですね。これは藪やぶ蛇へびだったかもしれません、剣けん吞のん剣吞♪」

　どういう原理なのか、髪の毛を摑まれて身動きがとれないはずの渉さんが──次の瞬しゆん間かんには英智さんの背後に回っている。英智さんの手のひらには、白い薔ば薇らが残されていた。手品なのだろうけれど、意味がなさすぎるし理屈が不明で魔法じみていた。

「『流りゆう星せい隊たい』の隊長さんが、後輩のために身体からだを張った姿に感動しましてね。私も演劇部部長として、部員のために格かつ好こうつけたくなったのですよ……☆」

　噓うそか真実かわからない、聞こえの良い綺き麗れい事ごとを口にして。

　渉さんは間を外はずされた英智さんを、愛めでるように眺めている。

「それに、これはあなたの望んでいた展開なのではありませんか？」

　堕だ天てん使しのように囁ささやく彼の言葉に、英智さんは反応をしなかった。不本意そうに押し黙だまっている──いつも流りゆう暢ちように語る彼にしては珍しく、答えに窮きゆうしている。

「ずいぶん余裕じゃの～、まだ投票の結果はでておらんぞい？」

　愛を囁きあう恋人めいたふたりを、零さんがやや呆あきれ顔で眺めつつぼやいた。

「このぶんだと、また延長戦になるかもしれぬ。我輩たちは元気いっぱいじゃが、おぬしらはどうかのう？　こちらは、共倒れになっても構わんしのう……。ともに地獄の底まで、仲良く堕おちていこうではないかえ♪」

「丁てい重ちようにお断りするよ。君たちは、僕の栄光の道に転がった石ころに過ぎない」

　はっと我に返って何度か瞬まばたきし、英智さんは調子を取り戻す。優ゆう雅がに強敵と相対して、迎むかえ撃うつ。いつもの彼らしく──夢ノ咲学院に君臨する、『皇帝』として。

　敵と味方に分かれた『三奇人』の真ん中に立ち、酷ひどく人間めいた表情で主張する。

「無む駄だに足をとられたけど、これ以上は構っていられないよ。蹴け散ちらして、僕たちは先に進む。もはや誰にも……僕自身にすら、僕の道行きを止めることはできない」

　その言葉を証明するように──集計結果が発表され、『fine』の勝利が確定した。肉を骨を抉えぐられ、血を搾しぼり取られながらも、彼らは決勝戦に駒を進めたのだ。

　満まん身しん創そう痍いながらも、いまだに戦意を喪そう失しつせずに。

　彼ら自身が始めた戦いに、終しゆう止し符ふを打つために。
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「さぁて。泣いても笑っても、これが最後だ」

　こちらが驚いてしまうほど大人びた表情で、スバルくんが宣言する。

　準決勝の結果発表が終わり、舞台装そう置ちの撤てつ収しゆうや再配置などが行われているステージへ視線を向けながら。この間は観客たちにとってもお手洗いや買い物などを済ますための小休止で、『講堂』は雑然としている。

　混沌を真まっ直すぐ見据えて、『Trickstar』は決戦の地へ赴おもむこうとしている。

「決勝戦だ。行こう、舞台へ」

「おう。転校生は、ど～する？　このままお留る守す番ばんしててもいいけど、こうなったら最後までステージに立つのもいいかもなっ♪」

　どこか思い詰めた様子のスバルくんをリラックスさせるためにか、真ま緒おくんがわざとらしいぐらい陽気に言った。こんなときにまで、他人に気を遣つかっている。

　話を振られた私はというと、どうしたものかという具合で──押し黙るしかない。私は基本的に戦力にはならないので、いてもいなくても良い感じではあるのだけれど。

「う～ん。これまでは情報操そう作さとかして、騙だまし騙だまし舞台にあがってもらってたけどね。ペナルティもらっちゃったら、大変だよ」

　私が心配している点を、真まことくんが明文化してくれる。

　準決勝の『Ra*bits』との対戦までは、みんなに寄り添って歌い踊ることができた。あくまで穴あな埋うめ要員としてだけれど、私の存在がすこしでもプラスに働いた。

　優しいあの子たち──『Ra*bits』のみんなも、受け入れてくれた。けれど物言いをつけようと思えば、いくらでもそうできたのである。

　私が舞台に立っているのは、裏技のようなもので、本来は不自然なことなのだ。相手によっては難なん癖くせをつけられかねない、『Trickstar』の弱味になってしまう。

　決勝戦の相手は、あの生徒会長の率ひきいる『fine』だ──彼はあらゆる手段を尽つくして私たちを追い詰めるだろう。私の存在は足あし枷かせどころか、時限爆ばく弾だんのように悪用されて、『Trickstar』を苦しめる結果になりかねない。

　奇き跡せきを起こしつづけて決勝戦まで辿たどりついた彼らの、獅し子し身しん中ちゆうの虫になってしまう。

「いやまぁ、転校生ちゃんがいてくれると心強いけどねっ？」

　暗くらい顔をしてしまう私に、真くんが励はげますような言葉をかけてくれる。

「そ～だな。最前列の、関係者席で見守ってくれてても『じゅうぶん』俺たちのちからになる。だからまぁ、今回は観客でいてもらおっか？」

「見守って、応援してね。俺たちの、『プロデューサー』♪」

　真緒くんがいろいろ察して決断してくれて、スバルくんもあっさりそれに乗っかる。ここから先は一手だってミスはできない、細心の注意を払って進むべきだ。

　置いてきぼりにされる感じですこしだけ寂さびしいけれど、それは甘えである。私は私の本ほん懐かいを果たそう──大好きな彼らを、いちばん近くから見守ろう。

　夢ノ咲学院の『プロデューサー』、第一号として。

　ひとりの、観客として。

　それに。私などが出しゃばらなくても、大丈夫なのだ。まだ確信は抱いだけていないので、みんなには言えないけれど。下へ手たに期待させてもよくない、彼が間にあうかどうかはわからないし──今はまだ、申し訳ないけれど内ない緒しよにしておくしかない。

　けれど。私の胸には、すでに希望が宿っている。

　衣装のポケットに入れてあるスマホに、愛いとおしい熱がある。

　頷き、私は一歩だけ下がる。もう必要ないかと思って、覆ふく面めんを脱ぬいだ。私は私として──せめて笑って、素顔で声せい援えんを贈った。

『Trickstar』のみんなはまるで生まれて初めて私を見たみたいに、ちょっと驚いたような顔をしてから──三者三様にガッツポーズをしていた。

「すんごいステージを見せてやるっ☆　ステージへ向かおう、一直線に！　ウッキ～、サリ～！　俺についてこいっ、ひゃっほう☆」

「お～、相変わらずの無む鉄てつ砲ぽうだなぁ。派手な登場になって、演出的には上等だけどな。前のめりで飛びこんでいくのが、俺たちらしくていいっ♪」

「うう、ここで転んだりしたら格好悪いけどね……。ちょ、ちょっと待って！　置いてかないで～っ、僕も一緒に行くよ！」

　スバルくん、真緒くん、真くん。みっつの綺き羅ら星ぼしが、舞台へと向かっていく。最後にいちどだけ振り向いて、私にとびきりの笑顔を見せてくれた。

　あとはもう振り向かずに、『Trickstar』は流れ星みたいに飛んでいく。
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　ステージには闇と、沈ちん黙もくと、虚きよ無むしかなかった。

　本当に死力を尽くした戦いの直後だからか、『fine』も『UNDEAD』も舞台から降りずにその場にへたりこんで呼吸を整えている。三回も連続で延長戦を行ったのだ、短距離走の速度でマラソンをしていたに等しい──疲労で動けないのも当然である。

　死屍累々。

　戦場そのものの舞台で、けれど立ち上がるものがいる。敵どころか味方までも野の晒ざらしにして、独ひとりだけ悠ゆう々ゆうと──爽さわやかな笑みを振りまいている。『UNDEAD』を含めたあらゆる『ユニット』によって串くし刺ざしにされ、八やつ裂ざきにされ、削りに削られて満身創痍だろうに……。王者の誇りをもって、『皇こう帝てい』は傲ごう然ぜんと仁に王おう立だちしている。

　礼れい儀ぎ作法に則のつとって、彼は完かん璧ぺきなお辞儀をしてみせた。

「ようやく会えたな、生徒会長」

　真っ先に舞台に進みでたスバルくんが、胸を張ったまま囁きかけた。お辞儀に対して返礼もしない──不ふ貞て不ぶ貞てしい態度だけれど、英智さんにはそれが快こころよかったようだ。

　笑みを深くすると、もっとよく見よう、というようにスバルくんに顔を近づける。

「ようこそ」

　握あく手しゆを求めたのに拒きよ否ひされて、ちょっと寂さびしそうにしながら。

「『せっかち』だね、そんな大急ぎでこなくてもいいのに。休む暇ひまもないよ、それともそれが狙ねらいなのかな？」

「こやつらに、そんなずる賢がしこい企たくらみはできまいよ」

　応えたのは、遅れて立ち上がった『UNDEAD』の首しゆ魁かい──零さんである。スバルくんに道を譲ゆずりつつも、その背後に守しゆ護ご者しやのように立つ。ふたりに比べれば背の低いスバルくんの頭越しに、『皇帝』と魔王は睨にらみあった。

　さんざん殺しあった直後なのに、まだその身には戦意が充満している。戦場の残り香が──死し臭しゆうのなかで、墓はか場ばから起き上がる不死者のように零さんは艶えん笑しようした。

「元気がよくていいのう、若い子はそうでなくてはいかん♪」

「朔間先輩も、お疲れさま。お陰かげで、『fine』とも真っ当に戦える」

　真後ろに立つ零さんへ、スバルくんは甘える子犬みたいに頭を寄せている。

「くくっ、我輩は何もしておらん。否いな、他者を動かすことも含めておぬしらの力量じゃろうよ……。あとは任せたぞ、『Trickstar』」

　いちどだけスバルくんの髪を指先で撫でてから、あっさり零さんは踵きびすを返した。

「我輩たちはまことに残念じゃが、ここで敗退じゃからの」

「充分すぎるほど張り切ったでしょ、年寄りの冷や水だよ～？」

　ぼやきつつ起き上がったのは、『UNDEAD』の薫かおるさんである。いつも余裕めかしているし、己の身なりに気を遣っている感じのひとなのに──今回ばかりは汗だくで、激しく動いたせいか髪の毛もほつれている。けれど、何だか清すが々すがしそうで魅み力りよく的てきだ。

　たっぷりサーフィンをした直後、砂浜で一休みをしているみたいだ。

「ドリフェスにおける延長戦は珍めずらしくないけど、三連戦ってのは滅めつ多たにないんだよね。あぁ、くたびれた。もう二度とやんないからね、汗を流すのは俺のキャラじゃないし」

「うむ。薫くんも、よく最後まで付きあってくれたのう。おぬしがいてこそ、我輩の計略は十全に機能したのじゃ♪」

「いやいや、あんたのためじゃないから。集まってくれた観客の女の子たちにアピールする時間は、長いほうがいいっしょ♪」

　むやみに撫でようとしてくる零さんに薫さんは煩わしそうに首を振りつつ、けれど走って逃げるほどの元気はないのか──されるがままになりながら。

「俺たちのライブの余よ韻いんが残ってるうちに、かわいい女の子たちを口く説どきに……いや、ファンとの交流をしてきてもいいかな？」

　幼子のように、何だか言い訳がましくぼやいていた。

「でもなぁ、けっきょく負けちゃったし。かっこ悪いところ見せちゃったからなぁ、ナンパもしにくいな～？」

　そんな彼の様子が何だか微笑ましくて、私は思わず独ひとり言ごとをつぶやいていた。それを、薫さんは聞き取ったらしく──びっくりするほどの勢いで振り向いてきた。

「んん、何かな転校生ちゃん！　言いたいことがあるなら言っていいからねっ、俺は女の子の声は一いち言ごん一いつ句くたりとも聞き逃のがさないよ……☆」

　機き敏びんに立ち上がって、舞台袖にいる私へ手を振ってくる彼に。

　今は言葉しか贈れないけれど、せいいっぱいに本音を告げる。

「『かっこよかった』って？　ははっ、お世せ辞じでも嬉うれしい！」

　かわいいぐらいに元気になると、薫さんはぴょんぴょん跳はねて零さんに肩を寄せる。高校生の男の子らしく──仲良く、ふたりで肩かたを組んではしゃいでいる。

「ていうか。弱ってるときに優しくされるとグラッときちゃうな～、ちょっと転校生ちゃんに本気になっちゃおうかな～☆」

「ほほう。いちおう負けて落ちこんでおったのか、薫くんにも『かわいい』ところがあるんじゃのう♪」

　何だか女子みたいに盛もりあがってしまっている、よく似た輪りん郭かくのふたりの先輩を見上げて──舞台の床で大の字になっていた晃こう牙がくんがじたばた暴あばれた。

「うがああ！　勝てなきゃけっきょく何もかも意味ね～んだよっ、畜ちく生しようが！」

　先ほどまで疲労のためになかば失神していたようだけれど、むらむらと負けた怒りと屈くつ辱じよくが湧わきあがってきたみたいだ。顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なると、野生動物のように俊しゆん敏びんに起き上がる。牙きばを剝むき、アイドルがやってはいけない下品な仕草で英智さんを挑ちよう発はつする。

「あぁくそっ、俺様はまだまだ満ち足りてね～ぞ生徒会長さんよぉ！　これで終いかよっ、かかってこいよ！　まだまだ、十回でも百回でも延長戦をしてやんよ！　勝手に決着つけてんじゃね～ぞっ、ルールなんて関係ね～んだよ！」

　晃牙くんらしく、血気盛んに嚙かみついている。相手が偉い大だいな『皇帝』だろうが何だろうが関係ないのだろう──獣けものには、人間社会の道理は通用しない。

　色んなものに雁がん字じ搦がらめになっている私から見れば、自由奔ほん放ぽうで羨うらやましかった。

「血も骨も残らないぐらい、ギッタギタにしてやる……！」

「え～？　やだなぁこの子、空気読めてないんだけど！」

　そのまま英智さんに飛びかかろうとした晃牙くんを、薫さんが面倒くさそうに制した。喚わめいている晃牙くんの腕をとっていて、万引き犯を捕ほ獲かくしたみたいな構図だ。

「何とか言ってやってよ、朔間さ～ん？」

「これこれ、もう決着はついたわい。控ひかえよ、わんこ。敗残者ほどみっともないものはないぞよ、早めに舞台から退散するべきじゃ」

　げんなりした様子ながらも、どこか誇らしげに──零さんがかわいい後輩の見苦しいほどの暴れっぷりを眺めて微笑む。彼のように乱れられない己を、むしろ恥はじるようだ。

「老兵は死なず、ただ去るのみ。アドニスくん、わんこを無理やり引きずって舞台から降ろしてくれるかのう？」

　ただ零さんは大局を見ている、ここで乱らん闘とう騒さわぎなどが始まってしまったらすべてがおじゃんだと理解している。せっかく体力を削った英智さんが、復調しかねないし。

「心得た。腕わん力りよくに物を言わせるのは、得意だ」

　呼びかけられたアドニスくんが、うっそりと立ち上がる。彼も非常に体力がある、すでにいつもどおりの穏やかな表情である。みんなにあわせて舞台上で休んでいたようだけれど、すぐに命めいじられたとおり迅じん速そくに動く。

　駄だ々だっ子このような晃牙くんの首根っこを摑つかみ、舞台袖そでへと引きずっていく。

「大おお神がみ。いったん撤てつ収しゆうすべきだ。かなり負ふ担たんをかけたので、楽器も俺たち自身もメンテナンスする必要がある」

「ぐあ～っ、てめ～アドニス！　覚えてろよっ、俺様はまだまだ食い足りねぇ～んだよ！　はなせ～っ、ボケカスアホンダラが……！」
















「くくく。気を取り直して、最後にひとつだけ言わせてもらおう」

　ドタバタ喜劇を演じるふたりの後輩をたっぷり眺めてから、零さんも本格的に退場していく。薫さんの背中も押して引っこみながら、肩越しに振り向いて。

「準決勝のふたつの舞台は対照的じゃったのう。戦争と平和、悲劇と喜劇、憎悪と情愛……。それが激突する決勝戦は、女房を質しちにいれてでも見る価値がある」

　人類の歴史を俯ふ瞰かんする魔物めいて、歪いびつに笑った。

「楽しませてもらうぞ、各おの々おの方がた♪」
















　手短に告げると、闇にとろけるようにして消えていった。

「それでは、失敬。諸君らの、健闘を祈っておるよ」
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「Goodグツド nightナイト、陽気で厄やつ介かいな『UNDEAD』たち」

　流りゆう暢ちような英語で別れの挨あい拶さつを告げると、英智さんは独り言のようにつぶやいた。

「まったく、君たちはいつも楽しそうで羨ましいよ」

「……『楽しそうで羨ましい』って。あんたは、楽しくないのか？」

『UNDEAD』が去り、すこしだけ平へい穏おんと静けさを取り戻した舞台。小休止を終えて戻ってきた観客たちも次々に着席し、決勝の舞台が開くのを待っている。最後の戦いが、もう間もなく始まるのだ。熱気は、期待感は、どんどん膨ぼう張ちようしていく。

「さぁ、どうだろうね」

　疲労を感じさせない優雅な素振りで、英智さんがすこしだけ寂しげに言葉を濁にごした。いつでも真まっ直すぐに輝きを放射するスバルくんを、眩まぶしそうに眺めている。

　きちんと観客たちのほうを見て、すぐ真横に並び立って。

　暴君めいた『皇帝』と、革命児の一番星は短い会話を交わしていた。

「ともあれ。賑にぎやかな連中が去ってくれたおかげで、話がしやすくなったね」

「俺たちは、あんたと話したいことなんかないぞ。いやまぁ、言ってやりたいことは『いっぱい』あるけど。ぜんぶ、ライブの後にしよう」

　誰に対してもそうだけれど、スバルくんは気安い口調である。これから戦う相手に敬意を示すのもどうかと思ったのか──あるいは、彼らは真の意味で同じステージに立っているのだろうか。奇き妙みように似た表情で、ふたりは並び立っている。

　太陽と月が同時に、間近で輝いているような違い和わ感かん。

　そして──見ているだけで網もう膜まくが焼けそうな、膨大な輝きが生じている。

　神話の一場面のようだ。ようやく、ここまで辿りついた。

「でも、ひとつだけ確認させてほしい」

　浮き世離れした表情を一瞬だけ消して、スバルくんは脆もろくて傷つきやすくて感じやすい──お年頃の高校生として、問いかける。

「北斗は、どこだ？」

「ふふ、僕の手のなかだよ。知っているだろう？」

　応える英智さんも、ほんの刹せつ那なのみ──年相応の人間味のある笑みを浮かべていた。

「などと言えたら、格好もついたのだけどね。残念ながらそうではない。周りを見回してみなさい、君の探しものはいつでも『そこ』にある」

「えっ……？」

　促うながされて、スバルくんは天てん体たい望ぼう遠えん鏡きようでちいさな星を探すみたいに、周囲を見回す。その視線が、舞台の麓ふもと──すこし低い位置に向いた。

　そこに、スバルくんがずっと探し求めていた煌きらめきがある。

　青く冷ひえ冷びえとして見える、けれど、不ふ思し議ぎなぬくもりのある光だ。

　無言でそこに立っているのは、『Trickstar』専用衣装を着た氷ひ鷹だか北斗くんである。
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「北斗」

　夢でも見ているみたいな表情で、スバルくんが彼の名前を呼んだ。頰ほおをつねって、ほんのわずか生理的な涙を浮かべて──すぐにそれは本当の涙になる。彼の人間性が流させた、宝石みたいな涙。それを、臆おく面めんもなく頰に伝わせて零こぼしている。

　ライトに照らされて、彼の顔は比ひ喩ゆでもなく輝いていた。

「おまえ、何で……。それ、『Trickstar』の衣い装しようだろ？」

　お陰でうまく前が見えないのか、スバルくんは目元を何度も擦こすりながら問うた。

「『fine』に、生徒会長の仲間になったんじゃなかったのか？」

「すまない」

　北斗くんは彼らしからぬ不規則な歩調で、ふらふらと歩み寄ってくる。マナーの悪い観客のように舞台へ近づき、手をのせて、這い上がりかけてやめる。

　不安そうに、ただ見上げてくる。そっと手をのばしてスバルくんの涙を拭ぬぐおうとして──すぐに、怯おびえたように引っこめる。

　壊こわれものを扱あつかうみたいだった。大事そうに、北斗くんはスバルくんを見ている。

「もう俺に、この衣装に袖を通す資格はないかもしれないが」

　舞台袖で見守る私へ、困ったように微笑みかけてくる。まだ、ぎこちない笑み。『皇帝』に囚とらわれ、希望を、笑みを失った彼は──猛もう烈れつに感情を芽め生ばえさせている。

　彼の人間性が、再び開花しようとしていた。

　花の命は短いけれど、季節が巡れば何度でもまた咲くのだ。

「転校生に連絡して、衣装の保管場所を教えてもらった。大急ぎで着替えてきたが、決断するのが遅くなってしまって──」

　そうだ。先ほどの、『fine』と『UNDEAD』が激突した準決勝の最中に──私は北斗くんから連絡を受けたのだ。何度か遣り取りを繰り返し、彼の意向をできるかぎり汲くんだ。私は舞台袖から動けなかったので、面と向かって対話できなかったけれど。

『講堂』からは、戦場からは──この舞台袖からはライブ中は動けない。だから、スマホで連絡をとるしかなかった。下手な動きをして、『fine』に勘かんづかれたくなかったし。

　ともあれ。結果として、うまくいったようだ。転校初日、北斗くんが私を心配して──何かあったら連絡しろ、という優しい言葉とともに交こう換かんしてくれたアドレス。あれが、今こそ役に立った。彼の善意が、厚こう意いが、希望という名の花を咲かせたのだ。

「決勝戦までに準備が終わるかどうかは、賭かけだったのだが」

　走って『講堂』まできたのだろう、北斗くんの息はあがっている。彼のいる舞台の麓は暗くらいので、観客たちには何が起きているのかわからないのだろうけれど──すこしだけ、ざわめきが広がりつつある。何か、不思議な出来事が展開しているのを察したのだ。

　この現実ではあまり生じ得ない、物語めいたことが。

「準決勝が長引いたおかげで、どうにか間にあったようだ。俺は日頃の行いがよくないはずなのだが、たまに幸運に恵まれる」

「いや、そういうことじゃなくてっ？　そうじゃなくてっ、あぁもう！」

　スバルくんはぜんぜん状じよう況きようが理解できないのか、何となく察しながらも信じられないのか──やたらと自分の頰をつねっている。ぽろぽろと、涙を零しながら。

　運命に引き裂かれたロミオとジュリエットみたいに、舞台の麓にいる北斗くんへすこしだけ手を伸ばした。その手を取ろうとして、北斗くんがわずかに迷った。

　その逡しゆん巡じゆんを的確に突くようにして、英智さんが絶対零れい度どの声を響ひびかせる。

「それが君の答えかい、北斗？」

「信頼を裏切ってしまい申し訳ない、生徒会長」

　不ふ愉ゆ快かいな虫けらを──害虫を見るような、『皇帝』の視線。それを受け止め、むしろ覚かく悟ごが決まったのだろうか、北斗くんは今度こそスバルくんの手を取った。

　かたく手を握にぎりあって、北斗くんが跳とび上がる。スバルくんが彼を引き寄せ、ふたりで抱だきあうようにして舞台に立った。私まで泣けてきた──夢にまで見た、景色だ。

　赤と青。対照的な色しき彩さいの、けれど統とう一いつ感かんのある衣装。

　それを身にまとったふたりの革命児が、圧政を強いる暴君へと向き直る。

　北斗くんがとびきり面白い冗じよう談だんでも口にするみたいに、満面の笑みで言ってのけた。

「だが裏切りは、芸能界では日常茶さ飯はん事じなのだろう？」

「これは一本取られたね、とでも言うと思ったのかい」

　肩をすくめて、恐ろしいほどの無表情で──英智さんは笑顔のふたりを見下ろした。

「馬ば鹿かだね、自ら茨いばらの道を選ぶなんて……。僕は、少年漫まん画がにでてくるような都つ合ごうのいい悪役じゃない。現実的に、君の判断を処理する」

　何度か瞬きをして、また余裕めいた微び笑しようを取り戻すと──。

　指し揮き者しやのように指を振って、英智さんは相変わらず的確に他人の急所を抉えぐる。

「きっと、君は後悔する。ご両親も、さぞかし哀かなしむだろうね」

「両親は関係ない」

　はっきりと、北斗くんは『皇帝』の悪意に満ちた言葉を撥はねのけた。むしろ『Trickstar』のみんなを庇かばうみたいに、一歩だけ前へ進んで両手を広げる。

　演劇の主役のように。

「あんたは俺の両親に手を回し、俺を縛しばりあげようとした。ご丁てい寧ねいなことに、あらゆる手段を尽くして俺を飼かい殺しにしようとしたんだ」

　糾きゆう弾だんするような口調だけれど、マイクを通していないので観客のもとへは届いていないだろう。『Knightsナイツ』との対戦の際に真緒くんがそうしたように、敵の卑ひ劣れつなやりくちを逆さか手てにとって──非道な真相を語ることで観客を味方につける、という算段ではない。

　単純に、北斗くんらしく、淡々と事実のみを述べている。

　公明正大に。

「あんたは芸能界の重じゆう鎮ちんたる天祥院財ざい閥ばつの、御おん曹ぞう司しだ。俺の両親も、意のままだっただろう。あんたに従うことが俺のためになるって、両親は考えるだろうしな」

（そっか。ホッケ～ってば、両親のせいで……。偉えらい両親をもつってのも、大変なんだよね。でもホッケ～は、それを振りきって戻ってきてくれた）

　どこか共感するように、スバルくんが思案している。すこしだけ前へ進みでて大事な仲間と肩を並べ、横目で見ながら──その発言を嚙かみしめている。

（真ま面じ目めなやつだから、周囲の期待に応えようとした。きっと、親からの期待にも）

　共感し、察して──スバルくんは北斗くんを丸まる吞のみで理解していた。ひとの気持ちがわからない、とさんざん言われてきたスバルくんでなくても、本来は人間と人間の相そう互ご理解というものは錯さつ覚かくである。他人なのだから、見えないのだから心などわからない。

　けれど。この瞬間、スバルくんは完全に北斗くんのことを理解していた。

　それは他に表現のしようがないほどに、奇跡的なことだった。

（でも。いろんな『しがらみ』を吹っ飛ばして、おまえは自分自身の心の声を聞くことにしたんだよな……。偉いよ、やっぱりホッケ～はすごいやつだ。それに嬉しい、おまえは俺たちとの絆きずなを選んでくれたんだから）

「俺は正直、たったそれだけで身動きがとれなくなった。これまで、両親に逆らったことはなかったからな」

　懺ざん悔げするように、北斗くんが項うな垂だれて──。

　しかし、すぐに決然と顔をあげて言い放った。

「けれど、友を裏切ることで両親に認められて、褒ほめられても嬉しくはない。ずっと欲しかったものを、俺はこの夢ノ咲学院ですでに手に入れていたのに。俺はそれを、危あやうく手放すところだったんだ」

　瞳に烈れつ火かを宿して、北斗くんは峻しゆん烈れつに語る。

「おばあちゃんからの手紙を読んで──馬ば鹿かな俺は、ようやくそれを理解したんだ」
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「おぉ、あの手紙ですね！」

　不意に、ずっと屍し体たいのように動かなかった渉わたるさんが跳はね起きた。

　彼も他の『fineフイーネ』や『UNDEADアンデツド』の面々と同様に、その瞬しゆん間かんまでは体力を使い果はたして身動きが取れない様子だった。過か剰じようなほどに疲ひ弊へいしたふうを装よそおっていた──汗みずくになり長い髪かみの毛はほつれ、死にかけの金魚のように喘あえいでいた。

　けれど。それはすべて演技だったのだろうか、あるいは短い休きゆう息そくで完全に体力を回復させたのか、そういう種類の玩具おもちやのように不自然に跳ね上がって息も乱さず両手を広げている。どこまでが噓うそでどこからが真実なのか、さっぱり読み取れない。

　不可解な道化師じみた青年は、淡たん々たんと語る北ほく斗とくんを興味深そうに眺ながめている。

　非人間的な仮面の奥で、貪どん婪らんにその瞳ひとみを煌きらめかせて。

「さすがに失礼かと思って、文面は確認しなかったんですが。あの手紙には、いったい何て書いてあったんです？　興味がありますねぇ……☆」

「短い手紙だった、部長が興味をもつほど特別な文面ではなかったぞ」

　好奇心しかないような問いに、北斗くんは律りち儀ぎに──軽く会え釈しやくしながら応こたえる。

　生き真ま面じ目めに。

「些さ細さいな……。どこの家庭にもありふれた、祖そ母ぼから孫へのメッセージだった」

　ちいさな子供が愉ゆ快かいな手品を魔ま法ほうだと信じこみ、感心するような笑えみだ。

「苦しいなら、がんばらなくてもいいと。誰だれかの言いなりになる必要はない、俺がしたいことをするべきだと。その結果がどうであれ、おばあちゃんは俺の味方だと」

　ほんとうに、特別なことは何もない。誰にでも言える──けれど、誰かひとりでもそんなふうに言ってくれないと、どんなに強きよう靱じんなひとでも立っていられないような。赤あかん坊ぼうか幼よう児じの時期に、誰でも親によって与えられる尊とうとい保証である。

　美び辞じ麗れい句くに彩いろどられた生徒会長の言葉とは、誘ゆう惑わくとは明確に趣おもむきを異にする、素そ朴ぼくであったかいメッセージ。北斗くんは、生まれて初めてそんな言葉を──保証を与えられた。否いな、そんな厚こう意いが、あらゆる障しよう害がいを突破して彼の心まで届いて、響ひびいたのか。

　そして、彼は彼として再び動き始めたのだ。

「そう、書いてあった。ついでに……両親を呼びだして小言を並べたことなどが、愚ぐ痴ちっぽく記しるしてあったがな。俺のおばあちゃんは、アイドルでも歌手でも、女優でも何でもない。ただの、一般人だ。転校生と、同じような」

　あらためて舞ぶ台たい袖そでの私に向き直ると、北斗くんは目を細める。そして頭を下げてくる──舞台にいる全員にいちどずつ、お辞じ儀ぎしている。

「それでも、トップアイドルだった父や、大女優だった母は頭があがらない。ふつうの祖母で、どこにでもいる平へい凡ぼんなひとで……。でも、俺は大好きだ」

　大好き。誰にでも言える愛の言葉だけれど、北斗くんのそれの重みは段違いだ。リップサービスで他人を喜ばせるなんてこと、考えもしない不器用で真まっ直すぐな彼が。

　意に沿わぬ役やく柄がらを強制された彼が、カーテンコールを告げていく。

「おばあちゃんが味方なら、俺は両親も生徒会長も怖くない。胸むねを張って、戦える。生きていける、俺自身の人生を」

　怯ひるむことなく生徒会長に歩み寄って、やはり頭を下げている。責任感の強い彼は、言いなりになれなかったことを詫わびている。敵にすらも、誠意を尽つくしてしまう。

　己おのれを嚙かみ砕くだき、胃いの腑ふに落とそうとしていた相手にすらも。

「さらに幸運なことに、舞台と味方はすでに俺の目の前に用意されていた。生徒会長──あなたに従うことが俺の運命だったとしても、俺はそれに逆らおう」

　恐おそろしいほど無言で、微び動どうだにしない『皇こう帝てい』を見み据すえながら──北斗くんは独ひとり芝しば居いのように語る。胸に手を添え、膨ぼう大だいな熱を単語のひとつひとつにこめて。

「そう、決めた。おばあちゃんは、きっと喜んでくれる。両親は関係ない、将来も何もかも捨て去っていい。俺はこの場に、『Trickstarトリツクスター』として立ちたい」

　反応がないからといって、北斗くんは萎い縮しゆくもしない。堂々と、与えられた脚本ではない、彼自身が紡つむぎ上げた──彼を主役とした舞台を演じ抜く。

　誇り高く、彼の人生を。

「好きなように、させてもらう。たとえ失敗しても、後こう悔かいしても、おばあちゃんは俺の味方だ。それだけで、前のめりになれる。振り向かず、迷わずに、前へ進める」

　考えごとに沈みがちな彼が、幼おさな子ごのように思ったことをぜんぶ言っている。

　言葉を覚えたての赤ん坊だ。たどたどしくて、けれど噓や虚きよ飾しよくが含まれていなくて──わかりやすくて簡かん潔けつな、人間の鳴き声を。

　心をこめて、彼は紡ぐ。歌いあげる、高らかに。

「俺はあなたの敵になる、生徒会長。いや、最初から敵だった。甘かん言げんに惑まどわされ、道を見失っていたけれど、ようやく思いだせたから」

　青い専用衣装を見せびらかすように、胸を張って北斗くんは言ってのけたのだ。

「俺も、『Trickstar』だ」

「……そうかい。残念だよ、僕はほんとうに君に期待していたんだけどね。評価していたのだけれど、そこまで覚悟を決めているなら仕方がない」

　瞑めい目もくし、英えい智ちさんは深々と粘ねん性せいのある吐と息いきを漏もらした。

　いくつもの未消化な言葉が、饒じよう舌ぜつな彼が北斗くんを説得するために用い得た無数の戦略が、明確なかたちをとる前に呼気として吐きだされる。

　獣けものやちいさな子供に、どれだけ言葉を尽くしても意味がない。そんなふうに彼は判断したようだった──いつものように、戦う前に勝敗を決することはできなかった。

　ならば彼が以前に言ったとおりに、戦争するしかないのだ。

　引っぱたいて、理解させるしかないのだ。

「容よう赦しやしないよ、北斗」

　言うことを聞かない駄だ々だっ子こを見るように、苛いら立だちながら彼は言った。

「君がせっかく得た夢も希望も何もかも、踏ふみつぶしてあげよう」

「そう容易たやすく、踏みつぶされはしない。いいや、踏みつぶされても何度でも雑草のように再び立ちあがる。それが、『Trickstar』だ」

　北斗くんが凜り々りしく宣言し、英智さんは苦笑いして「君は『Trickstar』を褒ほめてるつもりだろうけど、『雑草』呼ばわりはどうかと思うよ？」などと、ぼやいていた。
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　冷たい刃やいばで切り刻きざまれるようにして、生徒会長の言葉を浴あびている北斗くんへ──。

　ふらふらと、スバルくんが歩み寄る。愛する飼かい主ぬしに捨てられた、子犬のように。憎ぞう悪おも怨うらみも、あらゆる暗くらい感情が含まれていない──無む垢くな瞳ひとみで。

　ただ見つめて、名前を呼んだ。

「北斗」

「明あけ星ほし」

　いつもの無表情をかなぐり捨てて、北斗くんは顔をぐしゃぐしゃにして応える。強大で無む慈じ悲ひな生徒会長と向きあっていたときにすら堂々と振る舞っていたのに、今は弱々しく震ふるえている。遠えん慮りよがちに、恐おそる恐おそる手を伸ばしてスバルくんの側頭部に触ふれる。

「すまない。俺には、おまえたちの味方を名乗る資格はないだろう。心配させ、怨まれているはずだ。今すぐ立ち去れ、と言われたら返す言葉もない。すぐに黙だまって消えよう」

　大事そうに、北斗くんはスバルくんを撫なでていた。

　壊れものを、扱あつかうみたいに。ううん──自分の行動によって、この宝物のような男の子が傷ついてしまうことを怖がるみたいに。

「だが赦ゆるされるならば、もういちど俺を仲間にいれてほしい」

　世界でふたりきりみたいに見つめあって、ぎこちなく語っていた。

「また一緒に、歌わせてほしい。俺がおまえに言いたいことは、それだけだ」

　スバルくんは、しばし反応しなかった。信じられないみたいに、夢でも見るように呆ぼう然ぜんとして──その双そう眸ぼうに、歓かん喜きの涙を溢あふれさせる。それを、男の子特有の気き恥はずかしさをおぼえたのか必死に拭ぬぐうと、輝かがやかしい笑みを浮かべた。

「……遅いぞ、こんにゃろっ☆」

「殴なぐった!?　明星くん、せめて顔は殴っちゃ駄だ目め！　これからライブだよ……!?」

　真まことくんがギョッとして、なぜか天使のような笑みで北斗くんをタコ殴りにしているスバルくんを後ろから羽は交がい締じめにした。いつもいつも、この男の子の行動は読めない。

　喜き劇げき的てきにぶっ倒れた北斗くんは、むしろ嬉うれしそうに身み悶もだえして起き上がった。

「ふ、ふふふ！　もっと殴れ明星！　俺はそれだけの罪を犯おかしたんだ、好きなだけ殴ってくれ……☆」

　抱ほう擁ようを求めるように両手を広げて、晴れやかに快こころよい笑みを浮かべて叫さけぶ。その動きと仕草は、どこか彼の所属する演劇部の親玉──渉さんに似ている気がした。

　同じ部活の先輩から、彼は何か得え難がたいものを与えられたのだろうか。

「あっれ～っ、氷ひ鷹だかくんも変なキャラになってるよ!?」

　真くんが不可解そうながらも、ほっとしたように表情を綻ほころばせる。なぜか大喜びでドツき漫まん才ざいを始めるふたりの間に割って入って、無理やり良い方向でまとめにかかる。

「でも、また一緒に氷鷹くんとステージに立てるなんて夢みたいだ……！　よく戻ってきてくれたよ～、すっごく嬉しいっ♪」

「でも、大丈夫なのか北斗？」

　無む邪じや気きに喜ぶ真くんの横へ、慌あわてて並ぶと、真ま緒おくんが現実的な問いを発する。

　いつだって──彼が、浮き世離れしがちな他のみんなの楔くさびに、寄って立つ場所になってくれる。慎しん重ちように、謎なぞの寸劇に困こん惑わくしている観客たちまでも気にしながら。

「おまえ、よっぽどの理由があって『fine』に移籍したんだろ。おまえみたいな責任感が強いやつが、そうでなきゃ『Trickstar』から離れるわけがない」

「あぁ。心配するな、とはとても言えんが。俺は納得して、ここにいる」

　北斗くんは珍めずらしく後先考えていないのか、憑つき物ものが落ちたような清すが々すがしい笑みだ。

「これが、最後のライブになってもいい」

「最後なんて言うなよ！　これからも何度でも、一緒に歌おう！　俺たちは最高の『ユニット』だ、仲間だ！　そうだよね、ホッケ～？」

　先ほどまで殴っていたのに急に大切そうに抱だき寄せて、自分でも感情を持て余しているようなスバルくんの問いに、真緒くんは困り顔で答える。

「う～ん。でも移籍の手続きが終わっちゃってたら、ふつうに『Trickstar』には戻れないぞ。ルール的に。こういうこと言う自分が、すごい嫌いやだけど」

　拳こぶしを固めて突っ立って、真緒くんは途方に暮くれたように弱々しく首を揺ゆする。

「もちろん、北斗が戻ってきてくれるなら大だい歓かん迎げいだけどなっ？」

　賢かしこいふりをして、物わかりが良いふりをして、いつでも他人にいちばん良い席を譲ゆずっていたような彼だけれど──北斗くんのことは手放したくないのか、スバルくんを真ま似ねするみたいにそばに寄り添った。真くんも、やや遅れてその輪にくわわる。

「構わないよ。生徒会長の権限で、移籍の書類を握にぎり潰つぶそう」

　四人でひとつのようになった『Trickstar』へ助け船をだしたのは、意外なのか当然なのか──やはり真意はわからないけれど、英智さんである。

　愛いとおしそうに己おのれの敵を眺ながめて、ようやくその表情に笑みを取り戻す。これはこれで面おも白しろそうな展開だ、とでも思ったのだろうか。

「僕を裏切った罪は、万ばん死しに値あたいする。とはいえ、君たちの友情は希け有うな宝物だ。つまらない現実的な理由で、切り捨てたくはないね」

　何かを懐なつかしむように遠い目をして──等身大の男の子めいて、笑う。

　彼は彼の全力をもって、物語の筋道を自分好みに調整してしまう。

「僕は、最高の状態の君たちと戦いたい。それを踏みつぶし、飲み干ほすことで、僕は最大のちからを得られる。そのための、【ＤＤＤ】だ」

　何かとても重大な示し唆さが含まれることを、口にしている。そんな気がした。【ＤＤＤ】という空前絶後の浮かれ騒さわぎを主しゆ催さいした、彼の真意の一いつ端たんに触ふれていた。

　仲間が戻ってきた感動に洗い流されて、このときは深く考えることもなかったけれど──天てん祥しよう院いん英智という人物の、最大の欲求が発はつ露ろしていた。

　あらゆるものを喰くらい尽つくす、ブラックホールじみた食欲が。

「余計なことは気にせずに、全力できなさい。……返り討うちにしてあげよう♪」

「さっすが生徒会長！　意外と話せるぅ～☆」

　相変わらず生徒会長の奇妙な雰ふん囲い気きにまるで左右されないスバルくんが、あろうことか嬉しそうに『皇帝』へと抱きつく。好き好き、というように頭を擦こすりつけていた。

「ふふ。対決が始まる前に、すでにぜんぶ解決した～みたいな空気を醸かもしださないでほしいけどね。僕には僕の目的がある、それだけのこと──」

　これまででいちばんの不可解そうな顔で、スバルくんをやんわりと遠ざけようとしつつ、英智さんはあらためて観客たちに向き直る。ひっついたままのスバルくんと肩を並べて、最後の決戦を待ちわびる人々へ礼をする。

「さぁ、無む駄だ話ばなしは終わりにしよう。観客が首を長くして待っているよ、僕たちのステージを。夢ノ咲学院の生徒として、恥はずかしくない舞台を望むよ」

　親子のように寄り添って、『皇帝』と革かく命めい児じは舞台の真ん中に立っていた。

「生徒会長としても、ひとりのアイドルとしてもね」

　夢ゆめノの咲さき学がく院いんに、おおきな歴史の節ふし目めが訪おとずれようとしている。
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「さ～って、勝負だ！」

　俄が然ぜん、元気になったスバルくんが──快かい哉さいを叫んだ。血けつ気きに逸はやって何度も跳ちよう躍やくし、仲間たちのもとへと戻ると、挑ちよう戦せん的てきに英智さんを指さして威い嚇かくする。

「北斗が戻ってきたなら、ちっとも負ける気がしないっ☆」

「どうかな。ゴチャゴチャと騒いでくれたおかげで、僕はそれなりに休めたよ。あと一回ぐらい、決勝戦ぐらいは、動ける。君たちを踏みつぶすには、充じゆう分ぶんすぎるほどだ」

　気持ちよさそうに挑戦を受け止めながら、英智さんも居住まいを正した。実際、抜け目のないひとである。会話の間に呼吸を整え、戦備を充実させている。

　まったく油断ならない。

　何もかも解決したような雰囲気になっているけれど、ここからが本番である。

　調子を取り戻して、英智さんがやはり歌うように言ことの葉はを繰くりだしてくる。

「最初に言っておこう。僕たち『fine』の決勝戦における曲順は、準決勝と同じだ。この意味がわかる子がいるかな、君たちのなかに？」

「えっ、『fine』の準決勝の曲順ってどんなのだっけ？」

「……僕たちと、まったく同じだった」

　いろいろ感動のあまり忘れたらしいスバルくんを、真くんが何だか羨うらやましそうに見ながら、ぞっとするほど美しい真顔で説明してくれる。

「最後に全員で歌う曲、その前はずっとソロ曲……。曲の長さもほぼ同じ、完全に僕たちを意識してあわせてきてる」

　いつも思うけれど、真くんは意外と本番に強い。普段の気弱な素そ振ぶりはなりを潜ひそめて、粛しゆく々しゆくと思考し実行する。一種の、兵器のように。

　ライトに照らされ眼鏡めがねが漂ひよう白はくされて、その表情は窺うかがいしれない。

「『UNDEAD』とやりあった舞台を、僕たちとの対戦の練習台にしたってことかも。あの過か酷こくな準決勝で、そんな余裕をぶっこいてたの……？」

「ふふ。勝つために必要な労苦なら、僕は迷わず採さい択たくするよ。どうかな、これで君たちの勝てる可能性は限りなく零ゼロに等しくなったね？」

　むしろ評価を改めたように、英智さんが真くんを興味深そうに眺めながら肯こう定ていする。

「ど、どういうことっ？　誰だれか解説して！」

「では俺が。『fine』と『Trickstar』の人数は同じ、四人ずつ。そして『ユニット』としての傾けい向こうも近しい、むしろ俺たちと同じ道を先行する上位存在といえる」

　やや躊躇ためらいがちに、北斗くんが解説を引き継ついだ。以前は当たり前だった光景──帰ってきた実感が湧わいたのか、彼の表情は明るかった。

「それでも舞台上の演出次第では、足をすくうことも不可能ではなかったが」

　エンジンに火を入れて、私たちの頼れる委員長は状じよう況きようを冷静に分析している。

　まがりなりにも、先ほどまでは『fine』の一員として行動をしていたのだ。走り回っていた私たちより身近から、いまだ未知なる最大の敵を眺めていた。

「同じ曲順なら、単純な実力差が結果となる。数値だけで争うシンプルなカードゲームのように、出力が高いほうが勝つ」

　その言葉には実感と、正確なデータが含まれている。

「そして『fine』は全員でも個別でも、俺たち『Trickstar』より強い。格差がある。すべての曲で俺たちは押し負け、総合的にも完敗する」

「えっ、噓うそ！　やばいじゃん、それ！」

　スバルくんがすんなり理解して、ようやく現状を把は握あくしたのか──慌あわてている。

「どうする？　今からでも、こっちが曲順を変える……？」

「そんな時間はないな、正直。もうライブの開始時刻になるし、事前に打ちあわせも練習もせずに曲順を変えるのは危険度が高い」

　真緒くんが、落ちつけ、というようにスバルくんの肩に手を添えながら発言する。猛もう烈れつに思案し、打開策を見いだそうとしていた。笑みを消し、戦士の表情になって。

『講堂』に設置された時計などを確認し、状況を俯ふ瞰かんして──突とつ破ぱ口こうを探している。

「俺たちは、ただでさえ合流が遅れちまった。練習が足りていないんだ。小手先の調整をしても、逆に出力が低下して『fine』には勝てない」

　そうだ。本来、ばらばらだったはずの私たち。奇き跡せき的てきな巡めぐりあわせから再び合流できたけれど、引き裂さかれ、失った時間は取り戻せはしない。

　この四人で行ったレッスンは、『Ｓ１』の直前のそれである。そこで時計が停止していた──わけではない、それぞれが死しに物もの狂ぐるいで行動して摑つかみ取ったものもある。けれど現実的に、四人の、『Trickstar』としてのレッスンはそこから一度も行われていない。

「真っ当にやりあったほうが、いくらか『まし』ってことだ」

　少年漫まん画がではないのだ。土ど壇たん場ばで、すべてを解決する秘策なんか思いつかない。配られた手札で勝負するしかない──知恵と、勇気を振り絞しぼって。

「俺たちのだせる最大の出力を、ぶつけるしかない。それを理解したうえでの、生徒会長の作戦だ。さすが、王者の戦略って感じだな～？」

　褒ほめているというより、もはや負まけ惜おしみを口にするみたいに真緒くんが語る。

「正攻法で、圧倒的に、俺たちを叩たたきつぶすつもりだ」

「そんな……。やっばいなぁ、さすが腐くさっても学院最強『ユニット』！」

　スバルくんが歯は嚙がみして、苦い顔をしている。楽天的な彼だけれど、いちど生徒会長の思おも惑わくによって再生不可能なぐらいの打だ撃げきを与えられたのである──余裕はまったくない。無策で挑いどめば、悲ひ劇げきを繰り返すだけだ。

　そして、残り時間はわずかしかない。

　ハリウッド映画のように、短い局面ごとに最適解をだしつづけて状況を突破していっても、それでも間にあわないかもしれない瀬せ戸と際ぎわだ。

「きゃははは☆　どうだ思い知ったかっ、会長の卓たく越えつした戦略眼がんを～！」

　ずっと蹲うずくまっていた桃とう李りくんが、ようやく起き上がって高笑いした。

　さすがに『UNDEAD』との一戦で体力を使い果たしていたようだが、傍かたわらに寄り添った弓ゆ弦づるくんによって介かい抱ほうされて──ある程度、復調している。

　空から元気かもしれないけれど。

　彼もまた最強『ユニット』の一員として、誇り高く挑ちよう戦せん者しやを迎むかえ撃うとうとしている。

「『流りゆう星せい隊たい』だの『UNDEAD』だのが浅知恵を巡らせたみたいだけどね、ぜんぶ無意味だったんだよ！　会長に対しては、俗ぞく物ぶつどものどんな戦略も意味を成さない！　お猿さるさんの芸と同じっ！　せめて良い子良い子って褒めてあげよっか、三さん下したども！　きゃはは☆」

　小こ憎にくらしく嗤わらうと、ほとんど信しん仰こう心しんじみた輝きを両目に灯ともして主張した。

「ボクたち『fine』が最強なんだよ！　覆くつがえせない格差があるんだ！　個人の力量差が段違いなんだ！　全体としても、個人としても、ボクたちが勝つ！」

　そこで一転、桃李くんは愛らしい表情を取り繕つくろい──英智さんに縋すがりついた。先ほどのスバルくんの動きを、なぞるように。上書きし、英智さんのぬくもりを独どく占せんするみたいに。親に甘えるように擦り寄って、こちらが怯ひるむほど純情に愛を叫ぶ。

「んもう、なかでも会長の演出が光るのがソロ曲だよね！　四連戦のソロ曲で、一対一で個別に戦う！　そのすべてに、『fine』が勝利するっ☆」

　ちいさな暴ぼう君くんめいた一年生が、決勝戦を端たん的てきに表現しようとしている。

「この図式はまさに、伝説に残る神々の戦い……！」

「ラグナロクですね♪」

「ええ!?　こら奴ど隷れいっ、いちばん良いところを言うな！　ボクが言いたかったの！」

「奴隷ではありません。すみません、坊ぼつちゃま♪」

　こちらは最初から平然としていた弓弦くんが、余計な茶々を入れている。四角四面な真面目なひとだと思っていたので、からかうようなその発言がすこし意外である。

　顔を真まっ赤かにして「ぽか、ぽか」殴りつける桃李くんと、快さそうにそれを受け入れる弓弦くん──『fine』の若く新しい戦力を眺めて、真緒くんが呆あきれ顔になる。

「余裕だな。こっちも、運命的に負けるってわかってても挑いどまざるを得ない。それに、もちろん勝つつもりでやるからな」

　彼らの口にした比ひ喩ゆを完かん璧ぺきに理解しつつ返答し、冗じよう談だんじみた雰ふん囲い気きを消し飛ばすように手を振ると──真緒くんが顔を引き締める。

　覚かく悟ごが決まったのだろう。実際、もう逃にげも隠かくれもできない。『Trickstar』と『fine』、各おの々おの、四人の戦士たちが真正面から向きあう。

　武道の試合のように。つまり果たしあいのように、対たい峙じする。

　最終戦争が始まるのだ。
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　いつも弔とむらいの鐘かねのように聞こえる、チャイムが鳴り響ひびいている。

　終末を知らせるラッパみたいに虚うつろに、それは低く重く反はん響きようしていく。

【ＤＤＤ】の決勝戦──『Trickstar』と『fine』の対決、夢ノ咲学院の歴史に残るだろう一戦を前にして、徐じよ々じよに緊張感が高まっている。ほんの短い休きゆう憩けい時間も終わり、次々と観客たちが着席し、今か今かと期待に満ちた表情で舞台を注視する。

　とうとう、ここまで辿たどりついた。

　長く過か酷こくな道のりだった。途中で離ればなれになり、迷子のように彷徨さまよっていた孤こ独どくな魂たましいたちが──今、誰ひとり欠かけることなく再び集まって燦さん然ぜんと輝いている。

　気の早い観客たちが煌きらめかせる、無数のサイリウム。極ごく彩さい色しきの星空のなかで、恐おそるべき『皇帝』が率ひきいる天使たちと、それに反はん旗きを翻ひるがえした革命児たちが対峙している。

　本当に、神話そのものだ。

　これが聖書などならば、ここで読む手をいったん休めて恍こう惚こつとしたいところだ。しかし現実は容よう赦しやなく平等に、時計の針を進ませていく。事態は、動いていく。未来はわからない、勝敗の行方ゆくえも推測できない──もちろん『Trickstar』に勝ってほしいけれど。

　どうなるかは、神のみぞ知る。私には、祈ることしかできない。

　対峙する四人と四人、ここまで勝ち残った奇跡そのもののアイドルたち。そのひとり──真緒くんが、こんな大舞台でも無む駄だな緊張もせずに普段どおりに微笑ほほえんでいる。

　勇ゆう敢かんに一歩、踏みだした。負けん気の強い、餓が鬼き大だい将しようみたいな表情で。

「『fine』の曲順が準決勝と同じなら……。俺と対決するのは、あんたか」

「Amazingアメイジング！　できれば、北斗くんと対決したかったのですけどね～☆」

　かわいいものでも見るように、浮き浮きしながら渉さんが真緒くんに応こたえる。視線を真まっ向こうから受け止めて、優ゆう雅がに腰こしを折って礼をした。

「また甘やかしてしまうかもしれませんし、そうなると私の信用問題ですからね？　ここから先は本気で、『fine』の勝利のために貢こう献けんしますよ！」

（ぐっ……。よりにもよって、『三さん奇き人じん』日ひ々び樹き渉か）

　呵か々か大たい笑しようする渉さんを前にして、不敵な表情ほどには余裕もなく──真緒くんが冷や汗をかいている。それを気け取どられぬように、腕うで組ぐみして突っ張っていた。

（『fine』は全員が超級の実力者だ、誰が相手でも楽はできないけど）

　決勝戦の構成に、両者ともに異論はないようだ。『Trickstar』が『Ｓ１』で行った演目とほぼ同じ流れ──最後は全員で、その前はソロ曲で、一対一で戦い抜く。

【ＤＤＤ】は基本的に五回ごとに一区切りのため、『Ｓ１』とまったく同じだと一曲ぶん溢れてしまうのだ。なので、最初の全員で歌う曲を省略する。ともあれ、曲目の順番から考えればたしかに真緒くんの相手は渉さんだ。

『三奇人』を、たったひとりで相手取る。考えただけでも気が滅め入いる──地球をひとりで支えるような、ほとんど罰ばつゲームのような苦行である。

　けれど真緒くんは、それを請うけ負おう。与えられた役目からは逃げない、どんな難事にも最さい善ぜんを尽くす。そして、きっとやり遂とげる。

　私たちの希望の星は、いつだって。

（日々樹渉は奇行が過ぎて学校からは評価されにくいけど、パフォーマンスだけなら生徒会長すら凌しのぐといわれている。実際、歌唱力もダンスの実力も断トツだ。その他、無数の芸を完璧に習得してる。手品、漫まん談だん、声せい帯たい模も写しや……。あらゆる分野を極めた、超人！）

　真緒くんが必死に思案しながら、渉さんを睨にらみつけている。相手を過大評価もしすぎず、冷静に事前知識を反はん芻すうしている。

（俺が『器用貧びん乏ぼう』だとしたら、このひとはまさに『器用大だい富ふ豪ごう』……！）

　考えれば考えるほど、絶望的な難敵である。

　私だったら戦うことすら考えられず、渉さんとの対決は捨てて他に注力する──みたいな消極的な策をとってしまいそうだ。渉さんや英智さんといった強大無比な相手との勝負は捨て、まだ与くみしやすそうな桃李くんや弓弦くんとの対決で白星を稼かせぐ。

　けれど。たぶん、それでは絶対に勝てない。桃李くんや弓弦くんも決して一ひと筋すじ縄なわではいかない、仮にも最強『ユニット』の一員であり──華はなが、実力がある。渉さんや英智さんにボロ負けしたのを見れば、他の勝負にも影えい響きようがある。なかでも最後の、全員での勝負において、相手に勢いに乗られていたら一気に押し負けて制圧されかねない。

　五回の勝負、そのすべてで勝利を摑つかむべく戦うしかない。勝ち星の数ではなく、五回の勝負の総合点で勝敗が決まるわけだし──すべての対決で一点でもおおく稼ぐべきだ。

　相手がひとりずつしか出てこないなら、こちらは四人全員ですべての勝負に臨のぞむ、みたいな戦法も現実的ではない。人数で勝っているからといって勝利できるとは限らない、というのは『Knights』戦での彼らの失しつ態たいを見れば明らかである。

　戦争は数だけれど。殺しあいではない、アイドルのライブ対決なのだ。

　先ほども言げん及きゆうされていたけれど、『Trickstar』は全員でのレッスンが足りていない。足並みが揃そろわず、全員で連戦をすることで疲ひ弊へいし、ぐだぐだのまま潰つぶれ死ぬだろう。

　だから、これが最善だ。

　ひとりひとりが、死に物狂いになって──己の戦場で大たい将しよう首くびをあげるしかない。奇跡を起こしつづけて、ようやく勝ち目が見える。これは、そういう決死戦なのだ。

「ふふふ♪　何を考えているかわかりますよ、けれど可か哀わい想そうですが手加減はできませんからね！　悪役だろうが何だろうが、演劇部部長として、それを華か麗れいに演じきるだけ！」

　異様なほど陽気に、渉さんは両手を叩いて囃はやし立てる。怖おじ気けづきそうな私たちをむしろ鼓こ舞ぶし、盛り上げようとしているみたいだった。戦場の華、鼓こ笛てき隊たいみたいに。

　過か剰じようなほど道どう化けた仕草で、彼はおもむろに自みずからの顔を隠かくしている仮面に指を添える。

「決勝戦ともなると、私も本気をだすべきですね！　仮面を取ってしまいましょう、これは全力で戦おうという私の決意表明です！」

　高らかに意味不明な宣言をしつつ、渉さんは優雅に仮面を外はずした。

　その素顔を見て、すこし驚いてしまう。陳ちん腐ぷな表現だけれど、彼は本当に──浮き世離れすらしている絶世の美男子である。彼の仮面は目元を隠していただけなので、そこまで見た目が激変したわけではないはずだけれど。印象が、がらりと変わった。

　自ら輝くような、美形だ。その瞳も、見ただけで石化しそうな魔ま力りよくに充みち満みちている。魅み入いられて──呆ぼう然ぜんとして、魂まで砕くだかれそうだ。彼は、凶きよう悪あくな兵器を隠していた。
















　奇き々き怪かい々かいなる怪物から、ひとりの人間に脱だつ皮ぴした。そう見えた──仮面でせき止められていた感情の奔ほん流りゆうが、私たちを打ちのめす。圧倒されて、真緒くんが後ずさった。

　私たちのリアクションに満足したのか、渉さんは満面の笑みで嬌きよう声せいをあげる。

「演劇部の戦士が素顔を晒さらして決けつ闘とうするとき、敗北はすなわち死を意味します！」

「俺も演劇部だけど初耳だぞ……。久しぶりだな、仮面を外した部長を見るのは」

　渉さんの言動に耐性があるらしい、同じ演劇部の北斗くんが変わらぬ調子でぼやいた。異様な雰囲気に吞のまれかけていたらしい真緒くんが、はっと我われを取り戻す。首を振り、己の向きあうべき強敵を睨みつけていた。

「ふはは、解放感！　お待ちかねのフルパワーです！　Amazing☆」

　渉さんはむしろ違い和わ感かんがあるほどアイドルらしい、横ピースをしている。

「けれど、私はまだ変身を二回残しています！　この意味がわかりますか？」

「いや、仮面を取ったからって何が変わるんだよ。余計な、虚こ仮け威おどしを……？」

　生なま唾つばを吞んでから、真緒くんは覚悟を固めたのか──勇気凜りん々りんに主張する。

「それに、こっちもとっくに覚悟を決めてんだ！　そんな程度じゃ怯ひるまないっ、そっちが強敵なのは最初から知ってたしな！」

　胸を張り、渉さんを真ま似ねるように横ピースして──真緒くんが豪ごう快かいに笑った。

「あんたが二回変身しても、こっちは百回でも一万回でも変身して追い抜いてやる！　ライブの最中に成長してやるっ、目にもの見せてやるよ……！」
















「Amazing！　良い目をしていますね、少年！　最高のライブにしましょう、ショウほど素敵な商売はありません……☆」

　愛すべき我が子を抱きしめるように、渉さんが満足そうに腕を閉じたり開いたりしている。けれど抱きあうことはできない、敵どうしなのだから。

　対戦相手を互いに認めあい、輝きを放つふたつの星が激突しようとしている。
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（気け圧おされるなよ、衣い更さら。部長はライブでは手を抜かない、そこまで甘いひとじゃない。などと、ひとの心配をしている場合ではないな）

　真緒くんに触しよく発はつされたのか、渉さんのやる気に刺し激げきされたのか──北斗くんがさらに内圧を高め戦意を高こう揚ようさせ、己の向きあうべき敵を探している。

　純白の衣装を身にまとう『fine』の面々を、順じゆん繰ぐりに眺めている。

（俺の、対戦相手は……？）

　その視線が、一歩だけ下がった位置にいる弓弦くんに向いた。常に影のように主あるじに──桃李くんに寄り添っている彼は、恭うやうやしく会釈している。

「では、わたくしと対決するのは氷鷹さまですね♪」

「『さま』づけで呼ぶのはやめてくれ……。気が抜けるというか、同い年だろう？」

　過か酷こくな戦場の最果て、決勝戦の舞台とは思えないほどリラックスしている弓弦くんを──北斗くんは見み据すえる。

（伏ふし見みか。地味なやつだが、伊だ達てに『fine』ではないだろう。俺も『fine』の練習に参加したが、最後まで実力を見せずにいたな……？　あの生徒会長が重用し、信頼を寄せる優等生だ。二年生のなかでは、最強の実力者なのかもしれない）

　何だか料理教室にでも通い始めた若奥様のように、弓弦くんは穏おだやかで愉たのしげである。油断しているわけではないし、他ひ人と事ごとのように思っているわけでもなさそうだけれど。何だろうか、この独特な気の抜けた様子は。

（いまいち和なごやかというか、丁てい寧ねいな物腰のせいで緊きん迫ぱく感かんがないが）

　けれど。弓弦くんの柔にゆう和わな笑みの奥から、只ただならぬ迫はく力りよくが生じている。彼はたぶん、この笑顔のまま──それが必要だと判断すれば簡単に人殺しでも何でもやってのける。そう思わせる、有う無むを言わさぬ威い圧あつ感かんがあった。

『Trickstar』のみんなと同い年のはずなのに、この落ち着きかたは普通ではない。むしろ、恐おそろしいぐらいである。乱れて、不安そうにしてくれていたら良かったのに。

（それに、俺は裏切った直後で心情的に『fine』とは戦いにくい。さすがに、すこしは罪悪感がある。それが俺の声を、手足を縛しばるかもしれない）

　弓弦くんの奇き妙みような雰ふん囲い気きを振り払うように、北斗くんは一瞬だけ目を閉じて──己の胸元に手を添える。己の心しん臓ぞうの鼓こ動どうを感じ、胸元に輝く『Trickstar』のネックレスを握りしめる。何かを誓ちかうように。

（だが、今はそれを飲みこもう。泥を啜すすってでも、勝つ。そのために戻ってきたんだ、『Trickstar』のみんなのもとへ。役に立てないのなら、みんなを振り回しただけで、俺に存在価値などない。必ず勝つ、この身しん命めいを賭としてでも）

「ふふ。氷鷹さま、わたくしはあなたの選せん択たくを高評価します。花丸、満点を差しあげましょう♪」

　北斗くんを真似るように、弓弦くんが胸元に手を添える。その指先を折り曲げて、母親か教師のように愛らしいともいえるＯＫマークをつくっていた。いちいち、仕草が何だか色っぽいというか──不思議な妖あやしさがある。

　やりづらそうにしながら、北斗くんがどこか挑ちよう発はつ的てきに言った。

「意外だな。執しつ事じぶってる真面目なおまえなら、俺の裏切り行為は唾だ棄きするかと思ったのだが？」

「誰を主人とするか、という話でございますよ。あなたの主人は会長さまでも誰でもなく、あなた自身の心であったということ……♪」

　心臓のあたりに添えられたままの北斗くんの手を、弓弦くんは目線で示す。どこか羨ましそうに、同時に共感しているように──親しげに語る。

「己自身を主として、奉ほう仕しし、忠ちゆう誠せいを誓う。主人は異なれど、わたくしと同じでしょう。ゆえに評価しますし、賞しよう賛さんします！　あぁ、見上げた忠誠心でございます！」

　音が聞こえない程度に拍はく手しゆまでして、弓弦くんは北斗くんを絶ぜつ賛さんしている。どこまでも優しげな笑みで、そっと北斗くんに歩み寄って耳元で囁ささやいた。

「けれど、わたくしにも譲れぬものがあります。会長さまのため、坊ちゃまのため、『fine』のために──身を粉こにして、あなたを封ふう殺さつします。主人がのびやかに活かつ躍やくするために、邪じや魔まになるものは……。わたくしの責任で、きれいに排はい除じよしましょう♪」

　麗うるわしい言葉が選ばれているけれど、直訳すれば殺してやるぞ、という意味な気がする。あくまで上品に、執事然として、彼は己の敵に対して宣戦布告した。

「試ためしましょう、この対決で。どちらの忠誠心が、より強固なのか」

「あぁ、そうだな。俺も、これまで放ったらかしにしていた自分の主人に、俺自身の心に……。めいっぱい奉仕する、やりたいことに全力を尽くす」

　北斗くんは殺意すら向けられたのに、鈍どん感かんなのか、素す直なおに弓弦くんの言葉に納得したのだろうか──微笑みを返した。ちょっと目を丸くして、弓弦くんが下がる。

　それを追うように顔を近づけて、嚙みつくみたいにして北斗くんも言い放つ。

「絶対に負けない。おまえも、観客たちもまとめて、楽しませてやる。それが俺のしたいことだ、やるべきことだ！　自分自身の心に対する、最大の奉仕だ！」
















「ええ。どうぞ、お気に召めすままに♪」

　プロポーズでもするような応おう酬しゆうの果てに、彼らもまた血まみれの決闘に臨む。
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「こら奴隷～、引き立て役が目立つんじゃないよ？」

　すこし寂さびしそうに弓弦くんを見ていた桃李くんが、踏ふん反ぞり返った。

　えへんと胸を張って、自じ己こ主張を始める。他のみんなに比べて彼はことさら小こ柄がらで、愛らしく見える。けれど場違いではない──彼にもまた、王者の風格がある。生来のものだろうか、ひとの上に立つもの特有の気品と威い厳げんが芽め生ばえている。

　まだ咲ききらない花のつぼみのようで、味方たちはもちろんとして、敵であるはずの私や『Trickstar』の面々すら微笑ましく成長を見守りたくなるような雰囲気がある。誰からも愛されるちいさな王おう侯こう貴き族ぞく、名前のとおりにお姫さまみたいだ。

「おまえは、引っこんでろ。ボクが会長の出る幕まくもなくなるぐらい、圧倒的にこいつらを消し飛ばしてやるっ☆」

　彼は弓弦くんを押しのけるように前に出て、あっかんべと舌したをだした。

「会長は、ゆっくり休んでていいですからね～。会長の敵は、ボクの敵！　会長のものは、ボクのもの！　会長の栄光と絶頂のために死ねっ、問題児ども～！　きゃはははっ☆」
















　如じよ才さいなく英智さんにも片目を瞑つむってかわいくアピールすると、一転、つまらなそうに不満顔になって──ちょっと他のみんなに隠れるような位置に立つ、真くんを睨む。

「でも。ボクの対戦相手は、『Trickstar』でいちばんの小物か～？」

　ずけずけと、むしろ清々しいほど素直に悪あく態たいをついている。

「小物のなかの小物ってことじゃん、雑ざ魚こめ……。こんなの倒したって、ちっとも会長に自じ慢まんできないな～？」

「な、何か酷ひどいこと言われてるっ!?　たしかに僕は、『Trickstar』でいちばん歌も踊りも下へ手ただけど……！」

　さすがにカチンときたのか、単に嫌いやなことを言われて反発しただけだろうか──真くんが釣つられるようにして発言する。売り言葉に買い言葉だったのだろうけれど、結果的に彼も正面から桃李くんと向きあうことになった。

　己の敵と対峙して、他の誰に頼ることもなく──一対一で戦う気構えを得たようだ。

（でも正直、良かったぁ♪　他の『fine』のメンバーや、泉いずみさんや大おお神がみくんに比べたら、ちっとも怖くない！　かわいくて、ちっちゃな子が対戦相手でほんとよかった……！）

　かなり失礼なことを、ほっと胸を撫で下ろしながら真くんは考えている。

（これなら僕も、びびらずに全力をだせる！）

　ちょっと情けない感じだけれど、それでも彼は真正面から敵を迎え撃つ。真くんについては、運命が味方したというか──こちらにとって都つ合ごうのいい采さい配はいになった。怖い相手にガツンとこられると、押しに弱いところのある真くんは自分をだしきれずに引いてしまうことがある。けれど、さすがに桃李くんの見た目はまったく怖くない。

　態度は生意気で高圧的だけれど、子こ猫ねこが威嚇しているようなものだ。冷静になって、向きあえば、怯おびえる必要性はどこにもない。

　尻しり込ごみしなければ、真くんは己の強さを充分に発はつ揮きできる。『Trickstar』の他のみんなと同じか、それ以上の輝きだって放射できる。

　私たちは、彼がそんなふうに煌きらめくのをずっと待っていた。

（見てろよ、ちびっこ！　僕だって『やればできる』ってことを証明してやるっ、がんばるぞ～！　お子ちゃまなんかに負けないもんねっ♪）
















　けれどお人好しなのか気弱なのか、優しいのか、真くんは相手を傷つけるようなことを口にはしない。ただ俄が然ぜん、やる気になって笑顔で桃李くんを見下ろすだけである。

　それでも何かしら表情から察したのか、桃李くんが「むっ」と眉まゆをひそめた。

「おまえ、何か失礼なこと考えてない？　生意気すぎるっ、めっためたにしてやるからなゴミクズめ～！」

「坊ちゃま。舞台上です、口くち汚ぎたない発言は控えてくださいまし。観客の皆さまに聞こえてしまうでしょう、恥ずかしい」

「うるさいなぁ、奴隷のくせに！　いい気分なんだから黙だまってろっ！」

　弓弦くんにお叱しかりを受けて、桃李くんが真まっ赤かになって地じ団だん駄だを踏んだ。けれど良い具合に、そんないつもどおりの遣やり取りをして気が解ほぐれたのか──傲ごう慢まんに威い張ばる。真くんを指さして、小生意気に言ってのけた。

「でもまぁ、ボクたちが万が一にもありえないけど負けても、最後には会長が控ひかえてるしね～？　何があっても、ぜんぶ引っくり返してくれるに決まってるっ☆」

　意外なぐらい出しゃばらずに、そこで桃李くんが一歩だけ引いた。そして憧あこがれをこめて、傍かたわらに立つ『皇帝』を──英智さんを見上げる。恋する乙女おとめみたいに。

　その双眸が、きらきら輝いていた。

「下品な山やま猿ざるどもに、我ら生徒会の盤ばん石じやくなる帝国は決して覆くつがえせないよ～っ！」
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「ふふ。そのとおりだよ、かわいい桃李」

　純じゆん朴ぼくな視線を向けられて、ちいさな子供に花束を贈られたみたいに嬉しそうに微笑むと──英智さんが前へでる。『fine』の他の面々が、何の指示も受けていないのにわずかに後退して、彼の後ろに控える。

　己たちの君主を、頂点を、誇らしげに全世界へと見せびらかす。

　英智さんも当然のようにそれについては言及せず、『fine』とは対照的に完全に横並びになっている『Trickstar』を眺める。まじまじと、露ろ骨こつなぐらいに物もの珍めずらしげに。

　見知らぬ国に迷いこんだ、孤こ独どくな旅人のように。

「さて。こうしている今でもすこし不思議だよ、『Trickstar』の諸君。君たちと、こうしてステージで向きあっていることがね」

　すでにパフォーマンスが始まっているみたいに、相変わらず物語じみた口調である。何度も何度も繰り返し見ていた夢の筋書きを、諳そらんじるようだった。

「僕たちは友達になれたかもしれないのに、どうしてこんな事態になってしまったのだろうね。同じ学院の生徒なのに……などと、韜とう晦かいするのもわざとらしいかな？」

　無む邪じや気きにはしゃぐ子供みたいに、英智さんは目に見えて上じよう機き嫌げんに笑っている。

「本音を言うと、遠からずこんな日がくるんじゃないかって思っていたよ」

　誕生日プレゼントの箱を開く瞬間みたいに、その瞳に期待と喜びの輝きが灯ともる。

「君たちを、初めて見たときに……。あの『紅あか月つき』と君たちが対戦した舞台を、観客として目もく撃げきしたときにね。君たちは特別だ、だからこの舞台まで上がってこられた。この天祥院英智が賞賛しよう、君たちは最高だよ！」

　遠えん慮りよなく手を打ち鳴らして、己のもとまで辿たどりついた挑戦者たちを褒め称たたえる。玉座のそばまで進軍され、刃やいばを向けられているのに、その態度は異様ですらある。

「その夢を、推すい進しん力りよくを取りこめたら、僕はもっと強くなれる……！」

　よだれを拭ぬぐうような仕草をして、英智さんは随ずい喜きの吐と息いきを漏もらしていた。今にもこちらに襲おそいかかって食いついてきそうな、怪かい物ぶつそのものである。理性が、立場が、鎖くさりとなって彼をかろうじて繫つなぎ止めている──けれど、その箍たがは外れかけていた。

「素す晴ばらしい！　これ以上ない、この『皇帝』への貢みつぎ物だ！　心ゆくまで味わわせてもらうよ、君たちの夢を……♪」

　ライブが始まれば、彼は思う存分にフォークとナイフを振るって『Trickstar』を切り刻きざみ味わうだろう。食しよく卓たくの上で、まだかろうじて命を失っていない──活いけ作りの私たちは彼に捕ほ食しよくされる前に、その喉のど笛ぶえに嚙みついて抗あらがわなくてはならない。

　彼に食い散らかされるために、ここまで辿りついたわけではないのだから。

「吞のん気きに構えてられるのも今のうちだぞ～、生徒会長。俺たちの夢は、あんたなんかには飲み干せない！　巨大で、無限大だ！　それを証明してやる、この舞台で！」

　スバルくんが、やはり英智さんのどんな言葉にも態度にも怯まずに、真っ向から受け止めて言い返す。あらゆる悪意も、痛みすらも薪たきぎとして、燃え上がる。

　その膨ぼう大だいな熱量は、宇宙の果てまで明るく照らすだろう。

「下げ克こく上じようだ、いいや革命だ！　明日からは、みんながキラキラした笑顔になれる夢ノ咲学院になるっ☆」

　両手を広げて、スバルくんは理想を叫ぶ。こんな間近から声を浴びせれば、さすがに遙はるかな高みにあった玉座にいる『皇帝』のもとまでも届くだろう。

　暖だん炉ろにあたっているように、英智さんはその色白の頰ほおにほんのり朱しゆ色いろを混ぜて──死ぬ間ま際ぎわの老人じみた重たい溜ため息いきを漏らした。何かを思いだし、悔かい恨こんするみたいに。

　懐なつかしそうに。同時に、羨ましそうに。

「革命ね。政治の何たるか、統とう治ちの何たるかを……。頂点の孤独を知らない坊やが、ずいぶん威い勢せいのいいことを言うじゃないか」

「あははっ、言うだけなら無タ料ダだしね☆」

　スバルくんも親しげに、誰にも理解されない不可解で超ちよう越えつ的てきな英智さんに共感しているみたいに、朗ほがらかに笑っている。同じ立ち位置で、高さで、語りあっている。

　ふたつの太陽が並び立つような、非現実的な光景だった。

「あんたは、たしかにすごいよ。天才で、最強の、トップアイドルだ。だけど──あんたの光がどれだけ強くても、地上までは届いてない！」

　真っ直ぐに、スバルくんは断じる。直じき訴そするのでも、希こいねがうのでもなく、正面から『皇帝』陛へい下かに物申す。批判し、否ひ定ていし、己の理想を高々と掲かかげている。

「みんなが輝けるようになれば、この夢ノ咲学院はもっと明るくなる！　太陽がでてきたみたいに、もう寒さに凍こごえて震えるやつもいなくなる！」

　それはかつての彼自身を、悲劇の舞台で涙を零こぼした『Ra*bitsラビツツ』のみんなを、この夢ノ咲学院に──世界中にいる孤独な魂を救済するための主張だ。

　彼の心の奥底で、現実という外圧に押しつぶされて、それでも腐くさり果てることなく宝石のように凝ぎよう縮しゆくされて輝く理想であり願いそのものだ。

「俺は、俺たちは、そんな夢ノ咲学院をつくる！　このライブで！　あんたに勝って、証明する！　そのために、ここまできたんだ！」

　満開の笑顔で、スバルくんは急に実感が湧わいてきたのか──震える。恐怖ではない、歓かん喜きの震えだ。幸福感の絶頂で、彼は世界中を見渡した。

（そうだ。ようやく、ここまできた）

　注目する観客たちも、間近にいる仲間たちも、舞台袖にいる私も──そして敵であるはずの『fine』も、平等に見る。己の人生に関わったあらゆるものを、愛をこめて。

　彼は見て、笑っている。

（北斗！　真！　真緒！　転校生！　俺たちは、ここまできた！　あとは歌って、踊って、奇跡を起こすだけだっ☆）

「いいだろう、もはや言葉は無用だね。どちらの理想が正しいか──どちらの信念が強いのかは、神のみぞ知る。……決着をつけよう、『Trickstar』」

　英智さんもスバルくんと同じ動きをしてから、どこか彼とよく似ている笑顔で、また己の対峙すべき相手へと向き直る。言葉で誤ご魔ま化かしたり翻ほん弄ろうしたりせず、権力や搦からめ手てを行使して陥おとしいれることもなく、ひとりの人間として生身での殴りあいを望んでいる。

　孤独だったのは、スバルくんだけではなかったのかもしれない。

　玉座に飛びこんできた隕いん石せきを、『皇帝』は愛おしげに抱き寄せている。

「始めようか、僕たちのステージを」

　生の実感をこめて、彼は産うぶ声ごえを放つように言った。

「響かせよう、僕たちのアンサンブルを」
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『え～、おほん』

　すべてが、一夜の夢だったかのように──。

　同じ出来事を何度も繰くり返す古き良きＳＦ小説のように、佐さ賀が美み陣じん先生が『講こう堂どう』の舞ぶ台たいに進みでる。【ＤＤＤ】の序じよ幕まく、始まりの際に彼自身が行った動きをなぞるみたいに「ひょこひょこ」した酔よっ払ぱらいじみた仕草をしながら歩いている。

　けれどあまり不ふ真ま面じ目めな態度だとどうかと思ったのか、自みずから襟えりを正して背せ筋すじを真まっ直すぐに伸ばした。凜り々りしく表情を引き締めて、観客たちに向き直る。

　場数を踏ふんだ伝説のアイドルであったはずの彼すらも、やや緊張しているようだ。一いつ瞬しゆんだけ怯ひるむように、熱に浮かされた『講堂』のすべてを俯ふ瞰かんしてから──微笑ほほえむ。

　マイクを片手に、これから一曲歌いあげるみたいに語り始めた。

『【ＤＤＤ】決勝戦、たいへん白熱した対決でしたが……。とりあえず、投票の集計をしますんで。お客さまがたにおかれましては、席から立ちあがらずにお待ちください』

　穏おだやかに、いつも彼がそうするように染しみ入るような声こわ音ねで告げてくる。

　下へ手たに刺し激げきをすれば暴ぼう動どうが起きそうなほど、観客席は混こん沌とんとしている。ざわめきと声せい援えん、足を踏みならす音、アンコールを求める声が響ひびき渡っていて騒さわがしい。佐賀美先生の言葉もどこまで届いているものか、誰だれも彼もが狂きよう乱らんし気を昂たかぶらせている。

　愛いとおしそうに、有あり難がたそうにそれを眺ながめ──佐賀美先生は感心して吐と息いきを漏もらした。

（おぉ、すっげぇな。みんな席から立ちあがって、拍はく手しゆ喝かつ采さいしてる。ほんとに高校生のライブかよ……。俺でも、こんなのは滅めつ多たに見られなかったなぁ？）

　初めて見た、というわけではない点が彼の膨ぼう大だいにして奇き々き怪かい々かいなる経験を物語っている。かつて、いちどは芸能界の──男性アイドル業界の頂点に立ったひと。いつも何事にも興きよう味みなさそうに、酒しゆ気きで濁にごっているみたいな虚うつろな目をしていた彼の双そう眸ぼうが、熱ねつ狂きように反応しちいさな男の子じみて輝かがやいている。

　彼にすらそんな表情をさせたことを、『Trickstarトリツクスター』はもちろん──『fineフイーネ』も、誇ってもいいように思えた。彼らは、とんでもないことをやり遂とげたのだ。

（ちゃんと座席があるのに、立ちあがるどころか飛び跳はねて大喜びしている）

　ほとんど、隕いん石せきが直ちよく撃げきしてパニックになっているみたいな観客席。実際、感覚的には似たようなものである──奇き跡せきか大だい災さい害がいと同じようなインパクトが、今回のライブを目もく撃げきしたすべての人間に平等に直撃していた。

（これは集計が大変だぞ、正直。俺としては、『どっちもがんばりました』『どっちも優勝』でも構わないんだけどな～？）

　佐賀美先生はさすがに手慣れている、言葉を紡つむぎ指示を飛ばし、さりげなく徐じよ々じよに観客たちの感情と思考を誘ゆう導どうし──落ちつかせていく。

　本当に、放っておけば怪け我が人にんでもでかねないような乱らん痴ち気き騒ぎなのだ。

（それじゃ、ガキどもも納得しないよな。子供の学芸会じゃないんだ、こいつらは生き馬の目を抜く芸能界に足を踏み入れちまった）

　ちらりと、佐賀美先生は舞台に立ったままの『Trickstar』と『fine』の面々を振り返る。夢ゆめノの咲さき学がく院いんの頂点まで勝ち上がり、命を賭として相争った八人を。

（努力するだけで評価される幼よう年ねん期きは終わり、数字と理り屈くつと、結果だけが支配する大人社会に飛びこんだ。もう、後戻りはできない）

　ほんのすこしだけ心配そうに、どこか羨うらやましそうに、そして期待するように。

　複雑で、あったかい目つきで──自分の教え子たちへ愛いとおしそうに笑いかけている。

（でもまぁ、おまえらなら……俺よりもっと高く飛べそうな気がするよ）

　麗うるわしく目を細めて、かつてのトップアイドルは子供たちを賞しよう賛さんした。

（せんせえは満足です。よくできました、若いっていいねぇ♪）

　そんな佐賀美先生の視線にも気づかずに、決勝戦、死力を尽つくして戦ったみんなは反応もできずに呆ぼう然ぜんとしている。辛かろうじて何とかぶっ倒れたりすることなく、けれど疲労困こん憊ぱいし──限界以上に限界で、その点はまだ未み成せい熟じゆくな高校生らしいといえる。

　一対一で激げき突とつした相手にそれぞれ寄り添って、互たがいに支えあうようにして立っている。全身ばらばらになりそうで足下が覚おぼ束つかない真ま緒おくんを、さすがに髪かみがやや乱れて整える余裕もない渉わたるさんが聖せい母ぼのように支えている。北ほく斗とくんと弓ゆ弦づるくんは、背中あわせでお互い倒れないように突っ張りあっている。仲の良い兄きよう弟だいのように、真まことくんが桃とう李りくんを後ろから抱だきしめるようにして立ち、桃李くんは真くんに体重を預けている。

　そんな彼らの真ん中で、戦友同士がそうするようにスバルくんと英えい智ちさんが肩かたを支えあって立っている。息は乱みだれくたびれ果はて、それでも感かん極きわまったような笑えみ。

　命いのち懸がけで殺しあったふたつの集団が、互いに寄り添い笑っている。よくよく見れば不ふ思し議ぎな光景なのだけれど──みんな、どこか幸せそうだった。

　細かい因いん縁ねんや個人的感情のすべてを一時的ながら忘れて、同じ得え難がたい青春を共有できた喜びを、分かちあっているように思えた。普通の学校の、先輩や後輩のように。

「陣！　ボケッとしてないで集計を手伝いなさいっ、ていうか舞台上でウンコ座りしないでください恥はずかしい！」

　何だか夢ゆめ見み心地ごこちのまま永遠に眺めていたくなる幸せな雰ふん囲い気きを、良い意味で台無しにするように叫さけびながら、足音も荒く椚くぬぎ先生が登場する。

　努つとめていつもどおりの厳格な態度を取り繕つくろっているような彼は、八つ当たりするみたいに同どう僚りようを叱しつ責せきしている。

「夢ノ咲学院の教師としても、人間としても失格ですよ！」

「え～、あきやんも『ウンコ』とか放送禁止ワード言っちゃってるじゃ～ん？」

　いつの間にかしゃがみこんでいた佐賀美先生が、むしろ微笑ましそうにそんな彼を眺めて──手をぴらぴらと振った。

「どうせ、集計は機械とかでするんでしょ？　俺たちゃ、のんびり待ってりゃいいの♪」

「そうもいきません、きちんと人間がチェックしなくては！　機械には誤ご作さ動どうも不具合もあります、最後に信頼できるのは人間です！」

　ややヒステリックなほど喚わめいて、椚先生が観客席を注視している。

「こんな結果になるとは……信じられません！　なぜ、あんな問題児たちが？　納得できません、ちゃんと数えないと！　ひいふう、みい！」

「おっ、どしたの？　まさか、『Trickstar』が勝っちまった？」

「そ、そんなことはありえません！　どちらの『ユニット』にもほとんど同じぐらいの観客が最高得点をつけているため、非常に接戦になっているのです！　すこしの数えまちがいで、結果が逆転してしまうほどに！」

　歯は嚙がみし、親に甘える子供のように椚先生が佐賀美先生の肩を摑つかみ、その全身を揺ゆさぶっていた。普段どおりに見えて、椚先生もまたどこか普通ではない。決勝戦の余よ韻いんが渦うず巻まく『講堂』の熱量に、雰囲気にやや吞のまれている。

「だから陣、あなたも投票を集計しなさい！　すべてのデータを照らしあわせて、正確な数字を算出します！」

「う～ん。あきやんは神経質だねぇ、ハゲるよ？」

「いいかげん侮ぶ辱じよくですっ、名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえますよ!?」

　ついに佐賀美先生の後頭部をばんばん叩たたき始めて、椚先生は何だか意い地じになって観客ひとりひとりを見み据すえ、その掲かかげるサイリウムの色と数を生き真ま面じ目めに精査している。

　そんな彼を邪じや魔ませずに、佐賀美先生はどこか懐なつかしそうに微び笑しようして──のんびり煙草たばこをくゆらす休日の父親めいて、しゃがみこんだまま手伝いも邪じや魔まもせずにいる。
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【ＤＤＤ】の一回ごとの勝負は、とても短い。ひとつひとつの区切りが五分ほど×二で十分ほど、それがたった五回だけ……。一時間もしないうちに、勝負が決してしまう。

　もちろん延長戦になれば、もっともっと長引くのだけれど。とりあえずは、一区切りしたところ──真緒くんと渉さん、北斗くんと弓弦くん、真くんと桃李くん、そしてスバルくんと英智さんの対決と、全員での激突が終わっている。

　今は、その結果を決めるための集計時間である。この間はパフォーマンスをすれば減点対象となるため、『Trickstar』も『fine』も動けない。本来ならばリーダー以外は舞ぶ台たい袖そでに引っこんでおくべきなのだけれど、動く余力もなさそうである。

　先生たちも彼らについてはいったん放置し、得票の計算に集中している。彼らの青春のすべてをぶつけた決戦の、結果を決めるのだ。万が一にでも、ミスがあってはならない。機械と、教師たちなどなど、いくつもの視点と方法で精査する。

（苛いら々いらしてるねぇ、まぁ本来ありえない事態だからな。あきやん、そういうの現役アイドルだったころから苦手だし～？）

　神経質に爪つめを嚙かんでいる椚先生を見て、佐賀美先生が苦笑する。

（まさか、あのアホどもが──『Trickstar』が、夢ノ咲学院のトップアイドル集団『fine』とここまで競せるとはね。これが競けい馬ばなら、今ごろ馬券が宙ちゆうを舞まってるよ♪）

　俗ぞくっぽい喩たとえをしつつ、自分もいちおう手動で得点の計算をしながら──佐賀美先生が雑談めかして語る。

「接戦になってるってことは、これは延長戦もあるかもな～？」

「それはそうですが、もはや天てん祥しよう院いんくんには延長戦を乗り切れる体力がありません。つまり延長戦になれば自動的に、『fine』の負けに……。ですがそんなの、物理的におかしいです！　納得できません！」

　有り得るかもしれない未来を口にして、椚先生が青ざめる。

　乱れてもきっちり得票の計算はこなしているあたり、彼もまた超一流──感情を横に置いてでも為なすべきことが為せるひとである。立りつ派ぱな大人であり、優秀な人物なのだ。

「あぁ、だから私は最初から反対だったのです！　過か酷こくな連戦の【ＤＤＤ】など、病弱な天祥院くんには無茶が過ぎると！　教師として、生徒の体調を慮おもんぱかる身として、頑として止めておくべきでした！」

「生徒がやりたいことをやらしてやるのも、教師の務つとめだろうがよ」

　不意に恐おそろしいほど真面目な顔になって、佐賀美先生は誇り高く告げる。

「天祥院にも、どれだけ苦しくてもつらくても、こうするべき理由があったんだろ？　そこんとこ、尊重してやれよ。その結果がどうあれ、受け入れるだろ」

　共感と、愛をこめて。

「自分で、選んだ道なんだからな」

　振り向いて、激戦を乗り越えた子供たちにも水を向ける。

「……そうだろ？　っておまえら、先生がイイこと言ってるのに聞いてないだろ～？　ていうか舞台上で弱った姿を見せるなよ、疲れてるのはわかるけどさ～？」

「……うるさいよ～、佐賀美ちゃん」

　英智さんに寄り添ったままのスバルくんが、死にそうな声でぼやいた。佐賀美先生の言葉は主おもに英智さんに向けられていたようだったけれど、間近にいた彼にも届いたのだ。そして、意地のように反応した。

（だ、だしきったぁ～！　結果はどうなるかわかんないけど、全力以上のちからをだしてライブを乗りきった！　すっごい充じゆう実じつ感かん～☆）

　油断をすると、意識が途と切ぎれそうなほど──限界である。いっぱいいっぱいな様子で、スバルくんは『講堂』の高い天てん井じようを見上げる。

　珍めずらしく、もはや笑みを浮かべる余裕もなく、ぼうっと弛し緩かんしていた。

（でも、疲れた！　俺たちですらこうだもん、ただでさえダメージが重なってた生徒会長は……？）
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「佐賀美先生の言うとおりだよ、君たち」

　遅れて反応し、英智さんが泰たい然ぜんとした雰囲気を取り繕って──微び笑しようした。

　後輩たちに、無ぶ様ざまな姿を見せたくないと、ある意味ではとても子供らしい意地を張っているみたいだった。断頭台にかけられても、最後まで『皇こう帝てい』は威い厳げんを保つ。己おのれに任じた役回りを、見苦しく放り捨てることなく演じきる。

　それが、彼の誇りなのだろうか。もはや呪のろいか、罰ばつの領りよう域いきだけれど。それが彼自身が決めて、選んで、勝ち取った立場だ。むしろ喜びをこめて、彼はあらゆる苦痛を受け入れて──傲ごう然ぜんと立っている。

「ステージの幕がおりるまでは、気高く振ふる舞まいなさい」

「おっと、意外と余裕？　涼すずしい顔しちゃって～？」

「いいや、汗が引いちゃうぐらい疲労困憊しているよ。気を抜いたら、失神するね。さすがにちょっと、僕も疲れた。これはライブの後、また入院することになるかもね♪」

　気安く話しかけてくるスバルくんに、英智さんもにこやかに応こたえる。先ほどまで血みどろで殺しあっていたとは思えない、互たがいへの深い理解と親近感が生じているみたいだった。殴なぐりあえばお友達、みたいに昔の少年漫まん画がのごとく簡単にはいかないだろうけれど。

　抱かかえていた荷物をようやく降ろせたような清すが々すがしい笑みで、彼は語る。

「けれど、それはすべてが終わってからだ。結果がでるまで、舞台から降りるまでは、僕は『皇帝』だよ。お客さまが不安になるような所作は、舌したを嚙かんでもしない」

「へぇ、すっごいプライドだね～。ちょっと尊敬しちゃいそうっ☆」

　スバルくんが素す直なおに感心して、肩を貸したままの英智さんが遠ざかり独ひとりで立とうとするのを制止する。やや強引に、尊敬すべき先輩を支えていた。

「もうちょっと、俺に体重を預けてなよ。こっちも寄りかからせてもらうからさ、いいでしょ？　な～んか、お互いに健けん闘とうを称たたえあってる感じで～♪」

　獣けものの親子のように寄り添いながら、スバルくんは最大にして凶きよう悪あくな敵の体温を感じている。そうすることで、初めて恐きよう怖ふの対たい象しようでしかなかった『皇帝』のなかに、人間味を発見したようだった。理解不能な化け物でも、超ちよう越えつ的てきな宇宙人でも何でもない、彼もまた笑い泣き怒り生きているひとりの人間であるのだと。

　同じ高校の、先輩であるのだと。

（うわ。このひと、華きや奢しやに見えてわりと逞たくましい。入院中も自主トレを欠かかさずに、ギリギリ限界まで鍛きたえてたんだろうな？）

　何だか物もの珍めずらしそうに、スバルくんは間近から英智さんを眺めている。

（どうして、そこまで……？　ってのは、失礼なんだろうな。このひとも同じなんだ、俺たちと。全力でやってるんだ、アイドルを）

　触ふれあうことで、理解できることもある。

（うわぁ、何だか感動しちゃうな～……♪）

　得難い一体感のなかで、スバルくんは幸せそうに英智さんへ頰ほおを寄せる。懐なつき、甘えるみたいに。媚こびを売って、温情に縋すがろうというのではない。そんな関係でもない──けれど、そうすることが自然に思えたのだろう。

　本能的に。自分の人生における大事で、重要な存在だと相手を認めて、決して手放さないために引き留める。体温を交かわしあって、とろけて混じる。人生を合流させる。

　かつて孤こ独どくのなかにいた彼は、そうしてありふれた人生を得る。

（このひとに勝てたなら。俺はもう、死んじゃってもいい！）

「満ち足りた顔をしているね。まだまだ、結果はわからないよ？」

　不思議そうに、ぎこちなく英智さんがスバルくんの頭を撫なでる。孤独だったのは彼も同じ──体温が届くほど近づいてくれた相手を、たとえ敵でも愛おしむ。

「でも、なぜだろうね……。君たちに、奇き妙みような友情さえ感じるよ」

　まさに夢見るみたいに、彼はその宝石じみた双そう眸ぼうに無数の色を灯ともらせる。サイリウムの輝かがやきを反はん射しやし──幸せな光景を、目に焼きつける。

　彼らの間近で同じように寄り添う仲間たちと敵たちにも、視線を向ける。何だか英智さんは呆ぼう然ぜんとしていた──ずっと退たい屈くつな現実を生きていたのに、不意に異世界へ繫つながる扉とびらに誘いこまれて、気づかずそこを歩いていたことをようやく察したみたいに。

　物珍しそうに、青春の舞台を眺めている。

「同じ舞台で命を燃やして、懸けん命めいに争いあい、戦い抜いた。同じ青春を共有した、同どう胞ほうのようなものだからね」

　自分の感情にそうやって理屈を、折りあいをつけたのだろうか。英智さんは、何だか駄だ々だをこねるように──スバルくんを遠ざける。

「けれど今は、敵どうしだ。あまり馴なれ馴なれしくしないでほしいね、肩を貸すなんて生意気だよ？　僕は、自分だけで立てる。ずっと、そうやって生きてきた」

　己の足で、しっかりと立つ。

　誰かに支えてもらう権利など、自分にはないのだというように。

「あんた……。今さらだけど、どうして【ＤＤＤ】なんて開かい催さいしたんだ？」

　すこし寂さびしそうにしつつも、その気持ちを尊重したのか、スバルくんはわずかに離れたまま英智さんに向き直る。真っ直ぐに、怯みもせずに。

　きっと誰もがいちどは脳のう裏りに浮かべたであろう、当然の疑問を口にしながら。

「あんた、放っておけば『ＳＳ』に代表として出場できたんだろ。その権利を投げだして、そんな無茶をしてまで、どうして俺たちにチャンスをくれたんだ？」

「ふふ。どうしてだろうね……？」

　己自身を解かい析せきしているのか、英智さんは遠い目をする。

　素直に、はっきり示された後輩の問いに──誠意をこめて答えてくれる。

「僕は、見てみたかったのかもしれないね。奇き跡せきを。どうしようもない運命をも覆くつがえす、君たちの輝きと、無限の可能性を」

　その願いは叶ったのだろうか、彼は満足そうに微笑んでいる。

「僕は病弱な身体からだに生まれつき、何度も神を呪ったよ。でも、もしもこの世に奇跡があるのなら……。希望が、夢が、愛があるならば」

　彼がこのとき口にした言葉が、噓うそか真実かはわからない。私たちは、ずっとずっとその真意を──意向を考え、読み解ときつづけることになる。重大で、ありふれた、根源的なこと。この夢ノ咲学院でアイドルとして生きていくかぎり、避さけられない命題を。

「僕もこの世界を、運命を愛せるかなと……。そう、思っただけなのかもしれないね。愛だけでは、アイドルになれない。けれど愛がなければ、アイドルになる資格はない」

　このとき、彼は私たちにも託たくしてくれた。

　ずっと独ひとりきりで抱えてきたのだろう、重荷の一いつ端たんを。

　ううん。尊とうとく輝く、願い星を。

「僕はね、ただ単純に……。アイドルに、なりたかったんだ」

『皇帝』と呼ばれた彼は、ちいさな男の子のように、そう言った。

「そっか。よくわかんないけど、何となくわかる気がする」

　ふざけているようなことを言っているけれど、スバルくんは大真面目だ。誠心誠意、その言葉のすべてを受け入れて──満面の笑みになる。

　押しつぶされることなく、踏ん張って立って、共感し嬉うれしくなる。敵と味方、『皇帝』と革命児──立場は真逆だけれど、彼らはずっと同じ戦場にいたのだ。

　ひとつの理想を、追い求めて。ときには騙だましあい傷つけあい、殺しあって、けれど同じ人間として──夢ノ咲学院の生徒として、荒あれ地を耕たがやし道をつくり、駆かけ抜けた。

「俺も、ほんとうの意味でのアイドルになりたい。この夢ノ咲学院アイドル学科の、誰もがそうだ。あんたのこと、理解できない超越者っていうか、遠くに感じてたけど。今は近くに感じるよ、あんたも俺たちと同じじゃん♪」

「そうかな。そうなのかもね……？」

　英智さんが、初めて間近にスバルくんがいることに気づいたみたいに──目を丸くして彼を見る。その言葉のすべてを、嚙みしめる。大切そうに。

　その目元に、見まちがいかもしれないけれど──涙が浮かんだ。

「あぁ、きっとそうなんだ」

『投票数の集計が完了しました。【ＤＤＤ】決勝戦の、結果発表をいたします』

　ある種、残ざん酷こくなタイミングで──椚先生があっさりと告げる。

　夢見る子供たちへと、無む慈じ悲ひな現実を突きつける。

『結果はもちろん、順当ですが……『fine』の勝利です！』
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「え……？」

　長い沈ちん黙もくの果てに、真くんが呻うめいた。

　それまで浮かべていた笑顔も何もかも消し去って、この世の終わりを目まの当たりにしたみたいに虚きよ無む的てきな表情になる。呆然として、弱々しく震ふるえていた。信じられない、というように右を見て左を見て、それから動かなくなった。

　死んでしまったみたいに。

「ぼ、僕たち、負けちゃったの……？」

「噓だ！　信じないぞっ、俺たちは全力を尽くした！　それ以上のちからをだしたっ、それなのに……!?」

　逆に爆ばく発はつするみたいに暴あばれだしたのが、スバルくんである。世界のぜんぶを引き裂さくみたいに両手を振り回し、慟どう哭こくしている。そんな彼の振り回す指先が仲間や、自分自身すら傷つけそうだと思ったのか、真緒くんが必死に押さえこんだ。

　何があっても悠ゆう然ぜんと構えていた彼までも、頭を搔かきむしって乱みだれている。

「けっきょく、俺たちには分不相応な望みだったってことかよ。ちくしょうっ、悔くやしい！　俺がフラフラせずに、もっと一いつ生しよう懸けん命めいに『Trickstar』のためにがんばってたら……！」

「今さら言っても遅い。俺も、同じ気持ちだが」

　北斗くんが、淡たん々たんと言った。無感情にプログラムを表示する、機械みたいに。けれど何も感じていないわけではない──その手のひらは己の胸むな元もとを、首くび筋すじを握にぎりしめている。憎にくくて堪たまらない、殺してやりたい、というように己自身を窒ちつ息そく死しさせようとしている。

「『fine』の壁は高く、分厚く、俺たちには覆せなかった」

　お陰かげで磨すり潰つぶされた、聞き取れないほどの小声で呻いている。

　歯は嚙がみし、涙を浮かべて。

「それが、結果だ。受け入れるしかない。……くそったれが！」

「ひっ、いつもクールな氷ひ鷹だかくんが汚きたない言葉を吐いた！　ていうか壁かべに拳こぶしを叩たたきつけたら駄だ目めだよっ、怪け我がしちゃうよ！」

　真くんが目玉が回転して表情が変わる子供向けの人形じみて、急に普段どおりの態度になると空くう疎そに笑った。彼の言葉どおり、舞台の壁に八つ当たりをしている北斗くんを必死に──どこか困こん惑わくしながら、制止している。

　自分のなかの感情が嚙み砕くだけないのか、やたら首を傾かしげながら吼ほえていた。

「ううう～、でも僕も悔しい！　僕も泣き叫びたいよ！」

「ぐう。お客さんが見てる、せめて無様な態度はとるべきじゃない。くあ～っ、何でだよ！　どうしてこうなるんだっ!?」

　パニックになったのか笑ったり泣いたり怒ったり、数すう瞬しゆんごとに表情を切り替える真くんを──スバルくんが抱き寄せて項うな垂だれる。お手本を見せるように、滂ぼう沱だと泣いている。虚きよ飾しよくも何もかも拭ぬぐい去って、剝はがれ落ちて、傷つきやすい男の子たちが残った。

　そんな彼らを、嘲あざ笑わらう声がある。

「きゃははは☆　見たかっ、これが現実だよ！　ボクたちとおまえらの実力差だよ～っ、冷ひや冷ひやさせてくれてさ！」

　桃李くんである。結果発表がくだされるまで、弓弦くんに縋すがりついて不安そうにしていたけれど──勝利を告げられ、安あん堵どしたのか普段を倍するテンションで騒いでいた。

　無む邪じや気きに飛び跳ね、首切りの仕草をして、舌までだしている。

「でも、もうお終しまいっ！　残念だったね～っ、下げ克こく上じようなんてありえないんだ☆」

「坊ぼつちゃま。屍し体たいに鞭むち打うつような発言は控ひかえるべきです、エレガントではありません」

　何だか痛ましそうに、弓弦くんがそんな桃李くんを後ろから抱き寄せる。真っ黒な哀かなしみや怒り、憤いきどおりや苛いら立だち、屈くつ辱じよくや敗北感──そういった暗くらく刃はこぼれだらけの感情をまきちらす『Trickstar』から、純真な桃李くんを遠ざけるみたいに。

　彼までも悪意に、黒い感情に汚お染せんされてしまわないように。

　そんな弓弦くんを煩わずらわしそうに、無む我が夢む中ちゆうで振り払って、桃李くんは不安を誤ご魔ま化かすみたいに異様に陽気にまくしたてた。

「でもでも、嬉しいんだもん！　るんるんっ、思い知ったか『fine』のちからを！　会長のちからを……！　所しよ詮せん、これがおまえらクズの限界だよっ♪」

「う～っ、悔しいのに反論できない！　黙だまれよっ、もういいだろ！」

　スバルくんが珍しく、本気で激げき怒どした。舞台の床を思いっきり踏みつけにして──その音と衝しよう撃げきに、桃李くんは「びくっ！」として後ずさる。おおきなお目々を涙でいっぱいにして、彼は口のなかでもごもごと何か言うと、弓弦くんのそばまで駆け戻る。

　そちらを見もせずに、スバルくんが全身から激情を逬ほとばしらせて叫さけんだ。

「ごめんよホッケ～、ウッキ～、サリ～！　転校生！　勝てなかった！　うああん！」

「明あけ星ほしが、謝る必要はない。敗はい因いんがあるとしたら、俺たちだ。最後まで『Trickstar』に尽くしたおまえに、落ち度はない」

　己をひたすら痛めつける友を、見ていられなかったのか──北斗くんは丁てい寧ねいに言の葉を重ねる。いつでも言葉が足りない彼だけれど、だからこそ一言一言には重みがある。彼の本心が、果てしない慚ざん愧きの念がこめられている。

　端たん正せいな顔をぐちゃぐちゃに歪ゆがめて、北斗くんは深々と頭を下げていた。

「すまない。ほんとうに、どう詫わびていいかもわからない」

　そんな自重で潰れて、ブラックホールにでもなってしまいそうな同じ部活の後輩を──渉さんが、気き遣づかわしげに見る。再び仮面を装そう着ちやくし、長い吐と息いきを漏もらした。

　そして不自然なほど大おお袈げ裟さに、肩をすくめる。

「これはこれは！　想像以上に、つまらない結果になってしまいましたね？」

「はあ!?　どこがつまんないんだよロン毛！　最高の結果でしょ？　ね～、会長☆」

　渉さんに食ってかかりつつ、桃李くんが──無む垢くに英智さんを見る。彼に憧あこがれ、尊敬し、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せているのだろう。勝った、おめでとう、喜んでいい、と彼が保証してくれないと正解がわからなくて動けないみたいだ。
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　桃李くんに呼びかけられた英智さんは、ずっと押し黙だまっていた。

　何の反応も示していない。けれど、怖こわ々ごわと桃李くんがその衣装を引っぱると──それに気づいて、意地のようにいつもの余裕ありげな笑みを浮かべる。愛らしい後輩の頭をもふもふと撫でて、投票結果を告げた椚先生へ向き直る。

　挑いどむように。紳しん士し的てきに、唾だ棄きすべき巨きよ悪あくを弾だん劾がいするみたいに。

　それは驚いてしまうぐらいに、高こう潔けつな姿だった。彼は、己に憧れてくれる存在の前では──血まみれの怪かい物ぶつでも暴ぼう君くんでもない、理想的なアイドルになれるのだ。

「椚先生。差し出口ですが、意い地じ悪わるが過ぎますよ」

　嫌いやなものを見せたくない、というように己に縋りつく桃李くんの顔を自分に押しつけながら、英智さんは語る。冷静に俯瞰し、何がしかの結論を得ている。

　彼はいつでも甘やかな夢ではなく、きちんと現実を直視している。

「僕も僕なりに、それぞれの『ユニット』の得票数を計算しましたが……。先生が僕や、生徒会を贔屓ひいき目めに見てくれるのはありがたいのですが。逆に、残ざん酷こくですらあります。きちんと、公正に、結果を発表していただきたい」

『えっ、何？　あきや～ん、投票結果に噓ついたの？』

　我われ関せずと目立たない位置に引っこんでいた佐賀美先生が、野や次じを飛ばした。

『駄だ目めだぞ不正は！　皆さ～ん、ここに悪徳教師がいます！　ふだん俺がタバコとか酒とかしてたら怒るくせに～っ♪』

『ちょっと黙ってなさい、あなたたち！　とくに陣……！』

　すこし子供っぽくそっぽを向くと、椚先生が苛立たしげに腕うで組ぐみし嘆たん息そくした。

『噓などついておりません！　ただすべての事実を開かい陳ちんする前に、あなたがたが勝手にペチャクチャ喚わめいたんでしょうが……！』

　やや言い訳がましくそう怒ど鳴なると、椚先生は深呼吸し、観客席に向き直る。不ふ承しよう不ぶ承しよう──いっそ見ているこちらが痛快なぐらいに、まるで降こう伏ふくするみたいに。

『え～、お騒がせしました。先ほどの発言を、少々ばかり補ほ足そくしましょう』

　咳せき払ばらいしつつ、きちんと居住まいを正してから──彼はよく通る声で語る。

『本来ならば、この【ＤＤＤ】決勝戦を制したのは順当に『fine』でした。投票結果が、それを物語っています。『fine』の得票数は、『Trickstar』を上うわ回まわっています』

　私も目測で計算していたけれど、それが正しいかどうかはわからなかった。ふたつの『ユニット』の得票数にそこまで差異がない印象だったし、私がいる場所からは『講堂』のすべては見渡せない。けれど、さすがに椚先生も噓はつかないだろう。

　誰かを傷つけるだけの、噓は。

『舞台上のスクリーンに得票数のデータ……内訳などを表示いたしますので、ご確認ください。ご覧のとおり、わずかな差ですが『fine』の得票数のほうがおおいでしょう？』

　軽く指示をして、椚先生がスクリーンにグラフや数字を表示させる。それを見るかぎり、たしかに──わずかに『fine』の得票数が『Trickstar』のそれを上回っている。

　届かなかったのだ。

　今さら言っても遅いけれど、間にあわなかった。辿たどりつけなかった。反省点、敗因はいくらでも考えられる。ばらばらになったメンバーが再集結するまでのタイムロス、全員でのレッスンの不足、そもそもの『fine』との実力や固定ファンの差異……。

　けれど。そんな理屈は吹っ飛ばして、『Trickstar』ならば奇跡を起こせるものと──どこかで信じこんでいた。だから、理解できなくて信じられなくて、私は腰こしを抜かした。

　自分でもびっくりするぐらいに、全身の骨ほねが抜けたみたいにふにゃふにゃになって、その場にへたりこんだ。ショックを受ける、ってこういう状態を言うんだなぁと、どこか他ひ人と事ごとみたいに思っている。あぁ、現実逃とう避ひしている。

　スクリーンに並んだ文字や数字、グラフが理解できなくて、何度も見る。けれど頭に入ってこない。『Trickstar』のみんなも、同じ動きをしていた。

　神も仏もいないのか。無情すぎる、あんまりだった。

　椚先生は何だか無理をして悪役ぶっているみたいに、顔をしかめて言葉を重ねる。

『当然の帰結です。『fine』は我が校の誇り！　学院を騒がす問題児どもとは、比べるべくもありません！　技術も才能も経験も、何もかも上回っています！』

「うるさいぞ眼鏡めがね～！　引っこめ～！　ていうか余計なことは喋しやべらずに、さっさと『どういうことか』説明しろ～！」

　どこからか、明めい朗ろう快かい活かつな声が響ひびいた。

　舞台上に吹き溜だまった悪いものを、まとめて消し飛ばすような……。それを聞いて、椚先生が眼鏡をぎらりと煌きらめかせて観客席を睨にらむ。

『いま観客席から野次を飛ばしたのは三年Ａ組、守もり沢さわ千ち秋あきですね？　私の目と耳は誤魔化せませんよっ、あとで反省室にきなさい！』

「げぇっ、無む駄だに目がいいぞあの教師！　こんなに暗くて遠いのに、どうしてこっちが見えるんだっ？」

　大袈裟に反応したので、声の主ぬしがどこにいるか私にもわかった。

　観客席の最後方──出入り口の扉とびらのそばに、何だか懐なつかしく見える正義の味方じみた衣装の面々がいる。ひときわ目立つのは、『流りゆう星せい隊たい』隊長の千秋さんだ。

　座席のチケットはとっていないのか何なのか、千秋さんは立ち見をしている。堂々と、仁に王おう立だちだ。あれでは、椚先生でなくても気づく。

　他の『流星隊』の面々は普通に座席にいるので、千秋さんだけ何で立っているのかわからない。チケットを忘れた観客などに、自分のそれを譲ゆずったのだろうか。

　まぁ、今は関係ないけれど。

「ふふふ。椚先生の授業は激しく眠いのに寝るとソッコー気づかれて叩き起こされるという、拷ごう問もんみたいな代しろ物ものでござるからな！」

　そんな不可解な隊長を振り向いて、座席でお利り口こうさんに腰掛けていた同じく『流星隊』の忍しのぶくんが、どこか興こう奮ふんしたように拳こぶしを握にぎりこんでいる。

「あの御ご仁じん、忍にん者じやの血ち筋すじかもしれぬ……☆」

　たぶん全然そんなことはないのだろうけれど、彼がそう考えるなら、そうだね～忍者だね～と言ってあげたくなる。何だか気が抜けて、私は笑ってしまった。

　相変わらず、いてくれるだけでその場の空気が和なごみ、明るくなる。

　奇跡のような集団だ、『流星隊』は。
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『雑談は慎つつしむように！　あ～、おほん！　気を取り直して！』

　余計な茶々が入ったので中断していた語り口を、椚先生が再開させる。

『我が校の伝統行事、ドリームアイドルフェスティバル……通称ドリフェスには、規定のルールがあります。そのルールのひとつに、『得票数に規定値以上の差がない場合、延長戦を開かい催さいする』というものがあるのはご存知でしょうか』

　かるく手を叩たたいて、己に注目を戻す。こういうのは、元アイドルだからか教師だからか──椚先生は非常に手慣れていた。説明もやや小難しいけれど、わかりやすい。

『今回の【ＤＤＤ】でも何度か、延長戦が開催されたのは皆さんご承しよう知ちでしょう』

　それは当然、この場にいるひとたちは知っているだろう。この『講堂』で行われた準決勝戦──『fine』と『UNDEADアンデツド』の前ぜん代だい未み聞もんの三連続の延長戦、それを目撃しているはずなのだから。

　緒戦でも『fine』は『流星隊』を相手に延長戦を行っているし、もしかしたら他にも何度か同様の展開があったのかもしれない。本当に、下へ手たをすれば『fine』は『Trickstar』の二倍も三倍も激戦を潜くぐり抜けてきたことになる。

『配布したパンフレットにも、そのルールは明記されています。校則にもね。皆さん、ご確認ください』

　スクリーンにちいさなウインドウが表示され、校則やルールが並べられる。椚先生があまりにも流りゆう麗れいに指示をだしているので、何だか魔ま法ほうを使っているみたいに見えた。

『今回の決勝戦における、『Trickstar』と『fine』の得票数の差は……。惜おしくも、ほんの一票ぶんのみですが、この延長戦開催の規定値に達しています』

　一本だけ指を立てて、ちっちっち、と椚先生はそれを不ふ愉ゆ快かいそうに振った。

　ほとんど愚ぐ痴ちを吐くようにして、語っている。

『あとひとり、誰かが『Trickstar』ではなく『fine』に投票していれば……。延長戦とはならずに、『fine』の勝利が確定していたのに。残念ながら、不正はできませんからね。ルールに従って、延長戦に突入するしかありません』

『どのへんが残念なんだよ～？　どっちの『ユニット』も一いつ生しよう懸けん命めいがんばったからこその、この僅きん差さだろ？』

　苛立ちを隠かくしもしない椚先生を落ちつかせるためか、佐賀美先生がそっと歩み寄って気安く肩を叩く。おざなりに、慣れた素そ振ぶりで。

『まさに、切せつ磋さ琢たく磨まって感じだなぁ♪』

　てきとうに拍手をすると、佐賀美先生は鋭するどく英智さんを見る。過去と現在のトップアイドルふたりの視線が、刹せつ那なのみ交差した。

『とはいえ。ど～する、天祥院？　おまえ次し第だいだ。延長戦、するか？』

　英智さんは、応えない。

　何かを猛もう烈れつに思案している──その指先が、たぶん無意識にか抱きついたままの桃李くんの頭を撫でている。どこか、愛おしそうに。

　彼は、何かおおきな決断をしようとしている。

　それは延長戦をするかしないか、という次元ではない、もっと巨大な選せん択たく肢しだ。夢ノ咲学院の未来のすべてが、彼の判断で塗ぬり替えられる。そんな気がした。

　珍しくすぐに返事をせず黙もつ考こうしている英智さんへ、佐賀美先生は気楽に笑いかける。

『いちお～保健室の先生としては、これ以上はマジで死ぬからやめとけって言いたいけどな。おまえら、どうせ言っても聞かないんだろ？』

「いいえ。自分のことは、自分がいちばん理解しています」

　英智さんは長い沈黙の果てに、つぶやいた。その指先がわずかのみ、桃李くんの首に──頸けい動どう脈みやくに食いこんだ。その気になれば、簡単に縊くびり殺せる。

　それに気づいていないわけがないのに、桃李くんは笑った。優しく、聖少女じみて──目を閉じて受け入れようとする。そう見えた。事実はわからない、彼の心も。私はまだまだ、『fine』のみんなとはほとんど関わっていないのだ。

　そんな桃李くんを見て、英智さんは困ったように苦笑した。

「これまで、『fine』のみんなは僕の我わが侭ままに付きあってくれました。無理をさせ、酷こく使しして、全校生徒からの憎ぞう悪おを僕とともに浴あびてもらいました」

　再び指を桃李くんの首から、頭に移動させて、また優しく撫でる。

　今度こそ、きっと愛をこめて。

「これ以上は、僕の誇りがゆるさない。それに、佐賀美先生はお察しでしょうが……もう、恥ずかしながら立っているのも難しいんです。ここが、潮しお時どきでしょう」

　何かを思いだすように、歌か劇げきの台詞セリフを諳そらんじるように彼は言った。

「『どうして王さまは裸はだかなの？』と無邪気な子供に指摘されるまで、恥はじを晒さらしておめおめと舞台に立っているのは、あまりにも情けない」

　いつの間にか涙を浮かべていた桃李くんの目元を、英智さんは王子さまめいてそっと拭ぬぐった。命を握られて、やっぱり怖かったのだろう──それでも健けな気げに逆らわずに弱々しく震えている愛し子を、英智さんは大事そうにずっと撫でている。

　ちいさな彼を、幼おさないころの自分自身を抱き寄せるように。

「これから先も、僕はアイドルでいたい。今回のドリフェスで、心からそう思えました。ゆえに、ここで未来を、希望のすべてを投げ捨てることはしたくない」

　決然と顔をあげて、私たちの生徒会長ははっきりと言い放った。

「延長戦は、棄き権けんしましょう」

　それは事実上の、敗北宣言だ。

　延長戦を棄権すれば、得票数は零ゼロになる。『Trickstar』が何もしなくても、棄権せずに参戦する意を表明すれば、その勝利が確定する。

　夢ノ咲学院におけるドリフェスの投票形式は、減点方式ではないからだ。マイナスにはならない、ライブをすれば──どうしたってプラスになる。

　アイドルでありつづけるならば、必ず票が獲とれる。

　否ひ定ていではなく、肯こう定ていを。

　毀き損そんではなく、賞しよう賛さんを。

　破は壊かいではなく、花束を。

　アイドルを消し潰つぶすのではなく、その輝きを否定しない加点方式。ドリフェスのそんな優しい、アイドルであることを決して否定しない基本理念に、私は初めて気づいた。

　血まみれの怪物、悪あく魔まじみた『皇帝』の、真意の一端を。

　それは夢ノ咲学院の生徒たちを肯定する、疑いようのない──人間賛さん歌かだった。

「構わないかい、渉、桃李、弓弦……？」

　仲間たちを肩越しに振り向いて、英智さんは微笑んだ。

「これを僕の、最後の我が侭にするよ」

　誰よりも美しく生きる、夢と希望に満ちあふれた輝かしい人間の笑顔だ。
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「ええ。会長さまがそうお望みなら、わたくしは従うのみです」

　弓弦くんが、すこし意外そうに一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしてから──頷うなずいた。

　そして英智さんにそっと歩み寄ると、へばりついたままだった桃李くんをけっこうギョッとするほど強ごう引いんに抱き寄せる。引きずって、己の手元に回収した。

　満足げに吐と息いきを漏もらすと、たっぷり撫でられたせいでやや乱れていた桃李くんの髪を、手ぐしで整えている。彼らがきっと毎朝のように繰り返しているのだろう、日常的な仕草。それを感じて、どこか熱に浮かされたようだった桃李くんの意識も現実に戻ってくる。

「坊ちゃまも、よろしいですね？」

「よ、よろしくないよ！　ええええ!?　何を言っちゃってんの会長っ、それってつまり結局えぇっと……？」

　はっと我を取り戻して、桃李くんが大おお慌あわてする。弓弦くんを邪じや魔まそうに蹴け飛とばすような動きをして、親とはぐれた迷子みたいに英智さんへと手を伸ばした。

　けれど。そんな彼の前方に、遮さえぎるように飛びだしてくる長身の人物がいる。

　渉さんだ。不思議な『三さん奇き人じん』はなぜだか無駄におおきく跳ちよう躍やくして、英智さんのそばに着地。舞い降りた天使が地上を案内するみたいに、彼の手をそっととった。

　英智さんははにかんで、ちいさく会え釈しやくしていた。

　彼らの仕草の意味は、まだよくわからないけれど。ある種の、崇すう高こうな儀ぎ式しきのようだった。軽く英智さんの手のひらにくちづけをしてから、渉さんは再び顔をあげる。

　どこから見ても欠けたるもののない、満面の笑みである。

　彼はいちど装着していた仮面をまた取り払うと、大笑いする。傑けつ作さくの喜き劇げきを観かん賞しようしたみたいに──ちょっと信じられないぐらいの大声で、高らかに言った。

「Amazingアメイジング☆　おめでとう、あなたたちの……『Trickstar』の勝利ですね！」

「えっ……？」

　声が向けられた『Trickstar』の面々は、啞あ然ぜんとしていた。何だかどんなちいさな子供でも信じない、馬ば鹿かげた冗じよう談だんを聞いたみたいな顔と、反応である。

　現実味がないのか、スバルくんが自分の頰ほおをつねりながら首を傾かしげる。

「えっ、と？　噓っ、どうしてそうなるの？　誰か説明して！」

「聞いてのとおりだ。説明する必要などない、俺たちが勝ったんだ。俺もまだ、夢を見ているような気分で、信じられないが──」

　いつもは意外と察しの良いスバルくんが混乱して、何もわからないのか抱きついてくる。それを適当にあやしながら、北斗くんが途切れ途切れに語った。

「『fine』が延長戦を棄権するなら、自動的に『Trickstar』の勝利が確定する。俺たちが、『Trickstar』が、あの『fine』を打ち負かしたんだ」

「そうなるな。うおぉ、ぞわぞわってする！　マジかよ、やったなっ☆」

　真緒くんが誰よりも早く現実に適応し──すべてを理解して、破は顔がんした。魅み力りよく的てきな笑みを浮かべ、仲間たちの背中をばんばん叩いて、はしゃいでいた。

　お年頃の、高校生そのものだった。

　ちょっと過か剰じようなぐらい強く叩かれまくって、右へ左へ揺れながら、スバルくんが感心するようなバランス感覚で一回転──舞うような動きをしてから、観客席を見る。

　まだ、当とう惑わくしている。

　すでに鳴り響き始めている拍手が、彼の疑問への答えなのだけれど。いちど負けたと思って絶望の底に叩き落とされたからか、なかなか信じられないみたいだ。

「……ほんとに？」

「噓をついてどうする。しっかりしろ、明星。俺たちはやり遂げたんだ、ついにこの夢ノ咲学院の頂点に立ったんだ！　夢にまで見た瞬間だぞ、もっと喜べ！」

　溢あふれてくる感情を我が慢まんできなくなったのか、北斗くんが本当に珍しく──自分からスバルくんに飛びついて抱きしめた。ぎゅうぎゅうと、ちからいっぱい。太陽のような相あい棒ぼうを躊躇ためらわずに抱き寄せて、髪の毛をかき混ぜて、ぐるぐる回転している。

　こちらまで嬉しくなってしまうぐらいの、おおはしゃぎだ。

「お、おう……？　ほんとに？　それでいいの、生徒会長？」

　スバルくんがされるがままになりながら、敵対していたはずの『皇帝』にまで縋るように確認する。何だか蜂はちにでも刺さされたみたいな、苦にが々にがしい顔で英智さんが答えた。

「うん。もちろん、僕だって悔しいけれどね？」

　何度も何度も自分たちが負けたのだと繰り返すのは、それは屈くつ辱じよくであろう。

　けれど、彼は礼れい儀ぎを尽くす。いつだってエレガントに。

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに、物わかりの悪い後輩を教え諭さとしてくれる。

「もしも『流星隊』や『UNDEADアンデツド』などに体力を削けずられていなければ、もしも『Trickstar』をきちんと解散させていれば、もしも僕が健康な身体で生まれていれば──『もしも』の話をしていても、未み練れんがましく意味がないけれど」

　自分の敗因を並べ立てて、彼自身もまた敗北を納得しようとしているみたいだった。恐らくは、このひとは生まれたときからこれまで──負けたことなんて一切なかったのではないか。勝利ばかりを、浴びるように得てきた。

　だから初めて手にしたものが、どんなものだか理解しがたい。

「もしも、あの転校生ちゃんがいなければね」

　そんな悲ひ喜き交こも々ごもの大騒ぎをただ傍ぼう観かんしていた私に、不意に英智さんが言げん及きゆうしたので魂たま消げてしまった。実際、心臓が止まるかと思った。

「たったひとりぶんの投票が、勝敗を分けた。僕たちの、明めい暗あんをね。これは運命的なものだと思うよ、いいや奇跡だろうね」

　夢ノ咲学院の『皇帝』は、物理的に端はしっこにいる──脇役でしかない私を、真っ直ぐに注視している。このひとに、初めて認識されたような気がした。

　それが何だか不思議と、嬉しかった。ようやく関われた気がする、この圧倒的な『皇帝』が紡つむぐ叙じよ事じ詩しに、名前のない端は役やくであっても。

　物語の舞台に立てるということは、おっかないけれど──とても有あり難がたいことだ。

「彼女を侮あなどり、考こう慮りよしなかった、これは僕の失策だ。彼女が壊こわれかけていた君たちの絆きずなを紡ぎ直し、ここまで導いた。そして、こうして勝利をもたらしたんだ」

　いつでも観客が、私がそうするように、英智さんは拍手した。

　私へ向かって。

　不思議な光景だった。

　冗談じみていて、戯ぎ画がじみていて、物語的すぎた。

「存分に感謝しなさい。あの特異で、奇跡そのもののような、けれど平へい凡ぼんな少女に」

　どういう顔をしたらいいのか、わからないけれど。

　もう笑うしかなかった。
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「百万分の一もありえなかったはずの可能性を、君たちは摑つかんだ。君たちは、僕たちに勝利したんだ。誇りなさい。せめて笑顔で。そうでないと、僕も死んでも死にきれない」

　死ぬなんて、病弱だという彼が言うと冗談にすら聞こえないのだけれど。

　とびきり悪あく趣しゆ味みな発言をして、何だか悪いた戯ずらをやり返した子供みたいに笑うと、英智さんはそっと後ずさる。そして、『Trickstar』のみんなに舞台の最前を譲った。

「これ以上、哀あわれな敗者に喋しやべらせるつもりかい？」

　優ゆう雅がに、彼は後輩たちをエスコートしてくれた。

「君たちに投票してくれたすべての観客に、応おう援えんしてくれたすべての人々に、感謝の言葉を述のべるといいよ。君たちは、アイドルなのだろう？」

　最後まで誇り高く、私たちの最大にして最強の宿敵が──手取り足取り丁寧に、最高の晴れ舞台へ向かうよう促うながしてくれる。ここで動けなければ、あまりにも情けない。

　スバルくんは脳のう天てんから爪つま先さきまで、電でん撃げきでも受けたように感かん極きわまって震えると、とびっきりの笑みを浮かべる。そして、ぴょんぴょん飛び跳ねた。

　全身で、喜びを表現している。

　ありとあらゆる明るい感情を具現化した、目ま映ばゆく輝く善なる太陽そのものだ。

「うおおっ、わかった！　マイク貸して佐賀美ちゃん、早くっ！」

『あ～……、おまえ元気だなぁ？　嬉しいのはわかるけど、もうちょいお行ぎよう儀ぎ良くしろよ～？　あと、『佐賀美ちゃん』じゃなくて『先生』って呼べよ』

　いちおう教師らしくお小言めいたことを並べてから、佐賀美先生は若返ったみたいに稚ち気きに溢あふれた笑みを浮かべて、自分の手にしていたマイクを放ってくれる。

『ほらよ、マイクだっ♪』

『うん、サンキュ☆　あのえっと、まだ頭のなかがゴチャゴチャしててうまく喋れないけど！　これだけは言わせてっ、ありがとう！』

　舞台から転がり落ちそうなほど前のめりになって、スバルくんが叫ぶ。

　喜びを。

　胸いっぱいの、愛を。

『ありがとう！　みんな！　勝ったぞ～っ☆』

　美しい獣けものの遠とお吠ぼえじみた、世界の果てまでも届く声だ。

　どんな暗くら闇やみも貫つらぬく、勝利宣言である。

『俺たちが！　『Trickstar』が勝ったぞ……！』

　大だい喝かつ采さいと声援と、笑顔が、返される。かつて孤こ独どくに、暗闇のなかに蹲うずくまっていたという彼が何度も夢に見たであろう──絶景である。

『応援してくれてありがとう！　拍手を、声援を、ありがとう！　夢ノ咲学院にきてくれて、俺たちのライブを楽しんでくれてありがとう！』

　スバルくんの双眸に涙が溢れて、それで視界がにじんで見えないのがもったいないのか何度も拭って、それでも止とめ処どなく熱いものが頰を伝う。

　幸福の絶頂で、彼は歌うように叫んだ。

『大好きだ！　みんな！　ほんとにほんとに、ありがとおおおおおお～☆』

「ふふ。まぁ、今は喜んでおくといい。忘れているかもしれないけれど──【ＤＤＤ】の優勝『ユニット』には、年末の『ＳＳ』に夢ノ咲学院代表として出場してもらう」

　何だかお姫さまに艱かん難なん辛しん苦くを与える意地悪な継まま母ははか女王さまめいて、英智さんが小声で囁いてくる。悪意はなさそうだ、水を差すような意図は感じない。

　浮かれすぎないように、憎にくまれ役を演じて釘くぎを刺さす。

「全国のアイドル養成学校から、芸能事務所から、プロ・アマチュアを問わずに無数の強きよう豪ごうが押し寄せてくる。僕たち『fine』など、かわいらしく思えるような未知の強敵が、手ぐすねひいて君たちを待っているよ」

　悪戯っぽい笑みを消して、真しん摯しに──生徒会長は告げてくる。

「それが芸能界というものだ、巨大で複雑で奇々怪々なる伏ふく魔ま殿でんだよ。けれど、君たちなら笑顔で勝ち進んでいける気がするよ」

　生まれたばかりの赤ん坊みたいな、清々しい笑みで、彼は拍手する。そして輝かしい舞台に背を向けて、勝者に道を譲り、立ち去っていく。己の腹心、『fine』を引き連れて──舞台を、彼の支配していたもののすべてを明け渡すようだった。

　最強の『皇帝』すらも観客にしてしまえる贅ぜい沢たくを、『Trickstar』は味わう権利がある。勝ったのだから。夢を叶えたのだから。奇跡を起こしたのだから。

　激戦の果てに、彼らが【ＤＤＤ】を制したのだから。

「奇跡のような、君たち。『Trickstar』……ほんとうに、おめでとう」

　語る英智さんの目元にも、涙が輝いている。

　たぶん敗北を喫きつしたことによる、屈辱の涙ではない。

　奇跡を目撃したものが、当然のように浮かべる感動の涙だと、私は信じた。
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『待って待って！』

　スバルくんがおおきく振り向いて、去りゆく生徒会長に手を伸ばした。

　真剣に。熱意と、愛をこめて。

『生徒会長っ、勝手にやり遂とげたような顔をしてどっか行かないで！』

「何だい、まだ僕に何か言いたいことがあるのかい？」

　ちょっと驚いたように振り向いて、英智さんは小首を傾げる。そしてまた意地悪な顔になると、酷ひどく返事のしにくい発言をする。

「いいよ、思い残すことがないように好きなだけ罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせなさい♪」

『そんなんじゃないよ。あんたこそ忘れてるだろ～、ドリフェスに優勝した『ユニット』はアンコールで一曲やるのが恒こう例れいだっ☆』

　スバルくんが、堂々と宣った。そういえばそうだ。革命の日となったあの『Ｓ１』でも、勝利した『Trickstar』にはアンコールを受ける権利が与えられた。あの日はそんなこと考えてもいなくて、何をどうしようかと慌てふためき現場を混乱させたものだけれど。

　大事な思い出だ。当然、スバルくんは忘れていなかった。

　だから今回は誰に指摘されるまでもなく、自分からそれを言いだしたのだ。

　彼も成長し、どんどん輝きを増している。

　英智さんは眩まぶしそうに目を細めて、困り顔になった。

「でも、それは君たちの役目だろう？　僕は正直、いいかげん休ませてほしいんだけどね……？　うふふ、スポットライトが黄色く見えるよ♪」

『思った以上に限界だったんだな、あんた!?　でも、悪いけどまだ舞台からは降りさせないぞ～？　あんたには、まだまだ教えてもらいたいことがいっぱいあるしっ☆』

「ふぅん。これは手て厳きびしいね、けれど嬉しくも思うよ。宿敵にすら素直に教えを請こえる、手を差しのべられる、それが君たちの強さだね……♪」

　ふらりと倒れそうになった英智さんに駆け寄って、スバルくんが支える。けれど、誇り高い『皇帝』はいつまでも寄りかかることなく──丁寧に彼を引き離した。

　自分の足でしっかりと立ち、後輩の背中を押した。

「僕も、君たちのように強くなるよ」

　いつも発言を美び辞じ麗れい句くで彩いろどる彼にしては珍しい、純じゆん朴ぼくな言葉。

　だからこそ、そこには強く輝く決意がある。

「そしてまた、いずれ……。今度は何度だって延長戦をしたっていい、魂たましいを燃やし尽くすような勝負をしよう」

　最後にいちどだけスバルくんと握あく手しゆを交かわし、英智さんは天使みたいに笑った。

「心から言えるよ、君たちに会えてよかった」
















『こっちこそ！　色々あったけど、ぜんぶ引っくるめて感謝するよっ☆』

　スバルくんは酔っ払った外国人みたいな動きで英智さんにまた抱きつき、たっぷり頰ずりしてから、仲間たちが呆あきれ顔で待つ舞台の最前へと戻っていく。

　振り向いて、英智さんに片目を瞑つむって。

『俺たちが、ここまでこられたのは……。転校生をはじめとした、周りのひとたちに支えられてきたからだ！　あんたたちに勝てたのも、他の『ユニット』の援えん護ごがあったおかげって感じだしね～♪』

　そうだ。独りで戦ってきたわけではない。それでは勝てなかった、決して。

　孤独に膝ひざを抱かかえていたスバルくんに、千秋さんが言ってくれたことを思いだす。

　あぁ、ほんとうに──独りぼっちなんかじゃなかった。

　私たちの生きているこの世界には、無数の人々がいる。嫌なひとも、悪いひともいる。けれど尊敬すべき、愛すべきひともいる。色んなひとがいて、誰もが己の人生を必死に生き抜いていて、ぶつかったり傷つけあったりすることもあるけれど──だからこそ素す晴ばらしい。

　生きているって、生きるって、何て素敵なことなんだろう。

『これまで対決してきた、あんたたちみたいな強敵も！　俺たちを鍛きたえて、成長させてくれた！　だから勝てたんだっ！　そんな全員に、俺は感謝を伝えたい！』

　両手をぶんぶん振って、スバルくんが宇宙のぜんぶに響くような声で呼びかける。応える声が、無数にある。それもまた、何て喜ばしいことなんだろう。

『だから、みんな～！　舞台にあがってきて！　みんなで歌おうよっ☆　アンコールの一曲を、声をあわせて元気よく！』

　海すら断たち割った聖せい者じやのように、彼の声が、仕草が、そのすべてが世界中を揺り動かす。そんな奇跡が、圧倒的なパワーがあった。

　アイドルとは、偶ぐう像ぞうという意味だ。

　それは信しん仰こうされなければ、誰かの心を受け取らなければ、単なる木くずか石くれでしかない。けれど愛されることで、どんな奇跡だって起こせるのだろう。

　独りぼっちじゃないから、恒こう星せいみたいに輝ける。

『ほらっ、転校生！　遠えん慮りよしないでおいでっ、俺たちの勝利の立役者なんだから！　一緒に歌いたいよ、喜びを分かちあおうっ☆』

　また傍ぼう観かん者しやのつもりになっていた私を、いつだって、スバルくんが手を引いて光り輝く場所へと導いてくれる。力強く引っぱられて、私は蹈鞴たたらを踏みながらステージへ。

　わかっている。もう、遠慮などしない。

　そばにいるよ。

　いつまでも。

　そばにいたいから。

『みんなにも紹しよう介かいします！　俺たちの『プロデューサー』、いいや勝利の女神で～す！　こいつのおかげで、俺たちはここまでこられたんだっ☆』

　女神と呼ぶわりに乱らん暴ぼうに、スバルくんに背中をばんばん叩かれる。痛い。でも何だか──女の子あつかいされるよりも、何百倍も嬉しいって思うのは変だろうか。

『ほんとに、ありがとう！　どれだけ感謝しても足りないよ！　これから先も、よろしくねっ？　いっぱいいっぱい、一緒に楽しい時間を過ごそうっ☆』

　もちろん。

　私たちの物語は、青春は、まだ始まったばかりなのだから。

　遠慮なくスバルくんが抱きついてくるので、私も思いっきり抱き返した。いつまでも、やられっぱなしの私ではないのだ。流されてばかりの、その他大勢ではないのだ。

　あったかい。嬉しい。幸せだ。

　あなたたちが、私は、だぁい好きだ！

『さぁさぁ、『fine』も『Knightsナイツ』も！　『流星隊』も『2winkトウウインク』も『UNDEAD』も『Ra*bitsラビツツ』も！　おっと『紅あか月つき』もきてるじゃん、おいでおいで！　舞台においで！』

　スバルくんが、初めて出会った瞬間──私にそうしてくれたのと同じ動きをする。すべてを受け入れる、ここは無限の広さの大宇宙だ。そこは無数の星々が輝き、熱を振りまいていて、とってもあったかい。幸せな居場所だ、この世の楽園だ。

『夢ノ咲学院のステージだっ！　どれだけたくさんの人数を、夢をのせても大丈夫っ☆　青春とか友情とか希望とか、たっぷり詰つめきれないほど詰めこんで！　みんなで並んで、手を繫いで歌おう！』

　スバルくんがみんなを招くために私から離れたのを良いことに、北斗くんが、真緒くんが、真くんが突進してきて──何だかめちゃくちゃにされる。抱きついたり胴どう上あげしたり、やりたい放題だ。私とスバルくんばかりが仲良くしていて、寂しかったのだろうか。

　あはは。やっぱり『Trickstar』は、みんな一緒でなくては。

　手を繫ぎ、はしゃいで、私たちは大笑いした。

　青春を満まん喫きつする、高校生らしく。

　けれど彼らはアイドルでもあるから、きちんとその使命も果たしてくれる。歌って踊って、この上なく魅力的なパフォーマンスを何度でも大おお盤ばん振る舞いしてくれるのだ。

『みんなもう、さんざん聞いただろうから覚えてくれてるでしょ？　俺たちの最新曲、とっておきの歌！　『ONLYオンリー YOURユア STARSスターズ』……☆』
















　もちろん、私は覚えている。

　忘れない。

　ここを卒業しても。年とし老おいても。死んで墓はかに入った後にも。

　来世でもきっと、この歌を覚えている。

　この輝きを。

　それは、彼らの青春そのもの。

　星のように輝くことを願って、夢見た、愛すべき男の子たちの讃さん歌かだ。

『さぁ歌おう、心をこめて！　とびっきりの、笑顔で！』

　大好きな彼らとともに、私も生きていく。

　この人生を。

『世界中に響かせよう、俺たちのアンサンブルを！』




　私、生まれてきて良かった。











あとがき






　こんにちは。『あんさんぶるスターズ！』シナリオ担当の日あ日き日らです。

『青春の狂きよう想そう曲きよく』『革かく命めい児じの凱がい歌か』『皇こう帝ていの帰き還かん』ときて、第四巻である今回の『歌声よ天まで届け』にてメインシナリオはようやく完結いたしました。長かった……。

　もちろんメインシナリオはこれにて大団円ですが、現在もアプリのほうではどんどんイベントやガチャ（スカウト）なんかで新しいお話がどんどん公開されています。物語としてはむしろ『ここからが本番！』ぐらいの感じですので、今後も引きつづき夢ゆめノの咲さき学がく院いんのアイドルたちと青春を楽しんでいただければ幸いです。

　私立夢ノ咲学院は、いつでも『転校生ちゃん』のご来校をお待ちしております。

　ともあれ。

　アプリではここでいったんエンドロールが流れてめでたしめでたしという雰ふん囲い気きになってしまうのですが、小説としては拾いきれていない要よう素そがいくつかありましたので……。補ほ足そくというか蛇だ足そくという感じに、書き下ろしでそのへんたしょう描いてみました。

　ここまで走り抜いてくれた『私』への労ねぎらいの意味もこめて、ちょっとした贈り物を。

　ありがとうございました。





日日日
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　けっきょく、最後まで話せなかったな。

　仕方ないのかもしれない、まだそのタイミングじゃないってこと──あるいは、わたしとあの子の道はもう永遠に交まじわることがないのかなって。家族じゃない。もちろん恋人じゃない。友達ですらなかったのかも、そんなふうに名乗る資格はないのかも。

　ほんの短い間だけ、奇き跡せきのように同じ時間を──青春を共有しただけ。大人になれば忘れちゃう、儚はかない関係性だったのかもしれなかった。

　けれど。やっぱりちょっぴり、寂さびしいな。

　でも良かった。ほんのすこしだけでも、顔が見られた。あの子は、自分でも気づいてないかもしれないけど──とっても充じゆう実じつした良い表情をしていた。笑って、泣いて、かわいい顔をくしゃくしゃにして……。無口で、無表情で、いつでも自分というものをあんまり見せない子だったのに。

　ありのままの、素す顔がおを晒さらしていた。

　全力で、青春を駆かけ抜けていた。

　それなら、いい。

　もちろん、怨うらんでもいない。わたしたちを置き去りにして、裏切って、ひとりだけ幸せになって──みたいに一度でも思わなかったと言えば噓うそになっちゃうけど。

　みんなが不幸になっちゃうよりも。すべての花が踏ふみにじられて、根こそぎにされて、草木も生はえない荒こう野やになっちゃうよりも──そんな、救いのない結末よりも。

　あなただけでも幸せになれたなら、それは絶対に良いことだもん。

　あの子が、何で転校してしまったのか……。わたしたちの前から、黙だまって姿を消しちゃったのか。その理由は、まだわからない。聞ければ良かったなって思ったのだけど、夢みたいな光景の直ただ中なかにいる彼女に、その人生に、水を差しちゃ駄だ目めかなって。

　水みず浸びたしにしちゃうと、花は咲かないもんね。
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「ちょっとちょっと、大丈夫～？」

　夢ゆめノの咲さき学がく院いんの『講こう堂どう』、そのすぐ外。チケットを確認したりグッズを売ったりするブースのそばで、わたしはちょっと困ってしまって「う～ん？」と首を傾かしげる。

　何度も何度もアンコールされて、いつまでも歌声が響ひびき渡っている。『Trickstarトリツクスター』っていうらしい、どうもあの子が大事な絆きずなを結んだらしい男の子たちが──熱ねつ唱しようしている。

　そのメロディが、すっかり耳にこびりついている。

　あの子が、この夢ノ咲学院で見つけたアンサンブル。わたしにはきっと関わる権利はない、遠い異世界の物語の、その一いつ端たんにわずかに触ふれられた。

　あの子が、ここで笑っているって確認できた。

　それを成果として、もう今日はおうちに帰って寝ちゃいたいんだけど。

「どうしちゃったのかなって？　貧ひん血けつ～……？」

　物販ブースのなか、パイプ椅い子すに腰こし掛かけたまま──ひとりの男の子が糸の切れた操あやつり人形みたくなってだらんと弛し緩かんしている。どうも、失神してるっぽい。のんびりうたた寝しているだけなら放っておいても良かった、むしろ気持ち良さそうに熟じゆく睡すいしてるのに邪じや魔ましちゃ悪いかなって思ったのだけど……。何か、やばそうな感じがしたから。

　寝てるっていうより、昏こん倒とうしている。

　急にガクンって意識を失ってしまったのだろう、男の子が倒れこんだ衝しよう撃げきで机が倒れ、グッズが散乱して──物もの盗とりに襲おそわれたみたいになっている。実際そうなのかもしれない。事件のにおいがする、あんまり関わりたくはないのだけど。

　放っておくことも、できない。

「お～い？　生きてる～？」

　わたしはしゃがんで、男の子を揺ゆさぶる。異性に触さわるのにはべつに抵てい抗こうはないのだけど──やっぱりちょっと久しぶりなので、変な感じだ。男の子ってこんなんだっけ。何かやけに骨ほねっぽいというか、ごはんちゃんと食べてない感じに瘦やせている。

　鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪かみ。あちこち擦すり切れた、夢ノ咲学院の制服。

　綺き麗れいな男の子だ。この子もアイドルなのかなって。夢ノ咲学院は、男性アイドル育成に特化した養成学校──って話だもんね。うちの学校の近所なのだけど、とくにアイドル科は警けい備びが厳げん重じゆうっていうか、あんまり近づけない感じなのでよく知らない。

　近いのに、遠い。だから、あの子がこんなすぐ間近にいたことに気づかなかった。あの子は誰にも何も告げずに、転校してしまった。もう二度と手が届かない、どこか遠くへ去ってしまったんだって思っていた。

　今日だって、あの子を見かけたのはたまたまだ。あの子がいたころ、仲の良かった友達とはちょっぴり疎そ遠えんになっちゃったのだけど──とても、哀かなしいことがあったから。でも、わたしは周りに誰もいないと寂しくなっちゃうので、知りあいはおおい。

　お友達も、いっぱい。その子たちのなかにアイドルが大好きな子がいて、夢ノ咲学院に通いつめてて──わたしは何となくその場のノリと勢いで付き添った。たっくさんの知りあいや友達を引き連れて、楽しくはしゃいで盛もりあがるためにきた。

　そういうのは、好き。楽しさで、馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいの賑にぎやかさで塗ぬりつぶさないと、わたしたちが経験した重たい痛みは誤ご魔ま化かせない気がしたから。

　逃とう避ひするみたいに、わたしは広く浅く付きあう。みんなのぶんまで笑って、幸せになって、人生って素す晴ばらしいって思いこみでも何でもいいから主張しつづける。

　もう二度と、笑えなくなっちゃったような子もいるのに。

　ねぇ、だからわたしも裏切りものなんだ。

　友達なんて、もう名乗れないよね。

　でも。すこしでも、役に立ちたかった。あなたを笑顔にする、手助けがしたかった。だから、ずっと応おう援えんしたよ。覆ふく面めんをして、歌って踊るあなたを。また自分を消し潰つぶすようにして、脇役か背景みたいに振ふる舞まって、それでも誰かを助けているあなたを。

　すこしでも、支えたい。応援したいなって、そう思ったから。

　結果はそれなりに上等だったようで、良かった。もちろん、わたしなんかほんのすこししか役に立たなかっただろうけどね──いつだって。何もせずにいるよりは、ずっと良かったって信じたいな。気づかれなくても、報むくわれなくてもいいの。

　あなたのことを愛してたよ。大事な友達だった。

　ううん。ずっとずっと永遠に、わたしたちの間にも確かにあったはずの友情や青春は──決してなかったことにならないよね。あなたと過ごしたキラキラした日々を、大事だって思うから、その恩おんを返した。友情を証明したつもりになって、お手伝いをした。

　そういう自じ己こ満足みたいなものに耽ふけりながら、わたしはわたしの居場所に帰るから。
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「そこで何をしているのかね？」

　不意に、パイプオルガンみたいな重低音が響ひびいた。

　驚いて見上げると、いつの間にか──すぐ間近に誰かが立っている。わたしから見ると、ずいぶん大人びた感じ。背が高く、夢ノ咲学院の海色の制服を着ていなければ同年代だとは思えなかったかも。

　宝たから塚づかの男役のような、酷ひどく色っぽい切れ長の双そう眸ぼう。短く刈かりこまれた、上等な羽う毛もうのような髪。長身なのに威い圧あつ的てきではなく、むしろ何だか繊せん細さいそうで抱だきしめてあげたい感じ。片手に、なぜか愛らしいアンティーク人形を携たずさえている。

　男のひとなのにお人形さんを抱っこしてるのは不ふ思し議ぎな感じだけれど──今日の夢ノ咲学院はお祭り騒ぎで、おかしな仮装をしたひととか、アイドル衣い装しようを着ているひとたちが走り回っていたから……。別段、変には思わなかった。

　不思議な男のひとは、わたしをわりと凶きよう悪あくな眼がん光こうで睨にらんでくる。無言で。何だかいたたまれなくなりつつも、わたしは彼を見上げて微笑ほほえみかける。

　どれだけ怖そうなひとでも。同じ人間なら、笑顔で愛あい想そ良よく話しかけたら意外と応こたえてくれるものだ。誰だって、無む垢くな赤あかん坊ぼうを地面に叩たたきつけることはできない。

　そうやって、生きてきた。へらへら笑いながら。媚こびて、お情けに縋すがりながら。

　かわいこぶってんじゃないよって、反感を買うこともあるけど。酷ひどいことをされたことも──でも、これがあんまり何もできないわたしが唯ゆい一いつ、身につけた武器だ。

　生きていくために。

「えっと、こんにちは。あなた、この子のお知りあいかなって？　何かね～、ここに倒れてたの！　どうしたのかな、大丈夫かなって？　心配！」

『ふふ。大丈夫よ、単なる貧血だと思うから。みかちゃん……この子のことだけど、あんまり食べないのよね。今日も、ずっとアルバイトをしてたみたいだし──疲労と栄養失調で倒れちゃったのね。んもう、困ったちゃん♪』

　んん？　今、男のひとが口を動かさないまま妙みように甲かん高だかい声で喋しやべったような？

　何これ、腹話術……？

　まじまじと背の高い男のひとを見ると、彼は『みかちゃん』というらしい（男の子にしては愛らしい名前だけど、渾あだ名なかなって？）男の子をわりと軽々と、片手で抱だきあげる。小脇に抱かかえて、どこかへ歩いて行ってしまう。

　眠ってしまった我わが子をおんぶして帰る、優しいお父さんみたいだった。

「あの、運ぶの手伝いましょうか？」

　思わず敬語で、後ろ姿に呼びかけると──男のひとはこちらを振り向く。

　そして忌いま々いましそうに、吐き捨てた。

「僕だけで運べるから、気き遣づかい無用なのだよ。……君も、どうせライブを観にきたのだろう？　芸術性の欠片かけらもない、あの俗ぞく悪あくな滑こつ稽けい劇げきを？　ならば僕たちなどに構っておらずに──『講堂』へ戻るといいよ、手間をかけたようで悪かったね」

「ん～ん、ちっとも手間じゃないかなって。倒れてるひとがいたら、心配するのは当然だもん……。もう帰るところだしね。わたしおうちが遠いから、新幹線で通学してたりするし──この時間の電車を逃のがしちゃうと、自じ宅たくに帰り着けないかなって」

　まだ四月。年度が切り替わったばかりで、身しん辺ぺんがドタバタしてるし。一緒にきた友達はまだライブを観ているようだけど、断ってわたしだけ先に帰ることになった。できれば、あの子が関わっている『Trickstar』って子たちの歌声を、もっと堪たん能のうしたかったけど。

　何だか、哀かなしくなっちゃうし……。べつに一緒にきた友達も、四六時中、べったり一緒にいるような間柄の子たちではない──そういうのは、今はもういいかな。

　深く関わりすぎると、別れたときに致ち命めい傷しようを負う。

　わたしは弱いから、もう二度とは耐えられない。

「えっとぉ、物販ブースっていうのかな。あそこ、空からっぽにしちゃっていいのかなって？　レジとかあるよ、お金とか盗ぬすまれちゃうかも？」

　校門へ向かっている男のひとを追うように、帰き途とにつくわたしも歩きながら呼びかける。男のひとは億おつ劫くうそうに、振り向きもせず無ぶ愛あい想そうに囁ささやいた。

「知らん。巡じゆん回かいしている生徒会がすぐに気づいて、対処するだろう。だいたい売り子も影かげ片ひらだけでなく、他にもいたはずなのに無人だったのは──他の連中が職務を放ほう棄きして、『講堂』のライブを覗のぞき見しに行ったからだろう。そんな連中のぶんまで、僕の影片だけが働かされるのは我が慢まんならない。俗物どもの分際で、生意気なのだよ」

「ん～……。よくわかんないけど、その子のことが大事なんだね～♪」

「ふん。勝手に泥どろだらけの水たまりに飛びこもうとする人形がいたら、首根っこを摑つかんで回収するのが持ち主ぬしの義務だろう？」

「人形？　そのお人形さん、かわいいね！　お名前は何ていうの？」

「マドモアゼルだ。そうだろうそうだろう、かわいいだろう」

　何だかわりとふつうに会話していたら、意識を失っていた『みかちゃん』が「んあ～……？」と、鴉が鳴くような独特の声をあげて瞬まばたきした。

「んあ、あれ？　お師しさん、何でここにおるん……？」

　そのお目々を見て、ちょっと驚いた。左右で、色違いの瞳ひとみ。オッドアイっていうんだっけ──人間の場合は、ちがう呼びかたがあったんだっけ。

　わたしの大事なお友達のひとりにも、同じような目をしている子がいる。今はもう鬱ふさぎこんで引きこもりがちで、ずいぶん顔も見られてないけれど。けっこう珍めずらしい形質だし、他にそんなひとがいると思わなくって、まじまじと見てしまった。

　そんなわたしの視線に気づき、お師さんって呼ばれたひとが低く告げてきた。

「あまり見ないでやってくれ。影片が嫌いやがるし、怖がる」

「あ、うん。わたしの友達にもね、同じような目をしてる子がいるの。その子もね～、嫌がるんだ目ぇ見られるの。綺麗なのにね、お師さんもそう思わないかなって？」

「君にお師さん呼ばわりされる筋すじ合あいはないのだがね。というか、何でついてくる？　ライブはいいのかね？」

「わたしも、もう帰るところかなって。会いたい子もいたんだけどね──今日はちょっと大おお忙いそがしっぽいし、無理かなって。だから、いいの」

　しょんぼりしながら言うわたしに、お師さんが何かを言いかけた──瞬しゆん間かんである。

　おおきな声が、背中を打った。

　ビクッとして、わたしは振り返る。
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　すこし遠ざかった『講堂』の出入り口、ライブ中は閉じられているおおきな扉とびらをわずかに開いて、あの子が顔を見せていた。わたしの友達だった、あの子が。

　驚いてしまって、彼女の名前を呼ぶこともできず立ちすくんでしまった。その間に、お師さんとみかちゃん──不思議な二人組は、夜の闇やみにとろけて消えてしまう。なかなか興味深いひとたちだし、もっと喋っていたかったけれど、今はそれよりも。

　息を切らしながら駆け寄ってくるあの子に、わたしは微笑む。

「えっと、久しぶり～？　ってほどでもないかなって？」

　彼女は応こたえず、そのままの勢いで走ってくると抱きついてきた。

　わおう──倒れそうになって、慌ててそばに立っていた水すい銀ぎん灯とうに縋すがりついて踏ふん張ばって堪こらえた。相変わらず、意外と行動がファンキーな子だ。かわいい。

　懐なつかしく思いながら見ているうちに、彼女はぼろぼろ泣き始めた。喘あえいで、いろんなことを言おうとして言えなくて、口を開かい閉へいしている。お喋り、得意じゃないんだよね。

　でも。そんなあなたが、大事な仲間のために──この夢ノ咲学院で見つけた友達のために、大観衆の前で踊っていた。覆面つけて、ピエロみたいに思われても。

　けっこう格かつ好こうつけたがりの、この子が。それは、素す晴ばらしいことかなって。

　彼女は泣きじゃくって、支し離り滅めつ裂れつにたくさん喋った。

　わたしがお友達と一緒に、応援したことにお礼を言って。合わす顔がないと思っても、それでもって、罵ののしられたりぶたれたりするのを覚かく悟ごで会いにきてくれたんだ。

　わたしを必死で捜さがして、最後の最後にひきとめて、たっぷり詫わびていた。

　ごめんね、ごめんねって……。いいのに、わたしなんかに謝らなくても。今日はたぶん、おめでたい日なんでしょう？

　笑ってほしいな──あなたの笑顔が、わたし、だぁい好き。

　そう思って、彼女の頭を撫なでる。抱き寄せて、体温を交こう換かんして。

　でも。べつに謝罪することで楽になりたい、みたいな甘えじゃないみたい──自分を傷つけるために、刃やいばをぐさぐさ刺さしているようだ。自じ罰ばつ、自じ傷しようだ。それは見てられないから、わたしは思いっきり馬ば鹿かみたいに叫さけんだ。

「楽しかったよぉ、今日は！　ライブ、すっごい感動した！」

　そう告げて、最後にいちどだけ抱きしめて、それでお別れ。

　過去なんか振り切って、前に進んでほしかった。

「ありがとうね」

　そう言って、ちょっと可か哀わい想そうだけど彼女を振り切って──遠ざかる。背中を向けて、校門へ向かう。わたしは、わたしの帰るべき場所へ向かう。

　あなたも。

「また連絡するね。電話番号、変えてないかなって？」

　いちおう確認すると、彼女はこっちが恐きよう縮しゆくするぐらい何度も頷うなずいた。

　もっと偉えらそうにしてたらいいのに。何かよくわかんないけど、『プロデューサー』になったんでしょう？　アイドルを守り、支えて導く、そんな存在に……。

　だったらもう泣かずに、タフに、強くて綺麗な──あなたらしい笑顔で。

　がんばって。ううん、青春を楽しんでね。わたしも、そうするから。

「またね」

　手を振って、別れた。近くて遠い、わたしたちの居場所に帰らなくっちゃ。

　偶ぐう然ぜんまた今日みたいに、どこかの交差点とかですれちがってさ──。

　たまに会って言葉を交かわせて、笑いあえたら万ばん々ばん歳ざい。

　そう思って、もう振り向かずに歩く。お別れはいつでも、つらくて苦しくて堪たまらない。けれど、きっと生きていればまた会えるから。そう、信じているから。

　だからね。きっと何もかも、ちっとも心配いらないの。

　最後にいちどだけ振り向いて、笑った。

　彼女も必死に目元をごしごし擦こすって、けっこう無理をして笑ってくれた。




　さようなら。

　またね。

　ありがとう。
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